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　フェルドウェイはルドラに敗北した直後、万が一に備えて待機させていたマイに命じて、安全な拠点である〝天てん星せい宮きゅう〟まで帰還していた。

　血に染まった神衣を着替えもせず、屈辱に顔を歪めて叫ぶフェルドウェイ。

「ルドラだと、ふざけるなッ!!　ヴェルダナーヴァ様を守れなかった分際で、何が〝勇者〟か!!」

　それは、心底から激怒したフェルドウェイの本音であった。

　ルドラが強いのは知っていたが、まさか〝王宮城塞キャッスルガード〟を有する今の自分を倒せるほどだとは思っていなかったのだ。

　そう、無敵だと信じていた〝王宮城塞キャッスルガード〟が破られたのは、フェルドウェイからしても想定外過ぎた。慎重な性格でなかったとしても、撤退を選択するに十分な理由であろう。

　だからこれは恥ではない──と理解しているのだが、どうしても湧き上がる怒りを抑えられずにいるフェルドウェイである。

　忌々しいとは思うが、決定的な敗北を喫した訳ではない。そう自分に言い聞かせる事で、フェルドウェイは平常心を取り戻そうとする。

　具体的には、自身の敗北を一旦忘れて、他の者達の戦局へと意識を向けたのだ。そしてその結果、思わぬ事態に愕然とする事になる。

『ミカエル様、魔王リムルの始末は済みましたか？』

　一番の懸念事項だったのが、魔王リムルだ。だからフェルドウェイは、真っ先にミカエルへと『思念』を飛ばしたのだが、反応がない。

（……？　どうなっている？）

　ミカエルとフェルドウェイは、権能を共有しているだけあって一心同体だ。どれだけ離れていようと、それこそ、違う次元に存在してさえ、意思の共有が絶たれる事はないはずだった。

　それが有り得るとしたら、片方が返事も出来ないほど危機的状況にある場合のみなのだが……それでも、フェルドウェイと違ってミカエルは『並列存在』なので、どんな状況からでも復活出来るはずなのだ。

　だからこそ、そこまで慌てる理由などない。

　ない──はずなのだが、応答がないのは異常だった。

（止まった時が解除されたという事は、勝負はとっくについているはず……）

　魔王リムルは〝停止世界〟の存在すら知らぬはず。つまりは、レオンを餌に誘おびき出せた時点で、策は成就したと言えるのだ。

　それなのに……。

　嫌な予感に、フェルドウェイの胸がざわついた。

　そして、そのメッセージが届けられる。




《──ああ……余の願いは叶った。フェルドウェイ、君を残して逝くのだけが心残りだ──》




　それは、消えゆく間際のミカエルが、最後の力を振り絞ってフェルドウェイに送った『思念』だった。

　自身の中に、ミカエルの力が宿るのを感じる。

　しかしそこには、ミカエルの意思が存在していなかった。

　その意味するところは、ミカエルの〝死〟である。

「馬鹿な……ミカエル様は『並列存在』なのだぞ？　どのような状況からであろうと、私が無事ならば復活は可能なはず……」

　フェルドウェイは取り繕う余裕すら失くして取り乱した。

　ミカエルは、初めて出来た友なのだ。

　ザラリオやフェンとは違って、本音すら曝さらけ出せる心を許した心しん友ゆうだったのだ。

　慎重なフェルドウェイが、絶対に安全だと思えるまで十と重え二は十た重えに策を弄して、ミカエルの安全を優先させていた。

　それなのに、ミカエルが復活する気配はない。

　否、究極能力アルティメットスキル『正義之王ミカエル』は消えていないし、神智核マナスが復活した気配も感じられた。

　問いかければ応答もあるのだが、自我はない。

　それは単なる、完全な形で『正義之王ミカエル』を制御するだけの権能に過ぎなかった。

　自由意思でヴェルダナーヴァの復活を願っていたフェルドウェイの友──ミカエルとは、根本から違う存在だったのだ。

　自分の友ミカエルが完全に消滅してしまったのだと、フェルドウェイは認めるしかなかった。

「何故だ……どうしてこうなった？」

　思わず疑問を口にするも、それに答える者はいない。

　その信じられぬ出来事に、フェルドウェイは茫然となる。

　そして思うのは、ミカエルの最期の言葉だ。

　願いが叶ったとはどういう意味なのか。

　まるで理解出来ないが、ミカエルが苦痛の中に消えたのではないと知り、その生に意味があったのだとわかって、少しだけ気持ちが楽になるフェルドウェイだった。

　それと同時に、どうしても嫉妬してしまうのだ。

　ずるいじゃないか──自分だけ満足して、私を置いて逝くなんて──と。

　………

　……

　…

　フェルドウェイは孤独だった。

〝始原の七天使〟の長として皆を率いる立場であり、あらゆる責任がフェルドウェイの肩にのしかかっていた。誰かに相談するなど思いもよらず、全ての決断はフェルドウェイの意思に委ねられていたのだ。

　ヴェルダナーヴァが去ってしまった時、その重圧から逃れる術すべもなくなってしまった。

　皆が不安に思わぬように、フェルドウェイはリーダーとして最前線に立ち続けていたのである。

　全ての物事を独断で決定するフェルドウェイが、仲間達から浮いてしまうのも必然だった。仲間達がどう思っていたのか、それを気にする事もなかったのがフェルドウェイの落ち度である。

　その積み重ねが不和となり、フェルドウェイも知らぬ内に少しずつ歯車が狂っていった。その結果、まとまりのない集団になってしまっていたのだ。

　その現実に気付いていないのは、フェルドウェイにとって幸か不幸か……。

　フェンという話し相手も、友ではあるが弱みを見せられるほど信用している訳ではない。結局のところ、フェルドウェイを理解してその心を癒してくれるような者など、数あま多たある広い世界にたった一人さえも存在しなかったのだ。

　そこに出現したのがミカエルだった。

　同じ目的を胸に抱く同志にして、互いに分かり合える友として、ミカエルはフェルドウェイを満たしてくれたのだ。

　それは、かつて味わった事もない歓喜だった。

　いつしかフェルドウェイにとっては、ミカエルはヴェルダナーヴァに並ぶほど重要な存在になっていたのだった。

　それなのに、現実は非情だった。

　ようやく手に入れた気が置けない友も、フェルドウェイを残して消え去ってしまった。

　私はどうすれば──と、フェルドウェイは生まれて初めて弱気になっていたのだった。

　………

　……

　…

「よお、大将。しけた面つらしてねーで、次は何をすればいいのか指示をくれや」

　時間にしたら瞬きほどの間ではあったが、フェルドウェイが茫然となっていたのは事実だ。しかし、それをまったく気にせずに声をかけたのは、他人に忖度しない事で定評のあるヴェガであった。

　ここにはもう一人、古城舞衣マイ・フルキもいるのだが、彼女はいつものように沈黙を守り、静観に徹していた。

　ヴェガだけが、まるで無頓着なのだ。

　フェルドウェイは気分を害し、ヴェガを見据える。

「黙れ。たった今、ミカエル様との連絡が途絶えたのだ。貴様の相手をしている場合ではないと、理解するがいい」

　そう吐き捨てて、ヴェガを黙らせようとした。

　しかし、ヴェガは空気を読まない。

「はあ？　あれだけ偉そうにしてたのに、ミカエルのヤツは負けちまったのかよ。情けねーな」

　などと、暴言を口にしたのだ。

　それは、フェルドウェイが激高するのに十分な理由となった。

「黙れと言っている！」

　そう叫んだフェルドウェイは、ヴェガへと向け苛烈なまでの攻撃的覇気を叩き付けた。

「グッ、コイツはスゲエな……」

　まさに、天と地。

　フェルドウェイとヴェガでは、埋めようもないほど強さに隔へだたりが存在していた。

　しかし、そうと理解してもヴェガは黙らなかった。

「オイオイ、大将。俺が間違ってるってのかい？　ミカエルは弱いから負けたんだぜ。この世は弱肉強食なんだから、死んじまったら正義もクソもねーだろうが！　違うかよ？」

　その言葉は煽っているようだが、それがヴェガの本音であり行動原理なのだ。

　ある意味では正論だし、真理でもある。

　だが、しかし。

　そうであったとしても、それに頷けるフェルドウェイではなかった。

「貴様如きがミカエル様を語るな!!」

　と、ヴェガの言葉を打ち消すように、ヴェガを殴って黙らせようとする。

　それでもヴェガは黙らない。

「何を言ってやがる！　いいか、アンタはコルヌって野郎が死んだ時も平然としてたし、俺がオルリアやアリオスを喰ったのも黙認したじゃねーか。それはよ、俺の考えが正しいって思ってたからだろう？　違うかよ？」

　その指摘は正しかった。

　フェルドウェイはコルヌの死を聞いても、悲しいとは思わなかったのだ。それよりも作戦の失敗を不快に思い、次善策を考えるのに忙しかった。

　古き同僚に対してもそんな態度だったのだから、駒としか思っていなかったオルリアやアリオスなど、まさにどうでもいい存在でしかない。ヴェガが喰ったと知っても、ヴェガの強化に繋がったのなら無駄ではなかったと、実に機械的な感想しか抱かなかったのだった。

　だからヴェガを責めなかったし、むしろ、戦力強化に繋がったとさえ考えていたのである。

「チッ、減らず口を……」

「へへっ、それが俺様の性分なんでね」

　自身の心情を見抜かれ、フェルドウェイは僅かに動揺した。それを悟られぬように、ヴェガへの威圧を更に強めていく。

「貴様如きに何がわかる？　我等には崇高な目的があり、その為ならば如何なる犠牲も──」

　そんなフェルドウェイに抵抗して、言葉を遮りながらヴェガが叫んだ。

「うるせぇ、甘ったれてんじゃねーぞ!!」

　空間が圧縮されるほどの猛烈な威圧を浴びて、本来ならば逆らう事など不可能なはずだった。それなのに、ヴェガは怒り狂ったように言い募る。

「大体よ、この世が残酷ってのは常識なんだぜ」

　ヴェガが生きてきた環境は過酷だ。

　それ故に、その言葉には重みがある。

　フェルドウェイも思わず黙ってしまい、ヴェガの発言を許してしまう。

「俺のボスだったユウキはよ、その不条理に抗おうとしてたんだ。まあ、今から思えばちっぽけな力で、よくぞあれだけ頑張れたもんだとも思うがな。それでも俺は、アノ人を信じてた。弱みを見せたら寝首を掻く気ではいたが、ユウキは油断ならねー性格だったしな。案の定、操られたフリをしてたんだろ？」

「……だから何だ？　そのユウキも、今はこの世にいないではないか」

「ああ、そうさ。ユウキでも無理だったのさ。どうしようもないほどの力の差を前にしちゃあ、どんな理想も正義も意味がないって話さ」

　ユウキが操られていると聞いて、馬鹿にしてやろうと思ったのは本当だ。しかしヴェガは、心のどこかではユウキを危険視していた。これまでの人生で染みついた習性かとも思っていたが、どうやら本能的にユウキは操られていないのではと悟っていたようだ。

　ユウキ相手に調子に乗らなくて良かったと思いつつ、そんなユウキがジャヒルに殺されたと聞いて、世の無常を嘆いたものだ。

　だからヴェガは、フェルドウェイに告げるのだ。

「面白おかしく暮らせる世界なんざ、所詮はマボロシだったってオチだ。だったらよ、もう素直になるしかねーじゃねーか」

「素直だと？」

「おうとも。弱肉強食というのが不変の真理である以上、その頂点に立つのが唯一の正解だろうぜ」

　力こそ正義だと、ヴェガは再確認したのだ。

　どんな綺麗ごとも、実現しなければ意味がない。

　逆に言えば、実現出来るのなら何をしても許されるのだ。

　要は、負けなければ済む話。それがどんなに悪徳に満ちた行為であろうとも、自分が倒されなければ正義となる。

　どんなに卑怯に立ち回ろうとも、最後まで生き残れば勝ち。それが、ヴェガの生き様なのだった。

　そんなヴェガからすれば、負けたミカエルになど価値がない。自分より遥かに強いフェルドウェイが、敗者を思って嘆くなど理解に苦しむというものだった。

「大将、アンタは強いんだ。あのユウキを降くだしたジャヒルでさえ、アンタには及ばない。あのヴェルザードってオンナも化け物だが、アンタならその上をいくと俺は睨んでんのさ。勿論、あのミカエルの野郎よりもな」

「……」

「だからよ、今からアンタが俺達のボスだ。誰も文句なんざねーだろうさ」

　フェルドウェイは強いのだから、それが当然の帰結である。ヴェガは迷いなくそう断言した。

「貴様は単純だな」

「そう褒めるなよ、照れるぜ」

　褒めてないのだがな──と、フェルドウェイは嘆息した。しかし同時に、ミカエルを失った悲しみが薄れているのを自覚する。

　もしかすると、それがヴェガなりの慰め方なのかも知れない。フェルドウェイはふと、そう思った。

「力、か。確かに、その点での損失は少ないな」

　ミカエルを失ったものの、その力はフェルドウェイに戻っている。多少は失われたが、ミカエルが最後の力を振り絞って託してくれたからだ。

　それこそが、友がフェルドウェイを案じてくれた証拠となる。

　だったら、それを無駄にする訳にはいかなかった。

　ヴェガのように意図的に仲間の力を奪うのはどうかと思うが、結果を見れば同じ行為である。もとよりヴェガを責めるつもりもなかったが、たった今、フェルドウェイはヴェガに対して親近感を抱いたのだ。

「よかろう。たった今からミカエル様に代わり、私が王となろう。ヴェルダナーヴァ様が復活なさるまで、その玉座を死守すると誓おうではないか」

　決意したら、後は行動あるのみだった。

　フェルドウェイは、今までずっとミカエルの下に甘んじていた。その為、目立たぬように本当の肉体を封じていたのだが、出し惜しみする理由がなくなったのだ。

　ミカエルが残してくれた力を十全に扱う為にも、今こそ異界に隠していた本体に宿り、全てを解き放つ時であった。

「久しぶりだな、私が本当の姿を晒すのは」

　ヴェルダナーヴァが最初に創造したシモベであるフェルドウェイは、創造主の姿にとてもよく似ていた。

　世界そのものの如く星々の輝きを宿す漆黒の長髪だったヴェルダナーヴァに対し、輝く光を表すような白銀の長髪なのがフェルドウェイだ。

　その切れ長の目は涼し気で、蒼い星の如く輝いている。それは美しいという表現ではなく、神々しいと称するのが正解だろう。

　そしてその瞳には、決意に満ちた鋼の意思が宿っていた。

　今までの、どこか作り物めいた人形のような顔をしていたのが嘘のようだ。

　性別が男にも女にも見えるのは今まで通りだが、それはあまりにも美し過ぎるからである。

　その〝美〟に相応しく、存在感が凄まじい。

　ミカエルが集めた権能も、全てがフェルドウェイのものとなっていた。

　神智核マナス〝ミカエル〟の管理下には、『知識之王ラファエル』、『誓約之王ウリエル』、『希望之王サリエル』の三つを除いた四つの天使系究極能力アルティメットスキルが存在しているし、それに連なる権能も情報化されて健在だ。

　また、ヴェルザードとヴェルグリンド、〝竜種〟二体の因子も血肉となっている。

　戦力として見るならば、今のフェルドウェイはかつてなく充実していたのだった。

「スゲエな……本当に、バケモンだぜ……」

　ヴェガがごくりと唾を飲み込み、呟く。

　思わず漏れ出てしまった本音であった。

　それほどまでの覇気を、フェルドウェイが放っていたのだ。

　もはや、今までとは別人である。

「ヴェガ、貴様のお陰で目が覚めた。礼を言っておこう」

「ヘッ、いいって事よ」

　少し照れたようにヴェガが笑う。だが、直ぐに取り繕って、いつものふてぶてしい表情になって言葉を足した。

「だがよ、忘れるんじゃねーぞ。俺様はいつだってお前を狙ってるんだ。今は到底敵かなわねーから従ってやるがよ、弱みを見せたら喰ってやるからな！」

　疑いようもなく照れ隠しだが、それもまたヴェガの本音なのだ。

　そうと理解しているのに、フェルドウェイは楽し気に頷いた。

「フッ、期待している」

　今までとはまるで異なるゾッとするような雰囲気で、フェルドウェイは微笑んだのだった。

























　旧ユーラザニア、魔王ミリムの新都建設予定地にて。

　死と隣り合わせで戦う者がいた。

　薄ウス羽バ蜉カゲ蝣ロウのピリオドと戦う、エスプリである。

（正直言って、ここまで真面目に戦うなんて私のキャラじゃないんですけど……）

　そう愚痴りたくなるほどに、戦いは絶望的だった。

　魔法を無効化してしまうピリオドは、エスプリにとって最悪極まるほど相性が悪かったのだ。

　駄目元で至近距離からぶっ放した核撃魔法：熱収束砲ニュークリアカノンも、当たり前のように反射されてしまった。

　ピリオドは自身の周囲に張り巡らせた多面反射結界プリズムバリアにて、あらゆる魔法を反射してのけるのである。しかもそれは魔法だけに留まらず、ある程度の放出系の技にまで適用されるのだ。

　ピリオドは魔法を武器とする悪魔族デーモンにとって、まさに天敵とも呼べる存在であった。

　このままでは時間稼ぎすらままならないと、エスプリは自身の無力さに臍ほぞを噬かむ。そんな時、思わぬ助っ人が現れた。

「手伝うぜ」

　そう言ってエスプリに加勢したのは、部隊の指揮をスフィアに投げ出したフォビオだった。本来なら団長スフィアのサポートを行うべきなのだが、〝飛ひ獣じゅう騎き士し団だん〟は各々が生粋の武人である。命じられずとも適切に動くし、部隊ごとのまとまりも優秀だ。指揮官や副官が後方で待機するよりも、先頭に立って戦う方が全軍の士気も上がるのである。

　いつもはスフィアに抜け駆けされる為、今回はフォビオが先行したという訳だ。

「あのさ、コイツがヤバイのは見てわかるっしょ？」

「まあな。だがよ、お前が相手するより俺の方がまだマシなんじゃないか？」

　その指摘は正しかった。

　魔法戦を得意とするエスプリでは手も足も出ない感じだが、フォビオが得意とするのは肉弾戦なのだ。魔法が通じない相手にも、まだ活路を見み出いだせる可能性が高いのである。

「まあ、そうかもね。そんじゃ私も、コレで戦うとしましょうかね」

　最初からそのつもりだったが、エスプリは魔法剣に勝機を見出す事にした。

　こうして、刀を構えたエスプリと半獣化して本領発揮したフォビオが、妖しく美しいピリオドと対峙する形となった。

　二対一。しかしそれでも、戦力としては圧倒的に不利であった。

　エスプリが踏み込み、刀を振り抜く。

　それは先日まで素人だったとは思えぬほどの、達人の技だ。

　趣味で学び始めたのは本当だが、エスプリは凝り性なのだ。暇な時間は何度も反復練習を行い、アゲーラが見せた型を繰り返していた。その結果が、この短期間での技の冴えであった。

　だが悲しいかな、ピリオドはその上をいく。

「ちっ、ニセモノか。それも、本物と見分けがつかないほど精巧な……」

　そう、確かに斬ったと思えた瞬間、ピリオドが光の粒子を撒き散らすようにして消えたのだ。

　一瞬、残像かと思ったエスプリだったが、直ぐに違うと悟った。何故ならば次の瞬間、ピリオドが複数体に分裂したからだ。

　エスプリの『超感覚』でも見抜けぬほどに、そのどれもが本物と見分けがつかない。

　これは無理だな、とエスプリは思った。

　少しでもカレラの手助けが出来ればと考えていたが、少しの時間を稼ぐだけで精一杯だろう。

　フォビオが助っ人として参戦してくれたが、それも焼け石に水である。

（まあ正直、いないよりマシって感じ？）

　二人で共闘すれば何とかなるというレベルの話ではない。それほどまでに、ピリオドの強さは群を抜いていたのだった。

　そして案の定、エスプリとフォビオは四方八方から攻撃を浴びせかけられた。どれが本体か見抜くどころではなく、雨あられと降り注ぐ攻撃から身を守る事しか出来ないのだ。

　エスプリは実に現金な性格をしているので、無駄な事はしない。ゲームをリセットするような気分で、この戦いを諦めた。

　ただ、死ぬのはダメだ。

（死んじゃっても復活は出来ると思うけどさ、それってリムル様の命令を守れないって事だもんね。カレラ様もガチギレするだろうし、私としても自分を許せないかな）

　という訳で、エスプリは死ぬ訳にはいかない。

　かと言って、戦線離脱など許されるものではなく、端的に言って詰みであった。

　そうした二律背反する思考に陥ってしまったせいで、エスプリの動きが鈍る。その隙を見逃すピリオドではなく、その毒牙が狙いを定めて──

「ボーッとしてんじゃねーぜ！」

　エスプリはフォビオに蹴り飛ばされていた。

　その直後、直前までエスプリが立っていた場所に、ピリオドが放った毒を含む鱗粉が降り注いだ。幻想的なまでに美しい輝きを放っているが、それは悪魔をも殺す猛毒である。肉体を蝕むしばみ精神を破壊するその毒性は、伯爵級の悪魔公デーモンロードであるエスプリであっても耐えられないほどの猛威を秘めていたのだ。

「痛いわね──って、アリガト」

「オウ」

　素直に礼を述べたエスプリに軽く応じて、フォビオはそのままピリオドへの攻撃を再開した。無駄とも思える爪そう撃げきを繰り返し、無数の分身を散らしている。

　本物を見分ける事が出来ない以上、全く無意味。しかし、フォビオは愚直なまでに諦めてはいなかった。

「アンタさあ、私より弱いくせにどうして諦めないわけ？」

　思わずそう問いかけてしまったエスプリである。

　それを聞けたとしても意味はないので、答えなど期待していなかった。しかしフォビオは、不敵に笑って言い放ったのだ。

「失礼なヤツだな。まあ、いいけどよ。生きてりゃ勝ちなのさ。ゲルドさんも言ってたがな、生き残って次に勝てば問題ないからな」

　だから今は、次に繋げる為のヒントを得るべきなのだ。その為に頑張るのだと、フォビオは言う。

「ま、俺は弱いからな。癪しゃくだがよ、自分に出来る事を愚直にこなすしかねーんだわ」

　意外と真面目なフォビオの答えに、エスプリも満足した。そして、同意する。

「私も大概負けず嫌いだけど、アンタも大したものだよ。認めてあげるわ、〝黒コク豹ヒョウ牙ガ〟フォビオ」

「そいつはどうも、エスプリ殿」

「もっと気楽に接してくれていいよ？」

「俺は以前、それで失敗してるんでね。って、悠長に喋ってる暇なんざなさそうだな」

　エスプリと違って、フォビオは真剣だ。たとえ勝てないとしても、戦いから逃げる事なくピリオドに猛攻を仕掛けている。漆黒の風となって、その爪で数多の分身を切り裂いていたのだが、それらはまるで効果を発揮していなかった。

　しかし今、それを鬱陶しいと感じたのか、ピリオドが初めて反撃に出たのだ。

　鱗粉が渦を巻き、ドリルのようになってフォビオへと迫った。小さな小さな鱗粉でも、寄り集まれば凶器である。フォビオが直撃を浴びてしまえば、その身がすり身になるのは間違いないであろう。

　それを一番理解しているのも、フォビオである。

　実力差は明白で、本来ならピリオドと向かい合うなど自殺行為なのだ。しかし、ここで自分が頑張らないとカレラの敗北が確定してしまうと、エスプリ同様の判断を下していたのだった。

（だったら、無茶でもやるしかねーよな。こうやって少しでも注意を逸らせるならば、俺の命なんざ安いもんだ）

　フォビオには三獣士としての誇りがある。

　逃げ出したいという気持ちもあるが、それはカリオンからの信頼を失う行為であるのと同時に、フォビオを信じる部下達への裏切りなのだ。それは断じて許されぬという信念が、フォビオを突き動かしていた。

　フォビオの戦闘スタイルだが、高い機動力で敵を翻弄しつつ鋭い爪撃で仕留めるのを得意としている。防御力はそれほど高くはないものの、回避力に特化している為、さほど問題はなかった。

　今回はその速度によって、辛うじて生き残れている。集中力が少しでも途切れると死亡する、かなり危険な綱渡り状態であるにもかかわらず、だ。

　そんなフォビオを、エスプリは見直していた。

（ふーん、ベニマル様の部下のゴブアさんだっけ？　いつも彼女との惚気のろけ話ばかりしている変なヤツと思っていたけど、やる時はやるんだね。死んでも復活出来る悪魔族デーモンと違って、死んだら終わりの脆ぜい弱じゃくな人間の癖にさ……）

　エスプリから見れば、上位魔人の中でもかなり強力な個体となったフォビオでさえ、脆弱な人間と変わらぬ存在でしかないのである。

　悪魔の王の一柱ヒトリたるカレラに付き従う大悪魔、エリート中のエリート、それがエスプリという存在なのだ。死は終わりではなく、ゲームでコンティニューするように復活出来るので、危機感というものに欠けている。ダメージによっては、数百年単位の眠りにつく事になるが、永劫の時を生きる悪魔族デーモンにとっては、それは瞬き程度の時間に過ぎなかった。

　だからこそエスプリには、限られた時を懸命に生きる者達が眩しく見えた。

　翻ひるがえって自分はどうなのか？

　何か困っても主であるカレラが何とかしてくれたし、面倒事は同僚であるアゲーラに押し付ける事が出来た。

　今までエスプリは、何かを必死に行ったという経験がないのである。

（もしかして私って、フォビオさんよりも役立たず？）

　否！

　それは断じて否であると、エスプリの心の奥底で何者かが叫んだ。

　その何者かとは恐らく、エスプリが忘れかけていた負けず嫌いの本心だったのではあるまいか。

　その証拠に、諦めかけていたエスプリは再び力強く立ち上がったのである。

　死んだら命令違反になるからとか、そんな後ろ向きな理由からではなく。

　勝ちたいと、その瞳に明確な意思を宿らせていた。

　もっとも──

「ぶっちゃけさ、倒すのは無理じゃん？　だからね、フォビオさん。精一杯全力で、ソイツに嫌がらせしてやろーじゃないの！」

　エスプリはとても現金な現実主義者なので、勝てるかも、とか無謀な夢など見ないのだ。

　実に冷静に、戦術的勝利条件を組み立てていた。

「フッ、何か良い策でもあるのか」

　フォビオが笑って問う。

　エスプリの雰囲気が変わったのを察して、勝機がゼロからプラス方向に振れたのを実感したのだ。

「正攻法でやっても勝てないよね。だからさ、ちょい裏技チックなんだけど、悪魔契約を行ってくれるかな？」

　と、エスプリが言う。

　今も鱗粉がフォビオを掠め、その全身には細かい傷跡が増え続けている。毒が全身に回るのも時間の問題で、それは即ち、フォビオの命運が尽きようとしているのと同義であった。

　そんな状況であるにもかかわらず、フォビオは笑った。

「また契約かよ……と言っても、悩んでる場合じゃないんだよな。いいぜ。それでよ、その悪魔契約ってのは何なんだ？」

　フォビオには以前、フットマン達と契約して騙された苦い思い出がある。それでも応じるあたり、フォビオは既に覚悟完了済みなのだ。

　エスプリは気軽に答える。

「ありがちなヤツだよ。『汝の願いを言え。それを叶える見返りとして、我は汝の魂を求めるものなり』といった感じの、悪魔が人間を堕落させる為に用いる常套手段ね」

　悪魔は大なり小なり人間の魂を糧としているので、そうした契約を得意としているのだ。どんな願いにも対応出来るように、ありとあらゆる魔法にも精通しているのである。

　もっとも、それは生まれたての悪魔ではなく、古来より生き抜いて来た古参の者共にのみ言える事だ。

　勿論言うまでもなく、エスプリにとっては御茶の子さいさいでお手軽に出来る小技であった。

「了解だ。エスプリ殿を信じるから、その契約ってヤツに応じてやるさ」

　右腕を粉こな微み塵じんにすり潰されながらも、苦痛のうめき声さえ上げずにフォビオが承諾した。

　それを聞いて、エスプリがニンマリ笑う。

「いいね、少しでも悩んでたら間に合わないトコだった」

　そう、エスプリはフォビオの答えを聞く前から、既に準備を行っていたのだ。

「それで、願いは勿論──」

「この場を切り抜ける力だ！」

　エスプリは大きく頷き、フォビオの願いを叶える為に悪魔契約を発動させた。

　その瞬間、代価としてフォビオの〝魂〟への通路が開き、エスプリの侵入が可能となる。

　エスプリは一瞬だけ躊躇して、迷いを断ち切るように肉体を脱ぎ去った。そうして、精神生命体としての生来の姿となり、フォビオの〝魂〟へと侵入したのである。

　これもまた、悪魔という種族が備える固有スキル『憑依』だ。契約を行った者の肉体を乗っ取ったりするのに用いる事もあるが、今回の使用目的はそれに近いものがあった。

『マジでこの手段は使いたくなかったね。せっかくリムル様から拝領した素晴らしい肉体を、こんな戦場に放置しなきゃならないなんてさ』

『なんだ、これは一体どうなって──』

『落ち着きなよ。今は危機的状況の真っ只中だけど、『超速思考』で百万倍以上に時を引き延ばしてるから』

　エスプリの落ち着いた声を聞いて、フォビオにも状況を把握する余裕が生まれた。言われて見れば確かに、時間が停止したかの如く世界が止まって見える。

『……なるほど、これが頂上の方々が見ている世界ってやつか』

『私なんて、まだまだだけどね。カレラ様なんて一億倍くらいイケるらしいから、年単位の儀式魔法だって一瞬で発動出来るんだもん』

『ハハッ、そいつは凄いな……』

　凄いというか、次元が違い過ぎた。

　そこまで行くと、フォビオの理解の及ばぬ世界である。

　驚き呆れるフォビオを無視して、エスプリが説明を始めた。

『時間というか、余裕はあるから聞いて。私は自分の肉体を脱ぎ捨てて、本来の精神的存在に戻って貴方に宿ったわけ。本来なら宿主を乗っ取ってその力を我が物とするんだけど、それをするにも手順があるし、正直言って、それをしたところで大して強くもなれないのよ』

　フォビオは物理戦闘、それも近接格闘術を得意としている。ミッドレイにも鍛えられた事で、その技量レベルは大幅に向上していた。

　それに対してエスプリは、趣味で剣術を始めたばかり。ピリオドは魔法特化型だから多少は通用したものの、直ぐにも対応されて敗北は目前だったのだ。それもあって、フォビオに主導権を委ねる事にしたのである。

　もっとも、自分が何もしないという訳ではない。

『私が貴方に宿ったのはさ、戦力を集中させる為よ』

『どういう意味だ？』

『貴方は今まで通りに回避に専念したらいい。今のままだと、十分──いえ、五分以内には殺されてしまっていたでしょうけど、私の力を統合させたなら──』

　エスプリは悪魔契約を利用してフォビオに宿った。その上で、自分の力を全て委ねる事にしたのである。

『──俺がその〝力〟を使えば、アイツを倒せると？』

　そんな簡単な話であるはずがないと、フォビオの直感が囁いている。

　そしてそれは正解だった。

『それだけで倒せるような相手じゃないよ。あちらさんだって、私以上の『視野』を持ってるみたいだもん』

　ピリオドもまた、あらゆる情報を読み取れる『複眼』を有している。魔素の流れもハッキリと認識しているからこそ、どんな魔法であろうと反射出来るのだ。

　それは、初手でカレラの〝終末崩縮消滅波アビスアナイアレーション〟を投げ返して見せた時点で明白だった。その事実こそ、ピリオドがエスプリ以上に魔法の扱いに長けているという証明なのである。

　当然、思考加速もエスプリ以上だろう。

『じゃあ、どうするんだ？』

『全力で生き延びられるように足掻くのよ。勿論、アナタだけじゃなく、私も手伝うから』

　フォビオが主導権を握って近接戦闘を行う横で、エスプリ自身は魔法戦を繰り広げるつもりなのだ。それも通用しない前提で、フォビオへの攻撃緩和が目的なのだった。

『なるほどな。そうして少しでも生存率を高めるのか』

『その通りね。ここでの戦術的勝利は、アイツを倒せるような人が来てくれるまで生き残る事だもの。その上でアイツの注意を引いて、カレラ様の邪魔をさせなければ文句ナシだね』

　確かにそうだなと、フォビオも頷いた。

『つまりは、時間稼ぎだな？』

『それしかないじゃん。明確な実力差があるんだから、仕方ないよね。でもさ、安心しなよ。私の計算によると、二十分は耐えられるハズだから』

『はは、そいつは頼もしいな……』

　全然安心出来ねーよと、フォビオは思わず失笑する。

　だが、吹っ切れた。

　自分で認めるのは癪だが、フォビオは弱い。弱者には弱者なりの戦い方があるのだと、それを全力で全うしようと決意したのである。

　そうして、戦いは第二ラウンドへと突入したのだ。
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　さて、フォビオとエスプリが一体となった訳だが、存在値も合算されるので増えてはいる。しかしながら、百万にも満たぬほどであり、ピリオドと比較すれば話にならぬレベルであった。

　それでも、先程までよりも格段に動きが良くなったお陰で、何とか渡り合えるようになっていた。

　その理由の一つは、エスプリがダメージを肩代わりするようになったことで、フォビオが肉体の負傷を気にしなくなったからだ。

　それに、体力の消耗も気にしていない。

　色々と悩むのを止めて覚悟を決めたフォビオは、長期戦をキッパリ諦め全力全開での戦闘形式に変更したのだ。

　当然ながらそんな真似をすれば、活動限界時間が短くなる。それでもその戦法が成立するのは、エスプリが魔力を補っているからだった。

　フォビオの『獣身化』には三段階ある。

　一つ目が、通常魔人形態。

　一番バランスの良い姿であり、負担が少ない。

　二つ目が、豹頭魔人形態。

　戦闘に特化した姿であり、万能である。

　そして三つ目が、完全獣化形態だ。

　変則的な動きを可能にして、速度だけなら最速を誇る。もっとも、鍛え上げた技量の大半が扱えなくなる為、対人戦闘には不向きであると言えよう。

　フォビオは今、一番強い豹頭魔人形態となっていた。

　燃費が悪く、全力を出すと自分の肉体までダメージが及んでしまう。先程までのフォビオは常に力を制御して、瞬間的に力を解放するという、気を遣った戦い方を続けていたのである。

　ダメージを負っても、獣人族ライカンスロープには高い再生能力がある為、なんとかなっていた。しかし、それを維持するにも体力や魔力を消耗するので、長期戦には不利という側面があったのだ。

　それが今、フォビオはそうした心配を一切合切捨てて、戦いに専念出来ている。失った手も再生されていて、十全に力を揮ふるえる状態だった。

　全てはエスプリのお陰だ。

　エスプリはフォビオの〝魂〟を自分の精神体に取り込む事で、保護しているのだ。それを可能とするのが、エスプリが保有するユニークスキル『見識者ミヌクモノ』の権能だった。これがあれば、知っている者との間に時間と空間を超えた繋がりを持てるので、悪魔契約と併用する事でより完璧に〝魂〟を掌握出来るのである。

　その結果、エスプリが多大なるダメージを負う事になるのだが、そこはそれ。悪魔の本領を発揮して、ありとあらゆる耐性で耐え忍んでいた。

　しかしながら、痛い物は痛い。

『ホント、蟲系は嫌いだよ。精神への直接攻撃とか、痛覚無効があっても意味ないしさ』

　蟲魔族インセクターに悪魔族デーモンへの優位性があるのは、こうした一つ一つの要素の積み重ねなのだ。相性が最悪なので、同程度の実力者同士なら必ず蟲魔族インセクターが勝利するのである。

　そうした悪条件も重なって、エスプリのダメージがあっと言う間に蓄積されていく。

　それでも、フォビオは健在。エスプリの犠牲の上に、勝負は拮抗状態を維持しているのだった。

　それに、一つだけ朗報もあった。

『やっぱりね。思っている以上に粘れているけど、その理由がわかったよ』

『ん？』

『いや、聞き流してくれていいけどさ』

　と呟いてから、エスプリが説明する。

『やっぱりアイツ、魔法特化な上にカレラ様の魔法でダメージを負ってるみたいね。あれだけの規模の極大魔法を撥はね返すのに、ノーリスクな訳ないと思ってたんだよね』

　カレラの〝終末崩縮消滅波アビスアナイアレーション〟は、使いようによっては惑星すらも破壊する威力を秘めている。それを正面から受け止めたのだから、何らかの異常があって当然だとエスプリは考えていたのだ。

　それを証明しようにも実力不足だった訳だが、フォビオに憑依して『見識者ミヌクモノ』をフル活用した事で、ようやくそれを確信したのだった。

『じゃあ、その弱った部分を狙えば──勝てるか？』

『それはムリ。弱ってるから攻撃の手が緩んでるだけで、守りは鉄壁だもの。でもさ、逆に考えれば、私達にとっても好都合ってものよね』

　そんなエスプリの答えを聞いて、フォビオは一瞬沈黙する。それから、重々しく溜息を吐いた。

『やっぱり、援軍が来るまで逃げに徹するしかないってか……』

　実に残念で不本意な結論だが、それしかないのだから仕方ない。

　フォビオは諦めて、己の役割を全うすべく、ピリオドの動向に集中するのだった。

　………

　……

　…

　そして、四十分ほど経過した。

『……俺達、頑張ったよな？』

『話すのもダルいわ。もうムリ。マジで死ぬ』

　満身創痍であるが、フォビオは生きていた。そんな彼の〝魂〟を保護してダメージを肩代わりしているエスプリも、辛うじて意識を留めている。二十分もてば十分と考えていただけに、エスプリとしては大満足な成果だった。

　ただし、それは全てを出し切った結果なのだ。

　対してピリオドはピンピンしている。戦闘開始時に比べても動きが良くなっているほどで、それは即ち、カレラから与えられたダメージから回復しているという事を意味した。

　戦略的には大勝利だが、戦術的には敗北だと言えるだろう。

　しかし、それでいいのだ。フォビオもエスプリも、己の役割を果たしたのだから。

『ちっ、せっかく俺にも彼女が出来たってのに、無念極まりねーぜ』

『なになに？　だから予想以上に頑張っちゃったわけ？　まあさ、私の予想を上回ったのは褒めてあげるし、御褒美に彼女への伝言を承ってあげるよ』

　もう立ち上がれない以上、後は死を待つばかり。そう割り切って、二人は軽口に花を咲かせる。

　フォビオとしては、せっかく付き合えるようになったゴブアとの思い出に浸りたいのだが、エスプリがそれを邪魔するのだ。

『お前は悪魔か！』

『はい。悪魔ですけど、何か？』

『そうだったわ。嫌味も通じないとは、切ないぜ』

『いやあ、そんなに褒められても困っちゃうなぁ』

『褒めてねーんだが？』

『あ、そう。まあ、そうだろうけど』

　二人はこの濃密な戦闘を経て、気安く語り合える仲になっていた。

　そうして、死への恐怖と敗北の屈辱を紛らわせながら、その瞬間を待ちわびる。

　だが、しかし──




　表情を動かさず、ピリオドが手を翳かざした。カレラの魔法で潰されていた魔法発動器官が修復されたので、より効率的に魔力運用が可能となっている。

　横たわって動けなくなったフォビオなど、始末するのは一瞬なのだ。

　その一瞬を引き延ばしてフォビオ達が軽口を叩き合っているなどと思いもせずに、ピリオドはフォビオが奏でるであろう死への絶叫を愉たのしみに待つ。自分を手こずらせた相手への敬意など欠片も感じず、ただただ本能が求める快楽のみを追い求めて。




　──ピリオドの指先から放たれた濃密圧縮魔力光線は、フォビオを穿うがたず地面を抉る。

　フォビオの影から飛び出した一匹の人鬼族ホブゴブリンが、その勢いのままにフォビオの足を掴んで放り投げたからだ。

　そして──

「よっと！　オイラの登場の仕方、タイミングばっちりじゃないっすか？」

　という、間の抜けた声が戦場に響いたのである。

　その声の主の正体は、言わずと知れたゴブタだ。

　この危機的状況を打破すべく援軍として駆け付け、満を持して登場したのだった。




　やって来たのはゴブタだけではない。

　飛んで来たフォビオを受け止めたのが、緋色の軍服がよく似合う赤髪の美女、ゴブアであった。

　その胸でしっかりとフォビオを受け止め、ピリオドの攻撃から庇うように後方に退避していた。

　やったぜ──とフォビオは思ったが、それは秘密である。

　そして更に、最後に登場したランガがゴブタを守るように前面に立ち、追撃しようとしていたピリオドを威嚇する。そのまま迷わず〝終末魔狼演舞アポカリプス・ハウリング〟を仕掛ける事で、ピリオドの動作を遅らせる事に成功したのだ。

　こうしてフォビオと、フォビオに宿っていたエスプリは、九死に一生を得たのだった。

　脱ぎ捨てていた自分の肉体に戻ったエスプリが、むくりと起き上がり言う。

「いやあ、流石はゴブタ様です！　絶対助けに来てくれるって、私、信じてました！」

　キラキラと瞳を輝かせるエスプリは、実はゴブタのファンなのだ。

「えっ、やっぱそうっすか？　照れるっすね」

「四天王として、ガツンと恰好良いとこを見せて下さい!!」

　エスプリがゴブタをおだてる。

　煽っているわけではなく、心の底から本気だった。

「それじゃあ、この戦いが終わったらデート──」

　と、ここでゴブタが調子に乗ったのだが──

「あっ、そういうのは間に合ってますんで！」

　好きとかそういう感情ではないので、そこは誤解してはならない点であった。

　ガックシと項垂れるゴブタを残し、エスプリも戦線離脱していった。

　こうして、フォビオとエスプリの活躍によって戦線崩壊は免れた。

　それを踏まえて選手交代の後、戦いは第三ラウンドへと持ち込まれたのだった。
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　大戦の火蓋が切られてから数刻、戦場には幾つかの不可侵領域が形成されていた。超越者同士の戦闘が行われている区画だが、実力なき者は近寄るだけで粉こな微み塵じんにされてしまうのだ。




　戦場の上空では、ミリム四天王フレイと蟲ちゅう将しょうトルンの一騎討ちが、何者も寄せ付けぬほど苛烈さを増していた。

　音速すら置き去りにする両雄の空中戦に巻き込まれぬように、〝天てん翔しょう衆しゅう〟や〝ミリム親衛軍〟も遠巻きに見守るしかない。

　それは、トルン配下の空飛ぶ蟲共も同様で、大きく隊列を乱しながら散開している。

　こうして、両雄の決着に勝敗を委ねる形になったかに思える天空の戦場だったが、それは明確に間違いであった。俯瞰的に眺めて見れば、一方の戦力だけが減り続けていたのである。

「キシシシ！　オマエ、弱イ。得意ナの、逃ゲるダケだナ！」

　最初こそ、フレイは攻勢に出た。しかし得意の爪撃を回避されて以降、防戦に徹していたのだ。

　いや、何度か攻撃を繰り出してはいるのだが、それはトルンにとっては大して意味のないもので、まるで脅威ではなかった。これが本気なら、スピード以外は見るべき点のない敵であると断定して問題ないレベルだったのだ。

　勿論、それで油断するようなトルンではないので、ここまで戦闘が長引いている訳だが……それでも、そろそろ終わらせてもいいかと思い始めたところであった。

　だからこその発言だったのだが、フレイはそれを鼻で笑う。

「あら、そう見えるの？　だったら感謝しなきゃね」

「ナニ？」

　意味が解らぬと、トルンは首を傾げた。追い詰めているのは自分であるはずなのに、フレイの表情には確かな余裕の笑みが浮かんでいたからだ。

「貴方が馬鹿で助かったわ」

「何ダト？」

「戦闘で一番重要な要素って、何だと思う？」

「速度ダ」

「まあ、それも正解ではあるわね。でも──」

　確かに、速度が一番重要な要素であるというのは、フレイも同感である。しかし同時に、もっと忘れてはならない要素が存在していた。

　それは身体能力に由来するものではなく、知能に基づくもの。

　つまりは、戦い方であった。

　同じ程度の実力者同士がぶつかるならば、どう戦うかを考えるか考えないかで、勝敗が大きく左右されるのだ。

　今回の場合、今の戦況がそれを証明していた。

　フレイは初撃を回避された時点で、戦いが長期化すると読んだ。であれば、いかに疲労せずに敵の体力だけを奪うかが重要だと考え、最適効率を求めた戦い方を演じていたのである。

　それは自分だけに限らず、部下達も含めての戦術を取っていた。

　つまりフレイは、自分とトルンの戦いの余波に敵軍勢を巻き込むようにして、戦況を自軍が有利になるようにコントロールしていたのだった。

　フレイの特筆すべき点はトルンの力を利用して敵軍を壊滅に追い込んでのけるという、その頭脳にあったのだ。

　これが、フレイ。

　狡猾なる天空女王スカイクイーンの本性であった。

　フレイに笑われ、トルンもようやく現状に気付く。

「ナッ!?　オマエ、最初カラ、コレを狙ッテ……」

「さあ、どうかしらね？」

「生意気ナ……ダガ、オレに傷一ツ付ケられナイ以上、勝つノハ、オレ、ダッ!!」

　激怒したトルンが加速して、フレイに迫った。

　しかし、それもまたフレイの読み通りなのだ。

　トルンの変幻自在な空中殺法はとても厄介で、魔王種クラスでは視認さえ不可能なレベルなのだが、フレイであれば話は別だ。何度も見ればパターンを見破れるもので、トルンの初速から算出して予測攻撃地点まで割り出せている。

　強者には物理法則を完全に無視した動きをする者もいるので、思い込みは危険なのだが、トルンの場合はキッチリと基軸世界の法則に縛られているのは確認済みだった。

　だからこそ、告げる。

「思い込みって、危険なのよ。私は臆病だから、確信を持てるまで時間がかかっちゃうのよね」

　フレイがそう言い終えた時、予想通りの位置にトルンが到達していた。

　そしてトルンが気付いたのは、自分の胸の外骨格を貫く爪の痛みだ。

　トルン自慢の金属光沢のある外骨格は、生体異鋼アリオニウムである拳ほどの強度はない。であるならば、生体魔鋼アダマンタイトで十分に貫ける訳で……その結果が、今の現実であった。

「──ハッ？」

　トルンが動揺するが、既に手遅れだ。

　抵抗しようと必死に抗うも、トルンの権能は何一つ発動しない。フレイの爪に掴まれた時点で、勝敗は決していたのである。

　そして、貫かれたトルンの胸部には、蟲型魔人インセクターにとって重要な〝魔核〟が存在していた。フレイの爪は、それを握りしめており……。

「だからね、サヨウナラ」

　トルンの〝魔核〟が見事に砕かれる。

　これが、トルンの〝死〟であった。




　ルチアとクレアがフレイを労ねぎらう。

「お疲れ様でした、フレイ様」

「お見事でした、フレイ様。これより、本腰を入れて掃討作戦を行いますね」

　フレイは優雅に頷き返す。

「ええ、お願い。流石に疲れたけど、戦はまだまだ続きそうだもの。私も休んでいる場合じゃなさそうね」

　そう言いつつ、戦場を見渡すフレイ。

　その視線の先には、苦戦している仲間の様子が映っていたのだった。
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　フレイは終始優勢であったが、そうではない者もいる。

　フォビオ達ほど酷い格差はないものの、敵に翻弄されつつも必死な抵抗を見せているのは、援軍としてやって来ていたガビルであった。

　ガビルは決して弱くない。

　新たな力も得て、強者の一角へと成長している。

　しかしながら、相手が強過ぎた。蟲ちゅう将しょうビートホップは、ガビルでは荷が重すぎる強敵だったのだ。

　ガビルの存在値が１２６万であるのに対し、ビートホップは１７０万を超えている。存在値の差が決定的な戦力の差という訳ではないが、ビートホップは身体能力などの戦闘能力が存在値に直結する割合が高い。下手に権能を有していない分、近接戦闘に特化された蟲型魔人インセクターなのだ。

　万能型のガビルとは、相性も最悪だったのである。

　ガビルが一人だけだったなら、とっくに敗北を喫していただろう。そうなっていないのは、共に戦う仲間がいたからだ。

「ガビルさん、大丈夫かよ？」

「う、む。我輩、まだまだ健在である！　御安心召されよ、スフィア殿！」

　ユーラザニアに侵攻してきたミッドレイと戦った時にも共闘したガビルとスフィアが、今回も手を組んでビートホップと対峙していたのだった。

　スフィアには〝飛ひ獣じゅう騎き士し団だん〟の団長という役目もあったのだが、そんなものは部下達に丸投げだ。今回はフォビオが先に指揮を放棄してしまったから引継ぎに多少手間取ってしまったが、スフィアは指揮には向いておらず、いつも皆の士気を高め終えるなり、御役御免になるのである。

　それよりも、個としての戦力を活かす為に、敵将を一人でも多く屠ほふる方が良い結果に繋がるのだ。

　本人もそれを自覚しているだけに、今回も迷わず戦いに身を投じていた。しかしながら、ゼラヌスの軍勢も一筋縄ではいかず、二対一と有利であるはずなのに苦戦を強いられていたのだった。

「イイねえ、イイねえ！　ヤッパ戦いはこうじゃナイとな」

　興奮したビートホップが、高らかに笑った。

　ビートホップは、自分の力に酔っている。圧倒的な力で弱者を倒すのが楽しく、ビートホップにとっての戦いとは、勝利が約束された遊戯のようなものなのだ。

　その点、今回の相手であるガビルとスフィアは、二人合わせて丁度良い相手であった。

　一人ずつなら物足りなかっただろうし、数の上での不利を覆すというシチュエーションも、ビートホップを昂たかぶらせてくれていた。

　だから、本当ならもっと早くに決着をつけられるのに、こうして戦いを楽しんでいたのである。

　そうした不純な思惑は伝わりやすい。

　ガビルとスフィアは必死になって勝利の糸口を探りつつ、自分達の実力不足を嘆いていた。

「我輩も幾度となく強敵と相まみえてきたが、貴殿はその中でもとびっきりに強いようである」

「ほう、そうかイ。嬉しイこと言ってくれるが、手加減はしてやンねーゾ！」

　ビートホップの声は本当に嬉しそうだ。

　それとは対照的に、ガビルとスフィアが不愉快そうに叫ぶ。

「フンッ！　笑止である！　今の今まで本気を出しておらぬ癖に、よく言えたものよ」

「ああ、まったくだぜ。武人なら武人らしく、敵を嬲なぶるような真似すんなや！」

　ビートホップとしては手を抜いているつもりなどないのだが、楽しい時を長引かせたいと考えていたのは確かだ。ガビルとスフィアはそれを見抜き、気分を害していたのである。

　もっとも、そのお陰で未だに無事なので、余計に苛立っている。敵の慢心に助けられているという状況は、屈辱この上ないものなのだ。

　憤慨しつつ、ガビルは回復薬を飲んだ。

　同じくスフィアも、遠慮なく高価な完全回復薬フルポーションを一気飲みする。

　それなのに、二人の身体にある無数の傷口は、回復の兆しすら見せなかった。その理由は簡単で、二人の存在値が回復薬の規定量を超過しているからだ。

　スフィアもカリオンが覚醒した影響で進化しており、今では存在値が五十万弱にまで強化されている。ガビルほどではないが、上位魔人や聖騎士級の人間などとは一線を画しており、常人なら完全に回復する薬でも効能が足りていないのだ。

　完全回復薬フルポーションの原理は、魔素によって細胞を活性化し、足りない部分を補う事で部位欠損すら回復させている。ところが、ガビル達のように細胞内の魔素密度が高い魔人ともなると、一個二個の回復薬では細胞を補えないという訳だ。だから二人は、この戦闘中に百個以上も回復薬を使用していた。多少の怪我なら振りかけるだけでも効果があるので、既に二人は薬で全身水浸し状態だ。

「味も改良しておいて良かったのである。もう当分は、回復薬を飲むのは遠慮したいものだ」

「同感だぜ。最初はイチゴ味でイケてると思ってたけど、もうお腹パンパンだ」

　スフィアはガビル以上に回復薬頼りなので、かなりウンザリした様子である。

　しかしながら、こうして無事でいられるだけ幸運なのだ。

　それもこれも、ミッドレイとの特訓のお陰であった。

　二人はここ数ヶ月の間、ミッドレイを相手に近接戦闘術を学んでいたのである。熟こなせるようになった〈気闘法〉の防御幕がなければ、回復薬の出番すらなく死んでいたに違いない。

　しかしその幸運も、ビートホップの雰囲気が変化した事で終わろうとしていた。

「オイオイ、トルンが死ンだのカ？」

　ビートホップが軽口を叩き合っていたガビル達を無視していたのは、仲間の一人がフレイに撃破されたのに気付いたからだった。

　膠こう着ちゃく状態にある戦場で、一角が崩れるのは危険である。それを熟知しているビートホップは、もはや遊んでいる場合ではないと判断したのだった。

「仕方ネーナ。このままユックリと仕留メたかったンだが、奥の手を出しテやる」

　ビートホップがそう宣言した。

　決して今まで遊んでいた訳ではなく、思った以上にガビル達が健闘していただけの話。だがそれも、ビートホップがペース配分を考えていたから成立していた均衡状態だったのだ。

　カリオンの戦法がそうであるように、ここで全力を出すのを嫌ったビートホップは、余力を残すような戦い方を演じていた。しかし今、仲間の敗北をきっかけとして、後先を考えない殲滅モードに移行したのであった。

「殺ス」

　その呟きを残し、ビートホップが消えた。

　その脚力を活かし〝瞬動法〟もかくやという瞬発力で距離を詰めたのだ。そしてそのまま、スフィアに蹴りを入れる。

　スフィアは勿論、ビートホップを目で追うのではなく『魔力感知』によって動きを把握していた。以前のように自分の能力だけで戦うスタイルから脱却して、きちんと技量レベルを磨いていたのである。

　が、しかし。

　ビートホップの動きは速過ぎた。

　それも当然で、自分の身体にダメージが出るのもお構いなしの、正真正銘の全力攻撃だったからだ。

「グハッ!?」

　辛うじて両腕で身を守ったスフィアだったが、その結果は無残なものだった。交差させていた両腕が砕かれ、腹部に強烈な蹴りを喰らってしまったのだ。

「スフィア殿──ッ!?」

　蹴りの体勢のまま動きを止めたビートホップを横目に、ガビルが叫んだ。

　身構えつつ、スフィアにサッと目を向ける。

　スフィアは辛うじて生きていた。

（むぅ……たったの一撃で、スフィア殿がこの有様とは……）

　これにより、スフィアの戦線離脱は避けられないものとなった。

　むしろ、死んでいなかったのが僥ぎょう倖こうだとガビルは考えた。

　だが、そう思う時点で考えが甘かったのだ。

　ガビルは武人なので、倒した相手を不必要に痛めつけるような趣味はない。まして、勝利が確定した後にわざわざトドメを刺すというのは、ガビルの美学に反するのだ。

　当然ながらガビルも、ここは戦場で敵を殺すのが正義だと考える者がいる、というのも理解している。しかしながら、強敵を前に不要な追い打ちをかける者はいないと考えていた。

　つまり、ビートホップも戦いに長けた戦士なのだから、ガビルに隙を見せるような行動は取らないだろうと、勝手に思い込んでしまっていたのだ。

　だがしかし、現実は非情だった。

　ビートホップはガビルに背を向けて、掲げたままだった足をスフィア目がけて振り下ろしたのである。

「ゲフッ」

　グシャッという鈍い音が響き、スフィアが吐血する。

　ビートホップの足がスフィアの心臓を砕いていた。このままでは間違いなく死に至る──と、引き延ばされた思考の中で、ガビルは正確にそれを理解してしまったのである。

（馬鹿な──我輩に攻撃する隙を与えてまで、トドメを優先させるなど……いや、この者には耐え抜く自信があるのであろうな）

　その理解は屈辱以外の何物でもないのだが、恐らく間違ってはいない。ガビルとビートホップの力量差ならば、その結果になる確率が高そうだった。

　ガビルは考える。

　心は酷く荒れているのに、思考は冷静だ。

　このまま与えられた一手に全てを賭けて勝利を目指すか、それとも──

（迷うまでもないのである。リムル様も、我輩の選択を褒めて下さるであろうからな!!）

　決意するのは一瞬だった。

　果たして、その作戦が本当に成功するのかさえ賭けであった。しかしガビルは迷う事なく、自分の力を信じたのである。

「スフィア殿を死なせはせんぞ!!」

　そう叫びつつ、戦友とも呼べる大事な水渦槍ボルテクス・スピアをビートホップ目がけて投とう擲てきした。そして、ビートホップがそれを避けたタイミングで、スフィアへと駆け寄ったのだ。

　そうしてガビルは、自身の権能を解き放った。

　この権能が果たして他人にまで影響を及ぼせるのかどうか、ガビルにも確信はない。しかし今は、これに縋るしかスフィアを助ける手段は残されていないのだ。

「戻れ、運命よ！　我輩の願いを聞き届け、奇跡を起こすのである!!」

　ガビルは祈る。

　スフィアならば必ず復活すると、そして自分の権能ならそれを手助け出来ると、無我夢中で信じ抜いた。

　その結果──

　究極贈与アルティメットギフト『心理之王ムードメーカー』が一日に一度だけ発動出来る『運命改変』が、訪れるべき悲劇を塗り替える──




　戦闘中でありながら無防備な姿を晒しているガビルに向かい、ビートホップが訝し気な視線を向けた。しかし直ぐに、槍を手放した時点で勝負を捨てたのだろうと判断する。

「馬鹿メ」

　と、ビートホップは嘲あざ笑わらった。

「仲間共々、仲良く始末してやるゾ」

　ビートホップは、戦意喪失した相手だろうと容赦しない。情けは油断に繋がるというのが、ビートホップの信条なのだ。

　もっとも、低位の蟲魔族インセクターには感情などないので、愛情というものを理解しているだけでもビートホップは優秀な個体なのだが、敵対している者にとっては慰めにもならないであろう。

　そうして、戦場に一陣の風が舞う。

　ビートホップが再び力を解き放ち、ガビルを狙って飛翔旋穿蹴撃スピンドルキックを繰り出したのだ。

　足刀を覆う生体異鋼アリオニウムが鈍い輝きを放ち、ガビルの命運は尽きるかに思われた。

　しかし、その未来は訪れない。

　運命は改変され、スフィアが完全復活していたからだ。

「危ねーぞ、ガビルさん！」

　復活するなりスフィアは、危険を訴える本能のままに回避行動を取った。それに巻き込まれるように、ガビルもその場で転がったのだ。

　ビートホップの蹴りが地面を大きく破壊したが、ガビルとスフィアは無事に危機を脱却出来たのだった。

「ふう、助かったのである」

「それはこっちのセリフだぜ。これは死んだと思ったんだが、ガビルさんのお陰で命拾いしたよ」

「うむ。一か八かの賭けであったが、成功して何よりなのである！」

　危機を脱した安心感からか、二人は軽口を叩き合った。

　だが、ビートホップは健在だし、本当の意味での戦いはこれからなのだ。

「……？　確かに殺しタと思ったンだが、どうして無事なンだ？」

「我輩、説明するのは好きなのだが、貴殿には教えぬのである！」

「フンッ、まあイイさ。次で確実に仕留めてやンよ」

　ビートホップは会話を打ち切り、もう一度全身に力を込めようとした。しかし、それを遮るようにガビルが笑う。

「それは無理である。我輩は気付いたのだが、貴殿の力は連続では使用出来ぬのであろう？　そうでなければ、我輩達との無駄話に付き合う理由などないからな」

　ガビルは自信満々にそう告げた。

　ビートホップの速度はアピトを上回り、拳や蹴りの威力はゲルドに匹敵するほど重い。しかも、急加速から急停止といった変則的な動きは、アピトにも真似出来ぬほど絶妙なものだった。

　それを見極めるのは至難の業で、回避はほぼ不可能だと思われる。だからこそ逆に、ガビルはそれを不思議に思ったのだ。

（あのアピト殿でさえ、加速するのは簡単だが急停止するのは難しいと言っておった。ヒナタ殿は、慣性の法則を魔法で捻じ曲げて不可思議な動作を可能にしておったが、この者には魔法を使っている気配はない。となると考えられるのは──）

　特殊な権能による法則支配か、あるいは力技か。

　その二択を念頭に観察を続けていたガビルは、ビートホップが攻撃を終える度にその肉体を『超速再生』させている事に気付いたのだった。

　つまりビートホップは、強引な力技によって、限界を超える戦闘能力を発揮していたという訳だ。

　であれば、対処方法は一つ。

　無理な攻撃を続けていれば、ビートホップは勝手に自滅する。ガビルはただ、防御に専念してその瞬間を待つだけでいいのである。

　とは言え、格上が限界を超えて繰り出してくる攻撃なのだ。気を抜けば一撃で即死してしまうだけに、危険過ぎる綱渡りを続ける事になる。

　ビートホップがその身を犠牲にした限界突破攻撃は、アピトの数倍の速度である上に、当たりどころによっては一撃でガビルを殺せる威力である。手足なら欠損間違いなしだし、掠っただけでも大おお事ごとだ。

　そんな攻撃に対処し続けるのは困難だと考えたからこそ、ガビルはビートホップ自身にその戦術を見直させようとしたのである。

　限界突破攻撃がなくとも、ビートホップの方が格上だ。ネタがバレていると披露すれば従来通りの戦法に戻してくれるかもと、ガビルはそう期待したのだった。

「……」

　気まずい沈黙。

　それを崩したのは、ビートホップの哄こう笑しょうだ。

「ギャハハハハ！　イイねえ、イイねえ！　ホント、弱イのに飽きさせネーナ」

　そう笑った後、またもビートホップの雰囲気が変化した。

「認めてヤル。ダカラよ、本気で相手してやンよ！」

　賭けは失敗した。

「何とッ!?」

　ガビルは不味いと思った。

　大見得を切って恰好をつけた手前、今更後には引けなかった。

　ガビルの後ろにはスフィアがいるのだ。逃げ出すという選択肢は論外である。

　こうなるともう、運を天に任せて全力で凌ぎきる他ない。

（せめて、水渦槍ボルテクス・スピアがこの手にあれば……）

　あの蜥蜴人族リザードマンの秘宝である槍は、先程放り投げてしまったままだった。拾いに行きたいが、ビートホップがそれを許してくれるとは思えなかった。

　ガビルは覚悟を決めた。

　全神経を尖らせたまさにその瞬間──

「ガビル様、落とし物だぜ！」

　スケロウの声と共に、ガビルの手に水渦槍ボルテクス・スピアが戻ったのだ。

「ソイツもよ、俺達と一緒にずっと戦ってきた仲間だろ？　もう手放すんじゃないぜ」

　と、スケロウが恰好良く言った。

「然しかり」

　と、カクシンも頷く。

「そうそう！　それがあればガビル様は最強なんだからさ、あんなヤツ、さっさとやっつけちゃってよ！」

　と、ヤシチがいつものように無茶振りをした。

　手に握りしめた水渦槍ボルテクス・スピアまで、頷き返すように震えている。

「お前達……」

　ガビルの目に熱い涙が溢れ出てきて──

（ん？　アレぇ？　どうして槍が鼓動するみたいに脈動して──）

　と、何かとても大事な事に気付きかけた、のだが。

「ガビル様、アンタを信じてるぜ」

「然り！」

「ガビル様、恰好いいとこを見せてくれるよね？」

　三人からの期待が重い。

　それはもう、応援というより追い込みのようなもので……。

　特に、ヤシチがやばかった。

　無自覚に無邪気に、ガビルを追い詰めていく。

　槍がどうとか考えている場合ではなくなったガビルは、いつものように強がり胸を張った。

　ところがそこで、いつもと違う事が起きた。

　スフィアからの声援も届いたのだ。

　そして、それは──

「まあ、同感だな。ガビルさんよ、コイツらの言う通りだぜ。アンタはさ、オレから見てもカリオン様と同じくらい恰好良いよ」

　という、ガビルにとっての爆弾発言だったのである。




　え、我輩がカッコイイ？
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　と、ガビルの頭にスフィアの声がリフレインした。

　もう他の事など考えられない。

　目の前の強敵にして脅威、ビートホップの事までも、ガビルの頭からは抜け落ちている。

　だって、仕方ないのだ。

　ガビルは今まで、モテた事がなかったのだから。

　陰ではそれなりに好意の視線を向けられてはいたのだが、如何せんガビルはお調子者である。女性の心の機微に気付くハズもなく、いいムードになる余地がなかった。そんな訳で、今に至るまで彼女いない歴を更新し続けていたのだった。

　そこにきて、スフィアからの『恰好良い』発言である。

　ガビルの人生において、今この瞬間こそが最高に大事な決断の刻であった。

（言うしかないのである！　ここを逃せば、我輩、一生彼女など出来そうもないし──）

　ガビルは勇気を振り絞る。

　死を前にすると子孫を残そうとする本能が刺激されるというが、今のガビルもまさにその状態だったのだろう。

「あ、そのう……何であるな。わ、我輩も、スフィア殿が、そのう、う、美しいと、そう、思っていたり……」

　場違い甚だしいこの戦場の、絶望で嘆かねばならぬはずのタイミングで、スフィアへの告白を口にした。してしまったのだ。

　勇気が一瞬にして枯渇し、どんどん小声になってしまったのは御愛嬌。最後まで告白を口に出来なかったのも、ガビルらしいと言える。

　だが、しかし。

　そんな情けないガビルの思いは、驚くべき事にスフィアに通じたのである。

「エッ!?　マ、マジかよ……アタシが可愛いだって？」

　美しいと言ったのであって、可愛い、とは言っていなかった。

　スフィアもまた、この極限状態でテンパっていたのだ。その証拠に、口調も「オレ」から「アタシ」に変わっていたりする。

　ある意味で、お似合いの二人だったのである。

「えっと、その通りである！」

　ガビル、ここで否定しなかったのは正解だ。

　それをしてしまっていたら、運命はまた違ったものとなっていた。しかし正解を選択した事で、ガビルに幸運の女神が振り向いたのである。

「しょ、しょーがねーなガビルさん。今はアレだし、ソイツを倒してこの戦が無事に終わったら、御褒美にチューしてやるよ！」

　舞い上がっていたスフィアは、自分が何を口にしているのか理解していない。場に流されて、とんでもない宣言をしてしまったのだが、そうと気付いてはいないのだ。

　しかし、ガビルは違う。

　しっかりと、スフィアの言葉を胸に刻んでいた。

（え、チューする？　我輩を成敗するという意味ではなく、キッス、という意味でチューなのであるか!?）

　前代未聞の一大事である。

　これは大変な事だぞと、ガビルの脳内はフル稼働で大慌てだ。

　そんなガビルを、ヤシチ、カクシン、スケロウの三人衆が囃はやし立てる。

「ガビル様ってば、モテモテだね！」

「ヒュー!!　こいつは驚きだ。やる時はやる男だとは思っていたが、戦場で告白とは豪気過ぎるぜ！」

「然り！　これぞまさしく、漢オトコの生き様そのもの!!」

『あっソレ、ガッビッル！　あっソレ、ガッビッル！　あソレ〜ッ!!』

　いつものようにガビル音頭が飛び出すと、もう止まらない。

　ガビルは思考を放棄して、身体が勝手に踊り出す。

　何度も繰り返しているせいで、条件反射になっていたのだ。

　そして、幸せいっぱいの妄想に浸ってしまった。

（ムフフ！　我輩もついに、カノジョが。フッ、モテる漢は辛いのである!!）

　気が早過ぎるにもほどがあったが、ガビルの妄想なので誰にもバレる事はなかったのだった。




　そんなガビルに我慢出来ないのがビートホップだ。

　最初は罠かと思って様子を見ていたが、やって来た三名は援護に入る気配もなかった。

　それはそれで都合が良かった。ビートホップは無理な動きで実力以上に戦闘能力を高めている為、実際には余裕がなかったからだ。

　勿論『超速再生』で怪我は直ぐに治るのだが、エネルギーの消耗が激しいのが問題だった。無理をせぬよう体力を回復させて、一気に仕留めようと考えたのである。

　ガビル達の茶番劇を許していたのには、そうした理由があったのだ。

　そして今、体力は万全になった。

　もう遠慮は要らないと、ビートホップはガビルへの猛攻を再開したのである。というより、その一撃で仕留めるつもりだった。

（コノ俺を無視して、意味の解ンねー御託を並べやがって。イイぜ。身のホドを教えテやらあ！）

　そうした怒りのままにビートホップは、ガビルへと必殺の飛翔旋穿蹴撃スピンドルキックを放った。

　が、しかし。

　そこで驚くべき事が起きたのだ。

「ええい、邪魔をするのは止めい!!　今この瞬間こそが、我輩にとって一世一代の重要な場面なのだッ!!」

　そう叫んだガビルが、ビートホップを槍で強打したのだ。それだけで、ビートホップは無様にも吹き飛ばされてしまったのである。

　それは信じ難い出来事であった。ビートホップは驚愕に全ての複眼を見開いて叫ぶ。

「貴様、何をシた!?」

　しかし、ガビルは聞いていない。

「ス、スフィア殿、チューというのはアレであるな？」

　問われたスフィアは、自分が何を口にしてしまったのかを理解した。

　思いっきり照れるも、今更後には引けない。

「オ、オウ。アレだよ、アレ」

　大した事ないさと自分に言い聞かせるように、そう口にする。

　何度も頷くガビル。

「了解であるぞ！　我輩、全身全霊で勝利すると誓うのである!!」

　ガビルは奮起した。

　絶望などとっくに消え失せている。

　勝てるかどうかではなく、勝つ。その気迫で、ビートホップを睨み付けた。

「舐めるなヨ、雑魚ガ」

　そんなガビルの態度に、ビートホップが憤ふん怒ぬする。

　自分より遥かに格下の分際で生意気な、と考えて。しかし同時に、先程起きた不思議な現象を忘れてはいない。単なる偶然だとは思うものの、万が一を考えて警戒していた。

（本当に偶然カ？　俺は何度も、殺ス気で攻撃しタ。手加減なんテしてネーし、仕留メた手応えモあった。それなのにヨ、コイツ等はどうしテ生きてヤがんダ？）

　これは断じて偶然ではないと、ビートホップの本能がそう見抜いていたのだ。

　これは思っているよりも危険だと、油断なく身構えるビートホップ。対するガビルは、彼女が出来るかもと浮かれていた。

　心構えがまるで違った。

　これではビートホップが可哀想というものだが、世の中とは常に不条理なものなのだ。

「いざ、参る！」

　ガビルがキリッとした表情で声を上げる。

　それを無言で迎え撃つビートホップ。

　そして、次の瞬間。

　両雄が再び交差する。

　手加減どころか全力を超えた力を込めて、超速飛翔で全身を錐もみ状に回転させるビートホップ。その力の全てが、両拳の先端に突き出された生体異鋼アリオニウムの毒針へと集約されて──これこそが、ビートホップの必殺奥義、飛翔旋穿針撃スピンドルニードルスピアであった。

　対するガビルは、基本に忠実に水渦槍ボルテクス・スピアを構えている。慌てず騒がず、じっくりとビートホップを見極めて、必殺の一撃を繰り出すのだ。

　大きな二つの渦がうねり、戦場で衝突する。

　そしてその結果、倒れたのはビートホップだった。

「渦槍水流撃ボルテクスクラッシュッ!!」

　ガビルの必殺技がビートホップを貫いたのだ。

「凄えっ！」

「ガビル様、恰好いい！」

「うむ、見事なり!!」

　三人衆が驚き称賛するのも当然だった。

　先程までの苦戦が何だったのかと思えるほどに、ガビルの攻勢は圧倒的だったのだ。

　ビートホップには油断も慢心もなかった。それなのに、この結果である。

　その秘密は、水渦槍ボルテクス・スピアにあった。

　ガビルはスフィアへの告白で頭が一杯になって気付かなかったのだが、危機的状況の中で水渦槍ボルテクス・スピアが神話級ゴッズへと進化していたのだ。そして当然、ガビルが主として認められていたのである。

　その結果として、ガビルの存在値は総合してビートホップを上回る事になった。技量面ではほぼ互角だった事から、ガビルが勝利をもぎ取ったのだった。

『ガッビッル！　あっソレ、ガッビッル！　あソレッ!!』

　三人衆からの声援を浴びつつ、ガビルが勝利の音頭で踊る。

　それを眺めるスフィアも笑顔だったが、ふと、つい今しがた交わしたばかりの約束を思い出し、赤面した。

　そんなスフィアの様子に気付いたガビルも赤面し、二人は顔を見合わせて硬直する。

「どうやら、俺達はお邪魔虫みてーだな」

「然り」

「頑張ってね、ガビル様！」

　そう言い残し、そそくさと三人衆が去って行った。

　残されても困ると思うガビルとスフィアだったが、意外にも二人はお似合いで……。

　戦場でのつり橋効果も味方して、互いに素直になるまでそれほど時間を要さなかった。

　こうして、ガビルにも春が訪れたのだった。





＊






　さて、蟲ちゅう将しょうトルンの死がきっかけとなり、戦場の様相が大きく変わった訳だが、それは何もガビル達だけの話ではなかった。

　カリオン、ミッドレイ、オベーラの三者も、戦場でのパワーバランスが崩れるのを警戒して様子見を続けていたのである。このタイミングで、勝負を決める決断をした。




　先ず動いたのがカリオンだ。

「へっ、フレイが勝ったか。ま、当然だが、俺様も負けちゃいられねーな」

　不敵にそう笑って、アバルトを睨み据えた。

　手足の多いアバルトは、近接戦闘だけでなく魔法戦闘まで得意としていた。

　生体異鋼アリオニウムに至った外骨格で覆われた伸縮自在の細腕は、槍よりも鋭く敵を穿つ。それだけではなく、空いている手で印を結ぶ事で呪文を唱えずとも魔法を行使するのである。

　この、魔法と独自の体術を組み合わせた戦法によって、一見するとカリオンが苦境に立っているかに思われた。

　だがしかし、現実は違う。

　カリオンは機会を窺っていたのだ。

　必殺技である獣王閃光吼バースト・ロアを如何に温存し、消耗少なく倒せるのか。それを思案しつつ、カリオンはアバルトの弱点を探っていた。

　戦い始めて直ぐに、カリオンは自分の方が有利であると悟っていた。だからと言って、悠長に構えていた訳ではない。

　アバルトの実力は本物で、油断すればカリオンとて倒されてしまう恐れがあった。それに、勝負を急せいて不要な手傷を負わせるのも、何か危険な予感がして避けたかったのである。

　実はそれが正解だった。アバルトは体力が尽きかけると暴走状態に入り、攻撃力と回復力が三倍になるという特殊個体だったのだ。そうなっていた場合、カリオンも苦戦必至であり、最悪、敗北を喫する事になっていたはずだ。

　しかし、それを野生の勘で見抜いた結果、危なげなく戦線を維持する事が出来た。その上でアバルトの癖を見抜いた訳だ。

　魔法が再度使用されるまでに要する時間と、手槍を伸ばしきってから元に戻すまでの時間を把握したカリオンは、アバルトがその両方を同時に発動するのを待ち続けた。そして遂に、その瞬間が訪れる。

　フレイが蟲ちゅう将しょうトルンを倒したのがきっかけとなり、アバルトが焦りを見せたのだ。

「待ってたぜ。獣魔粒子咆ビースト・ロア!!」

　アバルトの胴体をカリオンの技が貫いた。そのまま魔粒子が発する閃光は効果範囲を広げ、アバルトを完全に飲み込んだのだった。




　ミッドレイは、実に冷静に戦場を俯瞰していた。

　目の前に立つ蟲ちゅう将しょうサリルなど眼中にない。

　ミッドレイは自身の肉体を完璧にコントロールしており、常に一定の力しか出していなかった。下手をすると、戦う相手と同レベルにまで調整して、より純粋に戦闘行為を楽しんでいたほどだ。その点だけを見れば、ディアブロと同類と言えるだろう。

　そんなミッドレイだからこそ、今回もサリル相手にやらかしていた。

「ふむふむ。踏み込みが甘い。貴殿はその毒に自信があるようだが、ワシには効かんぞ。その毒尻尾に頼った攻撃スタイルが通じぬとなれば、さて、どうするね？」

　と、サリルを煽るようにいなしていた。

「クソッ、生意気ナ！」

　ミッドレイに翻弄されて、サリルがキレる。

　しかし、その怒りによって威力が上がったものの、当たらなければ意味がない。行動が単調になってしまったサリルでは、ミッドレイの思う壺なのだ。

　トドメを刺すだけなら簡単だった。ミッドレイがそうしなかったのは、戦場を覆う不気味な気配に気付いていたからだ。

（何だ、この粘つく気配は？　ふむ、ワシの力を探っておるのう。ほう、興味が失せたか。つまりは、ワシなどいつでも殺せるという事よな……）

　その気配はまるで、ミッドレイが崇あがめるミリムを彷彿とさせるかのような、そんな存在感を醸し出していた。

　ただし、ミリムにあるような温もりなど一切ない。

　冷徹で一切の感情が欠落したような……そんな不気味さを感じさせる気配だったのだ。

　ミッドレイはその正体を探る為に、敢えてサリルを生かしておいたのである。

（ふむ、オベーラ殿は流石だのう。ワシと同じく、この気配に気付いておる）

　オベーラも、対峙する蟲ちゅう将しょうを倒さず戦場の様子を窺っている。

　直ぐにでも倒せるほどの力の差があるのだから、ミッドレイと目的は同じと考えて間違いなさそうだった。

　他の者達は気付いていないようである。

　敵将ゼスを相手取っているカレラは言わずもがな。余人の介入する余地などない激戦を繰り広げており、余計な事に気を回す余裕などなさそうだ。

　ゲルドも同様だ。

　大百足オオムカデを擬人化したような蟲ちゅう将しょうはピリオドに次ぐ存在値を誇っており、ゲルドとほぼ同等に見えた。他よ所そに気を回す余裕などなくても不思議ではなく、要らぬ心配をかけたくないと思うミッドレイである。

　ピリオドを相手にしているゴブタとランガのコンビなど、目の前の敵が格上過ぎてそれどころではないのだろう。

　だが、このコンビが来てくれて本当に良かったと、ミッドレイは心の底から感謝している。あのままではフォビオとエスプリの命はなかっただろうから、ミッドレイも救出に向かわねばと思案していた。しかしながら、戦場に漂う不気味な気配が気掛かりで、動くに動けなかったのだ。

　後で修行に付き合ってやろうと、ゴブタからすれば余計なお世話とも思えるような恩返しを考えるミッドレイなのだった。

　そんな訳で、膠着状態が長引いていたのだが、遂に状況が動いた。

　フレイが蟲ちゅう将しょうトルンを倒したのを皮切りとして、ガビルがビートホップを、カリオンがアバルトを、それぞれ討ち取ったのである。

　ミッドレイは、戦場に満ちた禍々しい気配が、より濃密に危険度を増したのを察知した。

　理由は不明だが、何か良くない事が起きている。そう確信して、気を引き締めた。

　同僚たるカリオンとフレイもまた、相手取っていた蟲ちゅう将しょうを倒した事で、ようやく不気味な気配の存在を察知した様子。いや、本能的には悟っていたのだろうが、今になって確信を得たというところだろうか。

（あの御二方もまだまだだのう。戦い方はマシにはなったが、もっと周囲に目を配るようになってもらわねば、ミリム様に付いて行くのは難しいであろうな）

　かなり辛口の評価だが、それが偽らざるミッドレイの本音なのだった。

「ケケケ。よくもオレッちを舐め腐っテくれたナ。コレは奥の手だったガ、まあイイさ」

　まるで自分に興味がない様子のミッドレイに、サリルが暴走した。自分の身体に毒尻尾を突きさし、自らの意思で暴走強化状態オーバードライブを発動させたのだ。

「ふむ……」

　力も速度も数倍に跳ね上がったサリルが相手では、流石のミッドレイも遊んでいる余裕はなくなった。とても嫌な予感を胸に抱きつつも、勝負を終わらせる事にしたのだ。

　本気になったミッドレイは強かった。

　迫りくるサリルを質量のある闘気オーラで縛り、動きを封じてしまう。そのまま何も出来なくなった敵に向けて必殺の正拳突きを御見舞いすれば、サリルの身体は木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散ったのだった。

　まさに、一撃必殺。

　ミリムの遊び相手が務まるほどの剛の者として、面めん目もく躍やく如じょの活躍ぶりを見せつけたのである。

　しかし、ミッドレイの表情は暗い。

「いかんな。やはり、悪寒が強まってしまったわい」

　そう呟いたミッドレイは、いつの間にか暗雲が立ち込めていた空を見上げた。

　サリルを殺したのは失敗だったと、その背中が告げていたのだった。
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　ミッドレイが推察した通り、オベーラも危機感を抱いていた。

（やはりおかしいわ。敵からの圧力が、開戦直後からまるで変化していない……）

　両腕の生体異鋼アリオニウム外骨格を微細に振動させて万物を切断する凶悪なティスホーンを相手に、子供扱いするオベーラ。そんな彼女がティスホーンにトドメを刺さなかったのは、ミッドレイと同じ懸念を抱いていたからだ。

　戦場では数多の命が散っている。

　味方の被害は回復薬で最小限に抑え、交代要員と即座に入れ替わる事で死者は出していない。しかし、蟲魔族インセクターの軍勢は損耗などお構いなしの猛攻を繰り返しており、既に当初の半分以下の戦力にまで減少している状態なのだ。

　それなのに、オベーラが『超直観』で感じ取った敵戦力は、まるで衰える事なく健在だったのである。

　その違和感が確信に変わったのは、フレイがトルンを倒した瞬間だった。

　敵将の一角が散ったにもかかわらず、何も変化がなかったのだ。それはつまり、蟲ちゅう将しょうの死すらも蟲魔族インセクターという軍勢に影響を及ぼさないという意味で──いや、それよりも悪いかも知れない。

　下手をすると、蟲ちゅう将しょうの死そのものが敵の策略の一つである可能性すら……。

（まさか、ね。流石にそれは──）

　ない、とは言い切れないのだ。

　かつて、同僚のザラリオが愚痴をこぼしていた事があった。

　奴等は本当にしつこくて困る。下手に倒しても厄介だから、場所を選ぶ必要があるしな──と。

　その時は寡黙なザラリオにしては珍しい事もあるものだと思い、疲れているようねとしか感じなかったのだが、今考えればその発言の意味はとても重要だと思われた。

　蟲魔族インセクターの相手は自分の仕事ではないと割り切っていたから、最初から相談に乗る気など起きず、まともに話を聞いていなかったのだ。

　それはオベーラだけの問題ではなく、フェルドウェイを筆頭とした妖魔族ファントム全体の悪癖ではあったのだが、大きな問題くらいは相互に情報を伝えておくべきだったとオベーラは反省したのだった。

　とは言え、今更な話だ。

　敵の情報を何も知らない以上、臨機応変に最適な対応を模索していくしかない。そう考えたオベーラは、ティスホーンの相手をしながらずっと戦場の様子を観察し続けていたのだった。

　そうして、決定打を掴めないままに戦況が一気に動いてしまう。

　トルンに続いてビートホップが倒され、アバルトも散った。これだけ敵将が倒れても、敵側の戦力は微減すらしていない。ここまで結果が出るともう、これが敵の策略の一環であるのを疑う余地など残されていなかった。

（危険だわ。これ以上蟲ちゅう将しょうを倒すのは止めた方が──）

　倒さねばならぬ敵ではあるが、それよりも優先すべきは安全策である。不測の事態が起きているのならば、焦らずに不安の要因を取り除くべきであった。

　そう判断したオベーラが警告を口にしようとするが、少しばかり遅かった。その時点で、ミッドレイまでがサリルを始末してしまっていたのである。

　残る蟲ちゅう将しょうはオベーラが対峙しているティスホーンと、ゲルドが押し留めているムジカ、ゴブタ＆ランガが苦戦しているピリオド、そして最後に、カレラと別次元の戦闘を演じているゼスの四体のみ。既に半数が倒されてしまっていたのであった。

　良くない事が起きそうだと、オベーラの能面のような表情が一瞬だけ陰った。それを見逃さず、ティスホーンが笑う。

「ホホホ、気付いたようですわね。下位の蟲ちゅう将しょうなど、所詮は前座。御おん方かた様さまの御力があれば、居てもいなくても大局に影響など御座いませんわ」

　その言葉の通り、ティスホーンは上位蟲ちゅう将しょうである。第四位の実力者なのだ。

　ティスホーンの存在値は１８０万強であり、ビートホップとそこまで差はない。それでも、彼女が永き時に渡って十じゅう二に蟲ちゅう将しょう上位幹部を務めているという事実こそが、その実力を証明していた。

「千裂次元斬ミダレギリ」

　ティスホーンの両腕から放たれる衝撃波は、切断面となって縦横無尽に万物を斬り裂く。その影響は次元にまで及び、次元断裂は世界の治癒力によって一瞬で回帰されるものの、その破断面上に存在する物質がそれに耐えるのは不可能だった。

　それは勿論、オベーラでさえ例外ではない。

　もっとも、オベーラは一目でそれを看破し、そんな攻撃を喰らうようなヘマなどしなかったのだが、それでもティスホーンが脅威であるとは認識していたのだ。

　それもあって被害が最小限になるような立ち回りを演じていた訳だが、それが吉と出るのか凶と出るのか、今の段階では判断のつかないオベーラなのだった。

「千裂次元斬ミダレギリ」

　またもティスホーンが技を放ち、凶悪な衝撃波が飛来する。

　それを余裕で回避しながらも、オベーラはじりじりと焦り始めていた。

「馬鹿の一つ覚えみたいに、通用しない攻撃を繰り返すのですね」

「ホホホ、これは面白い事を仰いますわね。通用するかしないかを判断するのは、貴女ではなくてワタクシですわよ」

　ティスホーンの返答はもっともだった。

　敵の言葉を信じる馬鹿はいない。通用しないと思うのなら、とっくに止めている。効果があると考えるからこそ、ティスホーンは同じ攻撃を繰り返しているのだ。

　そして、オベーラもそれを嫌がったからこそ、無駄だと煽って止めさせようとしたのである。それが失敗した事で、オベーラはティスホーンを見直した。

（淡々と最適行動を取るあたり、本当に戦い慣れしていますね。勝つだけなら簡単なのですが、殺さずに無力化するとなると、私でも厳しいわ……）

　既にティスホーンの実力を見切ったオベーラである。彼女とティスホーンの実力差は大きく開いており、間違いなく格下だと断言出来た。ただし、それはミカエルとの戦闘で負傷していなければ、の話だった。

　オベーラの外傷は全て癒えているし、体調が問題ないのも本当だ。しかしながら、失ったエネルギーの補給は完了しておらず、万全とは言い難い状態だったのである。

　そうでなければ、ティスホーンをとっくに無力化していた。それが出来なかったからこそ、今の結果がある。

　それでも──もう迷っている時間は残されていなかった。

「御方様、御ご照しょう覧らん下さいまし!!」

　ティスホーンがそう叫ぶと同時に、彼女の戦闘能力が大幅に上昇する。蟲ちゅう将しょうサリルと同様、自らの意思で暴走強化状態オーバードライブを引き起こしたのだ。

　ただ、サリルと違う点があった。

　ティスホーンは暴走強化状態オーバードライブを完全に制御しており、制限時間を有効活用できるのだ。

「千裂次元斬ミダレギリ──終焉の舞オワリノマイ」

　それは、今までとは比較にならない攻撃だった。

　それこそ万を超える次元断裂が生じており、その絶死の空間からは何なん人ぴとたりとも逃れるのは不可能、そう思わせる壮絶な光景が広がったのだ。

　それに対し、オベーラが取った行動は──その場から逃げ出すでもなく、堂々と立つのみ。

　いや、違った。

　オベーラはティスホーンの無力化を諦めて、全力を出す決断を下したのだ。

「〝神しん気き〟解放」

　と、軽く告げるオベーラ。

　それが、オベーラが全力を出す合図であった。

　その身に纏っていた神話級ゴッズが、星々の輝きを取り戻す。オベーラの魔力が循環する事で、本来の性能を十全に取り戻したのだ。

　そしてオベーラの手には、巨大な両刃剣が握られていた。

　それこそが、〝巨獣狩りの大剣ビーストスレイヤー〟──オベーラが愛用している長剣が、真の姿へと変化した結果だった。

　オベーラの宿敵である幻獣族クリプテッドに対しては、手加減などという考えは捨て去らねばならない。そんな甘いコトを言っていたら、被害が留まることなく増え続けるからだ。

　常に全力で、最適効率による駆除を心掛けていた。それ故に、オベーラが一度戦うと決めたならば、周囲への被害などお構いなしに、敵を滅殺するしかないのである。

　そして今、存在値二千万を超える彼女の真価が発揮されようとしていた。

「ホホホ、今更本気を出してももう遅い！」

　ティスホーンの言葉の通り、既にオベーラは絶死の空間に閉じ込められている。ティスホーンの妨害によって『空間転移』で逃げ出すのも封じられている為、その身が斬り裂かれるのを避ける術はなかった。

　そのハズだった。

　しかし結果は──

「児じ戯ぎにも等しい攻撃ね」

　確かに直撃した次元斬によって、空間が裂けた。それなのに、空間が元の姿へと回帰するのと同様、オベーラの身体もまた、綺麗に元通りに復元されたのである。

「バ、馬鹿な!?」

「私の肉体は物質世界だけではなく、精神世界でも繋がっていますからね。この程度、どうという事もないのです」

　オベーラは淡々と説明しながら、次は自分の番だと言わんばかりに魔力を高めていく。

〝巨獣狩りの大剣ビーストスレイヤー〟が輝いた。

　その危険な光を見て、ティスホーンは生まれて初めて生じた感情に戸惑う事になる。

（身体が震える。まさか、まさかこのワタクシが、恐怖しているとでも？　怯えているとでも言うのか!?）

　そう理解したものの、今更である。もはやティスホーンに何が出来る訳でもなく──

「消えゆく者よ、美しく散れ！　極星爆撃覇プラネテスボウミング!!」

　天から無差別に降り注ぐ大質量の斬撃が、無慈悲でありながらも公平な死を振りまいた。それに巻き込まれたティスホーンも、強者の貫禄を見せつける事さえ叶わず塵となって消えたのだ。
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　ゲルドは奮闘していた。

　向かい合う敵は、蟲ちゅう将しょうムジカだ。

　武者鎧のようなけばけばしい色の甲殻を纏い、太刀を両手で振るう武人タイプの蟲型魔人インセクターである。

　ムジカの実力は、ゲルドと伯はく仲ちゅうしていた。

　両雄、一歩も譲らず。

　そしてまた、彼等の部下達も一進一退を繰り返している。

　鉄壁の防衛線を維持する黄色軍団イエローナンバーズ及び橙色軍団オレンジナンバーズが、ムジカ率いる体長三十メートルを超す巨大百足ムカデの群れを押し戻す。体格差があるので、一匹に対してチームを組んで対処していた。

　怪我をすれば回復薬で癒し、疲労が溜まれば後方の面子と交代し、無理をせぬようにしつつ戦線を維持している。それはまさしく、普段からの訓練の賜物だった。

　そんな訳で数時間が経っても膠着状態が続いていたのだが、特筆すべきはやはり、ゲルドとムジカの一騎討ちであろう。

　一流の武芸者顔負けの腕前で、太刀を振り回すムジカ。その技量レベルの高さから推察するに、独自に編み出した技とは思えなかった。

〝異界〟にも転生者がいたと思われるが、それはどうでもいい話だ。確かなのは、ムジカが強敵であるという点だった。

　ゲルドは大盾で太刀を受け止める。その大盾もまた、ゲルドと一体化して神話級ゴッズへと至った逸品だ。ゲルドの血肉のようなものであり、蟲型魔人インセクターの外骨格と似たような性質へと変化していた。

　故に、多少のダメージなど即座に修復されるのだ。

　大気が揺れ、プラズマが散るほどの衝撃が走るも、ゲルドは涼しい顔を崩さない。お返しとばかりに、肉切包丁ミートクラッシャーでムジカを薙ぎ払う。

　ところが、ムジカも大したもので、それを予測して太刀で受け流すのである。それだけではなく、甲冑の隙間から無数の足が飛び出して、ゲルドを穿つように連撃を放って見せる。

　危機一髪かと思われたゲルドが取った行動は、『魔王覇気』による応戦だった。

　究極贈与アルティメットギフト『美食之王ベルゼバブ』による『腐食』効果が付与されたゲルドの覇気オーラ──『混沌喰カオスイーター』は、それ自体が意思を宿しているかの如く、不規則な動きでムジカの足へと喰らいつく。

　ムジカの足も負けておらず、邪悪な妖気オーラを纏ってゲルドの混沌喰カオスイーターと打ち消し合ったのだ。

　こうした攻防が繰り返されて、未だに決着が付かぬ状況となっていたのだった。

　しかしそんな戦いも、突如として終わりを告げる。

「フム。ティスホーンまで死ンだか。まさかのう。この地の戦力がここまでのものとは思わナンだが、これで御方様の準備も整ったわな」

「む？」

「何、貴殿には関係ナイ。拙者とここまで渡り合える武人とは久方ぶりに遭遇したが、惜しいナ。もっと武勇を競い合いたかったが、そろそろ潮時という事よ」

　ムジカは一方的にそう言うなり、ゲルドから距離を置く。そして、生き残っている魔蟲共を引き連れて、撤退の構えを見せたのだ。

　それを見ても警戒を緩めぬゲルド。

　だがその時、ゲルドも気付いた。

（これは、戦場の空気がおかしい。この猛烈な怖おぞ気けは、何かが起きる予兆か……？）

　どうして今まで気付かなかったのか不思議なほど、それは圧倒的なまでに危険な予感を孕んでいた。

　ゲルドは空を睨む。

　暗雲が渦を巻き、何者かが顕現しそうな気配がした。

「総員、全力で警戒態勢を維持せよ!!」

　ゲルドの号令によって、治療中の者まで動き出す。

　常にない鬼気迫るゲルドの様子に、戦いは終わりではないのだと誰もが理解したのだった。
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　フォビオを救出するなり、ゴブアは戦線を立て直すのに躍起になった。

　ベニマルの指導によって、ゴブアは一流の指揮官に育っている。迷宮内での大規模戦闘訓練では、ありとあらゆる凄惨な戦術まで運用訓練が出来るので、そこらの戦術家など及びもつかないほど経験豊富なのだ。

　ゴブアが預かる〝紅炎衆クレナイ〟三百名もまた、ゴブアと共に育った歴戦の勇士だ。イチイチ命令されずとも、ゴブアの意を酌んで最適な行動を取っていた。

　数だけみれば少数の援軍であったが、戦況は大いに改善されたのだ。

　そしてまた、指揮官の有無はそれだけで戦況に影響を及ぼすものなのだ。フォビオが戦線に復帰して指揮を執るようになった事で、〝飛ひ獣じゅう騎き士し団だん〟も精彩を取り戻したのだった。

　こうして、ミリム勢力が少しずつ優勢になっていったのだが……。




　そんな好転する状況の中、ゴブタは死にかけていた。

　対峙したピリオドが、信じられないくらいにヤバイやつだったのだ。

　毒霧など、毒耐性があるゴブタでも即死レベルの劇物なのである。飲んだら死ぬというようなチャチなレベルではなく、触れただけで皮膚が溶けて肉が焼ける代物だったのだ。

　ちょっぴり肌に掠っただけで、激痛が走った。そのお陰で、ゴブタはその毒霧の危険性に気付いたのだった。

　そして──

（ちょ、危な！　死ぬ、このままじゃあ、間違いなくお陀仏っすよ!!）

　と、戦闘を開始して三十秒も経たずに判断した訳だ。

　だから迷わず、応援に駆けつけてくれたランガに頼んで、奥の手を使う事にしたのである。

「魔狼合一ヘンシン!!」

　参戦してから間を置かずに、ランガと『同一化』したのであった。

　こうしてゴブタとランガは、禍々しい二本の角の生えた人型の黒狼へと変化したのだが、それは正解だった。その判断が少しでも遅れていれば、ランガはともかくゴブタは戦死していたであろう。

「さーて、それじゃあやるっすよ！」

『ゴブタよ、我の力、存分に揮ふるうがいい』

　と、当初は鼻息の荒かった二人であったが、直ぐにその勢いはかき消えた。

　理由は簡単で、ピリオドが強かったからだ。

　ゴブタとランガは『同一化』したからといって、そこまで大きく戦闘能力が増加する訳ではない。ランガの潜在能力とゴブタの戦闘センスが合わさり、合算する以上の力を揮えるようになるだけである。

　というか、ゴブタの存在値はそれほど大きくない為、数字上ではほとんど変化していないも同然であった。

　それに対してピリオドは、その立ち位置からして不気味な存在である。

　その存在値の大きさは、『同一化』したゴブタ＆ランガの１・５倍以上もある６８０万で、ゼスに次ぐ第二位を誇っていた。

　それだけではなく、カレラの〝終末崩縮消滅波アビスアナイアレーション〟すらも反射してのけるような、とんでもない空間系能力者なのだ。

　奥の手を使ってさえ、遥か格上の存在だった訳だ。

　それでも即座に敗北せずに済んだのは、ゴブタ達が物理系の近接戦闘を得意としているのに対し、ピリオドが魔法系の中・遠距離戦闘を得意としていたからに他ならなかった。

　そんな訳で、戦いが始まってから今まで、ゴブタは気の抜けない緊迫した状況に置かれていた。かろうじて自分達の得意とする間合いを維持していたお陰で、それなりに接戦を演じていられたのである。

　しかしそれも、ピリオドの様子が変わった事で、終わりを告げようとしていた。

『ゴブタよ、気付いているか？』

『ヤバイっすね、ランガさん。何だかアイツ、どんどん力が増してないっすか？』

　ゴブタとランガが懸念しているのは、今まさに対峙しているピリオドの様子だった。戦闘開始時に比べて、彼女の戦闘能力が増大している気配があったのである。

　その証拠に、どんどんとゴブタ達の動きに対応していた。

　もはやフェイントは通じず、攻撃に転じる余裕が失われつつあった。防戦一方とまではいかないが、ピリオドの鋭い攻撃がゴブタ達に届き始めている。

　ピリオドはそれまでの単調な攻撃を仕掛けるのではなく、一つ一つの攻撃に必殺の意思を宿らせるように変化していたのだ。

『戦闘中に成長するのって、反則だと思うっすよね』

『よくある事だな。我とて経験があるが故に、敵がそうであっても驚きはせぬが……』

『まあそうっすけど、自分がやられると理不尽に思うっすよね……』

　などと愚痴り合う二人であったが、そんな場合ではないと気を引き締めた。

　ゴブタは知っている。

　自分達こそが援軍なのだから、これ以上の助けは来ないと。

　ゴブタが敬愛し、何かあってもいつも助けてくれるリムルもまた、別の戦場で戦っているのだ。今回ばかりは敵も強大なので、助けは期待出来そうもなかった。

　強いて言えば、ベニマルが来てくれる可能性はある。しかしそれは本国を危険に晒すという事なので、ゴブタとしても遠慮願いたいと考えているのだ。

　つまりは──

『ま、自分達で何とかするしかない訳っすけど』

『そうだな。敵が強いのなら、我等がそれ以上に強くなれば済む話だ！』

　という感じで、結局は根性論に落ち着いたのである。

　それは指揮官としてはダメダメだが、ゴブタにとっては自分を追い込む理由となった。

〝背水の陣〟という言葉もあるが、常に逃げの姿勢を崩さないゴブタにとっては、逃げられない状況は自分を追い込むのに一役買うのだった。

「ここからは、短期決戦でいかせてもらうっすよ！」

　そう意気込み、攻撃を加速させた。

　しかし、その全てが空振りに終わる。

〝疾風魔狼演舞ダンス・ウィズ・ウルブス〟でピリオドを翻弄すると同時に必殺の〝終末魔狼演舞アポカリプス・ハウリング〟まで放つという、必勝を期した二段攻撃まで仕掛けたのだが、それすらも回避されてしまったのだ。

（マジっすか!?　これはコッソリ訓練していた、とっておきだったんすよ!?）

　これにはゴブタも危機感を抱いた。

　ランガも同様である。

『ゴブタよ、一旦退くべきではないか？』

　そんな提案までしたのだが、これにはゴブタが反対した。

『それはダメっす。ここで退いたら、カレラさんの負担が厳し過ぎるっすよ』

　確かにと、ランガも納得する。

　援軍は期待出来ないから、態勢を立て直すべく逃げるのも一つの手ではあるが、それは最後の手段だった。これは決闘ではなく戦争なので、敵前逃亡は全体への影響が大き過ぎるのである。

　しかし、必殺の奥の手まで通用しない以上、このままではジリ貧、敗北必至であった。ゴブタも人並み以上に負けず嫌いなので、それだけは避けたいとない知恵を絞る。

　それなのに良い知恵は浮かばず……そんな時だった。

「助太刀するぜ、ゴブタ」

　蟲ちゅう将しょうアバルトを倒したカリオンが、ゴブタが不利と見て参戦してくれたのである。

　しかも、それだけではない。

「私も手助けするわね」

　ピリオドの危険性を見抜いたフレイまでもが駆けつけ、共闘を申し出てくれたのである。

　正々堂々とした戦いではないが、これは一騎討ちではなく戦争なのだ。名誉よりも勝利を優先すべきであり、ゴブタとしても大歓迎であった。

「助かったっすよ!!」

　嬉しそうにそう叫び、これにて戦いは仕切り直しとなった。




　──と、誰もがそう思ったのだ。




「悲しいワ。とてもとても悲しいワ。私の子供達は、こんなに弱かったなんテ」

　化け物のその呟きは、大きな声という訳でもないのに、戦場にいる全ての者の耳に届いた。

　そしてそれが最終ラウンドの合図であると、その場にいる誰もが理解したのだった。
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　カレラは蟲ちゅう将しょう筆頭であるゼスを相手に、互角の戦いを演じていた。

　ゼスは強敵ではあったが、決してカレラが勝てない相手ではない。好ましい好敵手と認識し、この戦いを愉しんでいたのだ。

　カレラは、最近になって身に付けた技を披露する。

　黄金銃と刀、近こん藤どう中尉と同じ戦闘スタイルだが、それはカレラによく似合っていた。昔から熟達していると言われても納得してしまうほど、とても自然で無理のない動作なのである。

　それに加えて、カレラは蟲型魔人インセクター相手の戦いに慣れていた。本来ならば苦手属性であるはずなのに、一歩も引けを取らないのはそれが理由であった。

　そう、ゼスはカレラがよく知る人物と、非常に似通っていたのだ。

　背格好から、全身を覆う外骨格まで。

　戦闘方法はまるで違うのだが、繰り出される技の質、他を圧する強者の気配など、カレラが勝手にライバル認定しているゼギオンとそっくりだったのである。

　確かに、ゼスの存在値は凄まじい。カレラの存在値を軽く上回っているし、ゼギオンと比べれば三倍近くもある。

　しかしながら、脅威度ではゼギオンの方が上だとカレラは感じていた。

　ゼギオンとは何度も戦っている。

　だからこそカレラは、初見であるにもかかわらずゼスの思考を上回れたのだ。

　しかも、今は自分に課していた制限がない。

　ゼギオンの〝リムルの細胞で出来た部位は狙わない〟とかいう、ディアブロが言い出した頭のおかしいルールは、ゼスには適用されていなかった。であるからこそ、カレラは全力を出せるのだ。

　戦い始めた当初こそ、ピリオドという邪魔者がいた。しかしそれも、エスプリ達が死力を尽くして排除してくれている。どう考えても格上相手なのに、無理に無理を重ねて頑張ってくれているのだ。

（まあ、友達が気合入れてくれているんだし、私も無様な姿は見せられないというものだな！）

　カレラは滾たぎる気持ちを解き放つように、ゼスとの死闘を愉しんでいたのだった。

　甲殻の隙間を狙った刃が、ゼスの体組織を斬り裂く。それに加えて、踊るような剣撃の合間に至近距離からの銃弾がゼスの複眼を射貫いた。

　戦況は少しずつ、カレラの優勢へと傾いていたのだ。

「ははは、楽しいな！」

「チィ、悪魔風情が小癪な真似ヲ……」

「君はなかなか強いが、ゼギオンほどじゃないね」

「何ィ？」

「ゼギオンは私が認めるライバルなんだけど、彼との戦いはこんなものじゃないからね。数日ぶっ続けで戦う事もあったけど、一度も傷を負わせられなかったほどなんだ」

　それは事実だ。

　意味不明なルールがあるのを差し引いても、ゼギオンの強さは異常なのだ。

　ゼスは確かに強いのだが、カレラの攻撃が何度も当たっていた。このまま戦闘を続けるならば間違いなく自分が勝つと、カレラはそう確信したのだった。

「ダから何ダ？」

「つまりは、君の方が弱いって事さ」

「笑止。ならば、本気ヲ見せてやル」

　カレラの発言は、ゼスの誇りを傷付けるに十分だった。

　怒りをエネルギーに変換して、ゼスはカレラへと殺意を向けた。

　Ａランク未満の者ならば、その視線だけで殺せるだろう。いや、上位魔人であっても、下手をすれば致命傷になりかねない暴力的な圧があった。

　しかしカレラは、どこ吹く風でそれを受け流す。そして御返しとばかりに、カレラ自身も魔力を高めて覇気オーラを練り上げ、ゼスへとぶつけたのだ。

　両雄の覇気が圧迫し合い、戦場に巨大な渦が形成されていく。それに触れた者は、凄まじい魔力の波動に呑み込まれて生命を奪われていった。

　ミリム陣営はこうなる危険性を見越していたので、誰もカレラに近寄っておらず無事である。しかし蟲魔族インセクター達は数だけは多く戦場を埋め尽くしていた為、この渦によって大きく数を減らす事になったのだ。

　そして──

　ゼスが一歩踏み出し、カレラが迎え撃つ。

　ゼスの拳がカレラの頬を裂き、カレラの刀がゼスの外骨格の隙間を斬り裂いた。

　上位魔人すら一撃で屠るような蹴りを、ゼスが仕掛ける。それを恐れず、カレラがゼスの懐に潜り込んで黄金銃をぶっ放した。

　至近距離から放たれた弾丸が、ゼスの外骨格の隙間を穿ち、穴を開ける。しかしその直後、空振りしたかに思われたゼスの蹴りが、カレラの頭目がけて振り下ろされた。

「チィ!?」

　間一髪でそれに気付き、かろうじて頭部を守るカレラ。しかしそれだけでは足りず、肩で蹴りを受けてしまった。

「仕留め損ねタ」

「私としたことが、ミスってしまうとは恥ずかしいね」

　左肩を砕かれたカレラだが、その口元には不敵な笑みが浮かんだままだ。

　ノーダメージで倒すつもりだったのに怪我を負ってしまったのを悔いてはいるが、ゼスに敗北するとはまるで考えていないのである。

　数時間にも渡る戦闘を経て、カレラはゼスの癖を見抜いていた。それでもゼスの力は本物であり、油断すれば敗北するのはカレラである。

　少しずつダメージを蓄積させて、確実に勝利を得なければならなかったのだ。

　カレラは堂々と、ゼスを見下すように睨みつける。その肩の部分は軍服が破れて、真っ白い肌が覗き見えていた。

　そう。既に血は止まり、最初から怪我などしていなかったかの如く完治しているのである。

　それはゼスも同様で、カレラが与えた傷は全て癒えている。

　カレラやゼスのような超越的存在にとっては、生半可なダメージでは意味がない。いかに効率よく相手を疲弊させられるかが勝負の決め手となり、大きな隙を見せた方が不利となる訳だ。

　カレラは初手に大技アビスアナイアレーションを放っている上に、ゼスよりもエネルギーの総量が少ない。だからこそ、ここからは慎重に行動しようと考えていた。

（フフフ。ゼスとやらの技量レベルは把握した。強いが、勝つのは私だね）

　もうムリをする必要はないと、カレラはそう判断したのである。

　それも全て勝利を確信したからなのだが、そこでふと、戦場の空気が変化しているのに気付いた。

（ん？　この気配……何だ？　ミリム様が警戒していたからお任せしていたけど──）

　ミリムが控えてくれていたからこそ、カレラは好き放題に暴れていられた。だから、気付くのが遅れたのだ。

　いや、それだけではない。

　ゼスの力量が半端ではなかっただけに、周囲に目を配る余裕がなかったのも大きな理由である。そしてそれは、ゼスが意図して引き起こした状況だったのだ。

「クックック、気付いたカ。貴様は強イ。それは認めてやるガ、勝利スルのは我等ダ。これは決闘ではナく、戦争なのだからナ」

「何だって？」

　カレラが不快気に眉をひそめる。

　ゼスは気にせず、悠然と右手を上げてとある方向を指さした。

「見ヨ」

　カレラは振り返る事なく、『魔力感知』によって状況を探る。

　そして、ゼスの言葉の意味を知る事になるのだ。
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　ゴブタの目の前で、ピリオドが美しく変貌していた。

　元から異形の美を秘めた容貌ではあったのだが、今のピリオドは、誰の目から見ても神秘的な美女と映る容姿へと変化している。

　いや、それは変化ではなく──『進化』だ。

　今までの戦闘で蓄積されていたピリオドの傷跡が大きく裂け、その下から美しい『皮膚』を持つ美女が出現したのである。

「初めまして。私はピリオド。蟲を統べる皇妃ですの」

　言葉まで流りゅう暢ちょうになっていた。

　もはや、今まで戦っていた相手とは別物、超常の存在へ至ったのが明白だった。

　さもありなん。

　このピリオドこそが蟲魔族インセクターの副王にして、真に蟲ちゅう将しょうを統べる女皇帝だったのだから。

　その正体を明かした今、ゴブタ達の勝機は失われたも同然だった。

「冗談は止めて欲しいっすよ、ホント……」

　思わず本音を呟くゴブタである。

『これはもう、力が増したとかそんな話ではないな。我等の方が強くなればいいなどと言っている場合ではあるまい』

　ランガも同じ気持ちだったのか、大きく頷いていた。

『じゃあ、どうするっすか？』

　ゴブタがそう問い返すと、ランガは困ったように言い淀んだ。しかし意を決したのか、その考えを口にする。

『逃げるしかあるまい。ゴブタよ、貴様とてヤツが危険だと感じているのだろう？』

　ズバリと言われて、ゴブタも口ごもる。

『いや、そうっすけど……自分達だけで逃げるのは、ちょっとどうかと思うっすよ……』

　ゴブタとて、ランガの意見が正しいと思っている。

　さっきまで戦っていたピリオドならば、戦いようによっては勝利する目もあった。しかし今は、その可能性は限りなくゼロである。

　それほどまでに、今のピリオドは圧倒的な存在感を漂わせているのだ。

　自らを皇妃と称するだけあり、あらゆる蟲ちゅう将しょう達の力を超えている。そう、カレラが相手をしている蟲ちゅう将しょう首席、ゼスよりも上なのだ。

　ランガとゴブタは、それを正確に感じ取っていた。

　戦っても敗北必至。

　かと言って、ここで自分達だけが逃げ出すのは嫌だった。

　逃げたところで、仲間達に顔向け出来なくなってしまうからだ。

　行くも地獄なら、逃げるも地獄。しかし、ここで悩んでいる暇などなかった。

「しゃらくせえ！　見た目が変わろうが、やる事は同じだぜ」

　そう叫んで、真っ先にカリオンが仕掛けたのだ。

　カリオンがここで選択したのは、自身の持てる最高の必殺技である獣王閃光吼バースト・ロアだった。後の事など何も考えず、ここで出し惜しみなく変幻自在の拡散・集束粒子砲を放ったのである。

　カリオンの身体が意思ある粒子と化して、堂々と立つピリオドへと迫る。

　時間にして、一瞬。ピリオドは動かない。

　それは動けないのではなく──

「なっ、バカな……」

　動く必要すらなかったのだ。

　ピリオドの吐息が毒霧へと変化して、粒子と化したカリオンに纏わりついていた。そしてそのまま運動エネルギーを奪い取り、行動不能に至らしめたのである。

　しかし、ここでカリオンが敗北するのは、フレイにとっては想定内だった。カリオンの攻撃を目くらましにして飛翔し、自身はピリオドの背後へと舞い降りたのである。

　そして、ここで繰り出したのがフレイの奥の手だ。

「動きを封じさせてもらうわね」

　そう宣言したのは、〝神鳥の爪撃ガルーダクロー〟によってピリオドを掴んだ直後だった。

　フレイの『魔力妨害』は、神性を帯びた事で究極の領域にまで効果を発揮する。その威力はアダルマンの『魔道之書ネクロノミコン』をも封じ込めるほどであり、そんな彼女が頼りとする〝神鳥の爪撃ガルーダクロー〟ならば、いかなる相手であろうが能力を封殺する事が出来るのだ。

　──いや、そのはずだった。

　窮地に陥ったはずなのに、ピリオドは微笑みを浮かべたのだ。

　そして、言う。

「悲しいわ。私の子供達は、この程度の相手にも負けたのね」

「何ですって？」

　そう問いかけたフレイだが、その直後、腹部に強烈な打撃を受けて沈黙する事になる。

「グフッ、グハッ!?」

　驚愕の表情で吐血しつつも、フレイは本能に従ってピリオドから手を離した。

　それがフレイの命を救った。

　もしも〝神鳥の爪撃ガルーダクロー〟を信じてそのままでいたならば、次なるピリオドの一撃によって絶命していたであろう。

「なるほど、勘はいいのね。その爪のせいで少々力が出なかったけど、二撃あれば仕留められるはずだったのに。でも、これで納得もしたわ。力はともかく、戦闘経験だけは豊富だったのね。だったら、私の子供達の名誉も、少しは回復されるというものよ」

　歌うようにピリオドが言う。

「信じられない……私の爪を、こうもアッサリと無効化するとはね。貴女、信じられないくらいの化け物だったのね」

　フレイも今、確信した。

　ゴブタやランガと同様に、この場が死に場所になると。

　それは、地面に転がるカリオンも同様である。

　カリオンは声も出せないくらいに消耗してしまっているので、悪足掻きすら出来なくなっている。この状況では、逃げるという選択すら残されていないのだ。

（チィ、フレイの言葉じゃねーが、まさかここまでの化け物だったとはな……）

　戦闘開始時に見抜けなかった事が悔やまれた。

（まあ、見抜けていたとして、だから何だって話なんだがよ）

　と、カリオンは自嘲する。

　考えてみれば、あのカレラの〝終末崩縮消滅波アビスアナイアレーション〟を投げ返して見せた時点で、もっと警戒すべきだったのだ。

　完全に中・遠距離魔法型だと思い込んだのが、この場にいる全員の落ち度だった。

（しかしよ、ミリムも気付かなかったとは思えねーんだが、どうしてアイツは動かないんだ？　いや、そうか……蟲むし魔ま王おうゼラヌスってのは、もっとヤバイ相手だって事なんだな……）

　カリオンの背中に悪寒が走った。

　そして思い出すのは、ミリムとの戦いだ。

　あの絶対的存在とも思えるミリムが、この危機でも動かない理由。それが蟲むし魔ま王おうゼラヌスにあるのは明白で、つまりそれは、ミリムの助けは期待できないという意味であった。

（そうかよ、クソが！　だったらこの戦──）

　そこから先を考えるのは、仲間に対する冒涜だ。カリオンはそう考えて、まだ何か自分に出来る事はないかと思案を始めるのだった。
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　カリオンほどではないが、重傷を負ったフレイ。

　そんなフレイと、ピリオドの視線が交差した。

　フレイは死を覚悟する。

　この場の絶対者がピリオドである以上、誰にも彼女を止める事は出来ないだろう。であれば、ピリオドは弱った者からトドメを刺すはずだ。何故ならば、フレイなら絶対にそうするからである。

（ごめんなさい、カリオン。貴方の事、もっと知りたいと思っていたのに……どうやら私はここまでみたいだわ）

　フレイはそう覚悟を決めて、せめて最後に一矢報いようと身構えた。

　しかし、そんなフレイの前に一人の男が立ったのだ。

　その男──ミッドレイが、フレイを守るようにピリオドと対峙する。

「ほうほう、そういう事であったか。この戦場に張り巡らされておった特殊な『結界』は、死んだ仲間のエネルギーを貴殿に集めるのが目的であったのだな」

「集めるだけじゃないわ。私はね、より強きょう靭じんな子供達を産む為にも、もっともっと力が欲しいの」

　ミッドレイへと視線を向けて、ピリオドが微笑みながらそう答えた。

　それだけで答え合わせは十分だったミッドレイとしては、ここで断じてピリオドを始末せねばならないと覚悟する。

（ここでコヤツを逃せば、今倒したような蟲ちゅう将しょう共など比較にもならぬほどの化け物共が、次々に生み出されるであろうからな。もっとも、逃げたいのは我等の方なのが問題よな）

　そう苦笑するも、ミッドレイの瞳には希望が残されていた。

「であれば、先ずはワシを倒してみよ！」

　そう宣言して、腰を深く落とした構えを取った。

　右足に重心を移して、左足を軽く前に出した。同時に、右拳を握りしめて腰元で引き絞り、左手を前に翳してピリオドへの牽制とする。

　そして次の瞬間、左足の爪先を起点として力を爆発させて、自身の身体を砲弾として猛進したのだ。

　そして、全力で突き出された正拳突きから、拳の形を模した闘気の塊が放たれる。

「竜牙聖拳覇ドラゴニックカノン!!」

　大地のエネルギーを自分の闘気と一体化させて、足の爪先から全身を駆け巡らせて拳へと収束させる。そして放つのが、この必殺技──〝竜牙聖拳覇ドラゴニックカノン〟だ。

　出し惜しみなしの全力全開にして、大地のエネルギーまで複合させている。格上相手でも十分に通用する威力を秘めた神性を帯びた一撃である。

　これこそが、上位聖魔霊〝龍魔人〟たるミッドレイの奥義であった。

　しかし残念ながら、ピリオドには通じない。

「面白い技ね。これを覚えれば、子供達はもっと強くなれるでしょう」

　そう笑いながら、いとも簡単に空間を操る魔法陣を展開させて竜牙聖拳覇ドラゴニックカノンを消し去ってしまう。

　だが、それもミッドレイの予想通りだ。

　実は、ミッドレイも最初からこれで終わるとは考えておらず、その役目は囮だったのである。

　そして勿論、真打はゴブタだった。

「オイラを忘れてもらっちゃ困るっす！　これも喰らうっすよ!!」

　と、ミッドレイの影から飛び出したゴブタが、ここぞというタイミングで〝終末魔狼演舞アポカリプス・ハウリング〟を仕掛けたのである。

　だが、それも通じない。

　ピリオドはまるで動じず、また別の魔法陣を同時に展開させて〝終末魔狼演舞アポカリプス・ハウリング〟をも消し去ってしまった。

　ミッドレイを囮とした完全なる不意討ちだったのだが、ピリオドには届かなかったのだ。

　しかし、ミッドレイとゴブタの顔には、まだ希望の光が残されていた。

　ここにもう一人、真なる真打が満を持して技を繰り出したのである。

　それは誰あろう、オベーラを措おいて他にいなかった。

「慢心したわね、蟲風情が！」

　ピリオドの注意をミッドレイとゴブタが引き付けている隙に、オベーラが必殺の攻撃を準備していたのだ。そして放たれたのが、本日二度目の〝極星爆撃覇プラネテスボウミング〟だった。

　ミッドレイやカリオン達と違い、オベーラの存在値はピリオドと遜色ない。故にその攻撃は、いかなピリオドであっても無事で済むはずはなく──いや、違った。

「ザラリオも知恵ある者だったし、御仲間である貴女もそう来ると思っていたわ」

「なんと!?」

「嘘っすよね……」

「まさか、これほどとはね」

　全てはピリオドの手の平の上だったのだ。

　そして、絶望している時間などなかった。

「お返しするわ」

　微笑みながら、ピリオドがそう告げたのだ。

　その意図するところは、天から降り注ぐ隕石群によって判明する。ピリオドは、ミッドレイ達三者三様の必殺技の力を流用して、それを戦場へと拡散させたのだ。

　悪魔のような所業だった。

　それは、敵味方関係なく命を奪う暴威であった。

「チィ!!」

　ミッドレイが慌てて天を睨む。

「全員、衝撃に備えるっすよ!!」

　ゴブタはゴブタで、『思念伝達』によって仲間達に危機を知らせる。

　そしてオベーラは、一人冷静にピリオドに斬りつけていた。

　魔法や放出系の技が通じない以上、近接戦闘でピリオドを仕留めるつもりなのだ。

　ピリオドはこれに顔をしかめる。

　実のところ、オベーラとピリオドの総合戦闘能力には、そこまで大きな違いはない。ピリオドは『空間支配』によって中・遠距離系への絶対優位を確保しているが、エスプリ達を仕留める事が出来なかった事からもわかる通り、近接戦闘はそこまで得意としてはいないのだ。

　オベーラに対して精神的優位に立ち、そのまま圧倒する予定だった。それなのに、オベーラは自分の必殺奥義が破られても平然としていたのである。

　オベーラも幻獣族クリプテッドを相手に戦闘経験を積んだ猛も者さなのだ。様々な特性を持つ厄介な相手に悩まされてきただけあって、多少の事では動じないのだった。

　そんなオベーラの態度は誤算であったが、ピリオドが優位なのは変わらない。戦場に死を振りまいた事で、そのエネルギーが全てピリオドの力となるのである。

（でも、オカシイわね？　私の子供達の力は回収出来たけれど、それ以外は──）

　そう疑問に思い戦場を見渡したピリオドは、そこで第二の誤算があった事に気付いた。

　敵勢力、つまりミリムの軍勢は、ゲルド達によって守られていたのである。

「諦めるな。オレ達がいる限り、誰一人として犠牲者は出させぬ!!」

　ゲルドの、力強く頼もしい声が戦場に響いた。

「オウッ!!」

　ゲルド率いる軍団員達もまた、軍団長の期待に応えて無理を通している。

　盾が砕け、その鎧が失われようとも。その頑強な肉体に力を漲みなぎらせて、降り注ぐ隕石群から他の者達を守り抜いていたのだ。
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　それだけではない。

　カレラ麾き下かの悪魔達も、ここぞとばかりに活躍していたのだ。

　戦場に回復魔法が飛び交い、傷付いた兵士達を癒していく。しかも──

「おいおい、お前にはまだまだ働いてもらわなきゃな！」

　そう軽口を言いながら上位悪魔騎士ディアブルシュバリエの一人が行使したのは、神の奇跡：死者蘇生リザレクションだった。彼等はリムルを信仰する事で、死者蘇生までも身に付けていたのだ。たとえ肉体が粉々になろうとも、悪魔達によってその〝魂〟は回収されて、後日復活させる手筈となっていたのだった。

　時間制限はあるものの死んだ者までも生き返るのだから、ミリムの軍勢の士気は高いままだった。誰もが全力で使命を全うすべく、この困難に真っ向から立ち向かっていたのである。

　それに気付き、ピリオドは初めて動揺した。

「死んだ者が生き返っているの？　この世界には、そんな秘術まで存在していたのですね……」

　驚き呟くピリオドに、肩を竦めながらオベーラが説明する。

「そうね。禁術指定されていたはずだけど、取り返しがつかないくらい広まっていたわね」

　実際、これを知った時にはオベーラも呆れたものだ。作戦会議でこの話も聞かされていたのだが、「嘘でしょ」と天を仰ぎたくなったものである。

　しかし、今更の話だ。

　既に回収不能なほどに広まってしまった秘術である以上、有効活用する方が建設的だ。これによって戦場での損耗率を限りなくゼロに近付けられるのだから、オベーラとしても黙認するのが正解だと判断したのだった。

　そんな訳で、オベーラもある程度は、この状況を予測していた。まさか自分達の技まで撥ね返されるとは思っていなかったが、被害は敵の蟲共ばかり。そのエネルギーがピリオドに集まってしまったのは難儀だが、残る敵がピリオド一人だと考えれば、そこまで状況が悪いとは思えなかった。

「さて、覚悟しなさい。ここからは、一方的な狩りの時間よ」

　獲物を追い詰めて殺すのは、オベーラの得意とするところ。常に格上との戦闘を念頭に集団戦を指揮していただけあって、オベーラの表情には余裕の笑みまで浮かび始めている。

「指示を願おうか、軍師殿」

　ミッドレイも、戦場の被害が少なかった事で安堵していた。あの規模の破壊が行われるとは想定外だったが、ゲルド達の活躍によって難を逃れたのも嬉しい誤算だったのだ。

　後顧の憂いがなくなったとばかりに、喜んでオベーラの指揮下に入る。

「自分にも異論はないっす！」

　ゴブタも乗っかった。

　ピリオドのような強敵を相手にするには、連携しないと勝ち目はない。訓練もしていないのにぶっつけ本番で意気投合するのは難しいので、素直にオベーラの指揮下に入る事にしたのだった。

　そうして、オベーラ、ミッドレイ、ゴブタ＆ランガの三名と、ピリオドが対峙する構図が出来上がった。しかしそこに、また別の乱入者が現れる。

「母上。御おん身みの敵ヲ打ち砕く栄誉ヲ、拙者に下さイませィ！」

　ゲルドを放置したムジカが、地面を掘り進んで飛び出てきたのだった。

　これで三対二だが、この数字は変動する。

「俺様も忘れてもらっちゃ困るぜ」

「私もよ。あれで終わりと思わないで欲しいわね」

　駆け付けたゲルドによって治療されたカリオンとフレイが、満身創痍ながらも立ち上がったのだ。見た目上の傷は治り切っているのだが、失われた体力は戻っていない。ガス欠状態では大技も繰り出せないのだが、何もしないよりはマシだと気力を振り絞っての参戦だった。

「オレもいるぞ」

　フシューっと鼻息荒く、ゲルドも意気軒高だ。

　これで六対二。

　ゴブアや三獣士達は戦場にて、蟲の残党の処理に当たっている。どちらにせよ、ピリオドが相手では戦力にならない為、ここに集った者達が総戦力と考えて間違いなさそうだった。

　集った戦士達を前にしても、ピリオドは妖しく笑う。

「素晴らしい素体だわ。そうね。アナタ達を使って、より強靭な子供達を生み出しましょう」

　オベーラ達を前にしての、この自信に満ちた発言だ。

　その根拠は──

「生命再構築リストライフ」

　ピリオドは溜め込んだエネルギーを利用して、自分が生み出した子供達の強化が出来るからだった。

　それは当然ながら、生き残っている者達にしか適用されない。しかしこの戦場には、いまだにゼスとムジカが健在だったのである。

　今ここに、護衛たる二体の超戦士を従えて、蟲むし魔ま王おうゼラヌスの妻に相応しき皇妃が本性を現したのだった。
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　ゼスに指摘されて状況を把握したカレラは、苦々しい表情を浮かべた。

　せっかくゼスとの戦いを愉しんでいたのに、水を差されて興醒めした気分となってしまったのだ。

　そしてその直後、悪寒を感じて咄とっ嗟さに飛び退いた。

　刹那の差で、元居た場所が大きく爆ぜる。

「フム、素晴らしい。母上のお陰で、俺は新たな創世神へと、また一歩近づいた訳だ。この力を試すため、貴様には役立ってもらうぞ」

　先程よりも流暢に喋るようになったゼスが、拳を開いたり閉じたりしながら、カレラへとそう告げた。

　それは強者が弱者に向ける言葉であり、カレラの誇りを踏みにじる発言である。

「へ、へえ……言うじゃないか。この私に向かって、君の力試しに付き合えだって？」

「拒否権など与えぬ」

　そう言うなり、ゼスが軽く拳を突き出した。

　緩やかなジャブ──というには、その速度は音速の数十倍にも達している。そしてその衝撃波は、空気を焼いて地面を砕くほどだった。

　明らかに、先程までより強力になっていた。

　倍とまではいかないが、ゼスの存在値は大幅に増大していると思われる。それよりも厄介なのは、様々な特殊能力が新たに宿ったと思われる点だった。

　卑怯だね、まったく……と、カレラは内心で愚痴ってしまった。

　せっかく勝利の道筋を組み立てたというのに、また最初からやり直しである。

　だが、困難ではあっても不可能だとは思わない。何故ならば、力は増しても技量レベルそのものには変化が見えなかったからだ。

　これでゼスが、ゼギオンばりに練達の技を見せたならば、カレラとて危機感を抱いただろう。しかしそうではなかったので、カレラは不満に思いつつも冷静さを失う事はなかった。

　もっとも、ゼスに舐めた態度を取られたのはムカついているので、キッチリと仕返しを決意していたりする。

　カレラの表情から笑みが消えたのは、ゼスの力に絶望したからではない。

　問題なのは、仲間達の状況の方だった。

（アイツは、かなりヤバそうだ。私の獲物ゼスよりも強そうだし、オベーラとミッドレイさんがタッグを組んでも勝てるかどうか──）

　ちなみにカレラの見立てでは、ゴブタ＆ランガと、ゲルド、そしてカリオンとフレイのコンビが総当たりで、ようやくムジカを倒せるかどうかという塩あん梅ばいである。それほどまでに、強化されたムジカは強敵と化していたのだ。

　カレラの予想通りの展開になった場合、勝率は五分五分だった。

（──犠牲が出るのは、我が君の意思に反する）

　カレラは、リムルの命令に忠実だ。

　こうしてゼスを相手にしていたのも、一番厄介な敵を自分が受け持つ事で、他の仲間達に犠牲者が出ないようにと考えていたからなのだ。

　そもそもそれは、敵の大将であるゼラヌスをミリムが何とかしてくれるという前提の下に成り立っているのだが、二番手さえ受け持ってしまえば後はどうにでもなると見切ったからであった。

　その見立てが間違っていた以上、三番手にしか過ぎないゼスに手こずっている場合ではない。カレラはここで、大いなる決断を迫られる事になったのだ。

（万が一に備えて温存しておきたかったけど、出し惜しみして後悔はしたくないかな。悪いね、ゼス。君との戦いをもっと愉しみたかったんだけど、どうやらお別れの時間みたいだ）

　カレラはゼスに向けて、心の中で謝罪した。

　ゼスを実力で倒して経験を積みたかったカレラだが、仲間達の命が懸かっている状況では、自分の楽しみを優先させるなど許されない。そう割り切って、ゼスへと黄金銃を向けた。

「フッ、そんなモノなど通用せぬと、まだ理解出来ぬのか？」

　ゼスの言うように、黄金銃で凝縮したカレラの魔力弾であっても、ゼスの外骨格を傷付ける程度の威力しか出せなかった。しかもその傷は直ぐに再生されてしまうので、実質、ダメージはゼロである。

　それでもカレラが黄金銃を使い続けていたのは、目くらましとしてだ。それと、もう一つ理由があった。

　こちらの方が重要で──

「じゃあ、死になよ」

　──ここぞという場面で、切り札とする為だったのだ。

　カレラの言葉が届くよりも早く、黄金銃から必殺の弾丸が放たれる。

　何者をも滅するその弾丸の名は──〝神滅弾ジャッジメント〟と言った。

「ハ？」

　ゼスはキョトンとなって、自分の胸に空いた大穴を見る。

　遅れてやってくる、生命が消えゆく感覚。自分という存在を維持していた〝魔核〟が破壊され、迫りくる〝死〟からどうあっても逃れられないと理解して──

「貴様……最初から手を抜いて……？」

「いいや、実力はほぼ互角だったし、今の君はかなりのものだ。正面からやり合ったら勝つのは難しかっただろうね」

「……では、何故……？」

「だからこそ、さ」

　勝てるかどうかわからぬ戦いを続けるのは面白かったが、カレラの個人的感情を優先させている場合ではなくなった。カレラが苦戦すればするほど、仲間が全滅する確率が高くなってしまうのである。

　それに加えて、本音はもう一つあった。

「君との戦いはそれなりに面白かったけど、ゼギオンより弱いし、もういいかなって」

　と、カレラは実に無邪気に満面の笑みで、ゼスにとっては絶望となる真実を告げたのだ。それはとても悪魔らしい所業なのだが、カレラはそれを無自覚に行ったのだった。

「……俺が……劣ると……？　俺こそが、新たな創世神になるべき…………」

　ゼスが無念そうにそう呟いた。

　そしてそれが、ゼスの最期の言葉となったのだ。
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　強敵の最期を前にしても、カレラに達成感などない。戦いの余韻を感じる間もなく、ゴブタ達の援護に向かおうとする。

　しかしその時、隠れ潜んでいた敵がついに動いた。

「フッフッフ。待っテいたゾ、この時ヲ」

「なっ!?」

　今まで何の気配も感じなかったカレラが、その両腕に走った〝痛み〟に驚愕する。それは痛覚ではなく、ダメージを知らせる情報だ。かろうじて急所を守った両腕での防御の上から、信じられないほど重く激しい衝撃が叩き付けられたのだった。

　その攻撃の正体は、カレラの『万能感知』すらも上回って出現した蟲むし魔ま王おうゼラヌスの蹴りであった。

　カレラは咄嗟に反応しているが、他の者であれば今の一撃で終わっていただろう。

「クッ、ようやくお出ましかと思えば、せっかちなんだね」

「叩ける敵ハ、迷わズ潰してオくものダ」

　蟲むし魔ま王おうゼラヌスは、その言葉の通りカレラを叩く機会を窺っていた。

　実力では圧倒的に上回ると自負していたが、それでも万が一の可能性を恐れて、虎視眈々と必勝の時まで身を潜めていたのである。

　警戒していたのは、カレラの〝神滅弾ジャッジメント〟だった。

　尖兵として送り込んでいたミナザから、近藤という男についての報告を受けていた。近藤が全ての権能を詳つまびらかにしていた訳ではないが、観察を続けていたミナザは『不明な権能にて危険度高シ』と判断して、ゼラヌスもそれを重く見たという経緯があった。

　それを覚えていたゼラヌスは、ミカエルやフェルドウェイにも探りを入れて、近藤の権能がカレラに移譲されたのを把握していたのである。

　その上で、ある程度の予測を立てて今作戦に臨んでいた。

　ミカエルの場合は〝王宮城塞キャッスルガード〟で防げたようだが、ゼラヌスにはそのような権能はない。自身の防御では不安が残ると判断し、カレラがその厄介な権能を使用するのを、ひたすらに待ち続けていたのだった。

　その臆病さ、用心深さこそが、ゼラヌスを最強たらしめる要因なのだ。

　そして時を待った甲斐があり、ようやく憂いは消えた。

　ゼスという大事な駒を失う事になったが、逆に言えば、それだけ警戒していて正解だったとも言える。

（敵ながら素晴らしい威力だったな。これを喰らえば、ワレとて無事では済まなかっただろう）

　そう称賛しつつも、ゼラヌスの憂いは既に過去のものだ。

　万全を期した今、カレラに対する危機感など皆無になっているからだ。

　カレラもまた、ゼラヌスを直視してその危険性を理解した。

（コイツは危険だ。参ったね、まるで底が見えないじゃないか……）

　まるでゼギオンと対峙しているかのような、いや、それ以上に酷い。ゼラヌスには隙がなく、攻略の糸口さえ掴めぬ気分なのだ。

　不快ながらも、認めざるを得なかった。

　蟲むし魔ま王おうゼラヌスの方が〝破滅王メナスロード〟たるカレラよりも強いのだ、と。

　が、しかし。

　だからと言って、そう簡単に諦めるカレラではないのである。

「へえ？　王を名乗るくせに、せこいんじゃないか？」

　カレラは憎まれ口を叩く。

　が、口喧嘩でもゼラヌスの方が一枚上手だった。

「フッ、この期に及んデモ強がりとは、悪魔とハ心底負けズ嫌いばかりなのダナ」

　勝者の風格で、余裕綽しゃく々しゃくにカレラを見下していた。

「もしかして、もう勝った気になっちゃったのかな？　この私を前に、それはちょっと傲慢が過ぎるってものだよ」

　そう言い返したものの、カレラの表情に余裕はない。

　何しろ、ゼラヌスのただの蹴りで、カレラの両腕がへしゃげていたのだ。剣を握るどころか、黄金銃を構えるのさえも難しい状態であった。

　カレラの骨格は、元はリムル特製の神輝金鋼オリハルコン製だった。それが今では、究極の金属ヒヒイロカネへと進化していた。神話級ゴッズ相当の強度、硬度、粘度を兼ね備え、不壊属性を有しているのである。

　それなのに、だ。

　神話級ゴッズの武器によって傷付けられたのならまだ理解出来ようが、ただの蹴りでここまでのダメージを負うのは想定外であった。

　それだけでも、蟲むし魔ま王おうゼラヌスの脅威度が理解出来るというものである。

　その秘密は、蟲むし魔ま王おうゼラヌスの全身を見れば納得出来た。

　その外骨格は、虹色に輝いていたのである。

　まさしくそれは、究極の金属ヒヒイロカネの輝きであった。

（まさか全身が、究極の金属ヒヒイロカネとはね……）

　その肉体を見れば、蟲むし魔ま王おうゼラヌスが攻防一体の究極生命体なのが一目瞭然であった。全身が必殺の凶器であり、最強の盾だったのだ。

　カレラはゆっくりと、ゼラヌスの全貌を観察する。

　額から背中へと流れる銀色の繊せん毛もうは、まるで長髪のように見えなくもない。しかしよく見ると、その一本一本には極小の突起が隆起しており、刃の形状を模かたどっていた。角度が変わると虹色にも見える事から、その繊毛すらも究極の金属ヒヒイロカネ製だと推測される。

（あの毛の一本一本が、神話級ゴッズに相当する刃って事かな？　どう操るのか知らないけど、警戒しないと微塵切りにされそうじゃないか──）

　その額には、一対の触覚が揺れていた。背と腰から生えた二対の翅はねが赤く輝き、三対の腕は油断なく身構えられている。

（あの翅もヤバそうだ。恐ろしく密度が高いけど、エネルギーを圧縮させているせいかな？　あれを解放すると、それだけで星の形状が変化しそうだよ……）

　恐らくは、カレラが操る極大魔法を上回る破壊力となるだろう。それほどまでに、その二対の翅からは空恐ろしいまでのエネルギーが感じ取れたのだ。

　そして、三対の腕だ。

　一対は無造作に組まれているが、残る二対は臨戦態勢となっている。

　一番下の腹部の前で組まれた腕は、いつでも魔法を発動出来るように準備されていた。その上、大上段に構えた腕は途中から変色変形しており、刃のように細まり鈍く輝いていたのである。

　もしも初撃がその細腕だったならば、カレラの両腕は切断されていた可能性が濃厚であった。

　観察を続けるカレラを尻目に、ゼラヌスは倒れ伏しているゼスに片足を乗せた。

　息子を踏みつけるような形になっているが、実情はそれよりもっと酷かった。

「何をして──」

　と問いかけるカレラに答えたのは、ゴリッ、ゴリという、ゼラヌスの足元から響く咀嚼音だ。

　そう。ゼラヌスはカレラの前で、息子にして蟲ちゅう将しょう首席だったゼスを喰らっていたのである。

「あのさあ、そいつは次期創世神になると誇らし気に語っていたんだけど、もしかして最初から捨て駒にするつもりだったのかい？」

　と、カレラが目を細めて問う。

　その質問に対する答えは、ゼラヌスから響く高らかな哄笑だった。

「笑止。ワレの後継者は最強たらねばならぬ。それこそ、ワレ以上にな」

「……」

「ワレより弱い者が、創世神になどなれるはずがあるまい」

　そして突如、ゼラヌスが動く。

　足の裏に出現させた口で、ゼスを喰い終えたのだ。

　そしてその力を我が物とすべく、知識と経験を吸収したのである。

　その証拠に、ゼラヌスの口調も訛りが無くなり流暢となっていた。

　そしてその力は──

　カレラは必死に防御態勢を取ろうとする。

　しかしその手は動かない。

（マズイ!?　あれをまともに喰らったら、回復不能のダメージを負ってしまう!!）

　百万倍に加速した思考がその結論を導き出すも、現実は無情だ。

　少なくとも、これまでカレラの歩んできた人生では……。

　しかし、どうやら今この瞬間は違ったのだ。

　ゼラヌスの蹴りが、何者かに受け止められた。

「わはははは！　今こそワタシの出番なのだ。我慢をするのはもう止めなのだぞ!!」

　桜金色プラチナピンクの髪を靡かせて登場したその少女は、実に楽しそうに笑っていた。

　そしてその少女こそ、カレラの新しい友達にしてこの世界における最強の一角──魔王ミリム・ナーヴァその人なのだった。
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「カレラよ、コヤツはワタシが貰うのだ！」

　との言葉を残し、ミリムとゼラヌスが全力戦闘に突入したのである。

　そうなるともう、カレラの出番はなかった。

「ま、しょうがない。私もまだまだ未熟だったって事で、さっさと回復するとしよう」

　カレラは実に冷静に、素早く気持ちを切り替えた。

　そして自身を回復させつつ、オベーラ達の戦況へと意識を向ける。

　すると、予想よりも激しい死闘が繰り広げられていた。

　カレラがゼスを倒した事で、残る蟲ちゅう将しょうはピリオドとムジカのみ。しかし、その二名が厄介なのだ。

　特筆すべきはピリオドだ。蟲むし魔ま王おうゼラヌスの妻にして全蟲魔族インセクターの生みの親である彼女は、どんどん力を増している様子だった。

　そんなピリオドに対抗すべく、オベーラを筆頭にミッドレイを除いた五名で相手していた。

　オベーラが指揮を執りつつ壁役を務めている。そして彼女が疲弊するなり、すかさずゲルドが前に出て交代するという寸法だ。

　残る三名、カリオン、フレイ、ゴブタ＆ランガは、遊撃となってピリオドへの攻撃を繰り返していた。

　これはカレラが思うに、かなり危険な戦法だった。

　如何に覚醒級の者達であるとはいえ疲ひ労ろう困こん憊ぱいのカリオンやフレイにとっては、ピリオドの一撃を受けるだけでも致命傷になりかねない。それなのに自分の身は自分で守りつつ戦っている訳で、オベーラとゲルドが注意を逸らしているとはいえ、一歩間違えば大惨事間違いなしであった。

　だからこそ、ここではオベーラとゲルドの役割が重要となってくる。特に今は回復役がいない為、自己再生能力の高いゲルドなしには、この戦局は成立していないのだった。

　そして、ゲルドに代わってムジカの相手をしているのがミッドレイだ。

　こちらは一騎討ちの様相を呈している。

　大きく力を増したムジカは、存在値だけを見るとミッドレイより遥かに強い。しかしながら、その戦いは一進一退という感じに拮抗していた。

　その理由こそ、ミッドレイの本気の姿にある。

　出し惜しみしている場合ではないとばかりに、ミッドレイは自らに課していた制限を全て解除して、ミリムの相手をしている時以外には見せる事のなかった『竜戦士化ドラゴンボディ』を披露していた。

　人の姿を残したまま、手足を竜りゅう鱗りんが覆っている。衣服の下の全身も同様に、関節部分以外は全て守られていた。

　勿論、これによって存在値が上昇するとかそういう話ではなく、その力を十全に揮っているというだけの事。つまりは、一切の手加減を止めた状態が、今のミッドレイなのだ。

　そのせいか、互いが互いの実力を探りながら、高度な心理戦まで交えた熱戦となっていた。

「へえ、流石はミッドレイさんだ。ゼギオンとどっちが上なのか興味があったけど、やっぱり甲乙つけがたいじゃないか！」

　と、観戦していたカレラが感嘆の声を上げるほどに、ミッドレイの強さも本物だった。

　何しろ武人気質かたぎのムジカは、その技量レベルも確かなのだ。でなければ、とっくにゲルドに倒されていただろう。

　強化前でもゲルドと互角だったのに、今のムジカの存在値は数倍に膨れ上がっていた。ミッドレイと比較しても三倍以上であり、圧倒的な格差が存在したのである。

　そんなムジカと互角に渡り合っているのだから、どれだけミッドレイが非常識なのか理解出来ようというものだった。

　実際のところ、本気で戦えばゼギオンが勝つだろう。

　しかし、ゼギオンがミッドレイに合わせた力で戦うならば……。

　カレラの見立てでは、両者の技量レベルは互角なのではと思われたのだった。
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　激しい攻防の後、ミッドレイとムジカは間合いを取って向き合った。

　互いに互いの隙を窺い、迂闊に攻められずにいる。

　そんな中、ムジカが口を開いた。

「やるではないか。貴殿の名を聞いておこうか」

「ミッドレイだ。貴様も名乗っておくか？　これだけワシを楽しませるほどの猛者の名ならば、覚えておく価値があるというものだ」

　敵同士でありながら、ミッドレイとムジカは互いに認め合う。特にムジカの方は『生命再構築リストライフ』直後から人間臭さが増したようで、その技も機械的ではなくなり冴え渡っていた。

　ミッドレイもその変化を感じ取ったのか、本心からムジカを認めている。そうでなければ、全力の姿を晒す事はなかっただろう。

　しかしここは戦場であり、両雄は敵同士だ。

　互いの事を認め合いつつも、やっているのは殺し合いだった。

　ミッドレイが笑いながら、流れるような動作で左拳を繰り出す。そして、突き出した時の速度を上回る勢いで引き戻し、その反動を利用して回し蹴りを放った。

　いわゆるフェイントだが、ミッドレイの場合はそれだけではない。最初の拳撃を握り込んだ際に、空気を圧縮させて撃ち出していた。

　しかも、そこに闘気を練り込んであるので、下手な魔力弾などよりも威力は上なのだ。

　ムジカは拳に反応して刀を構えていたので、その圧縮空気弾を弾く事は出来た。しかしその直後、刀を上段へと持ち上げた事で空いた隙間に、ミッドレイの蹴りが綺麗に入る。

「グヌッ」

　甲冑の下にまで浸透する蹴撃の威力は、ムジカの全身を駆け巡り身体機能に影響を及ぼしていく。それは言うまでもなく、ミッドレイの蹴りにも闘気が満ちていたからだ。

　ミッドレイは〈気闘法〉の達人だった。

　ヴェルグリンドが辿り着いた異世界に〝龍りゅう拳けん〟という流派が芽生えたように、ここ基軸世界でも、独自の流派が伝わっていたのである。

　古流柔術とよく似た基本動作に、自身の闘気を練り込んで身体操作を行うその流派は、開祖であるミリムの奔放さをも表現していた。

　流派名などないが、敢えて名付けるなら〝竜りゅう魔ま拳けん〟となるだろう。

　ちなみに、〝龍拳〟にあるような〝魂こん魄ぱく〟を継承したりといった儀式はない。蓄積された知識と経験は、その者が体得したものが全てなのだ。

　基軸世界における人の寿命は千差万別であり、その生き方によって大いに延びる。修行して〈気闘法〉による体調管理を行うだけでも数倍に延びるし、ミッドレイのように先祖返りしたような純血種ならば、千年を超える時を生きられる。

　実際、ミッドレイの年齢も二千歳を超えていた。

　その時間を全て修行に費やしているからこそ、ミッドレイは強いのだった。

　そんなミッドレイの蹴りをまともに受けたムジカは、思わず一歩後ずさる。そしてチラリと被弾箇所に目を向けて、驚愕した。

　生半可な攻撃では傷一つ負う事のない甲殻甲冑が、大きく窪んで砕けていたからだ。

　蟲魔族インセクターの下級兵士は恐怖心などないので、命令されるがままにどんな格上だろうと攻撃を止めずに特攻を繰り返す。しかし、上位個体ともなるとその希少性から、本能的に相手との力の差を把握出来るようになっていた。

　蟲ちゅう将しょうともなればその精度はかなりのもので、ほぼほぼ正確な戦闘能力を推定出来るのだ。

　ただし、これはあくまでも直接的な能力だけに限られるので、スキルの権能などは見抜けない。そして当然、その対象がどれだけの研鑽を積んでいるかなど、実際に戦ってみなければわからないのだ。

　ムジカは今の一撃を喰らった事で、ミッドレイを最大級に警戒した。ピリオドから力を与えられて増長していたが、勝負が長引けば敗北もありうると冷静に判断したのである。

　ならば、取るべき行動は──全身全霊を込めた最高の技で、相手への敬意を表するのみだった。

「我が技を味わうがいい──喰クウ牙ガ」

　ムジカの武器は、厳密に言うと刀ではない。生体異鋼アリオニウムを鍛え上げて刃状にしたものだ。それが今、ムジカの進化に伴ってより鋭く変化していた。

　そして更に、神話級ゴッズにすら匹敵するその刃にムジカの魔力が注がれる事で、あらゆる物質を断つほどの威力となってミッドレイに迫ったのである。

　ところが、ミッドレイは動じなかった。

　ぬうん!!　という気合を上げて、左腕でムジカの刃を受け止めたのだ。

　そう、受け止めた。

　硬質で不快な音が響き渡り、耳をつんざく。それは、同等の威力と硬度がぶつかり合った事で生じた衝撃波が奏でるメロディーだった。

「馬鹿な……!?」

「何を驚く？　気合があれば、自身の肉体を武器にするなど容易いであろうが」

　容易い訳がない。

　ここはムジカの反応こそが正解なのだ。

　しかしミッドレイは、常にミリムという理不尽を相手に鍛え上げられた男だった。自分の理屈が常人にとっての非常識であるなどとは思いもよらず、それが当たり前と疑いもしないのだ。

　勿論、本当に気合だけで何とかしている訳ではない。

　竜りゅう鱗りんに覆われているというのも理由だが、そこにあるのは確かな技術だ。

　ミッドレイは自身の闘気を制御して、肉体を硬質化させているのである。

　どこに攻撃が来るのかを予測して、その部位に意識を集中させる。そして、他の部位の防御力が低下するのを厭わず、全ての闘気を集中させていた。

　これによって神話級ゴッズの威力にも耐え得るほどの防御力をその左腕に宿した訳だが、それを気合の一言で終わらせるのは、かなり無茶というものだった。

　ミッドレイだからこそ、可能なのだ。

　ミッドレイの本質は、いつかガビルが到達するであろう〝龍りゅう神じん〟という座に存在し、神性を帯びたその肉体強度ならば、気合という名の根性で神話級ゴッズとも渡り合えるのだった。

　そして当然、その技術は防御だけに留まるものではなかった。

「次はワシの番だな」

　そう言ってニカッと笑ったミッドレイは、左手で刃を受けたまま大きく腰を落とした。

　空手で言う四し股こ立だちの構えだ。

　そうして、左腕に生じている膨大なエネルギーをそのまま流用して右拳に集めていく。更には、大地に接する両足から、この星に流れる地脈のエネルギーをも取り込んで──それに留まらず、この星そのもののエネルギーをも自分の身体へと蓄積させていったのだ。

　それこそが『星せい身しん同どう化か』という〝竜魔拳〟の極意であった。

　勿論、身体への負担は想像を絶するものであったが、それを気合で捻じ伏せるのがミッドレイなのである。後の事など考えもせず、勝利だけを考えたのだ。

「ヌゥ!?」

　ムジカが危険を察知した時には既に遅かった。

「竜魔剛爆覇ドラゴニックブラスト!!」

　これぞ、満を持して放つミッドレイの奥義、竜牙聖拳覇ドラゴニックカノンすら軽く凌駕する最強技だった。

　一見すると、蟲ちゅう将しょうサリルの身体を木っ端微塵にしたのと全く同じ、単なる正拳突きなのだが、その威力はこの世界の法則や常識を逸脱していたのである。

　ムジカにとってもそれは同様で──甲殻甲冑の胸部中央に大穴を空けられてからようやく、ムジカもミッドレイの異常性を理解したが、もう手遅れだ。

（警戒するだけでは足りなんだか……拙者も耄もう碌ろくしたものだ……）

　と、最期の思考で考えるムジカ。

　しかし何故だか、その敗北は心地よかった。

　ムジカは蟲ちゅう将しょうとしてではなく、一人の武人として満足して死んだのだった。
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　やるなあ、ミッドレイさん──と、カレラは目を見開いた。

　ただでさえ好感の持てる人物だったのだが、その強さはカレラから見ても称賛に値するものだったのだ。

　覚醒した達人級の高度な攻防を見るだけでも、カレラにとっては経験値が大きく増したような思いである。

　しかし今はそれよりも、残る問題であるピリオドを何とかするのが先決であった。

　ミッドレイがムジカを倒した今、総力戦を仕掛けられるようになっている。これにカレラも加われればいいのだが、まだ身体が動きそうになかった。

　それほどまでに、ゼラヌスの一撃は致命的なものだったのだ。

　カレラは不甲斐ない自分をもどかしく思いつつ、冷静に戦況を分析する。

（やれやれ、蟲って本当に厄介なんだな……）

　それが本音であり、結論だった。

　たった今、ピリオドの力が更に増した。ムジカを倒せたのは良かったが、ピリオドが強化されてしまっていたのである。

　その理由は、ムジカの力まで取り込んだからだ。

　ゼスの力は、ゼラヌスが直接取り込んでいた。それ故、ピリオドへの還元はなかった訳だ。しかしムジカのようにこの戦場で死んだ場合、その力は全てピリオドへと吸収されるのである。そしてそれを利用して、ピリオドは自身の肉体をも生命再構築リストライフ出来るのだ。

　それこそが、この戦場を支配しているピリオドの権能の厄介さだった。

　ピリオドの全身が武者のような甲冑で覆われ、その手には禍々しい刀が握られる。ムジカの特性と経験をも我が物にした結果、今のピリオドは近接戦闘もこなせるようになった様子だった。

（どんどん弱点が消えて行くようだね。この戦場で倒れた者の力を奪うとなると、我が君が定めていた犠牲者を出さないという方針で本当に良かったよ）

　敵味方を問わず、この戦場で死んだ者の力はピリオドへと流れゆく。そうした条件を破棄させる為には、この戦場を覆う結界を『破壊』するしかない。

　しかしそれは不可能だ。

　何故ならば、敵の首魁である蟲むし魔ま王おうゼラヌスだけではなく、魔王ミリムまでもが結界維持に力を注いでいるからだった。

　そうでなければ、この星そのものがとっくに消え去っている。

　ゼラヌスの目的はこの星の支配であって破壊ではなかったからこそ、その点だけは両陣営の思惑が一致し、自然と『結界』による環境保護が維持されていた訳だ。しかしその結果として、ピリオドの無双状態まで完成してしまっていたのである。

　厄介極まりない話であるが、今更気付いても後の祭りなのだった。

（でもまあ、これ以上の強化はなさそう……かな？　焦るのは禁物だよ。どうにか攻略の糸口を見つけ出すしかないな）

　蟲魔族インセクターの生き残りは、皇帝と皇妃を除いてゼロである。味方陣営から犠牲者でも出ない限り、これ以上の強化はないと考えて間違いなかった。

　そして当然、カレラが気付いたようにオベーラやミッドレイも現状を正しく理解していた。だからこそ、無茶な特攻や自分を犠牲にするような戦法は取れず、消極的ながらも着実にダメージを与えるといった持久戦を継続するしか打つ手がなくなっていたのである。

　もっとも、それは当初からの作戦方針そのままなので、誰も特に焦ったりといった精神的気負いなど感じてはいない。ピリオドが強化されてもそれは変わらず、オベーラとゲルドを中心とした戦法を維持したまま、着実にピリオドが疲弊するのを待ち続けていた。

（流石だね。だけど……）

　ミッドレイという強者が参戦したというのに、戦況は有利になるどころか逆に追い込まれている。

　このままでは敗北する──と、カレラはそう判断し、危機感を抱いたのだ。

　ミリムとゼラヌスの戦いは、別次元過ぎて意識から外していた。

　今考えるべきは、仲間達から犠牲者が出る前にピリオドを攻略する方法なのだ。

　決定打がなかった。

　戦闘が均衡している事こそが奇跡的であり、そんな綱渡り的状況が長く続くとは思えない。一つのミスでもあれば、蟻アリの一いっ穴けつから堤が決壊するように一気に戦況が敗北へと繋がるだろう。

　そうなる前に、何らかの手段を──

　カレラは再び憤怒の表情となり、動く気配のない自身の右腕を睨む。

　ここで動かねば、自分がこの場にいる理由がなくなってしまう。

　それはつまり、カレラの存在理由にまで影響を及ぼす大問題なのだ。

　強さを求めたのは、こういう時の為なのだから。

　その時、黄金銃がほのかに輝いた。




『──ならば俺が、貴様に力を貸してやろう』




　カレラの耳に、聞こえるはずのない〝声〟が聞こえた。

　まさか──と、カレラは久方ぶりに驚愕する。

　そして次の瞬間──
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　その戦いは神話の再来だった。




　ミリムとゼラヌス、両者の拳が空を切るだけで、大気が振動し大地が震えた。

　星すらも粉々に壊してしまいそうな激しさであったが、そうならなかった理由は一つである。

　ゼラヌスとミリムが、この戦場を各々の『防御結界』で保護していたからだ。

　そもそもの話、ミリムが最初から参戦しなかった理由もこれである。

　カレラの極大魔法〝終末崩縮消滅波アビスアナイアレーション〟による影響を見極めた上で、この戦争が大地に及ぼすであろう被害を算出していた。それを踏まえて、この星そのものを『結界』にて保護すべく動いていたのだ。

　ミリムは暴君ではあるが、思慮深い面も併せ持っているのである。

　その言動は全て本心ではあるものの、その裏では自身の行動がどのような結末をもたらすのかまでも、正確に予測して理解している。それは二面性があると言えるほどなのだが、それを両立させているのがミリム・ナーヴァという魔王なのだった。

　さてさて、そんな訳で大暴れする役割をカレラに譲ったミリムだが、直ぐに自分以外にもこの星を守ろうとしている存在に気付いた。

　それは誰あろう、敵の首魁である蟲むし魔ま王おうゼラヌスその人である。

（ふむ。ワタシと同じ事を考えているようなのだ。これは少々厄介なのだぞ……）

　ゼラヌスの行動は、ミリムにとっても想定外であった。

　この世界を侵略しようとしている存在なのだから、この星を守ろうとするのも考えてみれば当然である。しかしながらミリムとしては、そう簡単に頷けるものではなかったのだ。

　ただの『結界』であれば問題ないのだが、それは敵にとって都合のいい効果が付与されていた。だから壊してしまいたかったが、それをすると自分の『結界』にまで影響が出てしまい、この星へ甚大なるダメージを与えてしまいかねない結果となる。

（ぐぬぬ、ワタシの『結界』を利用するとは生意気なのだ!!）

　そうした不満を抱えつつも、だからこそ逆に迂闊には動けなくなっていた。その状況こそが敵の首魁に確かな実力があるという証拠なのだから、短気を起こす訳にはいかなかったのだ。

　大概の事は暴力で解決してしまえるミリムであっても、自分に匹敵する可能性がある敵を前にしては、慎重な行動を取らざるを得なかった。

　そうして我慢しつつ機を窺い、ついに出番がやって来たのだ。

　ゼラヌスが動いた。

　すかさず動こうとしたミリムだったが、ここで一つ問題が生じた。ゼラヌスが用意周到にも、ミリムが侵入出来ないように『結界』に細工を施していたのである。

　解除に要する時間は十秒にも満たない僅かなものではあったが、その遅れは致命的な事態を招きかねない失態であった。

　結果的に見ればほんの嫌がらせ程度の効果に落ち着いたのだが、自分が出し抜かれた事には変わりない。ミリムはそれを反省しつつも素直に称賛し、実に冷静に仕返しを誓ったのだった。

　もっともそれは、カレラの危機に間一髪で間に合ったからの話である。カレラならば死ぬ事はなかっただろうけれど、もしも致命的な事態に陥っていたならば、ミリムの怒りがどうなっていたか不明であった。

　それはこの世界にとっても安堵すべき事態だったのだ。

　ともかく、ミリムとしては最悪の状況は免れた訳で、残るはゼラヌスを倒すだけである。

　嬉々として参戦し、ゼラヌスと戦い始めたのだった。




　ゼラヌスは強かった。

　ミリムの拳を平然と受け止め、鋭く殴り返す。ミリムもそれを平然と受け流し、蹴りを、肘を、頭突きを、流れるように叩き込む。そしてゼラヌスも、ミリムに後れを取る事なく見事に対応してのけたのだ。

　両者ともに己の肉体のみを武器として、激しい攻防が繰り広げられた。

「やるではないか。手加減していないのに、ここまでワタシと遊べるとはな！」

「フッ、笑止。創造主の娘だからどの程度のものかと警戒していたが、大した事はなさそうだ」

　ミリムの軽口に尊大な態度で応じるゼラヌスであったが、その実、油断などしていない。内心ではミリムを最大限に警戒したまま、見下すような態度を演じているだけだ。

　カレラの〝神滅弾ジャッジメント〟を警戒していた事からもわかる通り、ゼラヌスは慎重だった。慢心など、ゼラヌスとは無縁なのである。

　絶対的な強者でありながらも、己を過信する事はない。その上で、どんな相手であろうとも油断なく全力を尽くすのが、ゼラヌスという魔神の本質なのだった。

　であるからこそ、ゼラヌスが警戒するのはミリムだけに限らない。強敵だけでなく弱者をも侮る事なく、常に最善を尽くすのがゼラヌスの本質だ。

　故に、『結界』に仕掛けを施してミリムの参戦を遅らせた。そしてその一瞬で、カレラを始末してその力を我が物にするつもりだったのだ。

　そうならなかったのは、ゼラヌスの想定以上にミリムの演算能力が優れていたのと、これまた想像以上にカレラがしぶとかったからである。

　ゼラヌスにとっても、カレラにトドメを刺せなかったのは痛手であった。

　カレラが回復してミリムと手を組まれたら、それこそ面倒な事になるだろう。それに加えて持久戦に持ち込まれでもしたら、一日に一度という制限がある〝神滅弾ジャッジメント〟を再び使われる恐れがあった。そうした状況を冷静に判断するならば、決して楽天的に考えられはしないのだ。

　だからゼラヌスは、ミリムとの会話にも高度な駆け引きを駆使しているのだった。

（これで油断するなら儲けものだが、果たして創造主の娘はどの程度のものであろうか）

　そう考えながら、ミリムの出方を窺うゼラヌス。

　対するミリムは、傲岸な態度のままに満面の笑みを浮かべる。

「わはははは！　言うではないか。ならばもっと、ワタシを楽しませるのだぞ！」

　そしてミリムは、ここで初めて本気の姿となった。

　その美しい桜金色プラチナピンクの髪を分けるように、額から美しい紅色の角が生える。その背には竜の翼を広げて、全身に漆黒の鎧を纏ったのだ。

　その手に握るのは、ギィから譲られた〝天魔アスラ〟だ。

　ミリムが武器を使うのは珍しい。

　口では何と言おうとも、それだけゼラヌスを認めているのである。

　そしてゼラヌスも、自分の演技がミリムに通用していないのを悟った。であれば、取り繕う意味など何もないのだ。

「それだけ強いのに、どうしてそこまで用心深いのだ？　臆病なのか？」

　不思議そうにそう問いかけるミリムに、ゼラヌスは隠す事なく思うがままに答える。

「フッ、臆病とは何だ？　敵を恐れずに敗北するくらいなら、ワレは臆病でも勝利者となる事を願うぞ」

　王者たる堂々とした佇まいを崩さず、自身に恥じる事など何もないと断言する。それこそがゼラヌスの本音であり、矜持なのだ。

「勝利者だと？　貴様の望みは何なのだ？」

「フッ、知れたこと。創造主を超える事こそ我が使命である」

　それこそがゼラヌスの偽らざる本音であった。

　事実、ゼラヌスはヴェルダナーヴァによって名付けされて以降、自身の存在理由を考え続けてきたのだ。

　フェルドウェイのように創造主への敬意で盲目になったりせず、自身が何をすべきなのか常に試行錯誤を続けてきたのだった。

　そうして導き出した答えこそ──〝親超え〟である。

　ゼラヌスの肉体は不滅。全細胞は精神によってコントロールされており、再生というレベルではなく瞬時に再現が可能なのだ。病気や怪我などとは無縁で、寿命を超越した存在であった。

　しかしそれでも、エネルギーが枯渇すれば死ぬ。

　肉体は不滅でも、精神には限界が存在していたのだ。

　つまり、不死ではない。

　ゼラヌスは、いつかはヴェルダナーヴァを超えねばならぬ。現状では〝死〟に抗えぬのだから、どこまでも臆病に、あらゆる手段を用いて己を高める所存なのである。

　だからこそ、自身だけで完結する事なく配下を増やすのだ。

　大いなる危険リスクを承知で、配偶者となるべきピリオドを創出した。そして彼女との間に、自分の手足とするべく子供達を生み出したのである。

　その子供達も、親たるゼラヌスに似て強さを求めた。

　ゼスは特によく似ていて、ゼラヌスと同じくとても臆病だった。

　その上、卑劣で狡猾だった。

　生まれたばかりの〝弟〟に自身を脅かす可能性を感じて、その芽を摘み取ろうとするほどに。

　次世代の女王として誕生させた個体を喰って、その力を我が物としようと企むほどに。

　その企みは失敗に終わったようだが、それら全てがゼラヌスの関知するところではない。

　好きにさせていた。

　そうしてゼスが次期創世神となるのなら、それはそれで喜ばしい事だからだ。

　親たる自分と、息子たるゼス。どちらか勝った方が正義であり、次の世紀も勝者が築き上げていくものなのである。

　もっとも、ゼラヌスとしては王の座を譲るつもりなど毛頭なく、ゼスが育ったらその力を奪う気でいたのだが……。

　ゼラヌスは勝利を確実なものとすべく、ゼスに愛情を注いで信用を勝ち得る事で、常に正確にゼスの力を把握していたのだった。

　今回はカレラという危険分子がいたために、ゼスという試金石を上手く活用出来た。そしてその力をキッチリと奪えたので、ゼラヌスとしては満足いく結果となっていたのである。

　ゼラヌスほどの強者がここまで狡猾に、用心に用心を重ねて慎重に行動している以上、それはもう難攻不落も同然であった。

　だからこそゼラヌスは恥じることなく、堂々とミリムに応じたのである。

　これを受けて、ミリムはゼラヌスが想定以上に危険であると認識した。ここで倒しておかないと手のつけられないような災厄になると考え、全力で始末すべきだと判断したのである。

「もっと遊んでやりたかったが、残念ながら貴様は危険なのだ。悪いが、ここからは本気で相手をしてやるのだぞ」

　ミリムは真剣な表情になり、ゼラヌスにそう宣言する。そして、有無を言わせぬままに力を解放したのだ。

　こうなるともう、ゼラヌスにも余裕はない。本気を出すしかなかった。

「笑止。頂上に挑む前の余興として相手してやろうぞ。創造主の娘の力、このワレに見せてみよ!!」

　世界への影響を気にするのを止めて、その蓄積された禍々しい力を解き放つ。

　両者の力が高まり、大気が震えた。

　互いの技量レベルに大きな隔たりがない以上、格闘戦による削り合いでは勝負が長期化するだけである。その認識は共通のものであり、だからこそ、ここでミリムが選択したのは必殺魔法による短期殲滅であった。

　それに対応すべく、ゼラヌスも闘気を練り上げていく。

　そうしてぶつかりあったミリムの覇気とゼラヌスの闘気が、空間のあちこちで圧縮爆発プラズマを生じさせていった。

　下手な魔物では余波だけで木っ端微塵にされる威力だ。

　上位魔人であっても、巻き込まれたら無事では済まないだろう。

　そんな凄まじいまでの爆発が乱れ飛ぶ戦場には、第三者が立ち入れるはずもない。とっくの昔に避難済みであり、『結界』の外から遠巻きに様子を窺っていた。

　もしも逃げるのが少しでも遅れていたならば、今頃は地獄絵図が広がっていたであろう。しかし、それほどのエネルギー力場が生じているにもかかわらず、本番はまだ始まっていないのだ。

「とっておきを見せてやる！　竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァ!!」

　ミリムの両手の間に星粒子が煌めき、この世ならざる破壊の力が渦を巻く。それを束ねて、ゼラヌスに向けて撃ち放った。
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　ピリオドのような空間を捻じ曲げる力があったとしても、全てを受け流すのは不可能だ。そこまで考えた上で、ミリムは暴虐の力を叩き込んだのである。

〝破壊の暴君デストロイ〟の面目躍如となるような暴挙であったが、この場合は正解だ。超常者同士の戦闘であれば、戦いが長引けば長引くだけ被害が甚大となる。この場にはミリムとゼラヌスの力が合わさった『結界』があるのだから、ミリムはそれを限界まで利用して勝負を仕掛けたのだった。

　一方、ゼラヌスが選択したのもミリムと同様、敵を殲滅する為の必殺奥義であった。

「喰らい尽くすがいい──〝暗黒増殖喰デヴァステイターウイルス〟──!!」

　暗黒の微細粒子がゼラヌスの身体から立ち上った。そしてそれが、意思ある者の如く竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァの輝きを阻んだのである。

　その正体は、ゼラヌスの身体を構成する暗黒細胞だ。

　異界で取り込んだ物質を意のままに操るゼラヌスは、自身の身体を微細化させて敵を侵食出来るのである。意思ある極小細胞が『結界』すら突き破って対象を内部から喰い荒らすのだから、並大抵の者では抗う術すらないのだった。

　ミリムが放った煌めく光と、ゼラヌスが支配する暗黒の粒子が交差する。

　光が闇を駆逐する一方で、暗黒が光明を呑み込んでいった。

　時間にしたら一瞬だが、それは無限にも思えるほどに緊迫した瞬間だ。

　それは両者にとって不本意な状況だった。

　ミリムとしては圧倒的に勝利するつもりだったし、ゼラヌスはゼラヌスでミリムを喰らうつもりだったのだ。

　そして遂に、勝負の行方が判明する。

　光と闇が収束した時、そこに立っていたのはミリムだった。

　暗黒の微細粒子はミリムの身体にも纏わりついていたのだが、ミリムの覇気オーラを浴びて消滅してしまっている。疲労はしたものの、ミリムは無傷であった。

　そして、ゼラヌスはというと。

「……これが痛み、か。まさか……このワレが喰えぬものがあろうとはな……」

　驚くべき事に無事だった。

　ミリムの竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァは星粒子という特殊物質が主成分だ。これはミリムにしか操れない霊子をも凌ぐ破壊力を秘めた物質であり、その性質を解析出来ない限り、何なん人ぴとであろうが制御不可能なのである。

　それを喰おうとして失敗したとしても、それは当然というものだった。

　もっとも、ゼラヌスは喰えはしなかっただけで、相殺には成功していたのだ。何割かはダメージを負ってしまったが、それは十分に再生可能なレベルであり、戦闘継続には何の影響も及ぼさなかったのである。

　ミリムは精神的疲労を、ゼラヌスは若干の肉体的損耗をした。それだけが、この奥義の撃ち合いによる結果なのであった。

　ゼラヌスがすっくと立ち上がり、その複眼でミリムを睨み据える。

　そして考えた。

（果たしてワレは、このまま戦って勝てるだろうか？）

　創造主の娘だけあって、ミリムはやはり強い。その力の大半を受け継いだとの話だったが、まだまだ底知れぬ力を隠し持っていそうである。

　ゼラヌスにはその確信があった。

　何故ならば、かつて魔王ギィとの死闘を演じた跡地である〝不毛の大地〟を見ているからだ。

　用心深いゼラヌスらしく、情報収集は万全だ。死せる砂漠とも呼ばれるその地は、二千年以上も前に誕生したというのに、いまだに濃密な魔素によって汚染されたままなのである。

　ミリムの放った竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァの威力は凄まじいが、そこまで汚染される事はない。であるからこそ、もっと他の何かがあると考えるべきなのだ。

　それが何か不明なのが、ゼラヌスを不安にさせていた。

　ゼラヌスにとっては、死力を尽くしての勝利など願い下げなのだ。確実に、安全に、勝利しなければならないのである。

　ゼラヌスのその信念は絶対であり、それに基づいて考えるならば、これ以上の戦闘は危険であった。

　万が一などあってはならないのに、ミリムは未だに未知数なのだから……。

　ゼラヌスとしては、この時点で撤退を視野に入れていた。

　そしてこの直後、ゼラヌスに決断を強いる出来事が起きたのだ。
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　ここにいるはずのない人物の声が届いたカレラは、もはや観戦している場合ではないと悟った。

　まさかという思いがあるが、この状況で現実を疑うほど野暮ではないのだ。

「やあ、死に損なったのかな？」

「フッ、貴様が不甲斐ないから、あの世から呼び出されたのだ」

　そう言って不敵に笑うのは、カレラの手によって死んだはずの近藤中尉だった。

　カレラが知る由もないが、この少し前に、マサユキの究極能力アルティメットスキル『英雄之王シンナルエイユウ』が発動していたのだ。

　つまり、ここにいる近藤は実体ではあるが生者ではなく、本物同然ではあるが本物ではない、情報生命体デジタルネイチャーと同質の存在たる〝死せる英雄エインヘリヤル〟なのである。本来なら有り得ない話だが、マサユキの権能を介する事で、カレラの危地に駆け付けたのだった。

「さて。俺を殺したほどの悪魔が、まさかこれで終わりとは言うまいな」

「それこそ、まさかさ。今からアイツをぶん殴ってやるところだったのに、君が邪魔したんだろうに」

　近藤も、「どうやって？」とは問い返さない。

　不敵に笑いながら「ならばいい」と頷き、告げるのだ。

「俺も力を貸すが、許せよ」

　実に自然な協力の申し出だった。

　そしてカレラは、これを当たり前のように受け入れる。

「まあ、何だ。私もこの様だし、借りてやる」

　悪魔としての誇りなど気にもしない。

　いや、むしろ嬉しそうだった。

　そうしてここに、強力なコンビが誕生したのだ。




　こんな時だというのに、二人は気軽に打ち合わせを行う。

「で、どういう作戦で行くんだ？　君がアイツを倒してくれるのかい？」

　仲間になった途端、無茶な要求を平然とするカレラである。

　近藤も呆れた様子だが、溜息を吐いて説明を始めた。

「流石の俺でも、アレには勝てん」

　近藤は現実的なのだ。

　現世に顕現したばかりだというのに、とても冷静に状況を把握していた。

　その上で、実に合理的な判断を下していく。

「だが、今は幸いにも、ヤツの目は他の者達に向いているからな」

「ほう？」

「正攻法で勝てないのならば、裏技を使えばいいだけの話だ」

　近藤はそう言って、カレラの手に自分の手を重ねた。




[image: ]




　より正確に言うならば、カレラが握る黄金銃へと、自分の力を注ぎ込むつもりなのだ。

「急に手を握るなんて、照れるじゃないか」

「黙れ。今はそういう冗談を言っている場合ではない」

　実は、かなり本気の発言だったカレラである。それなのに冷たくあしらわれて、かなり御立腹になってしまった。

　しかしながら、近藤の言葉は正論だった。

　確かに今は、仲間から被害を出さぬ為にも、敵を打ち倒さねばならぬ大事な時なのである。

　カレラは近藤が何をしようとしているのか、意識を集中させて観察した。

　そして気付く。

「そうか、君の〝神滅弾ジャッジメント〟か」

「そうだ。この弾丸に、俺の力の全てを込めた。貴様は制御に集中するがいい」

　もう使いこなせるだろう？　などと問いはしない。

　近藤はカレラを信用しているのだ。

　カレラもそれを感じ取り、機嫌が直る。

「ああ、任せるがいい」

　と、満面の笑みで請け負ったのだった。
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　ピリオドは戦場の支配者だった。

　紆余曲折はあったが、概ね計画通りに事は進んでいる。

　気に食わないのは、思ったほど死者が出なかった点だ。

　しかも、敵軍からはゼロである。

　戦場を離脱するほどの重傷者は出ても、魔法や回復薬などで応急処置を施しているらしく、死には至らない様子なのだ。

　せっかく特殊な力場を形成して、この戦場で死せる者の力を取り込もうとしていたのに、これでは期待していた成果が得られなかった。

（まあそれでも、私の子供達を喰らってその力を統合出来たのですもの。上々と言えるでしょうね）

　実際、今のピリオドの力は開戦時とは比べ物にならぬほど強化されている。

　単なるエネルギー数値の比較に留まらず、子供達の技量レベルまで我が物にしたのだから当然だ。

　最初から得意としていた『空間支配』に獲得したばかりの近接戦闘能力を加えれば、纏わりつく雑魚共に後れを取る事など有り得なかった。

　もっとも、その雑魚共──オベーラ、ミッドレイ、カリオン、フレイ、ゲルド、ゴブタ＆ランガは、見事な連携を披露してダメージを最小限に抑えていた。ピリオドが致命傷を負うような事はないのだが、倒そうとすると、それが意外にも困難だったのだ。

　それがピリオドを苛つかせていた。

（面白くないわね。これだけの力を得たというのに、まだコイツ等を倒しきれないとは……）

　時間をかければ確実に勝てる。そう理解しつつも、苛立つ感情を抑えられないピリオドである。

　特に気に食わないのが、ゲルドという魔人だった。

　今のピリオドと比べて大した力はないくせに、異常にしぶといのだ。

　とっくに瀕死のはずだった。

　必殺の意図を込めた攻撃を何度も直撃させているにもかかわらず、何度でも立ち上がってくるのである。

　しかも、その目がまた忌々しかった。

　力量差をハッキリと理解しているはずなのに、まるで諦めずにピリオドを睨み付けていた。それはまるで勝利を確信しているかのようで──

（ふざけるのもいい加減にして欲しいわね。それは、私がお前達に向けるべき視線でしょうが！）

　オベーラならまだわかる。

　斥候蟲に幻獣族クリプテッドの調査も行わせており、当然ながら対抗勢力としてのオベーラ軍についても報告を受けていた。そして今回の戦闘でその実力を目の当たりにして、なるほどこれは危険だと認識していたからである。

　だからこそ大技を二発も撃たせて疲弊させた訳で、決して見み縊くびってなどいないのだ。

　だがしかし、ゲルドなどという邪魔者がいるのは想定外だった。

（生命再構築リストライフする前のムジカと同程度の実力しかなかったくせに、コイツの耐久力は異常だわ。私の攻撃にどこまで耐える気なのかしら……）

　これだから特化型は厄介なのだ──と、ピリオドは内心で苛立つ心を必死で宥めつつ、上手く冷静さを保つ。そしてその怒りをぶつけるように、触手を振るって〝千裂次元斬ミダレギリ〟を発動させた。

　だがしかし、その大半はゲルドの混沌喰カオスイーターによって相殺されてしまう。そしてまた、残る斬撃も綺麗に回避されてしまい、ピリオドの怒りが増すだけに終わってしまう。

　これは、ピリオドが実力不足なのではなく、ゲルド達が命懸けで全力を尽くしている結果である。

　ゴブタは恐怖に打ち勝ち、ピリオドの攪かく乱らんに専念している。

　そんなゴブタを信頼して、ランガも全面的に協力していた。

　ミッドレイは戦いを楽しみながらも、死ねばそれまでと割り切っている。恐怖など超克して、ただ純粋にピリオドを仕留めるべく動いているのだ。

　カリオンとフレイは覚醒した力をフルに発揮して、空と陸からピリオドへの攻撃を繰り返していた。

　まさしく、ラミリスの迷宮内での訓練が活きている。あの経験がなければ、とっくに力配分を間違えて戦線離脱するはめになっていただろう。

　オベーラはオベーラで、実に的確に戦況を読み取り指示を出していた。ゲルドが無事なのも、彼女が的確に盾役を交代しているからである。

　そしてそのゲルドだが、もはや本人の意識は朦もう朧ろうとしていた。

　ピリオドの見立てた通り、生きているのが奇跡という状態であった。

　気迫だけでこの場に立っている。

　権能と一体化した『全身鎧』はひび割れ砕け散って、もはや残骸を残すのみ。そしてその肉体はとっくに限界を超えて、『超速再生』でも追い付かないほどにボロボロになっていた。

　それでもまだ戦えているのは、ゲルドの権能に秘密があるからだ。

　ゲルドに与えられた究極贈与アルティメットギフト『美食之王ベルゼバブ』には、他者が受けたダメージを肩代わりする『代役』や、仲間の防御力を上昇させる『守護付与』という権能がある。さらに、この二つの権能を組み合わせる事で、まったく違った効果を発揮出来るのだ。

　それはつまり、自分の受けたダメージを他者へと肩代わりさせる効果だ。ゲルドはダメージ量を調整しつつ、配下の者達へと自分が受けたダメージを分配していたのだった。

　しかしそれにも限界がある。

　部下達はもっと耐えられると訴えていたが、それは嘘だとゲルドは見抜いていた。

　自分がそうであるように、誰もが限界を迎えていたのである。

　それでもゲルドは立っていた。

　前を向き、ピリオドから視線を逸らさないのだ。

　喧嘩は目を逸らした方が負ける──という、リムルの言葉を愚直に守っていたのである。

　それは飲んだ席での軽口みたいなものだったのだが、ゲルドにとっては至言であった。それがたとえ本当でなかろうとも、自らの力で真実に変えればいいと考えている。それが、ゲルドという漢オトコなのだった。

　しかし、流石のゲルドにも限界はあった。

　またも攻撃を受けて、遂に膝をついてしまったのだ。

「むぅ……立てぬ」

「ウフフフフ、ようやく沈んだわね。その健闘を褒め称えて、殺すのは最後にしてあげましょう」

　ピリオドは嗤う。

　ゲルドを後回しにしたのは慈悲ではなく、後でゆっくりといたぶるつもりなのだ。どこまでの攻撃に耐えられるのか、純粋に実験しようと考えただけの話だった。

　それに、ここでゲルドだけに構っているのも愚策であった。

　他の者達の耐久力はゲルドほどではないので、さっさと脅威を取り除くべきだと判断している。

　障害が消えた今、もう勝利は間違いなかった。

　不安があるとすれば、ピリオドの主たるゼラヌスが魔王ミリムとの戦闘に突入し、その勝敗の行方が読めない点だろう。

　予定通りではある。

　だがしかし、魔王ミリムの力は未知数だった。

　ピリオドとしてもゼラヌスの勝利を疑っている訳ではないが、万が一などあってはならないので、確実を期す為にもさっさと援護に向かいたいところなのだ。

（まあ、このしぶとかったヤツが倒れたのだから、他の雑魚共は簡単に片付くでしょう）

　ピリオドは勝利を確信し、オベーラ達に向けて必殺の技を発動させようとして──ふと動きを止める。

　背筋に悪寒が走ったせいだ。

　この戦場、ピリオドが支配する空間に、何者かの干渉を感じ取ったのである。

（馬鹿なッ!?　ここに立ち入れる者など、数えるほどしかいないはず──）

　事前に聞かされていた強者達の中でも、この支配空間に外部から侵入するのは困難だ。ミリムのように攻性演算によって時空干渉を行うにしても、『結界』に異常を感じてからもっと時間がかかるはずなのである。

　それなのに、まるで何の障害もないとばかりに、その者はこの空間に出現していた。

　そんな真似を可能とする者などいるはずがない。

　もしいるとすれば、それは生命体というよりも──

　ピリオドはその人物が出現した座標を割り出し、視線を定める。

　そしてそこに、黄金の輝きを見た。

　その煌めきは銃身から放たれていて、そしてその銃口が向けられていたのはピリオド自身。その銃を構えていたのは、もはや何も出来ぬだろうと放置していた原初の黄ジョーヌである。

　そんな原初の黄カレラに寄り添うようにしていたのが目的の人物で、その眼光は鋭くピタリとピリオドの頭部を睨み据えていた。

　何をしようとしているのか明白だった。

　そしてそれは、ピリオドを動揺させるほどの脅威だったのだ。

「止めなさ──!!」

　その言葉よりも早く、弾丸がピリオドの頭部を粉砕した。

　そして漏れなく、その命の存在そのものを刈り取ったのである。

　こうしてピリオドは、辞世の句すら残す余裕もなく消滅させられたのだった。





＊






　ゼラヌスはピリオドが消えたのを察知した。

　存在が消えた──つまり、死亡である。

　由々しき事態だった。

「潮時か」

　ゼラヌスはそう呟き、撤退を決断する。

「む？」

　訝し気なミリム。

「これ以上の戦闘は無意味だと言ったのだ」

　ピリオドの死は、ゼラヌスにとって想定外だった。

　今後の計画に大いなる狂いが生じるほどであり、目先の勝利に拘こだわっている場合ではなくなったのである。

　このままミリムと戦い続けても、ゼラヌスが勝てるかどうかは五分五分だった。それでも勝負に臨んだのは、ピリオドが有象無象の敵将達を殺してその力を取り込み、ゼラヌスの援護に入る算段となっていたからである。

　この場の戦士達の力を統合してピリオド自身を生命再構築リストライフすれば、ゼラヌスほどではないにしろ超強化された存在に生まれ変われるハズだったのだ。

　しかし、その計画は潰えた。

　このままでは、勝てるかどうかも定かではない戦いに身を投じる事になる。そんな不確定要素を許容するほど、ゼラヌスは達観してはいないのだ。

　それに、もっと大きな懸念があった。

　この戦場は複合する『結界』によって覆われているのだが、それにはこの星への被害を軽減するという目的もある訳だ。それなのに、その『結界』の一翼を担っていたピリオドが死んだせいで、全体的な『結界』強度が弱まってしまっていた。

　ミリムが力を隠しているのと同様、ゼラヌスもまだ本気を出してはいない。これ以上の戦闘継続は、思わぬ事態を引き起こしかねないという判断もあったのだった。

「逃げる気か？」

「笑止」

　ゼラヌスは、ミリムの挑発を鼻で笑う。

　ミリムとて馬鹿ではないので、このまま『結界』がなくなれば全力を出せなくなると理解している。それ故に短期決戦を仕掛けたのだから、それで勝てなかった以上、ここにゼラヌスを引き留める意味など何もないのだ。

　確かに、ミリムは力を隠している。

　その身に宿した権能を使用しておらず、それを用いればゼラヌスに勝利するのも難しくないとまで考えている。

　しかし、その後が問題だった。

　ミリムの権能は、一度解き放ってしまうと止めるのが困難なのだ。限界を超えた時点でミリムの理性が失われ、暴走状態に突入してしまうからである。

　かつて、フレイがクレイマンに告げた事のあるミリムの『狂化暴走スタンピート』だが、それは本当に存在していたのだ。ミリムが軽い口調で伝えていたので、フレイとしては本当の話だと思っていなかったのだが、それは紛れもない実話なのだった。

　ミリムは考える。

（仲間達も疲弊しているし、治療が遅れれば危ない者までいるのだ。このまま無理してコヤツを仕留めるよりも、ここは一旦仕切り直す方が得策なのだぞ）

　というのが、ミリムが導き出した結論であった。

　そんな訳で、ミリムとしてもゼラヌスを見逃す事にしたのだった。
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　カレラはピリオドの消滅を確認し、嬉しそうに笑った。

「フフフ、見なよ。私達の勝ちだ」

　そう語りかけるように振り返ったカレラだが、そこに近藤の姿はなかった。

　近藤は、マサユキの権能で正式に呼び出された訳ではなく、カレラに譲った黄金銃を媒体として無理矢理に顕現しただけだったのだ。カレラの願望が見せた幻であると言われても頷けてしまうような、そんな存在だったのである。

「フッ、わかっているとも。私が不甲斐なかったから、心配で駆け付けてくれたんだろ？」

　カレラは笑顔のまま、誰もいない虚空に向けてそう語りかけた。

　寂しいけれど、カレラは強いから耐えられる。

　だからこそ、次は同じような失態を演じなくても済むように、もっともっと強くなろうと決意したのだった。

　ゴブタが勝かち鬨どきを上げていた。

　ランガも同じように、勝利の雄叫びを上げている。

　意外と似た者同士で微笑ましい。

　精根尽き果てたゲルドが倒れ込み、オベーラが健闘を称えるように助け起こしている。

　カリオンとフレイが頷き合い、オベーラに手を貸してゲルドと笑い合っていた。

　慌てて駆け付けて来たガビル達が、ゲルドを担架に乗せて回復薬を振りかけている。大騒ぎしているが、命に別状はない様子だった。

　そのまま魔国連邦テンペストまで運ばれて行くゲルド達を見送り、ミッドレイが万感を込めて呟く。

「勝ったな」

「ああ、ミッドレイさん」

「フフ、ワシより長生きしている原初に〝さん〟付けで呼ばれると、流石に気恥ずかしいものを感じるぞ」

「まあいいじゃないか。私はね、自分が認めた者には敬意を払う主義なのさ」

「光栄だ」

　そこで会話が止まり、暫しの間、二人は勝利の余韻にひたっていた。

　大勢の負傷者が出ている以上、完全勝利とは言い難かった。

　けれど、誰一人として死者は出ていないのだ。それだけでカレラは満足なのである。

　この戦場に限って言えば、死んだ者の〝魂〟を回収すべく配下の悪魔達に厳命していたので、この規模の被害には対応出来ていた。しかしそれでも、オベーラの大破壊技のような大威力の広範囲攻撃を喰らったならば、取り返しのつかないほどの甚大な死傷者が出ていただろう。

　こうして皆で無事を喜びあえている時点で、大勝利と言って間違いないのだった。

「私はもっと強くなるよ」

「ふむ。ワシが聞かされていた伝説の悪魔達は、もっと人の心など理解しないような化け物だったのだが……こうして実際に語り合ってみると、意外と気持ちが通じ合うものなのだな」

「今更だね」

　ミッドレイの明け透けな物言いに、カレラは苦笑する。

　そんなカレラを見て、ミッドレイもニカッと笑った。

「貴殿が強さを目指すのなら、ワシも負けてはおれぬな。少しばかり本気を出した程度で身体にガタが来るようでは、まだまだ功夫クンフーが足りぬというものよ」

「アハハ。かなり極まってるのに、まだそれ以上に鍛えるつもりとはね」

「当然だろう？　精神と肉体を極限まで酷使して、もっと長時間全力を出せるようにしておかねばな。カレラ殿ならば、ワシの組手相手に適任かと思うのだが、どうだ？」

「いいねえ。私ももっと、我が君より賜った肉体を鍛えようと思っていたところだからね。その提案、喜んで応じようじゃないか」

　カレラとミッドレイはガッチリと握手した。

　より高みを目指すという点で両者の目的は一致しているのだから、断る理由など何もないのだ。

　そしてその会話に、いつもの調子でミリムまで加わる。

「ズルいのだ！　その特訓、ワタシも交ぜるのだぞ!!」

　喜色満面で、有無を言わさぬ態度であった。

「おいおい、ミリムはそれ以上強くなる必要はないんじゃないか？」

「うむ。ミリム様は最強であるからして、特訓など不要ではありませんかな？」

　カレラも大概だが、上には上がいる。ミリムが規格外なのは周知の事実なのだし、カレラもここに来てミリムと付き合うようになって、それを嫌と言うほど理解していた。

　それでもカレラはまだマシな方で、大概の無茶振りにも笑顔で応じられるのだが、ミッドレイはそうもいかない。カレラと違って、かなり本気で遠慮しようとしていた。

　しかし、ミリムには通じない。

「わははは！　何を言うのだ。楽しい事には、ワタシを除け者にするなど許さぬのだ！」

　と、強引に参加を決定したのだった。

　ここで空気を読んだのがゴブタだ。

　危険を察知した、とも言う。

　ミリムが空から降りて来たのを目にして、ゴブタはコッソリと聞き耳を立てていた。そして、会話の流れから不穏な気配を感じ取ったのだ。

　このままでは自分も強制参加させられると予感し、戦略的撤退を決断していた。

　素晴らしいまでの状況判断である。

「オイラ、勝利の報告をしてくるっすよ！」

　と、合体を解いていたランガにまたがり、その場から風のように逃げ出して行ったのだった。

　常に周囲の状況に気を配り、有益な情報を逃さぬ姿勢がゴブタを救ったと言えよう。

　ランガはゴブタを信頼している。

　その危険予知能力には何度も助けられていたので、ここでも疑う事なくゴブタに従った。結果、ランガもまた難を逃れる事に成功したのだった。

　そして、他の者達はというと……。

「ん？　って、オイオイ……」

「ちょっとミリム、まさか私まで巻き込むつもり？」

　真っ先に捕まったミッドレイとカレラだけではなく、カリオンとフレイまでも抵抗虚しく強制参加が決まったのである。

　かくして、この地での戦争は大いなる被害をもたらしたものの、致命的な損害を出す事なく一旦の終息を見る──かに思われた。




　──『吹雪よ、万物を凍てつかせ、眠らせなさい』──




　誰もが油断しきったその瞬間を狙うかのごとく、世界が白く染まった。戦場の外縁部から中央へと、誰も逃がさぬよう囲い込むようにして、絶望の吹雪が渦巻いたのだ。

「まさか、お前は──」

　真っ先に気付いたミリムだが、その時は既に手遅れの状態であった。

　完璧に隙を突かれた形である。

　ミリムほどの老ろう獪かいな魔王を欺あざむける者など、そうはいない。

　しかし彼女ならば、竜種の長ちょう姉したる〝白氷竜〟ヴェルザードならば、不可能ではない所業だったのである。

「久しぶりね、ミリム」

「何の真似なのだ、ヴェルザードよ」

「フフ、可愛い姪に会いに来たの。手伝ってもらいたい事があるのよ」

「舐めるなよ。ワタシに頼み事をするなら、それ相応の態度というものがあるであろう。さっさとその吹雪を消すのだ。話はそれからなのだぞ！」

　ミリムが怒りを我慢しながら、ヴェルザードを威圧する。

　このままでは仲間達が危なかった。

　現に、外縁部にいた者達は既に凍てついて氷像と化している。死んではいないが、生命活動すらも停止しているのだ。

　仮死状態と言えば聞こえはいいが、ヴェルザードの意思一つで彼等の命は潰えるであろう。

　ミリムはそれを理解している。

　ゼラヌスとの死闘直後という気が緩んだ瞬間を狙って、完全に不意を突かれた状況であった。

　ミリム以上に危機感を抱いたのはフレイだ。

　ミリムが激怒して暴走するような事があれば、この地は灰かい燼じんに帰きしてしまう。そうなれば、被害の規模は想像を絶するものとなり、果たして何名が生き残れるのかさえもわかったものではなかった。

（私が決断するしかないわね……）

　今ここでヴェルザードの好きにさせるのは、ミリムにとって危険であるとフレイは判断した。

　恐らく、判断が遅れれば遅れるほど、状況は悪化するだろう。そう考えたフレイは、ミリムの了承も得ず〝天てん翔しょう衆しゅう〟へと命令を伝達する。

「ヴェルザードを討ちなさい!!」

　その声を合図に、〝天てん翔しょう衆しゅう〟は一斉に動いた。

　ヴェルザードの恐ろしさを知らぬ者はいない。誰もが死を覚悟しての特攻であった。

　愛すべき自分達の主であるミリムは、致命的なまでに優しすぎる。このまま氷像と化して眠りにつく者が増えれば増えるほど、ミリムの我慢が限界に近付くはずだ。

　そうなったらもう後がなかった。

　今現在もフレイ達に配慮して、我慢を強いられているのだ。これ以上事態が悪化すれば、犠牲を恐れてヴェルザードの言いなりになる未来しかなかった。

　フレイの知る限りミリムが本気で戦ったのは、フレイが生まれる遥か昔に、国を滅ぼしてギィと衝突した時のみである。

　味方の犠牲など気にせず相手を殺す気で本気で戦えば、どんな相手であろうとミリムが苦戦するはずがない。それなのに、ミリムは常に本気で戦う事はなかった。

　それはつまり、自分達がミリムの足枷となっているからなのだ。

　そんな優しいミリムだからこそ、フレイは自分達が重荷にならぬように動いたのだった。

「チッ、出遅れちまったな。お前ら、逃げたいヤツは逃げていいが、残るなら覚悟を決めろや」

「一難去ってまた一難。しかも今回は我等が主神の叔母上様とはのう。勝てぬ戦は嫌いだが、ミリム様の為とあらば、泣き言は言っておれぬな」

　カリオンが檄を飛ばし、カカカと笑いながらミッドレイもそれに続いた。

　勿論、〝飛ひ獣じゅう騎き士し団だん〟から離脱者はいない。

　ヘルメスを筆頭とする武僧神官団も、衛生兵の役割をかなぐり捨てて戦闘モードへと切り替えていた。

　こうして、ミリムの配下が一斉にヴェルザードへと殺到したのである。

「お、お前達、止めるのだ！　さっさとこの場から逃げるのだぞ!!」

　そんなミリムの悲鳴をかき消すように、乱れ飛ぶ魔法や気弾がヴェルザードに集中する。

「ミリム様は愛されていますわね。私も、もっと早くからお仕えしたかった──」

　そう呟いたのはオベーラだ。

　ピリオドとの戦いで完全燃焼して、もはや余力も尽きている。しかし、オベーラは再び立ち上がり、ヴェルザードをしっかりと睨み据えた。

　絶対的な存在であるヴェルザード。

　正直言って、勝てる確率は考えるまでもなくゼロであった。

　フレイがそれに気付かぬはずはなく、生き残りを目指すだけなら『全軍散開してこの場より離脱せよ』と命じたはずだ。

　そうしなかった理由は恐らく──

（フフッ、狡猾な彼女フレイらしいわね。元々嫌いじゃなかったけど、その決断力は尊敬に値するわ）

　フレイの狙いは、ミリムに迷いを捨てさせること。

　自分達がヴェルザードに殺されてしまえば、ミリムが遠慮する理由もなくなるから。ミリムが生き残るのならばそれでいいと、フレイは一瞬で判断してのけたのである。

　そして、カリオンやミッドレイもそれに続いた。

　彼等の部下達も、迷いなく運命を共にするという選択をしている。

　みんなミリムが大好きなのだ。

　オベーラも同じだから、皆の気持ちがよく理解出来た。自分が失った部下達と同じ判断をした者達に敬意を表するとともに、自らもまた、ここが死地であると覚悟を定めたのだった。

　この地に残っていたカレラもまた、この状況の中、自分の為すべき事を考えていた。

　完全無欠のヴェルザードを相手に、持久戦など不可能だ。

　ヴェルザードは、ヴェルグリンドほど優しくないのである。

　そして、カレラではヴェルザードに勝利する手立てなどなく、この地から逃げ出せるかどうかも運次第という有様であった。

　もっとも、カレラに逃亡するという選択肢などありはしない。

（しょうがないな。下手をすれば我が君の命令に背く事になるけど、ここは私も付き合うべきだろう。ヴェルザード様なら相手にとって不足なし。せいぜい足掻いてやろうじゃないか！）

　とまあ、速やかに決断していた。

　カレラに付き従う配下達にとってはいい災難なのだが、どっちにしろこの場から逃亡可能な者など誰一人としていなかった。

　ヴェルザードに勝利する事のみが、たった一つの活路だったのである。

　しかし、それが叶う事はないと誰もが理解していた。

　だからカレラ達に出来るのは、この地で出るであろう数多の死者の〝魂〟を導き、真なる死から遠ざける事のみなのだ。







「気合入れろよ、お前達。誰一人として取り逃がさぬようにね」

　カレラの言葉に、彼女の配下達が一斉に首肯した。

　こうなってはもう、回復の出番はない。悪魔達も受肉した肉体を諦め、精神生命体としての本来の姿に戻っていく。

　物質世界への影響力が減少してしまうが、それでも死者を導くなら、その方が合理的だからだ。

　こうして、ほんの僅かな時間で全員の準備が整ったのだ。

　しかし、次の瞬間。




　──『愚かね』──




　という冷徹な意思が、戦場にいる者達全ての頭の中に響き渡った。

　吹雪にかき消されるような静かな声でありながら、とても大きな思念波が乗せられていたのだ。

　その声に反応したのか、吹雪が猛吹雪となり、戦場をホワイトアウトさせていく。

　それは、理不尽なまでの暴力だった。

　抗うという概念が鼻で笑えるほどに、どうしようもない規模の超自然災害が戦場に出現したのである。
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＊






　──『さあ、眠りなさい』──




　真っ白な氷雪が荒れ狂う。

　真っ先に兵士達が氷像と化した。

　続いて隊長格が、そして幹部級の者達まで。

　残されたのはほんの数名。超級覚醒者ミリオンクラスへと至っていた者のみとなったのである。

　しかしそれも、時間の問題で……。

　絶望的な現象を目の当たりにして、フレイは自分の死を覚悟した。

　カリオンとミッドレイも同様である。

　まだ立っていられるのは、ミリムが皆を庇っているからだ。

　そうでなければ、とっくの昔にヴェルザードが解き放ったエネルギーによって、フレイ達の身は蹂躙され尽くしていただろう。

　その証拠に、ミリムから少し離れた場所にいたカレラなど、肉体を脱ぎ捨てる事さえ出来ずに動きを封じられてしまっていた。

　悪魔の王たるカレラがその様なのだ。彼女の配下達などお察しである。

　そして言うまでもなく、フレイ配下の〝天てん翔しょう衆しゅう〟やカリオン配下の〝飛ひ獣じゅう騎き士し団だん〟、ミッドレイの部下達である武僧神官団なども、全員が氷像となって全滅していた。

　ヴェルザードが攻撃すらしていないのに、だ。

　この猛吹雪は、単なる覇気の解放に過ぎないのである。それを理解する者達にとって、この現象はどうしようもないほどの絶望感だった。

　フレイ達を庇っているミリムは、その場から動けずにいる。

　ミリムがフレイ達を見捨てたならば、その瞬間にフレイ達の命運は尽きるからである。

（ああ、優しいミリム。やはり貴女は、甘ちゃんね。大好きよ）

　フレイは心からそう思った。

　ふと視線を感じて意識を向けると、カリオンがニヤリと不敵に笑うのが見えた。

　ミッドレイも大きく溜息を吐き、カリオンと頷き合っている。

　オベーラは黙祷していた。

　すまないな、お前達──と、誰かに謝罪しているようだ。

　それは、覚悟を決めた者達の姿であった。

『覚悟は決まったようね』

『ああ。精々派手に、一斉に仕掛けようや』

『うむ。どうせ散るなら、ミリム様に最後の勇姿をお見せするとしよう』

『フフフ。今になってようやく、私の部下達の気持ちが理解出来たわ。そうね。無駄死にではないわね。だったら私も、自慢話を持って行ってあげなくちゃ』

　ミリム配下の四天王は、その瞬間に心を一つにした。そして──

「待つのだ、お前達──ッ!?」

　そうと察したミリムが制止の声を上げるより早く、行動に移したのである。

　四名の連携は、見事の一言であった。

　千年来の戦友であるかのごとく、刹那の誤差もない連撃でヴェルザードに迫ったのだ。

　しかし悲しいかな、その全ては通用しなかった。

「良かったわ、本当に。アナタ達が私の見込んだ通りの強者だったからこそ、狂いなく対処出来たもの」

　そう笑ったヴェルザードは、冷然と佇んだままだ。

　そんな彼女の前に、四つの氷像が新たに誕生したのだった。

　と、同時に、ミリムの表情が凍りつく。

　それは、たった一つを残してその他の感情が抜け落ちた表情だ。

　即ち、激怒の表情。

　仲間を奪われて、ミリムが激怒していた。




「許さぬぞ。ワタシの友を奪ったな？　絶対に許さないのだ!!」




　ミリムの叫びが戦場をつんざいた。

　それと同時に、ミリムの権能──究極能力アルティメットスキル『憤怒之王サタナエル』が、全力稼働を開始する。周囲の魔素を取り込み、自身の魔力まで全て注ぎ込んで、それはより大きな力を生み出し続ける。

　ミリムから生じる激しい怒りと魔素を燃料にして、どんどんと魔素エネルギーを増殖させる究極の力。使いこなせぬほどに強力な『魔素増殖炉』というのが、究極能力アルティメットスキル『憤怒之王サタナエル』の正体なのだ。

　燃料としてくべた魔素は、更なる力となって還元される。

　文字通り〝増殖〟していた。

　これを発動させている限り、ミリムの魔素エネルギー量は激しく増大し続けていく。しかも、どれだけ消費しようとも減る事がないという、まさに究極の権能なのだ。

　ヴェルダナーヴァの落とし子、竜皇女の名は伊達ではなかった。

　個にして無限の力を操る者、それがミリムという魔王なのだった。

　そして再び、ミリムが大きく咆哮する。

　その瞬間、天が震え地が砕けた。

　ミリムの身体を包み込む神話級ゴッズの武具が、その激情に応えるように禍々しく変化していく。それはミリムの身を外敵から守るものではなく、内なる力に負けぬようにする為の措置だ。

　溢れ出る力の奔流が鎧と融合し、変質させて、ミリムの全身を覆い尽くしていく。そうして、ミリムの変身が完了した。

　背中には漆黒の、一対の翼があった。

　額から生えた紅色の一本角は、更に輝きを増して虹色に輝いている。

　顔以外の素肌は不可思議な紋様を浮かべて、鈍く色調を変えながら輝く硬質の竜りゅう鱗りんに覆われていた。

　これこそが本来のミリムの姿。

　人の身でありながら〝竜種〟をも凌ぐ力をその身に宿し、絶対的な破壊の化身として顕現した、真なる竜皇女の姿だった。

「あらあら、その姿を見るのは二度目ね。せっかくだもの、少し遊んであげようかしら？」

「殺ス」

　ミリムを止める者はもういなかった。

　太古の魔王の怒りにて、天地が鳴動する。

　その直後。

　世界は再び、究極の竜魔人の怒りに晒される事になる。

























「ヴェルザードが動いたか」

　そう呟いたフェルドウェイに頷き返すのは、青褪めた表情で映像を見つめていたヴェガである。

「チィ、魔王ミリムもゼラヌスの野郎も、想像していた以上のバケモンかよ……クソッ、とんでもねえ力だぜ。それを見て平然と笑うなんざ、やっぱりあのヴェルザードって女も、今の俺様では遠く及ばねえってことかい……」

　流石のヴェガも、ミリムとゼラヌスの戦いぶりを見て現実を知った様子だった。

　ヴェガが如何に自信家であろうとも、両雄との格の違いくらいは理解出来たのだ。

「そう嘆くな。私とて、永年の敵だった蟲魔族インセクターが壊滅したと聞いて、それなりに思うところはあるのだからな」

　そう話すのは、呼び戻されたばかりのザラリオだ。

　自分達があれほど苦しめられていた強敵を相手に、ミリム勢が勝利した。しかも、被害は甚大ながらもミリムの配下達から死者はゼロだという。

　条件、戦略の違いと言ってしまえばそれまでだが、それを用意出来なかった時点でザラリオに落ち度があった事になる。どちらにしろ言い訳にはならず、現実としてザラリオ達よりもミリム勢の方が上だったと断定されるのだ。

　ザラリオが面白く思わないのも当然だった。

「それで、どうするつもりなのだ、フェルドウェイ？」

　その発言は、ヴェルザードの行動についての問いかけだった。

　何かを企んでいる様子だったが、フェルドウェイはそれを放置している。

　ザラリオとしては、目まぐるしく変わる状況が当初の作戦から大きく逸脱していると考えており、そろそろ軌道修正が必要だろうと言いたいのである。

　そして、憤ふん慨がいする者がもう一人いた。

「それよ。貴様がこのワシの邪魔をしなければ、今頃はあの神敵を成敗しておったのだ！　どういうつもりなのか、キッチリと説明してもらおうではないか!!」

〝天てん星せい宮きゅう〟に戻ったフェルドウェイは、マイに命じて地上各地の戦況を映像化させた。そして、ルミナスの陣営に陽動作戦を仕掛けていたジャヒルを、ザラリオに命じて連れ戻したのである。

　ジャヒルの行動もまた、陽動というには派手過ぎるものであった。

　ザラリオとしては制止して正解なのだが、止められたジャヒルからすれば面白くなかったらしい。食って掛かるように、フェルドウェイに問いかけていた。

「フッ、そう慌てるな。どうせ貴様だけでは、魔王ルミナスを落とせなかっただろうからな」

「何だと、ワシを愚弄するか？」

「そうではない。私は、慎重に事を進めたいだけなのだ。見よ、ダグリュールが我等の仲間に加わった事で、戦力バランスが大きくこちらに有利となった。〝三さん星せい帥すい〟たるフェンもいるのだから、ルミナスなど風前の灯火というものだ」

　憤るジャヒルを宥めるように、フェルドウェイがそう告げる。

　しかし、それでもジャヒルの不満は消えなかった。

「確かに、フェンの力は認めよう。だがな、我が御み親おやにして偉大なる神祖様の仇であるルミナスめは、ワシがこの手で始末せねば気が済まんのだ！」

　言ってみれば、ジャヒルの不満は怒りから来る怨恨だった。フットマンを乗っ取った事が影響しているのかどうかは不明だが、その心には吹き荒れる怒りの感情が沸き上がっていたのである。

　だからこそ、ルミナスを前にしていささか暴走気味に攻め込んだのだ。それを止められてしまい、ジャヒルは自分でも不思議なほどに荒れていた。

　しかし、次の瞬間。

「私の言葉が聞けないのか？」

　それは、静かに放たれたフェルドウェイの一言だった。

　特に威圧するでもなく、普通に発せられている。それなのに、その場を圧するほどの覇気によって、会話に参加していなかったディーノ達にまで緊張が走っていた。

「い、いや、ワシが悪かった」

　ジャヒルは冷静さを取り戻し、即座に謝罪の言葉を口にした。実に賢明な判断であったと言える。

「フェルドウェイよ、慣れていない者にはその覇気は毒だ。真の姿になった今のお前は、以前とは比較にならぬというのを忘れないで欲しいな」

　ザラリオがジャヒルを庇った事で、ようやくその場が収まったのだった。




　そして話は振り出しに戻る。

　現状、フェルドウェイの戦略的目標は三つに絞られる。

〝勇者〟クロノアから、究極能力アルティメットスキル『希望之王サリエル』を奪い取ること。

　危険要因である〝勇者〟マサユキの排除。これには、究極能力アルティメットスキル『誓約之王ウリエル』の奪取も含まれる。

　そして一番大事な目的が、ヴェルドラから〝竜の因子〟を取り込むこと、だった。




　フェルドウェイは、もう一度目的を考え直してみる事にした。

　先ずは、権能の収集についてだ。

　ミカエルの権能を引き継いでいるので、フェルドウェイにも天使系究極能力アルティメットスキルの判別はつくのだが……。

　天使系の権能を集める事に拘こだわっていたのは、フェルドウェイではなくミカエルだった。自身が権能に宿る意思だった為、他の権能を一つに集約させる事で万能に至ると考えていたのである。

　万能──つまりは、全知全能である創造主の復活だ。

　その理屈は筋が通っているように見えるが、フェルドウェイは懐疑的だった。

　その理由は、ヴェルダナーヴァが全知全能ではなかったからだ。

　そもそもの話、ヴェルダナーヴァ自身が全知全能を捨てたと語っていたのだから、その言葉を疑う余地などないのである。

　逆に、それが嘘だったらどれだけいいかとさえ、フェルドウェイは考えているほどだ。そうであれば、力を失って人間共に殺されたりなどしなかっただろうから。

　もっとも、それを言い出すならば、人間に欲望を与えたのはヴェルダナーヴァ自身なのだ。その結果には因果が巡っており、自業自得であると言える。

　だからこそフェルドウェイは、ヴェルダナーヴァは全知全能ではなかったのだと、その点について疑っていなかった。

　そんな訳で、足りない権能を探す事に、そこまで意味はないと思われたのだ。

　それに、全ての権能を取り込めたからといって、受け皿がなければ意味がない。

　フェルドウェイとミカエルは、〝最初の勇者〟の系譜という最高の肉体を依代にする事で、ヴェルダナーヴァを顕現させようと考えていた。しかし、その計画は完全に破綻してしまっている。

　ミカエルは敗れ、その肉体は失われた。こうなってしまった今となっては、マサユキを狙う優先順位は下がったとみるべきだった。

（皇帝マサユキ、か。負けたままでいるのは癪だが、勝敗など時の運。大局を見失うほどの価値はない）

　フェルドウェイはそう判断した。

　真なる勇者ルドラの力をその手にしたマサユキを狙うなら、ザラリオ達の手に余る。しかもヴェルグリンドまでいるのだから、生半可な戦力では返り討ちに遭うだけだった。

　少なくとも、フェルドウェイ自身やヴェルザードが出向くか、ゼラヌスに頼むしかない。それなのに、仮に勝利しても得られるものは少ないと思われた。

　となると、狙うべき目的は絞られてくる。

　マサユキを放置するなら、〝勇者〟クロノアを倒す意味もないのだ。

　最終的には始末するにしても、わざわざ狙う必要はない。向かって来るのを待てばいいだけの話であり、貴重な戦力を分散させずに済むというものだった。

（やはり、全ての望みは絶たれているのでは……）

　そうした不安を振り払うように、フェルドウェイの考えが纏まる。

「それで、どうする気なのだ？」

　タイミング良く、焦れたようにジャヒルが問うた。

「狙うはヴェルドラの因子のみ。ただし、本命を悟られぬように動く必要がある」

　フェルドウェイはそう切り出し、新たなる作戦を提示したのである。

　そして──

　皆が去った後、フェルドウェイは一人呟く。

「さてさて、ヴェルザードは目的を達成してくれるかな？」

　この戦いの勝利の鍵は、ヴェルザードが握っている。

　少なくとも、フェルドウェイはそう考えていた。

「彼女の愛情ネガイは本物だ。ならばこそ、結末も揺らがない──」

　フェルドウェイはそう確信し、その美貌に冷たい笑みを浮かべたのだった。
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　シオンやアダルマン達が派遣された地である聖都──神聖法皇国ルベリオスにて。

　俺はソファーに座り、ゆっくりと寛いでいた。

　俺の隣では、シオンが堂々とお茶のお代わりを要求している。

　それに応えるのは、ルミナスの侍女さん達だ。シオンはそれを当然の事のように受け止め、テーブルに用意された茶請けを食べているのだが、彼女には緊張とかは無縁のものなのだろう。

　あれ？　立場では俺が上のハズなのに、この反応の差はおかしいんじゃないかな？

　どうして主である俺がソワソワしているのに、秘書であるはずのシオンが平然としているのやら……。

　いや、考えたら負けだ。

「リムル様、このお菓子、美味しいですよ。毒味しておきましたので、どうぞ！」

　と、シオンが俺に差し出したので、思わずそれを口に含んでしまった。

　料理音痴のシオンが毒味するとか、何の冗談かと思ってしまったが、まあいいだろう。そもそも俺に毒は効かないし、毒味なんて必要ないんだけどね。

　確かに美味しい。

　シオンは美的センスは壊滅的だが、味覚は確かなのだ。

　だからこそ理不尽だと言えるのだが……。

　だってさあ、作った物を俺達に出す前に味見してなかったって話だからね。今はスキルで完璧な味に仕上げているけど、見た目や食感の方はまだダメだし。

「どうですか、美味しいですか？」

「うん、そうだね。甘過ぎずサッパリしていて、口の中でほぐれていく感じも楽しいし」

　このお菓子は、フィナンシェみたいだ。

　微かな香ばしさもアクセントになっていて、大真面目に美味しかった。

　俺の返事を聞いたシオンが満面の笑みを浮かべた。

　そして、爆弾発言を落としたのだ。

「良かったです！　今回も自信があったのですが、リムル様に喜んでもらえて何よりでした!!」

「ん？」

　俺は思わず動きを止めて、シオンを凝視した。

　そこにあるのは、相変わらずの笑顔。

　俺は思わず手に持ったお菓子に目を向けて、そしてまたシオンを見やった。

「もしかして、コレ……」

「はい！　私が作ったのですよ」

「ウッソだろ、おい!?」

　信じ難い発言が飛び出したものだが、どうやらそれは本当の話らしかった。シオンのドヤ顔を久々に見たが、これはまあ、自慢するのも頷けるし許せる話だった。

　あのシオンが、遂に見た目や食感をも克服してくれたのだ。

　ちなみに。

「これは、お前のスキルで味と形を整えたのか？」

「違います。ちゃんと自分の手で作ったのですよ！」

　との事で、シオンが凄まじいまでの進歩ぶりを発揮していた。

　やっぱり、環境の変化って大事なのかもね。

　シュナやベニマルが何度言っても改善されなかったのに、他所の国に来てから一気に覚醒したのだから。

　それにしても、何がキッカケになったのだろうか？

　そう思った途端、俺の疑問に答える声が聞こえた。

「苦労したのじゃ」

　そうぼやきながら、ルミナスが応接部屋に入って来たのである。

　ルミナスは、席から立ち上がろうとした俺に「待たせたのう」と挨拶して、礼は不要とばかりに自分もソファーに座り込んだ。

　そして、先程の言葉の続きを述べ始める。

「だいたい何じゃ。自信満々に料理が出来ると言うから任せてみれば、斬新極まりない見た目の、とても食べ物とは思えぬ代物を用意されたではないか！」

　ルミナスの語気は強い。

　斬新という言葉の重みに、俺も神妙に為らざるを得ない。

「しかもじゃ！　食感は最悪なのに、味だけは良いのじゃから理解に苦しむ。中には面白がって、それを再現しようとする者共まで現れる始末。我が国の食文化への悪影響が心配になった故、妾わらわまで動く破目になってしもうたわ！」

　どうやら、かなり鬱うっ憤ぷんが溜まっている御様子だ。

　俺も思わず「うっ!?」となって、言い返す言葉を失ってしまった。

「で、でもさ、よくぞシオンを矯正出来たね。俺達はとっくに諦めていたっていうのに、凄いよ本当に」

　とりあえずそう誤魔化すと、ルミナスからジト目で睨まれた。

　ついでにシオンからも、不満そうに頬を膨らませて抗議の視線を向けられてしまった。これについては気付かなかったフリをして、俺はルミナスからの答えを待つ。

「お主達がどれだけシオンを甘やかしておったのか想像はつくが、それは妾わらわには関係のないこと。故に放置するつもりだったのじゃが、実害が出始めた以上、そうも言っておれぬようになった。そこで、妾わらわは言ってやったのじゃ」

「ほほう？」

　甘やかしていたというのは語弊があるが、傍から見ればそう思われても仕方ない。

　ただ、シュナならばともかく、俺やベニマルは料理が出来ないから、シオンに対して強気な態度に出られなかっただけなのだ。

　自分が出来ない事を人にあれこれ指摘するって、かなり失礼だと思うからね。

　なので、シュナやゴブイチ君がダメ出ししてくれたらと期待したのだが……。

　シュナは優しすぎた。そして諦めも早かった。

　ゴブイチ君では押しが弱すぎてシオンの心にまで届かず、結局、現状維持で今まできてしまったのだ。

　味だけは良くなったし、死人が出るほどでもない──と、そう思うようにして、現実逃避してしまっていた。

　これから先、長いスライム生が待っているのだから、俺自身も料理に挑戦してみたりしてシオンの気持ちに寄り添ってみるべきだったのだ。そうすれば、もっと色々な改善すべき点が見えて、もっと早くにこの問題は解決していたかも知れないのである。

　苦手分野から目を背けていた、俺やベニマルの落ち度であった。

　そう反省する俺に、ルミナスが答えを告げる。

「毒が混入されておるやも知れぬから、客人に出す前に毒味せよ、とな！」

　な、なるほど……。

　それでさっきも、シオンが〝毒味〟とか言ってたのね。

　というか、それは確かに名案だった。

　シオンは味覚がオカシイ訳ではなく、単に味見しないだけという最悪タイプのメシマズさんなのだから。

　自分で一度口にする癖をつけさえすれば、自ずとその料理の問題点にも気付くって寸法なのだ。

「流石だな、ルミナス。素晴らしい知恵者だ」

　俺は心の底から称賛の言葉を贈った。

　するとルミナスは「フンッ！」と言ってそっぽを向き、少し照れたように頬を染めたのだった。





＊






　シオンの料理が改善されるという思わぬ朗報があったが、それはここに来た目的とは何ら関係のない話であった。

　ラミリスからは、ミリムと蟲魔王ゼラヌスの戦いが膠着状態にあるとの報告を受けた。それと同時に、ルミナスの支配領域にしてお膝元であるここ、ルベリオスの首都も、天空から天使勢に攻め入られているとの話だったのだ。

　ミリムのところにはゴブタ達を援軍に向かわせていたので、一先ずは安心であると思われた。ミリムもいるので、余程の事がない限りは何とかなるはずだ。

　それに対してルミナスのところには、シオンやアダルマンを応援に送ってはいたものの、戦力的に不安が拭えなかったのだ。

　何しろ、戦力の要となる聖騎士団クルセイダーズは、聖騎士団長であるヒナタを筆頭としてイングラシア王国に配置されていた訳だし。ルミナスには吸血鬼族ヴァンパイアの配下で構成される血紅騎士団ブラッディーナイツという戦力もあるのだが、数が四百名弱ほどしかいないのだ。

　その血紅騎士団ブラッディーナイツだが、個々の戦力はＡランクオーバーな上に、下手な〝魔王種〟にも匹敵するような〝超克者〟も複数名在籍しているとあって、質はかなり高い。しかしそれでも、ジャヒルの姿が確認されたと聞いては黙っていられなかった。

　そこで俺は、イングラシア王国での後始末をヒナタとマサユキに丸投げして、大慌てでここまでやって来た。それなのに、既に争いの気配はなく、ここに案内されてシオンのお菓子を味わいつつ、ルミナスがやって来るのを待っていたという訳だ。

　と言っても、ルミナスが登場するまでせいぜい十分しか経っていない。来て早々に聞かされたシオンの進歩に驚かされて、ついつい話し込んでしまった時間の方が長いくらいである。

　ってな訳で、気持ちを切り替えて本題に入った。

「それで、天使勢との戦闘はどうなったんだ？」

「ヤツ等が退いた故、大きな被害は出ておらぬ。そもそも、ここを攻めたのも計画にはなかったようじゃしの」

　ルミナスから詳しく状況を聞いた。

　そして判明したのだが、どうやらここが攻められたのは、ジャヒルの暴走だったみたいなのである。

　あるいは、嫌がらせとも言う。

「ヤツと妾わらわには因縁があってのう。昔から反りが合わなんだのじゃ」

　と、ルミナスが言った。

　どういう事かと問うても教えてくれなかったのだが、シルビアさんからある程度の話を聞いたのを伝えると、嫌そうな顔をしながら教えてくれたのだ。

　先ず、ルミナスには父親と呼べるような存在がいた。

　神祖トワイライト・バレンタイン。

〝黄昏の王〟という意味を持つ、神話に登場するような存在だ。

　この神祖トワイライトが数多あまたの知的生命体を生み出したらしいのだが、そうして創り出された生命体の幾名かの始祖が、神祖の高弟と呼ばれるようになったのだと。

　その最初の一人がジャヒルなのだという。

　二番目がルミナスなのは、シルビアさんから聞かされていた通りだった。

　神祖の高弟達は、各々が国を興した。

　シルビアさんの場合、自分自身はサポートに回って同族である風精人ハイエルフ達の手助けをしたに留まるようだけど、結局のところは娘であるエルたんこと天帝エルメシアによって、エルフは統一されて魔導王朝サリオンが誕生した訳だ。

　ちなみに、シルビアさんとルミナスの間には、今も密かな親交があるそうだ。エルたんとは関係がなく、一方的にルミナスが知っているだけという話である。

「基本的には、サリオンに干渉すべきではないと思うたからのう。もっとも、最初の内はそれとなく手助けしてやったのじゃがな」

　との事だった。

　サリオンが建国したのは二千年以上も昔の話なので、ルミナスの話が真実かどうかはわからない。しかし、長命種であるルミナスやシルビアさんは生き字引のようなものなので、嘘を吐く理由はないのだ。

　多分本当なんだろうなと納得して、話の続きを聞いたのである。

　その高弟達だが、現在でも生き残っているのはルミナスとシルビアさんの二名だけなのだそうだ。少なくとも、連絡を取り合っている者は他にはいないらしい。

　地精人ハイドワーフの始祖だったガゼル王の先祖は亡くなったそうだし、おそらくは火精人エンキや水精人セイレーンの始祖達も寿命を迎えていると思われる。そもそも長命だったのは、精霊に近い風精人ハイエルフだけみたいだ。

　長命と言えば、真なる人類ハイ・ヒューマンだ。

　この種族は純粋に、神祖の属性を反転させて創り出されたとのこと。

「認めたくはないが、妾わらわは神祖の複製体のようなものでのう、厳密には吸血鬼ヴァンパイアではなく真血魔霊姫ハイ・ブラッドなのじゃ。神祖の血液から生み出されたな。そしてジャヒルは、神祖の肉体を培養して創り出されておる。他者から力を吸収する権能などは引き継いでおらぬようじゃが、ヤツもまた、不死に近しい存在だったのじゃ」

　神祖は食事など必要とせず、他者の生命力を奪って生きる糧としていた。特に弱点もなく、不老不死の体現者だったらしい。そんな神祖が自らの複製体として考案したのが、昼に生きる種族である真なる人類ハイ・ヒューマンと、夜の支配者たる吸血鬼族ヴァンパイアだった。

　昼に生きるとは比喩である。

　光合成によって植物がエネルギーを生み出し、それを食べる事で動物が生命を繋ぐ。その動物を捕食して、肉食獣が大きなエネルギーを蓄えて、その屍を微生物が分解する事で大地が潤う。そうした食物連鎖の頂点に立つ者としての役割を、真なる人類ハイ・ヒューマンが与えられた訳だ。

　つまり真なる人類ハイ・ヒューマンは、食物連鎖に組み込まれている。故に、寿命から逃れる事は叶わず、それはジャヒルも例外ではなかった。

　今の人類の寿命は、都市部に暮らす普通の人で平均して七十歳くらい。これは、魔法による延命など施さなかった場合である。医療が発達している訳ではないが、その代わりに魔法による治療があるので、意外とみんな長生きするみたいだね。

　農村部や魔物の森などと隣接する地に住む人は、もっと平均寿命が短いようだ。それにあくまでも、数多の災害による死亡者を加えずに計算された数値なのも追記しておく。

　それに対して真なる人類ハイ・ヒューマンは、長耳族エルフと同等で数百年から千年近く生きるみたいだ。今の人類とは肉体強度も違ったみたいだし、魔素への耐性も高く上手く取り込んで活用出来ていたのだろう。

　しかしそれでも、肉体が不滅ではない以上、寿命からは逃れられない訳で……。

　だからこそジャヒルは、自身の寿命を無限に引き延ばす方法を編み出した。

　それが、〝霊体化の秘術〟だった。

　肉体を構成する三要素、物質体マテリアル・ボディー、精神体スピリチュアル・ボディー、そして星幽体アストラル・ボディーの三つを同時に維持する事が出来ないのならば、自我を保てる最低要素のみを継承すればいいと考えたのだろう。

　つまりジャヒルは、精神体スピリチュアル・ボディーと星幽体アストラル・ボディーだけを守るべく、物質体マテリアル・ボディーを霊体へと変換させる事に成功したのである。

　こうしてジャヒルは、自らの意思で精神生命体へと生まれ変わった訳だ。

　ガドラが編み出した神秘奥義：輪廻転生リインカーネーションは、星幽体アストラル・ボディーによって保護したまま〝魂〟を転生させる秘技であるだけに危険は大きい。その分、得られた肉体は完全に自分のものであるし、経験や知識は全て引き継がれる感じだ。

　ラーゼンの大秘術：憑依転生ポゼッションは、精神体スピリチュアル・ボディーと星幽体アストラル・ボディーを他者の身体に乗り移らせるだけで、肉体に定着しているスキルなんかは継承されない。安全性は高いが、魔力なんかも肉体に依存してしまうので、下手をすると弱くなってしまう可能性もある不完全な代物なのだ。

　これらに対して、ジャヒルの〝霊体化の秘術〟は完璧だった。ジャヒル自身が精神生命体となっているのだから、得られた知識や経験、全ての権能を、安全確実に継承可能なのである。

「依代となる肉体を用意する必要はあるが、そんなものは自分の血縁者からいくらでも調達出来たようだしのう。こうしてジャヒルは、寿命の問題を解決しおったのじゃよ」

　と、ルミナスが苦々しく語ってくれた。

　なるほど、精神生命体になっていたのなら、不死に近いというのも納得だ。フットマンを簡単に乗っ取れたのも、それが理由だったのだと理解出来た。

「もっとも、アヤツも慢心したせいか、大いなる失敗を犯しよったわ」

　ルミナスが言うには、そんなふうにしてジャヒルが自分の研究に没頭している間に、政治を任されていたジャヒルの部下共が覇権を競い合うようになり、いつしか国も分裂していたのだと。

　そして結局は、制御不能な悪魔であるギィを召喚してしまうという失態によって、滅びを迎える事になったのだそうだ。

「アヤツは神祖を滅した妾わらわを恨み、敵てき愾がい心しんを抱いておったからのう。勝手に死んでくれたと思うて、喜んでおったのじゃがな。まさか、今の時代までしぶとく生き残り、忌々しいほどの力を得て復活するとは思わなんだわ」

　そうなのだ。

　ルミナスが、自分の父たる神祖を殺したのだと。

　それが理由で、ジャヒルはルミナスを恨んでいたらしいのだ。

　面倒な相手に目を付けられたものである。

「まあな。ウチのベニマルが苦戦するほどだから、相当厄介だぞ」

　俺がルミナスに相槌を打つと、それを聞きとがめたシオンが口を挟んできた。

「えっ？　ベニマルが負けたのですか!?」

　余程驚いたのか、ベニマルが負けた事にされている。というか、その話は幹部全員に伝えたと思うのだが、シオンの記憶からは抜け落ちちゃってるのかな？

　まあ、シオンらしいけど。

「負けてはいないよ」

　俺はベニマルの名誉の為に、シオンの言葉を訂正した。

　死ななければ勝利という俺の考えからすれば、ベニマルの勝ちと言ってもいいんだが……けれど実際には、頑張って時間切れに持ち込めただけである。

　あのまま戦いが続いていれば、ベニマルが負けていたのは疑いようもなかった。脅威なのは間違いないのだ。

「なるほど、それではそんな相手を退けたルミナス様は、ベニマルよりも強いのですね！」

　それだ。

　俺もその点が気になっていた。

　いや、ルミナスとベニマルを比較した場合、俺の見立てではそこまで大きな戦力差はないと思っていたのだ。

　だからこそルミナス達が危ないと考えて、こうして慌てて駆け付けたのだし。ルミナスがどうやってジャヒルを撃退したのか、それは俺も知りたいと思っていたのだった。

「なんじゃ、その事か」

　と、ルミナスが事もなげに話し始めた。

「妾わらわはのう、どこぞの邪竜に都市を破壊された経験があってのう──」

　ドキ!?

　どこかで聞いたような……いや、何度も苦情を受けたような話ですね……。

「都市を築くにあたって、先ずは安全確保を優先するようにしておるのじゃ」

「な、なるほど。素晴らしいお考えかと……」

　思わず丁寧な口調になってしまったが、ここは迷わずヨイショ一択だ。

　ルミナスは、そんな俺を冷たく一瞥してから、少しは溜飲が下がったとばかりに話を続けた。

「対邪竜用の『結界』を幾重にも仕掛けておったのじゃが、それが上手く機能したのよ」

　言われてみて思い出したが、確かにこの聖地には何重もの『防御結界』が施されている様子だった。俺達は通行が許可されているが、不審者は通さぬようになっていたのだ。

「そこまで強力だとは思ってなかったよ。ジャヒルにはベニマルを圧倒するほどの力があったし、しかも究極能力アルティメットスキルまで操っている様子だったからな。そりゃあ、ヴェルドラほどじゃないけど、生半可な『結界』なんて通用しないと思っていたよ」

　俺は本音を吐露した。

　ルミナスが鼻で笑う。

「舐めるでないわ！　他の地ならばいざ知らず、ここは妾わらわを信じる者どもが集うておる聖地なのじゃぞ。無限に湧き出る信仰を糧とすれば、ジャヒルの力を撥ね除ける程度は容易いものよ」

　その言葉は自信に満ちており、事実、結果が真実であると証明していた。

　しかし、そんなに簡単に？




《──〝信仰と恩寵の秘奥〟を応用すれば、理論上は可能でしょう。ですので──》




　ルミナスが、理論を現実になるまで研鑽したってか。

　いやはや、恐れ入る。それがどれほど大変なのか、今の俺では想像も出来ないほどだ。




《個人だけで為せる業ではありません。信仰する者の心を熟知し、相互理解する必要があります。一朝一夕では実現不可能ですが、主様マスターも実現を目指しますか？》




　うーん、どうだろう？

　俺だけの問題じゃないからな……。

　取り敢えず、今は保留にしておこう。

　俺の答えに、シエルさんも納得の様子だ。

　実際問題、色々と便利そうではあるのだが、他にも手付かずのままになっている案件も多いのである。

　しかも、今現在も戦争中とあって、我が国の住民達と向き合うような余裕は流石にないのだ。

　今後の課題という事で、一先ずその件は後回しにしたのだった。





＊






　さてさて、ルミナスが窮地を凌げた理由は判明したのだが、問題が解決した訳ではない。

　むしろ、本番はこれからなのだ。

「──ってな訳で、ダグリュールが寝返った。現在進行形で進軍中だから、遅くとも一週間以内に接敵すると思う」

　俺はルミナスに事実を告げた。

　フェンとかいうダグリュールの弟から何かされたらしく、人が変わったようになったという話だ。

　俺も実際に見た訳ではなくウルティマからの報告で知っただけなのだが、遠目に見たダグリュールは、確かに邪悪な覇気オーラを纏っているように見受けられた。

　そんなダグリュールに付き従う巨人の軍団も禍々しい感じだったので、いざ戦うとなるとかなりの激戦になるだろうと予想されたのだ。

　ジャヒルは前座のようなもので、本命はダグリュールなのである。

　徒歩での進軍だが、あの〝死せる砂漠〟を物ともせずに突き進む様を見れば、ここに到達するまで時間はそうかからないはずだ。

　正直言って、ダグリュールが離反したのは痛い。

　その可能性も想定してはいたけど、いざ現実のものとなってしまうと、厄介すぎて頭が痛いというものだった。

「まあのう、ダグリュールと妾わらわは昔から仲が悪かったからのう。利害関係の不一致も理由じゃが、ダグリュールと神祖は仲が良かったからな」

「おいおい、ジャヒルに続いて、ダグリュールとの不仲の原因も神祖にあるのかよ!?」

「うむ。まあ、終わった話じゃがな」

　ルミナスは気にしたふうもなくそう告げる。

　どうやらそれは、ダグリュールが悪神と呼ばれた時代の話なのだと。だからルミナスは気にしていないようだが、だとしたら逆に、今まさにその恨みを晴らそうとしてダグリュールが動いているような気がするよね……。

「そんな訳で、ヤツと正面切っての戦争になるのも、そう驚きではないのじゃ」

　とは言っても、ダグリュールはマジで強いと思う。

　多分だが、俺でも苦戦するレベル──




《フッ、あり得ません》




　──だと思うのだが、シエルさんは違う意見みたいだね。

　まあいい。ここで議論するつもりはないのだ。

　敵を過小評価して負けるような間抜けにはなりたくないから、俺が苦戦するレベルの脅威だと断定して対策を考えておかねばならないのである。




《了解です》




　納得してくれたようで何より。

　それでは早速、どうすべきか考えるとしよう。

　地政学的に見た場合、神聖法皇国ルベリオスは、西側の守りの要となっている。

　ここが落とされた場合、西側諸国への足掛かりが出来る訳で、一気に情勢が傾いてしまうのだ。

　天使の軍勢は飛行が可能だし、どこかで迎撃するという訳にはいかない。幸いだったのは、巨人の軍団の移動手段が徒歩だった事だろう。

　人が歩くよりもよっぽど速くて、軍団魔法レギオンマジックなんかも併用しているからか、平均時速三十キロと通常の軍団では考えられないような速度ではあるが、それでも空から攻められるよりもマシというものだった。

　ダグリュールの拠点である〝聖せい虚きょ〟ダマルガニアから、ここ、聖なる都〝ルーン〟までは、直線距離で二千キロ程度。不毛の大地や死せる砂漠を迂回しない前提でも、移動距離にして三千キロはある。

　単純に計算しても、丸四日以上必要となるはずだ。

　休息なども必要だろうから、普通なら三倍以上の日数がかかるはずなんだが……チラッと目撃した進軍光景を思い出す限り、休まずやって来そうな気配があった。

　取り敢えず、監視魔法〝神之瞳アルゴス〟で監視は続けている。変化があれば把握出来るはずだが──




《監視魔法〝神之瞳アルゴス〟を誤魔化すのは簡単です。用心深い敵であれば、対策を行っている可能性を否定出来ません》




　やっぱり、そうだよね。

〝神之瞳アルゴス〟は現地の様子をリアルタイムで見る為の魔法だから、そこの光景に細工がされてしまっても確かめようがないのである。

　当然俺も、見られている前提で対策している。なので、敵が同じような魔法を操れるのなら、何らかの対策をしていると考えておくべきなのだ。

　勿論、俺が心配し過ぎなだけかも知れないが……どちらにせよ、油断は禁物なのは間違いなかった。

　心配事は他にもある。

　ジャヒルを迎撃出来たという話だが、それも額面通りに受け取ってはいけないと思うのだ。ダグリュールを寝返らせる事も作戦の目的だったのだから、ルミナスを討つなら挟撃するのがセオリーだと思うんだよね。

　そうしなかったのは、恐らくはジャヒルの暴走だったからだろうと思われる。

　ルミナスとも因縁があるみたいだし、何か思惑があったのかもだけど、話を聞く限りではジャヒルの暴走、つまりは敵の指揮系統に混乱がありそうだと俺は睨んでいた。

　ルミナスの保有戦力はかなりのものだが、西から攻め寄る巨人の軍団と天空より襲い来る天使の軍団に挟撃されてしまえば、為す術もなく蹂躙される未来が予想出来た。

　敵がそうしなかった時点で、一貫性がないように思えるのだ。

　ともかく、俺もこうして間に合った訳だし、ダグリュール軍が到着する前にこちらの迎撃態勢を完璧にしておきたいところであった。

　それで、どれくらい余裕があるかだが。

「このまま行軍速度を維持するという条件での予想だが、ダグリュール達が到着するまで最短でも四日だ。ヒナタ達も近日中には戻って来るだろうけど、決戦にはギリギリ間に合うかどうか、ってとこだな」

「ふむ。最悪、ヒナタだけでも今直ぐ呼び戻しておきたいが……」

「イングラシア王都での後始末を任せて、俺だけ急いで来たからね。各国要人の護衛もあるし、引継ぎを終わらせるまでは難しいと思う」

　ヒナタだけではなく、聖騎士団クルセイダーズを呼び戻すのも考え物だ。

　イングラシアにはマサユキがいるから、いまだに安全が確保された訳ではないのである。フェルドウェイを退けたという話だが、次は本格的に集中攻撃を受けるかも知れないのだし。

　まあ、マサユキにはヴェルグリンドさんが付いているし、テスタロッサも残したままだ。帝国の将兵達も意外と頼りになるようだし、こちらよりは状況がマシだろうから何かあっても耐えられると思う。

「ふむ、そうじゃな。ヒナタには西方聖教会の代表として赴いてもらっておるのじゃから、無理は言えぬか」

　渋々ながら、ルミナスも納得してくれた。

　ここで身勝手にヒナタを呼び戻してしまえば、聖教会が西側諸国を見捨てたと受け取られかねない。そうなったら、今まで積み上げてきた信用が一気に失われてしまうだろう。

　本当に最悪の状況なら仕方ないかもだが、そうならないように俺が来ているという面もあるのである。

「まあ、ガドラっていう俺の部下も連れて来たから、今頃はアダルマンと防衛について協議してるはずだ。ヒナタほどではないけど頼りになるから、そこまで心配しなくても大丈夫だと思うよ」

　俺がそう言うと、ルミナスが憤慨したようにジト目で睨んできた。

「貴様は能天気過ぎるのじゃ！　ダグリュールの恐ろしさを知らぬから、そのように呑気な事を口に出来るのじゃろうな」

　いやいや、俺だってダグリュールはヤバイと思ってますとも。

　ただ、シエルさんが楽勝モードを漂わせているから、ついつい安心して気が緩んでしまっているだけなのだ。

　能天気と言われるのは心外だが、言い返すと藪蛇になりそうだな。

　俺は大人の態度で文句を飲み込み、これ以上ツッコミを入れられる前に次の話題を口にする。

「それはそれとして、戦力確認を行おうじゃないか」

　俺はそう提案した。

　他国の軍事機密だから、全部が全部正直に教えてもらえるとは思っていない。それでも聞いておかないと、作戦もまともに立てられないのである。

　だから、一番大事な事を聞いてみた。

「ぶっちゃけて聞くけどさ、〝超克者〟って何名いるの？」

　かなり失礼だが、これが一番重要なのだ。

　何しろ、聖騎士団クルセイダーズの隊長達が当てにならないのだから、目ぼしい戦力を把握しておきたいというのが本音なのである。

　ここから先の戦いでは、Ａランク未満の者は戦力にカウントしない方がいい。カレラなんかを見ていたら特にそう思うけど、大規模魔法一発で消し飛ぶような者達は、戦場に連れていかない方がマシだとさえ考えていた。

　実際、神聖法皇国ルベリオスが公表している防衛力として、ルミナス教を信奉する騎士達で構成される神殿騎士団テンプルナイツの主力軍が存在する。

　その数、一万名。

　流石は聖地を守護する騎士団とあって、各国に派遣されている者達よりも格上だ。所属する騎士達の戦闘能力は、最低でも[image: B+]ランクに相当するそうである。

　が、しかし。

　言っちゃあ悪いが、俺からすれば五十歩百歩なのだ。

　人類のカテゴリーで考えれば強いのだが、ダグリュールの前に出たら蹴散らされる未来しか視えない。

　勿論、運用次第ではあるのだが、俺の性格では兵士を単なる数字と割り切れないのである。

　これはゲームではないのだから、犠牲者ゼロを目指すべきだからだ。

　そうなると、戦闘は主力級の者達だけで行い、その他は補助に回ってもらいたいところであった。

　彼等には『結界』維持要員として、聖地を守護する任務を全うして欲しいと思ったのだった。

　ルミナスも、そんな俺の考えを見抜いたようだ。

「有力なのは七名じゃ。妾わらわの影武者に預けておった魔王の軍勢は、ロイ──いや、ルイを頂点たる王に据え、七名の大貴族による支配体制を築いておるのじゃ」

　おお、思ったよりも凄かった。

　ベスターとかと仲良く研究している〝超克者〟さんが、その大貴族の一人だというから驚きだけど。

　ちなみに、その七名にルミナスの執事をしているギュンターさんは含まれていないのだと。

「このギュンターも、神祖の高弟の一人じゃからな。言ってみれば、妾わらわとは姉弟のようなものよ」

「畏れ多い御言葉に御座います。私など、ルミナス様には遠く及びません」

　御茶のお代わりを用意してくれていたギュンターさんを、ルミナスがそう言って紹介してくれた。顔見知りだったし、かなり強いとは思っていたけど、その正体を聞かされて納得である。

　ついでに教えてくれたのだが、ルイも神祖の作品なのだそうだ。作品……と言っていいのかどうか、俺はちょっと疑問に思ったけど。

　作ったが逃亡されて、野生化して暴れ狂っていたらしいからね。ルミナスが討伐して支配下に置くまで、かなりの被害を撒き散らしていたそうだし。

　まあ、大昔の話らしいから、今更どうこう言っても始まらないけど……神祖に関するエピソードとしてはマシな方だと聞かされたので、ルミナスの苦労が偲しのばれるというものだ。

　そんなルイから派生したのが、七大貴族なのだそうだ。だから魔王軍としても、堂に入っていた訳である。

　ともかく、これでルミナス側の戦力は判明した。

　次は俺の番とばかりに、報告を受けたばかりの情報を開示する。

「ウルティマからの情報によると、ダグリュールの戦力は〝縛ばく鎖さ巨きょ神じん団だん〟と言って、三万名からなる巨人族ジャイアントの戦士達だ。個々の戦力だけど、平均して[image: B+]ランク相当。上位者は当たり前のようにＡランクオーバーで、そんなエリート戦士だけでも千名近くいるらしい」

「圧巻じゃな」

　俺の報告に、ルミナスが頷く。

　ここでのルミナスの発言は、〝縛鎖巨神団〟三万名と神殿騎士団テンプルナイツ一万名を比べた訳ではなく、Ａランクオーバーの戦士の数だけを指している。

　ダグリュールがどうして下級戦士まで連れて来たのかは不明だが、重視すべきは数よりも質なんだよね。今まで何度も数の不利を覆してきただけに、これは間違いないと断言出来るのだ。

　で、その質を比較した場合。

　ルミナスの戦力には、本来なら血紅騎士団ブラッディーナイツが四百名弱に加えて聖騎士団クルセイダーズが三百名ほどと、Ａランクオーバーが七百名近く存在していた。ダグリュール側に千名近くいると聞かされても、そこまで驚くべき数字ではなかったはずなのである。

　しかし、この場に聖騎士団クルセイダーズはいないのだから、ルミナス側が圧倒的に不利なのは間違いなかった。

　ここでルミナスが敗北して聖地が落とされた場合、西側諸国が崩壊するのは間違いない。信仰の対象が失われるだけでなく、守護者の存在が消えるのだから、一ヶ月もかからずに蹂躙されつくしてしまうだろう。

　ダグリュールの目的が領土だけなら、破壊行為は手加減されるかも知れない。しかしながら、そこに住まう人達が被害を被るのは免れない訳だし、どのように扱われるかもわかったものではないのだ。

　せっかく俺達の存在が認知されて、これから手を取り合って豊かな文明社会を目指そうという大事な時に、横やりを入れられるなど以ての外だ。

　俺の自堕落な生活を邪魔する者は、何なん人ぴとたりとも許してはならないのである。

　という訳で、ルミナス陣営の敗北は絶対に防がなければならなかった。

　だとすれば、気になるのは今の戦力で足りるのかどうか、だ。

　ダグリュールの強さは未知数。昔、ヴェルドラと喧嘩したほどの剛の者らしいので、舐めてかかるのは危険であった。

　シエルさん的には俺の勝利は間違いないようだが……これから先に何が起きるかわからない以上、俺が戦う事になるかどうかも不明なのだ。

　色々な状況を想定しておく必要があった。

　果たしてルミナスと一騎討ちとなった場合、どちらが勝つかわからないしね。

　ルミナスも大罪系の究極能力アルティメットスキル所持者である以上、簡単に敗北するとも思えないけれど……大将同士が戦うのは、なるべくなら避けるが吉だ。

　俺がいるなら気にしなくてもいいが、ここは副官級の者達の強さを把握しておくべきだろう。





＊






　魔王の中でも最大派閥と言われるルミナスとダグリュールだが、総合戦力はほぼ互角だと思われる。だからダグリュールも迂闊に動かなかったのだろうが、こうなってしまった今、副官や幹部級の強さが勝敗を決めるはずだ。

　ルミナス側には、ギュンターさんとルイ、それに七名の大貴族がいる。

　そして当然、ダグリュール側にも強者がいた。

　フェン、グラソードといったダグリュールの弟達は言うまでもない。

　そんな超級覚醒者ミリオンクラスの強者には一歩劣るものの、魔王種相当と思われるような者達が存在していると聞いていた。

　それが、〝縛鎖巨神団〟の上級闘士の中でも最強格である、五大闘将だ。

　そして、その代表として有名な──

「フェンが復活したのは厄介じゃな。これでダグリュールも古いにしえの悪神に逆戻りじゃろうし、〝四よつ腕わん〟のバサラも目覚めるじゃろう」

　──そう、その〝四よつ腕わん〟のバサラとやらが、〝縛鎖巨神団〟の副長なのだと。もう一人の副長であるグラソードに匹敵する強さらしいから、超級覚醒者ミリオンクラスなのは間違いないだろう。

　それにしても、ルミナスの勢力といい、ダグリュールの陣営といい、隠れた強者が多過ぎる。

　カリオンやフレイが可愛く思えるような猛者を配下にしているとか、魔王間のバランスはどうなっているんだと問い詰めたい気分であった。

　思わず憤慨してそう愚痴ると、事もなげにルミナスが答えてくれた。

「当然であろう？　何しろ妾わらわ達は、大昔から魔王をやっておるのじゃぞ。強大な力を持つ者を取り込み、勢力を拡大させてきたのじゃ。むしろ、新参魔王としては、カリオンやフレイは見所があった方じゃな」

　という、実に上から目線の論評であった。

　しかし実際、この大昔からという言葉には説得力があった。何しろルミナスやダグリュールは、千年や二千年というスパンではなく、それこそ数千年単位、下手すれば万年単位で生きている存在なのである。

　百年や二百年では魔王種には至れても、超級覚醒者ミリオンクラスにまで到達するなど滅多にない事なのだと。そう言われたら、返す言葉もないというものだった。

「そういう意味で言えば、貴様が異常なのじゃ！　貴様は配下として、一体何名の超級覚醒者ミリオンクラスを抱え込んでおるのじゃ？　この瞬きするほどの短期間でそれだけの者が集うなど、どういうカラクリなのか妾わらわの方が聞きたいくらいじゃ!!」

　思わず「うっ!?」っとなってしまった俺である。

　どうしてこうなったのか、俺も解せぬ思いだし、聞かれても答えなんて見つからないのだ。

　この話をこれ以上続けるのは、俺にとって都合が悪そうだ。

　だから俺は、その話を誤魔化すように、さっきから気になっていた事をルミナスに聞いてみることにした。

「それはそうと、ダグリュールの陣営についてやけに詳しいけど、フェンの事とかも知っていたのかルミナス？」

　ルミナスは呆れたような視線を俺に向けたが、俺の誘いに乗ってくれた。

「ん？　当然じゃな。妾わらわが生まれた頃には既に封印されておったが、その被害の爪痕は残っておったからのう。神祖から楽しそうに、当時の話を聞かされたものじゃ。それに、そのフェンが原因で、キサラとバサラの姉弟を神祖が生み出したのじゃからな」

　ルミナスが言うには、キサラとバサラの二人は神祖がダグリュール達〝真なる巨人〟を参考にして創造した、巨人族ジャイアントの始祖なのだと。双子として誕生したせいで、どっちが姉か兄かで言い争う仲だったらしいが、その姉弟喧嘩は凄まじく、当時の被害は相当なものだったのだそうだ。

　突き詰めれば『全ての災厄の元は神祖に辿り着く』というのがルミナスの言い分だった。

　そんな状況が落ち着いたのは、キサラとバサラがダグリュールに喧嘩を売って敗北し、舎弟になったかららしい。

「まさに、毒を以て毒を制すじゃが、ダグリュールの勢力が拡大したのは面白くなかったわ」

　との事らしく、それ以降はルミナス達との勢力争いへと変化していったようだ。

　そんな状況が変化したのは、ダグリュールとキサラが結婚したからだ。所帯を持てば落ち着くと昔からよく言われているが、まさにそんな感じだったらしい。

　そんなこんなで平和な時代がしばらく続いたようだが、それも次なる戦争に向けた準備期間でしかなく……平和と戦争が百年単位で繰り返されたりしたのだそうだ。

　まあ、俺はそんな歴史に興味がないから、巻きで説明してもらった。




　ダグリュールの妃だったキサラだが、出産と同時に亡くなったのだと。

　双子の姉の死にバサラは荒れたそうだが、喧嘩するほど仲が良かったんだろうね。まあ、想像だけど。

　荒れたバサラは、ダグリュールによって謹慎させられた。強制的に眠りに就かされたらしいけど、ほぼ間違いなく目覚めさせられているだろうとルミナスが言う。

　これについては、ウルティマからの報告にも挙がっていた。

『大昔に〝四よつ腕わん〟とかいう厄介な暴れん坊がいたから、どうなっているのか聞いてみたんだけど、どうやらずっと閉じ込めていたみたい。いざとなったら出動させるって、オジサンが言ってました』

　という話だったので、ほぼ間違いなく今回は敵として登場するはずだ。

　ウルティマが厄介だと言うほどだから、相当なのだろう。

　で、そんなバサラを筆頭とした集団が五大闘将なのだが、これは毎年行われる腕試し大会によって決められるのだと。

　と言っても、巨人族ジャイアントの寿命は平均して五百年くらいなので、千年以上の寿命を有する古の巨人達──上級闘士からしか選出されないみたいだけどね。

　若い巨人が先祖返りする事もあるようで、これはダマルガニアにおける国威発揚を兼ねた恒例行事になっているのだそうだ。

　そんな訳で、五大闘将は頭一つ抜けた存在ではあるが、筆頭のバサラほどの脅威ではない。三獣士の皆さんや、双翼の二人よりも格下だと考えて間違いないだろう。

　つまりは、ルミナス配下の七大貴族の方が強いのだ。

　ここで双方の戦力をまとめてみる。

　まず、ルミナス側だが──

　ギュンターとルイが超級覚醒者ミリオンクラスで、存在値は百万強といった感じ。

　七大貴族は魔王種相当で、二十万から六十万くらいの存在値を誇っている。個体差がある感じだね。

　これに表の戦力として〝七曜の老師〟とかいたのだが、悲しい事件のせいで全滅してしまっている。人類の英雄クラスを再補填する時間などなかった訳で、将来的には今の聖騎士達から再構成される予定との事だった。

　とまあ、こんな感じだ。

　続いてダグリュール側だが──

　グラソードとフェンという、ダグリュールの弟達。

　グラソードの存在値は二百万弱と聞いているし、フェンに至ってはダグリュールよりも上。馬鹿げた強さを誇っているみたいだ。

　で、さっき話題に出したバサラが、グラソードより若干劣って百万強。ギュンター達とほぼ互角という感じだった。

　残る五大闘将の存在値は、十五万から三十万という感じらしい。今の三獣士にも劣る脅威度ではあるが、問題は上級闘士は他にもいるという点だ。

　総数が百名近いのだが、最低でも存在値が十万を超えていて、上は十五万近くに達するらしい。

　毎年の大会で入れ替わりがあるのだから、当然といえば当然の話だ。しかし、それだけの強者が百名近くもいるというのは、正直言って無視出来ない脅威であった。

　数より質と思っているが、最低ラインを超えて数を集められると面倒なのだ。それこそヴェルグリンドさんみたいに鎧袖一触にしてしまえば話は早いけど、ダグリュールがそれを許してくれるとは思えないし……。

「数を脅威に思ったのは久々だね」

「まあのう、アヤツとはずっと犬猿の仲じゃったが、全面戦争になれば妾わらわが不利であろうと思っておったからな。それなりに準備を進めておったが、どこぞのスライムに大きく戦力を削られてしまった故のう」

「ちょ、おい！　それはもう終わった話だろうが！」

　などと言い合いをしても、問題の解決には繋がらなかった。

　こうなると、我が魔国連邦テンペストから援軍を出すしかないのだが──と思ったところで、シオンが満面の笑みで会話に参加してきたのである。

「フッフッフ、リムル様。ダグリュールなど恐るるに足りません！」

　そう言い放って、シオンが立つ。そして、扉の向こう側に向けて声をかけた。

「お前達、入って来るがいい」

　シオンに呼ばれて入室してきたのは、緊張した様子の男達だった。

　あれ、コイツ等って……。

「お久しぶりで御座います！　ダグラです！」

「リューラです」

「デブラでやんす！」

　シオンに預けたまま思いっきり忘れていたけど、ダグリュールの息子達だった。

　というか、本当は頭の片隅にはあったのだが、急にダグリュールと敵対関係になってしまったから、コイツ等の扱いをどうすべきか全く考えていなかったよ……。

「うん、久しぶり。元気そうで何よりだけど、お前達も今の状況は知っているのかな？」

　ダグリュールの所に戻りたいというのなら、捕虜にはせずに送り出してやるべきだろう。

　正直、コイツ等は個々人が下手な魔王種より強いから、敵の戦力になるのは面倒なんだけど……捕虜にしたらしたで見張りに戦力を割かねばならないから、余計な混乱を招きかねないのだ。

　無抵抗の相手を殺してしまうのは論外だし、他に良案もない。ラミリスの迷宮内に隔離するという手もなくはないのだが、それはそれでラミリス達の負担が増えそうだから止めておく方が無難だった。

　俺はそんなふうに考えを巡らせつつ、三人からの返答を待った。

　すると、予想外の答えが返ってきたのである。

「勿論ですぜ。親父が寝返ったそうで、お恥ずかしい限りです」

「我々もフェンの叔父貴の話は、寝物語に聞かされちゃいたんですがね、まさかこの御時世に復活するとは思ってもみませんでした」

「ふぇっふぇっ、極悪非道で、親父と互角だったらしいでやんす」

　意外にも、俺達よりの発言だったのだ。

　だから俺は聞いてみる事にした。

「えっと、父親と戦争する事になるんだけど、大丈夫なのか？」

「そうですね。不安があるっちゃありますが、それよりも今は、自分達がどれだけ強くなったか試したい気持ちの方が上ですよ」

「兄貴の言う通りでさあ。我々はシオン様によって、日々鍛えられているんです。心身の鍛錬と美味い飯。それに、切磋琢磨する仲間達までいる。この環境を壊そうとするヤツを倒すのが、俺達が力を得た理由ってもんでしょう！」

「ふぇっふぇっ、むしろ訓練の成果を披露出来るってんで、皆で喜んでいるくらいでやんす。オイラもこの力を振るって、叔父貴達をぶっ飛ばしてやるでやんすよ!!」

　と、三人が口々に力説してくれた。

　どうやらそれは本心みたいで、ダグリュール達と戦う気満々みたいだったのである。

　シオンを見ると、それが当然という顔で満足そうに頷いている。

「えっと……」

　さて、どうしたものだろう。

　果たして、この三名を戦争に駆り出してもいいものだろうか？




《問題無いかと考えます》




　どうしたものかと悩む俺に、間かん髪はつをいれずにシエルさんが答えてくれた。

　だけどさ、コイツ等が裏切る可能性は？

　俺だってコイツ等の言葉が本心だと思っているけど、もしもそれがフェイクだった場合、味方を危険に晒す事になる。他の者達だって、敵将の息子達と一緒に戦えるかとなると、嫌な顔をする者だっているはずだった。

　しかし、シエルさんの態度は揺るがない。




《その可能性はかなり低いと考えられます。何故ならば──》




　その答えを聞くまでもなかった。

　部屋の扉が開いて、シオンの部下達がなだれ込んで来たのだ。

　そして、いかつい顔の兄ちゃんが、真っ先に俺に向かって意見を述べた。

「リムル様、オラ達はダグっち達を信じてるダス！」

　あれ、ゴブゾウ……？

　精悍な顔付きに変わってたから見間違えてしまった。

　面影はそのままだが、気合が違っている。そしてその言葉は、ダグラ達を信じるというものだった。

　ゴブゾウだけではない。

　シオンの配下である〝紫克衆ヨミガエリ〟が、口々にダグラ達を擁護し始めたのである。

　それはまさに、心から彼等を信じている証拠だった。

　というか、どうやら俺がダグラ達を処分、ないしは監禁するとでも思っていたらしい。

　心外である。

　合理的な考え方をする俺だが、流石に敵になるかもしれないという不安だけでは、いきなり命を奪ったりしないっての……。

「リムル様！　このように、我等の結束は盤石です。柔な鍛え方などしておりませんので、多少の事では動じたりしないのです!!」

　ダグリュールの息子達を預かる者としての責任を感じていたのか、シオン自身も、俺を真っ直ぐに見つめて進言してきた。

　もうそれだけで十分だったのだが、ここでルミナスからも驚きの発言が飛び出したのである。

「リムルよ、正直に言えば妾わらわとて、ダグリュールの息子達を始末してしまいたい気持ちはある」

　いや、俺にはそんな気持ちはないんですけど……と言いかけたが、それより早くルミナスが言葉を続けた。

「じゃがな、その者共は信じても良かろう」

　ダグリュールと犬猿の仲だと自称するほどなのに、まさかの擁護である。

　どうしてそういう考えに至ったのか、詳しく理由を聞いてみた。

　するとルミナスは、苦々しい表情で教えてくれたのだ。

「シオンの料理の改善じゃがな、その者共の協力あってこそなのじゃ」

「と、言いますと？」

「誰が味見をしたと思うておる。妾わらわは嫌じゃったが、好奇心旺盛な者はどこにでも居ってな。七大貴族の一人が愚かにも名乗り出て、ひと月ほど寝込む羽目になりおったのよ」

　アンデッドなら死なないから大丈夫だろう、というのは早計だったらしい。

　バカじゃねーの、そいつ……と思ったが、口に出すのは躊躇ためらわれた。なんせ、いつの時代もそういう挑戦者のお陰で、素晴らしい発明や発見がもたらされるものだからだ。

　ウニやナマコを最初に食べた人って、凄いと思うんだ。強制的にゲテモノを食べさせるとか、そういう量刑もあったとの話だけど、後の美食に途轍もなく貢献している行動だと思う。

　そう考えるとむしろ、その貴族さんは勇気ある行動だったとさえ言えるだろう。

　という事で、俺は軽く頷きルミナスに続きを促したのだ。

「それ以降、誰もが味見を嫌がったのじゃが、そこに名乗り出たのがその者達よ。その漢気に皆が感動し、妾わらわの配下もダグラ達を認めざるを得なかったという訳じゃな」

　なるほど、そうだったんだ。

　シオンの料理が上達した陰には、やはり想像を絶する苦難の物語が隠されていたようだ。

　ちなみに、アダルマンなんかは「食事が出来ない事に感謝するとは思わなかった」という名言まで残したそうで、本当、皆さんありがとうと、心の底から感謝していたのだった。

「まあ、姐さんの手料理が食えるとあっちゃあ、その役目は俺達にこそ相応しいってもんでしょう」

「兄貴の言う通りですぜ」

「御褒美でやんす！」

　うん。

　この三名がオカシイだけかもしれない。

　だがまあ、結果よければ全て良しというもので、ダグラ達が不協和音にならずに済むのなら、遠慮なく戦力として頑張ってもらえるというものだった。

「それじゃあ、俺かルミナスがダグリュールの相手をするって事で、フェンの相手はシオン達に任せようかな」

「フンッ！　ダグリュールの相手は妾わらわに任せよ。正直に言えばちと厳しいが、時間稼ぎくらいならば容易いからのう」

　ルミナス的には、ダグリュールに勝てるとは思っていない様子だった。

　つまり戦略的には、ルミナスがダグリュールを押さえ込んでいる間に、その他の敵幹部勢を倒してしまって、全員で勝負を挑むという流れになる。

　ならば、フェンの相手を俺がすれば、戦力的にはこちらに余裕がありそうだった。

「よし、それじゃあ──」

　その時だった。

　俺が「勝ち筋が見えたな」と口にしようとするのを遮るように、事態が風雲急を告げたのである。
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　その知らせは、ラミリスからの緊急思念伝達によってもたらされた。

『ちょっとリムル、大変なのよさ！』

『お前ねえ、いつも大変大変って、俺だって色々と大変なんだよ？』

　と、軽く流そうとしたのだが、今回は本当に大変だったのである。

『冗談を言ってる場合じゃないのよさ！　あのね、ミリムのとこと、連絡が途絶えたの。直ぐに調査するように命じたんだけど、何だか嫌な予感がするんだってば!!』

　ラミリス曰く。

　つい先程、ゴブタ達が帰還してゼラヌス撃退に成功したと報告したらしい。

　だが、問題はその直後に起きた。突如、戦況を監視していた映像が映らなくなってしまったのだと。

　幸いだったのは、現地と〝転移門〟が繋がったままだった事だ。

　急遽ゴブタ達には調査に戻ってもらい、ラミリスはラミリスで俺に連絡してきたとの話だった。

『ヤバイな』

『だからそう言ってるじゃない！』

　やれやれ、落ち着く暇もないとはこの事だ。

　ミリムに何かあるとは思えないが、映像妨害には心当たりがある。




《ヴェルザードですね》




　シエルさんも俺と同意見か。

　なら、ほぼ間違いないと判断してよさそうだ。

『ゴブタ達には無理しないように伝えてくれ。俺も直ぐに戻るから』

　俺はラミリスにそう伝えて、話を終えた。

　そして、ルミナスへと向き直る。

「悪い。ちょっと緊急事態が発生した」

「何があったのじゃ？」

「多分だけど、ミリムとヴェルザードさんが戦いになったと思われる。ギィにも連絡しなきゃだし、俺は一旦戻る事にするよ」

　俺がそう伝えると、ルミナスが鷹揚に頷いた。

「わかった。こちらはこちらでダグリュールに備える故、心配するでない」

「その通りです！　私達だけでも、巨人共を成敗して御覧に入れましょう!!」

　俺の不安を和らげるように、大丈夫だと話すルミナス。

　そしてシオンまでも、自分達だけで問題ないと豪語したのだ。

　その言葉を鵜呑みには出来ないが、対策を練るまでの少しの時間ならば任せられそうだった。

「それじゃあ、俺は戻るよ」

「ええ、後はお任せ下さい！」

　そうだ、思い出した。

　可能性の話だが、これも言っておかないと。

「ルミナス、一応言っておくけど、四日という猶予は過信しない方がいいぞ」

　ダグリュール軍の到達予想時間は、最短で四日だ。

　しかしそれは、あくまでも今の行軍速度を維持したら、の話である。

　俺みたいに軍を丸ごと転移させられるヤツがいるかもしれないので、そこは警戒しておく必要があるだろう。

「ふむ、そうよな。妾わらわもその可能性は視野に入れておったわ。現に、貴様には可能なのじゃからな。こちらに出来る事が敵に出来ないと考えるのは、指揮官としては怠慢であろうよ」

　ああ、ちゃんと理解してくれていたみたいだ。

　ならばもう、俺から言う事はない。

　いざとなれば援護に駆け付けられるのだから、重要案件から対処を行うとしよう。

「それじゃあ、気を付けて」

「貴様もな」

　俺とルミナスは頷き合った。

「御武運を、リムル様！」

　そんなふうにシオン達から背中を押されて、俺は再び魔国連邦テンペストへと戻る事になったのだった。
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　俺は帰還するなり、速やかに〝管制室〟へと直行した。

　そして、驚愕の光景を目の当たりにする事になった。

　不味い……。

　非常に、不味い。

　大スクリーンに映し出された映像では、激怒して理性を失ったミリムが、異形の姿へと変身して大暴れしていたのだ。

　その相手はヴェルザード。

　微笑みを浮かべた妖艶な美女だが、〝本当の意味で破壊の暴君デストロイ〟と化したミリムを相手に一歩も退かず、互角の戦いを演じている。

　どっちもどっち。

　正真正銘、神々の戦いの再来だった。

「どうなってんの、これ？」

　思わずそう呟くと、間かん髪はつをいれずにラミリスが答えてくれた。

「ゴブタに撮影してもらってるのよさ！」

　いや、俺が聞きたいのはそういう事じゃなくて……。

「状況がどうなってるのか聞いてるんだよ！」

「あっ、そっちね。見ての通り、最悪なのよさ！」

　うむ、ラミリスが全く役に立たないというのが理解出来たぞっと。

　呆れて溜息を吐いた俺に説明してくれたのは、司令官用の豪華な座席から立ち上がって出迎えてくれたベニマルだった。

「ゼラヌス撃退に沸き立っていたのですが、突如、連絡が途絶しましてね。戻ったばかりのゴブタに偵察に向かってもらったんですよ。で、現地でヴェルザード様とミリム様が戦闘状態にあると確認されたんです」

　実に要領良く、ベニマルが話してくれた。

　一番気になる現地の様子だが、生存者は不明とのこと。

　戦場は一面真っ白な氷の世界に閉ざされ、生命反応はゼロだったのだと。

　これは、ゴブタと一緒だったランガが、『風操作』で匂い粒子なんかを採取しようとして状況を把握してくれたのだそうだ。

　結論、一切の匂いが消えていた。

　つまり、視覚情報では氷の彫像と化した者達が見えていたが、戦場全てが同じ状況になっていると考えて間違いないようだった。

「その、氷の彫像にされた者を調べたいところでしたが、ランガに守られているゴブタでさえ、近寄るのは困難、というか不可能だったみたいです」

「そんなにヤバイのか？」

「はい。この映像も、接近可能な最大距離から撮影したものです。ゴブタが泣き言を言ってましたが、心を鬼にして頑張ってもらっているんです」

　ベニマルの場合は心だけじゃなく、マジもんの鬼だとは思うけど、そんな軽口を言っている場合ではなさそうだ。

　あの地にはまだ、カレラやその部下達も残ったままなのだが、俺とも『思念伝達』が通じない。俺達は〝魂の回廊〟で繋がっているはずなのに、だ。

　戦場にいる全員が生死不明。これは確かに、とんでもなく最悪の事態である。

　カレラ達が死んだとは思いたくなかった。

　それにあの地には、カリオンやフレイさん達もいたはずだ。

　超級覚醒者ミリオンクラスが何名もいて、何も出来ずに短時間で全滅など考えられない。何か緊急事態に陥ったなら、時間稼ぎに徹するように取り決めてあったんだし。

　それなのに、この状況。

　映像ではハッキリしなかったが、どうやらミリムは暴走しているように見えた。通常の比ではないレベルの力を解き放って、ヴェルザードと大立ち回りを演じているようだったし……。

　そうなった原因が何なのかと考えてみると……。

　嫌な想像が脳裏から離れない。

　だが、だからといってそれに囚われていても、何の解決にもならないのである。

　ラミリスが完全にテンパってしまったのも仕方ないが、俺までそうなってはおしまいだ。

　戦場はきっと、とんでもない事になっているのだろう。そう割り切って、思考を切り替えた。

　ではどうするのか？

　ここで慌てても意味はない。

　こういう時は、今の自分に何が出来るのかを考えるべきなのだ。

　冷静に、心を落ち着かせて。一つ一つ対策を思い浮かべて、出来るものから対処していかねばならないのである。

「残っている迷宮十傑も全員召集。これ以上は危険だろうから、ゴブタ達も帰還させるように」

「ですが……」

「ミリムとヴェルザードさんの戦いが、そう簡単に決着がつくとは思えない。暴走状態になったミリムを相手に出来るのは、現状だと俺とヴェルドラくらいだろ？」

　正直、俺だって嫌だけどね。

　大体さ、ミリムが本気で暴れたら、一体誰が止められるというのか。

　大昔、ギィと激突し、その時になんやかんやあってラミリスが仲裁したらしいけど……今のラミリスにはとても期待出来ない話である。

　だが、もしかしてというゼロに近い可能性に期待して──

「おい、ラミリス……一応質問なんだけど、俺がヴェルザードさんを抑えている間に、ミリムを正気に戻せるか？」

「ちょっ！　アンタ、アタシに死ねって言ってるわけ!?」

　やはりな。

　この対応策は無理だと思っていたし、最初から期待もしていなかったけど、こうして確証が得られた訳だ。

　ちびっ子になったラミリスには、土台無理な話だったようである。

「いや、無理だろうとは思っていたけどね。しかし、まさかミリムを暴走させる作戦で来るとはね……」

　そう呟き、溜息を吐く。

　ベニマル達が忙しなく幹部を集めてくれている間に、次の手立てを考えねばなるまい。

　正直、予想外だった。

　自分達の仲間から裏切り者が出ただけでも最悪なのに、それを上回るような災難が待っているとはね。

　いや、有効な手段だというのは重々承知していたが、まさかこんな手で来るとは思わないじゃないか……。




《……ミリムが本気で暴走すれば、世界が崩壊する可能性があります。これは、敵味方関係のない禁断の策であり、これを平然と実行する覚悟があるとなれば、より深刻な事態に備える必要がありそうです》




　……というと？




《滅めっ界かい竜りゅうイヴァラージェを解き放つ、などが最有力候補として考えられますが、その他にも危険な手段を警戒しておくべきかと》




　つまり、ルール無用の何でもあり、ってか。

　マジで最悪だな。

　暴走状態のミリムをどう正気に戻すかだけでも難問なのに、それを邪魔する相手がヴェルザードさんとか。ヴェルドラに頼もうかとも思ったが、ヴェルザードさんの姿が映像に映った時点で、挙動不審になって何やら用事を思い出したとか言って逃げ出したそうだし。

　肝心な時には頼れないんだよね、アイツ……。

　まあ、それは俺も同じなので、文句は言えないな。

　逃げ出せるものなら、全力疾走で逃げ出している。

　しかし、それは大袈裟でも何でもなく、人類の破滅を意味していた。

　正直、困るんだよね。

　俺一人だけ生き残ったって、そんなの何の意味もないではないか。

　そんな未来を許容するくらいなら、全力で抗う方がまだマシというものだった。

　泣き言を言うのはもうオシマイだ。

　ここからは本気で対策を考えようと、俺は心のスイッチを切り替えたのだった。
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　幹部達が集まる前に、もう一つ用事を済ませておく事にした。

　それは、強力な助っ人を召喚する事である。

『──ってな訳で、至急応援を要請する』

『了解ですわ、リムル様！　ギィ様は乗り気ではない御様子でしたが、ここはこの私、レインの交渉術にお任せ下さいませ』

　そう、俺が呼び出そうとしているのはギィだった。

　ぶっちゃけ、俺一人がどれだけ頑張ったって、ヴェルザードとミリムを同時に相手にするなど不可能だ。

　精神論では戦争に勝てないのである。

　俺は勝てない喧嘩などするつもりはないし、やるしかないなら、勝率を少しでも高める努力を惜しむつもりはないのだった。

　で、ギィに『思念伝達』を繋げようとしたのだが、拒否された。

　ヴェルザードとミリムの戦いを察知して、嫌になったのか？

　いや、違うだろうな。

　ギィはヴェルドラと違って、自分の為すべき事を理解しているヤツだから。

　つまり、この事態よりももっとヤバイ脅威が控えていると、そう考えているのだろう。

　シエルさんとギィが同じ結論というのが、俺の気持ちを憂鬱にさせた。

　問題は山積みだ。

　ギィを巻き込んだとしても、ヴェルザードさんの相手は任せられるが、ミリムの相手は必然的に俺になる。そこまでの道筋が見えても、その先がノープランなのが不安の原因だった。

　戦うだけなら何とかなる。

　が、しかし。

　地上どころか、この星に影響を及ぼさないようにミリムの相手が出来るかというと、今の俺では難しいだろう。

　多分、死なないようにするだけで精一杯だと思われた。

　まあ、死んでしまったとしてもヴェルドラがいる限り復活可能なのだが、俺がリタイアしてしまったらギィの負担が増えるので、結局はアウトになっちゃうんだよね。

　ギィがいくら強くても、あの二人を同時に相手するのは無理ゲーだと思うし。そもそも、上手く相手しないと星そのものが破壊されてしまいそうだし……。

　どう考えてもヤバイ。

　これに加えてフェルドウェイやイヴァラージェとか……、せっかくミカエルを倒したというのに次から次へと難問が発生し過ぎというものだった。

　さてさて、本気で対策を考えようとしても、嫌な想像ばかりが脳裏を埋め尽くしてしまうな。

　そんなふうに俺が思い悩んでいると、レインからの返事が届いた。

『リムル様、バッチリです！　ギィ様も、私のお願いならと快く──』

『おい、リムル。どうしてテメーが、ウチのレインをパシリに使ってやがるんだ？』

　うっ!?

　レインからの『思念伝達』に割り込んできたのは、言うまでもなくギィだった。

　俺とレインが仲良くしているのが解せぬようだが、これには勿論理由がある。

　俺はレインの画家としての才能を見抜き、私用で色々なお願いをするようになっていた。

　レインもそれに快く応えてくれて、今では俺のお抱え画家とでもいうべき立場を確立しているのである。

　もっと具体的に言うと、俺がパトロンとなって、レインの才能を開花させていたのだよ。

　どうしてこういう関係になったのかと言えば、あれはそう……レオンの城での会談の後の話──

　ディアブロから没収した絵とやらを、俺も見せてもらった訳だ。

　すると、レインが描いたという絵画は、とても素晴らしいものだったのである。

　まるで写真のように……。

　レインが描いた絵画は、モデルがいなくても想像の翼を広げるだけで、いくつもの表情を描き出していた。

　そんな中には、そう！

　裸体なんかもあった訳だ。

　俺としては、当然ながら興味がある。

　勿論、芸術的観点からですけどね。

　美を追求する心には限界などなく、俺の要望は止とどまるところを知らないのだよ。

　そこにやましい感情など一切なく、ただただ〝美〟を追求する者としての知的好奇心から、ついつい訊ねてしまったのだ。

　レインってさ、モデルがいなくても裸体を描けたりするの？　ってね。

　するとレインは、俺の純粋な質問にこう答えた。

　高いですよ、と。

　出来るか出来ないかではなく、高い。

　俺はそっと、金貨の詰まった袋を差し出したさ。

　するとレインは、眉一つ動かさずにスッと、それを懐に仕舞い込んだ。その上で、平然とした態度を崩さず「悪魔に金貨とかナンセンスです。でも、私はリムル様を尊敬しておりますし……」などとのたまったのである。

　俺は思ったね。

　これは高度な心理戦が始まったぞ、と。

　だから、それとなく「何が望みだ？」と聞いた訳だ。




《……全然高度ではありませんでしたし、それとなく、でもありませんでした。むしろ、直球──》




　ま、まあ、外野の突っ込みは野暮なので無視して話をすすめると、レインの答えはこうだった。

　私、ポイント、っていうものに興味があるんです──と、純粋な瞳で俺を見つめるようにして訴えかけてきたのである。

　そこからの懐柔は簡単だった、と言っておこう。

　俺は色々と個人的にレインと打ち合わせを行った。その上でレインのパトロンとなって、彼女の芸術活動を支援するようになったのである。

　シエルさんが脳内保存を実行してくれたら、ここまで熱意を感じる事もなかったかも知れない。しかし、肝心な時に非協力的なので、俺としてはレインの絵画に活路を見出したという感じ。




《……ち》




　ん？

　何か舌打ちらしきものが聞こえたような気がしたけど……いやいや、きっと気のせいだな。

　ちょっと疲れているから、そんな幻聴が聞こえたのだろう。

　だって、俺には後ろめたい気持ちなんてないからね。




《裸体をモチーフにしているものが多いというのも解せませんが──》




　い、いやだなあ、シエルさんてば!?

　シエルさんに分からないことなんて、この世にある訳ないじゃないか。

　なので多分、それはきっと気のせいさ！

　という事で、この話は終わり!!

　こうして俺とレインの関係は親密なものとなり、今では外部の協力者として、俺の意のままに動いてくれるようになったのだ。

　そうとは知らぬギィが不審に思うのも当然なのだが、俺がいちいち説明してやる義理はないのである。

　だから俺は、堂々とこう返すのだ。

『今はそれどころじゃないだろ！　緊急事態なんだから、今すぐこっちに来てくれ。大至急でね!!』

　そう言って、俺はギィとの『思念伝達』を終えたのだった。




　レインに頼んでいるヒナタをモデルにした絵画だって、まだ完成していない。それを見る前にこの世界が壊されるなど、断じて許される話ではないのだ。

　俺は今一度、何としてもこの危機を乗り越えるのだと、心に強く誓ったのである。
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　俺がベニマルに命じてから五分以内に、全員が集まった。

　ベニマルは指揮官として堂々と──ディアブロは、先刻までの疲労など微塵も感じさせぬほど平然として参加している。

　危険だからと偵察から呼び戻したばかりのゴブタは、席に着いて震えていた。休んでいてもいいのだが、意外と責任感の強いヤツなのだ。

　ちなみに、ランガは俺の影の中に退避済みであった。ちゃっかりしてるけど、そういうところも可愛いと思う今日この頃なのである。大変な目にあったのだし、ゆっくりと休んでもらいたい。

　実際、ゲルドは重傷により緊急治療中。大きな怪我などはなくなっているものの、回復薬などでは追いつかぬほど消耗しているので、滅多に利用されぬ保養施設に運び込まれているのだった。

　ゲルドに付き添っていたガビルも、シュナの判断で緊急入院となっていた。

　こちらも見た目以上に消耗が激しく、ピンピンして見えて死ぬ寸前ともいえるような状況だったらしい。

　回復薬の思わぬ落とし穴で、怪我がないから元気に見えてしまうのだ。

　魔物にとっての魔素は、生命力にも等しいものなのである。それを消耗し切ってしまえば、命を失う事態になりかねないのだった。

　俺としては名付けで何度もそういう目に遭っているので、笑い話ではない。会議に参加しようとしていたガビルを、強制的に休ませたのだった。

　他にも、重傷者がいる。

　レオンだ。

　ディアブロが医療施設まで運び込んだ為、命に別状はないとのこと。もう間もなく目を覚ますのではと、シュナから報告されていた。流石に元勇者にして現魔王だけあって、体力の回復速度も凄まじいものがあるようだ。

　目が覚めたら会議に参加して欲しいと思うけど、無理はさせられない。レオンの回復を待つ余裕もないので、残念ながら今回は不参加であった。

　後は、迷宮勢からクマラとゼギオン、それにアピトが参加している。

　アダルマン一行はシオンと一緒にルベリオス防衛戦に参加しているし、ガドラ老師もそれに加わっていた。竜王勢はこういう場合には不参加なので、これで全員が揃ったわけだ。

　ちなみに、ハクロウは子供達の護衛として、修行を続行してもらっている。サーレとグレゴリーの二人も、そのまま残って修行中だった。

　サーレは頭一つ抜けたらしいが、グレゴリーの方は子供達と良い勝負になっているようだ。

　ハクロウを呼ばなかったのは、子供達を不安がらせないようにする為だった。

　クロエは体調不良と偽って俺を助けに来てくれたようだが、今は本当に倒れている。それもあって、ケンヤ達が不安に思わないように配慮しているってわけ。

　どっちにしろ、敵が迷宮に攻め入ってきても大丈夫なように安全な階層に配置している訳だが、それでも万が一などあってはならない。

　そういう意味では、俺の伝達が終わり次第、クマラも子供達に合流してもらう予定なのだった。

　それと、もう一つ理由がある。

　この迷宮には、モミジとアルビスも避難しているのだ。

　その付き添いとして、カエデさんにも来てもらっていた。出産経験があって、妊婦達との面識もあり、文句なしの人材なのである。ベニマルが戦いに専念出来るようにとの配慮なのだが、そんなカエデさんからの強い要望もあって、ベニマルの奥さん達の安全を守る為にもハクロウは護衛に専念してもらっているのだった。

　ってな訳で、これで面子は全員なんだが、これほどまでに数が少ないと不安になるな。

　各地に散っているから仕方ないのだが、カレラの安否も不明だし……かつてない危機感を抱いてしまうのも当たり前と言えば当たり前なのだ。

　ともかく、そういう不安も飲み込んで、俺もベニマルみたいに堂々と振舞わねばならないのだ。

　何かあったら直ぐに連絡が入るように〝管制室〟に隣接する会議室にて、監視を続けながらの話し合いを始める事にした。

　というか、今回は悠長に会議している場合ではないので、俺の独断で作戦を立てるつもりだ。不本意なのだが、今も激戦が繰り広げられており、地上も小刻みに揺れているのである。

　多分、イングラシア王国でも地震が発生しているだろう。

　これが続けば、大陸規模どころか惑星規模での被害が出てしまう。それを未然に防ぐ為にも、今回は我儘を許してもらうつもりなのだった。

　俺の出した結論は、ギィと二人で出向いて何とかするという、行き当たりばったり、ぶっつけ本番のノープランとも言える無謀な作戦だ。

　しかし、頼れる相棒であるシエルさんでさえ、これだという素晴らしい策を見いだせないのだから、これはもう、大人しく諦めるしかないのである。

「みんな、よく集まってくれた」

　そう挨拶して、いきなり本題に入った。

「ミリムへの対処だが、俺が行く」

　俺がそう宣言すると、場に緊張が走った。

　そりゃそうか。大将が自ら動くなんて、本来は下策も下策なのだから。

　俺達の場合はよくある話ではあるのだが、それでも今回のように話し合いすらすっ飛ばすというのは珍しいから、皆も思うところがあるのだろう。

「クフフフフ。それでは、私もリムル様に御お供とも致しましょう」

　ディアブロがそう申し出てくれたのだが──

「いや、お前は確かに強いけど、ミリムを相手に手加減とか出来ないだろ？　もっと相応しい敵が現れると思うから、その時は存分に腕を振るってくれ」

　──そう言って断った。

　誰が何を言おうと、これは決定事項なのだ。ミリムやヴェルザードを相手にするなら、大人数を当てても犠牲者が増えるだけなのである。




《……あのレベルを相手にするとなると、戦力としてカウント出来る者はいませんので》




　と、シエルさんも同意見であった。

　ベニマルやゼギオン、ディアブロでさえも、役に立たないとシエルさんは断言した。可能性としての話だが、死者が出る恐れが非常に高いのだとか。

　ミリムを殺すつもりで挑むならともかく、止めるつもりではそれも有り得るだろう。

　そうなると、俺が頑張るしかないんだよね。

　その上で、わざわざ来てもらったギィに向かって声をかける。

「悪いんだけどさ、ギィには付き合ってもらいたい」

「……あ？」

　ギィに睨まれたが、そんな事で怯む俺ではない。

　危険極まりない仲裁に一人で向かうのに比べれば、ここでギィを説得する方が断然マシであった。

「やっぱ、八星のリーダーはギィさんですし？　ここは新参者としては、頼れる先輩に出張ってもらうしかないかなって──」

　ここで調子よくギィを煽おだてて、巻き込んでしまおうという算段だ。その方が多少なりとも成功確率が上がるっぽいし、ご容赦願いたいものである。

　しかし、ギィは不機嫌そうに俺の言葉を遮った。

「オレを呼びつけた上に、手伝えだと？　テメー、いい度胸じゃねーか」

「いやいやいや、小心者チキンだからこそ、ギィに手伝ってもらいたいと思ってる。おふざけはナシで本気で頼むよ」

　ここで、俺の本心が伝わるように頭を下げてお願いした。

　それを見て、ギィの態度も変わる。

　そして、真面目な調子で本音を語り始めてくれた。

「わかってんのか？　ミリム達の事が心配なのは理解するが──」

　ふむ、やはりギィも、シエルさんと同じような結論を導き出していたようだ。

　ミリムとヴェルザードの戦いを仲裁するよりも、そちらを優先する事案か。考えれば考えるほど憂鬱になるが、今は出来る事から対処すべきという結論は揺るがない。

「イヴァラージェが解き放たれる可能性がある、って話か？　確かにそれも心配だけどさ、その前にこの世界が壊されちゃったら、どっちみち終わりだからな」

　俺はギィの威圧に負けないように、覚悟を示す感じでそう告げた。

「……気付いてたのかよ」

　ギィは面白くなさそうにそう言って、黙って席に座った。

　取り敢えずは、俺の反応を待つ事にしたようだ。

　これ幸いと、俺は話を進める事にする。

「実際のところ、俺にはヴェルザードの目的がわからない。ミリムを本気で怒らせたのも、暴走を引き起こすのが狙いだったとは思えないし」

　暴走させるのは手段であって、その先にヴェルザードは何をどうさせたいのだろう？

　それがわかれば、手の打ちようはあるかも知れないけれど……。

　今は思い悩んでいる時間などない。

　カレラ達を救出する為にも、悩むのは後回しにするしかないのである。

　そう思っていると、ギィがポツリと呟いた。

「多分だが、ヴェルザードはオレの本気が見たいのさ」

「は？」

「アイツの願いは昔から変わっちゃいない。オレと本気で戦って、自分の方が上だと証明したいんだよ」

「えっと……？」

　何を突然言い出すんだと思ってギィを見ると、実に真面目な表情だった。

　どうやら、本気の発言だったらしい。

　だから相手したくなかったのさ──と、ギィが嫌そうにしている。

　そんな痴話喧嘩に巻き込まれて、世界が滅びそうになるなんてね……。

　呆れたが、放置する訳にはいかないのだ。

「それが本当だったとしても、このまま戦いが続けばこの星が砕けてしまいそうだし。止めるしかないだろう」

「オレ達を呼び寄せるのが狙いなんだぜ？　相手しなきゃフェルドウェイの策も不発に終わるだろうし、それが一番いいと思わねーか？」

　ギィが言うには、この星はヴェルダナーヴァの力で創造されている為、砕ける事はないのだという。ただし、ミリムの力はまだまだ上昇するらしく、このまま放置していると魔素による汚染は免れないのだそうだ。

　それでも、星が砕けないだけマシだと思うべきなのかも。

　考えてみれば当然で、カレラが用いたような魔法は、本来なら惑星上で発動させていいような代物ではないのである。この世界だったからこそ、あそこまでぶっ飛んだ威力に耐えられたのだ。

　そうでなければ、運が良くても地軸が歪むくらいはしていたはずだった。

　そう説明されると、ギィの言い分にも頷ける。

　ここで俺達まで参戦したらフェルドウェイの思惑通りなので、下手をするとイヴァラージェを呼び出してしまうような事態になりかねない訳だ。そのリスクを回避しようと考えるならば、ギィの判断も間違ってはいないのだと納得させられた。

　だが、しかし。

　俺も思わず頷きかけてしまったが、その選択肢はとっくに失われているのである。

「残念ながら、カレラ達も氷像にされちゃってるみたいだし、放置する訳にはいかないんだよ」

　カレラだけではない。

　フレイさんや、カリオン、あの地で戦っていた者達を救出せねば、皆で笑って暮らせる世の中はやって来ないのだ。

　だからこそ、俺の決意は揺らがない。

「チッ、わかったよ。仕方ねーから付き合ってやるぜ」

　ギィはそう言って、やれやれというふうに立ち上がったのだった。
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「わかってると思うが、オレ達まで本気を出しちまったら、魔素で汚染される領域が増える事になる。ちゃんと加減するんだぜ？」

　おっと、それは俺のセリフだよ。

「お前こそ、一回やらかしてるんだから気をつけてくれよ」

「そうなのよさ！　今回はアタシが協力してあげられないんだから、無茶しないようにね！」

　アンタ達だけだと心配なのよさ──などとラミリスから言われたが、何だか釈然としない気分である。

　だがまあ、俺も大口をたたく資格などない。

　ここまでノープランだと、何だか笑えてしまうが仕方ないのだ。

　ここは強がるべき時だった。

　そして俺は、今までも同じような経験を何度も積み重ねてきたのである。

「という訳で、ミリムを止めに向かうのは俺とギィだけだ。みんなには拠点ここの防衛と、他国から救援依頼がきた際の対応をお願いしたい」

　今回は決定事項の伝達のみなので、不満を感じる者もいるだろう。けれど、これがシエルさんとも相談した上で決めた最適解なのだ。

「リムル様、やはり私だけでも御お供ともを──」

「却下だ」

　俺はディアブロの提案を、有無を言わさず断った。

　ディアブロならば、俺達の戦いにも対応してくれそうである。それでも断ったのは、それこそ不測の事態に備えて残っていて欲しかったからだ。

「フェルドウェイの狙いは、イヴァラージェの復活だけじゃなさそうだからな。ダグリュールがルミナスを攻めているのも、陽動として俺達の戦力を割かせる為だと思うし。俺が動けなくなった後を任せられるのは、お前とベニマル、それにゼギオンだけだからな」

　ディアブロは頼りになるヤツだが、だからこそ残ってもらいたい。敵方にはまだ、フェルドウェイだけではなく蟲魔王ゼラヌスも残っているのだし……。

　それこそ迷宮さえ無事なら、本当の意味での敗北はないのである。ここは三人ともこっちに残ってもらわねば、逆に不安に思うというものだった。

　ベニマルは、総指揮という重大な役目がある。

　ゼギオンには、迷宮守護者として絶大な信頼を寄せていた。

　ベニマルの指揮とゼギオンの強さ、これに迷宮という環境が合わされば、ゼラヌスが相手でも耐えられるに違いない。それに加えてディアブロの不気味なまでの対応力があれば、敵が迷宮に総攻撃を仕掛けて来たとしても対応は可能だと信じたいところだった。

　こうして、三人には強引に納得してもらったのだ。

　ついでにヴェルドラも。

「我は？」

「秘密兵器ヴェルドラさんは、本当に最後の砦だよ」

　名前を呼ばれなくて不満そうなヴェルドラだったが、俺の言葉を聞いて満足そうに頷いてくれた。

　何度も言うが、ヴェルドラさえ無事なら俺は復活出来るのだ。

　実際に試したくはないけど、保険があるのとないのでは大違いなのである。

　俺の独断と偏見で反対意見を封殺したので、さっさと出撃する事にした。

　時間をかければかけるほど決断も鈍りそうだし、後の事はヴェルドラに託す事にする。

「本当に頼んだぞ、ヴェルドラ！」

「うむ、任せよ」

　大きく頷いてくれたヴェルドラを見て、とても頼もしく感じた。

　そんな俺にラミリスが飛びついてくる。

「リムル、ミリムをお願い!!」

「ああ、任せとけ！」

　不安そうなラミリスを安心させるべく、俺は笑顔でミリムを正気に戻すと約束した。

　最強の魔王であるミリムに対しては生半可な手段は通用しないので、俺の声が届く事を期待する。上手く怒りを抑える事さえ出来れば、自然と理性も戻るだろうから。

　実際のところ、かなり運頼みの要素が多い。

　ヴェルザードをギィが抑えてくれるのが大前提。その上で、この星への影響を最小限にするように調整しつつ、長期戦を覚悟せねばならない。

　かつてない無茶振りであった。

　そもそも、暴走状態のミリムを相手に手加減しながら対峙するなど、自殺行為そのものだよな……。

　ディアブロには無理だと断言したが、俺にだって自信はないのだ。

　だけど、やるしかないのである。

「ベニマル、後は任せた」

「御安心を！」

　ベニマルがいてくれてよかった。

　各国からの要請に備える必要もあるし、特にルベリオスは戦時下にある。何がどうなるか不明。刻一刻と状況は変化していて、残された戦力を上手く分配しつつ臨機応変に対応しなければならない。

　そうした難しい調整を任せられるのはベニマルだけなのだ。

　俺はベニマルに頷き返した。




　さて、と。

（待ってろよ、ミリム！　大暴れして、これ以上被害を出すんじゃねーぞ！）

　手遅れになる前に、ミリムの目を覚まさせてやるとしよう。

　皆の不安そうな視線を背に、大き過ぎる期待を背負って、俺とギィはその場を後にしたのだった。
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　リムルとギィが去った後、会議室には重苦しい空気が漂っていた。

「ここまで自分が無力だと感じたのは初めてですよ」

　と、ディアブロが呟いた。

　その言葉こそ、その場にいる者達の心情を代弁するものだった。

「まったくだ。俺には戦況を分析して指揮をする大役があると言われたが、そんなものを投げ打ってでも、リムル様の護衛として御お供ともしたかったぞ」

　ベニマルも本音で語っている。

　リムルの判断が正しいと思うからこそ強く反対出来なかったのだが、本音を言えば仲間達よりもリムルの方が大事なのだ。

　今回はいつもと違った。

　いつも飄ひょう々ひょうとしているリムルらしくなく、かなり緊張気味だったのだ。

　皆を不安がらせないように隠している様子だったが、長い付き合いであるベニマルには一目瞭然だった。

　それだけ分が悪いのだと察せられる。

「そんなつもりはなかったが、俺はまだまだリムル様に甘えていたんだろうな……」

「ええ。それがリムル様の望みであれば従うしかありませんが、手加減が出来ないと思われていたとは心外です」

「それだけじゃないんだろ。フェルドウェイ、ジャヒル、そして魔王ダグリュール。警戒すべき敵は多く、こちらの戦力が十分に足りているとは言い難い。だからこそ、お前には俺達の手助けをさせた方がいいと判断されたのだろうさ」

　ベニマルは、ほぼ正確にリムルの考えを見抜いていた。

　長い付き合いなのだ。それくらい出来て当然だった。

　だからこそ余計に、自分自身を不甲斐なく感じているのである。

「嘆いていても始まらん。オレ達は与えられたお役目を、ただ愚直に果たすのみ」

　ゼギオンがそう結論付けた。

　ゼギオンも、迷宮の重要性を理解している。だからこそ余計な不安を抱え込んで、本来の役目に支障をきたさぬように警告したのだ。そうして、いつどんな敵が攻めて来てもいいように万全の態勢を整えるべく、ゼギオン達は自分の支配領域へと戻って行った。

　そんなゼギオンの態度に、ベニマルは苦笑した。

「フッ、ゼギオンの言う通りだな。各自、気を引き締めて任務に当たるように！」

　リムルから後を任された者の責任を果たすべく、皆を鼓舞して仕事を再開させたのだった。




　ラミリスや彼女の部下達は、忙しなく動き回る。

　やる事は多い。忙しければ、不安も紛れるものなのだ。

　そうこうしている内に、〝管制室〟にはいつもの空気感が戻ってきたのだが……そうして取り戻した平常心は、ソウエイの帰還と同時に霧消する事になった。

「戻ったのか、ソウエイ」

「ああ。リムル様は？」

「大変な事態が発生してな。その対処に向かわれた」

「クッ、また頼る事になってしまったか……」

　まったくだ、と思いつつ、ベニマルが問う。

「それで、慌てているようだがどうかしたのか？」

　そう聞かれたソウエイは、一瞬で冷静さを取り戻して報告を開始した。

「リムル様からの命令でダグリュールの民達の動向を探っていたんだが──」

　そう前置きして、調査結果を要領よく述べていく。

〝聖せい虚きょ〟ダマルガニアには、避難場所として砂漠に埋もれた地下都市があった。

　かつて繁栄した王都が滅んだ際、地上を捨てて地底湖を中心とする巨大地下空間を開発していった結果、数万人の生活を支える居住空間が出来上がったのである。

　巨人族ジャイアントの女子供は、そこでいつも通りの生活を営んでいるようだった。

　その様子を見たソウエイは、ダグリュールの変化の影響は受けていないと判断した。その事に安堵しつつ、それではどうしてダグリュールが裏切ったのか、その原因の調査に向かったのだ。

　ソウエイが向かったのは王宮だった。

　兵士達は数えるほどしか残っていなかったが、行政官は通常通り働いていた。そんな彼等にはダグリュールの心変わりも伝わっておらず、ソウエイを同盟国からの使者として対応してくれたのである。

　そうして話を聞いて、ソウエイは今回の裏切り行為の原因に目星を付ける事が出来た。それが正解かどうかの保証はないが、他に該当する情報もなかった為に、取り敢えず報告に戻る事にしたのだった。

「──そうか。封印された弟も含めて、かつて三兄弟は一個の巨人、世界の破壊者として暴れまわる悪神だったって話なんだな」

「その通りだ。ヴェルダナーヴァ様に敗北して改心し、王妃キサラと出会った事で今のように落ち着いた性格となったらしいが……」

「神話といっても馬鹿には出来ないな。ある程度の真実がベースになっていると考えるべきだろう」

「ああ、俺もそう思う。そうなると、だ」

「警戒すべきは悪神の復活か……」

　そう意見をすり合わせて、ベニマルとソウエイは頷きあった。

　二人の会話を聞いていた者達も、真剣な表情で様子を窺っている。

「うーん、確かにあるかもね。ダグリュールは自然発生した力の化身だし、ヴェルダナーヴァと戦ったのは遥か大昔だもんね」

　ラミリスまでそんな事を言い出して、その推論の重要度は更に高まった。

「ちなみに、その悪神とやらはどのくらい強かったんです？」

　と、ベニマルがラミリスに問う。

「メッチャ強かった。アタシほどじゃないけど、昔の師匠よりも強かったんじゃないかな」

「む？」

「勿論、今なら師匠の方が強いのよさ!!」

　自分より強いと言われて不機嫌そうになったヴェルドラを、ラミリスが慌てて宥なだめる。それが本音かどうかはわからないが、少なくとも、悪神が〝竜種〟に相当する脅威なのは皆にも伝わったのだった。
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　悪い知らせは立て続けに来るものなのかも知れない。

　その連絡はミョルマイルからもたらされた。

「大変ですぞ！　たった今、姉御、いや、エルメシア陛下から緊急で知らされたのですが、サリオンが交戦状態に入ったとの事ですわい!!」

　と、〝管制室〟に駆け込んで来て叫んだのだ。

「何だと!?」

　ベニマルがそう応じて、詳しく話せと問い詰める。

　携帯を通して連絡があったのだと、ミョルマイルが答えた。

　魔国連邦テンペストと魔導王朝サリオン間には幾つもの連絡手段があるのだが、エルメシアは直通回線が確実だと判断したようである。ミョルマイルもそれを察して、会話しながらここまで駆け付けたのだった。

　大きく息切れしながらも、要点を話すミョルマイル。

　サリオンを襲撃したのは、ザラリオとジャヒルのコンビだった。主力の軍団を率いて、強襲を仕掛けたのだと。

「陽動ではなく、本格的な攻勢なんだな？」

「左様ですわい」

「サリオンにはシルビア殿がいるが、厳しいか……」

　状況を把握して、ベニマルが唸る。

　シルビアは確かに強かった。ベニマルが戦うとしても、かなりいい勝負になると思われるほどだ。

　しかし、相手はベニマルでさえ苦戦したジャヒルなのである。

　戦いには相性というものもあるが、ジャヒルに加えてザラリオという強者までいるとあっては、シルビア一人ではどうにもならないだろう。

「監視魔法〝神之瞳アルゴス〟、切り替えに成功。現地の映像、出ます!!」

　機転を利かせてアルファがサリオンの状況を大スクリーンに映し出した。

　そこには巨大都市を抱え込むほどの、神かみ代よから聳そびえ立つ樹木が映し出されている。それこそが、サリオンの誇る神樹の姿だ。

　そしてその幹や枝のあちこちで、閃光が瞬いていた。

　映像では線香花火のように小さく儚いが、規模から察するに巨大爆発なのは間違いなかった。

「ジャヒルの火か。これは、本気だな」

「どうする、ベニマル？」

　ソウエイから問われて、ベニマルは苦悶の表情を浮かべた。

　ここで戦力を派遣しなければ、サリオンが陥かん落らくするだろう。だがしかし、出せる面子はいないのだ。

　中途半端な戦力では焼け石に水でしかなく、出すならば確実に勝利する戦力を捻出しなければならなかった。

　迷宮内であれば、〝死〟を気にせずに特攻作戦も敢行出来る。確実な勝利が望めなくても、時間稼ぎくらいなら容易であった。

　しかし、派遣するとなると……。

「俺が行くしかないか」

　ベニマル、ディアブロ、ゼギオン。この三名でさえ、ジャヒル達が相手では確実ではないのだ。他の者達では、死にに行くようなものであった。

「私が行きましょうか？」

　ディアブロがそう申し出たが、ベニマルはこれを断った。

　確信はないが、嫌な予感がしたからである。

「いや、ジャヒルとは一度戦っている。その時はまるで歯が立たなかったが、今なら勝算があるのさ」

　ベニマルは、自分の能力を見つめなおすべく、迷宮内で猛特訓を行っていた。魔素エネルギー量が大きく増えたとかそういう目に見える変化はないものの、実力は確かに上がっていたのである。

　それでも、ジャヒル相手に勝てる保証など何もないのだが、皆の不安を吹き飛ばす為にも、自信たっぷりに豪語して見せたのだった。

「ふむ」

　と、ディアブロもベニマルの意を酌んで反論を控える。

　そんなディアブロに視線で感謝を告げつつ、ベニマルが続けた。

「それに、これが陽動だった場合、本丸である迷宮の防衛力をこれ以上割くのは危険だからな。俺の直感が、お前にはここに残ってもらう方がいいと告げているのさ」

「なるほど。ベニマル殿がそう言うのであれば、私としては従うまでです」

　ベニマルは、リムルから後を任された男なのだ。指揮系統的には、ディアブロの上位に立っていた。

　そう理解しているので、逆らうつもりはない。

　ないのだが、ディアブロは思うところを告げておく事にした。

「──ですが、ザラリオは強いですよ？」

　ベニマルが警戒しているのはジャヒルだが、ザラリオの方こそ厄介だとディアブロは考えている。

「あの男は真正の武人ですからね。魔素エネルギー量はともかくとして、その技量レベルはかなりのものなのです」

　そう指摘されても、ベニマルの決断は揺らがなかった。

　いや、思い悩んでいるのだが、それを表に出さずにグッと飲み込んだのだ。

「俺が出る。これは決定だ」

「フッ、リムル様の真似か？　だが、指揮はどうするつもりだ？」

「それは出先からでも行えるさ」

　ベニマルはそう言い切った。

　かなり無茶だと自覚しているが、それでもその意見を押し通すつもりなのだ。

　そんなベニマルに向けて、ヴェルドラが声をかける。

「ベニマルよ、我を忘れていないか？　我ならば、ジャヒルとかいう小物やザラリオとやらが相手でも、一捻りで倒してくれるぞ？」

　自信に満ちたヴェルドラの発言は、またもベニマルの決意を揺るがすものだった。

　リムルがミカエルを倒した今、フェルドウェイがヴェルドラを狙う理由は薄れている。迷宮奥深くで最大戦力を温存しておくよりも、有効活用すべきだと指揮官としての知識が訴えかけていた。

　だが──それと同時に、ベニマルの本能が、野生の直感とでもいうべきものが、それはダメだと告げていたのだ。

　だからベニマルは、表情には一切の動揺を見せる事なく即断で否定する。

「確かにヴェルドラ様ならば、ジャヒル如きは敵ではないでしょう。ですが……」

「む？　何か懸念でもあるのか？」

　そう問われて、ベニマルは苦笑した。

　懸念だらけなのだ。

　ジャヒル相手に最大戦力であるヴェルドラを派遣出来ないのも、それが理由なのだった。

「俺が心配しているのは、先程の話にあった悪神ですよ。魔王ダグリュールでさえ、ヴェルドラ様の喧嘩友達だったと聞いております。それに加えて、太古に封じられていたというダグリュールの弟、フェンという巨人までいる。この両者はほぼ互角だったんだろう？」

　ベニマルの視線を受けて、ディアブロが頷いた。

「戦っている姿を目にしたわけではありませんが、遠目からではフェンの方が上だと感じましたよ」

「そうか。ウルティマからの報告にもあったから、脅威なのは間違いないだろう。であれば、だ。いくら魔王ルミナスがいるとはいえ、シオンやアダルマン達が協力しても勝てるかどうか疑わしいのです」

　ダグリュールとフェン、この両者は〝竜種〟に匹敵すると想定しておくべきなのだ。

　それに、グラソードも無視出来ない存在だ。魔王レオンと互角に戦っていたという話なので、彼を倒すだけでも一苦労だと思われた。

　それに、巨人勢にはまだ見ぬ強者が控えているのだという。

　そんな状況で、もしも悪神が復活でもしたら……。

　全ては可能性の話でしかない。

　けれどベニマルは、どうしても不安を拭えずにいたのである。

「しかし、ヤツ等がルベリオスに到達するまで、まだ時間はあるのだろう？　我が行って、ササッと片を付けてしまえば──」

「いえ、それは希望的観測に過ぎません。リムル様に軍団を転送させる秘術があるように、敵も同じような真似が出来ると断じておくべきでしょう」

　時間が稼げれば儲けものくらいのつもりでいろと、リムルからも忠告されていた。ベニマルとしてもその意見に賛成であり、決して油断してはならないと肝に銘じているのである。

　それに──

　ひりつくような気配が首筋から離れないのを、ベニマルは感じ取っていた。

　それは本能が教える危険予知だった。

　ルベリオスでも何かが起きると、根拠はないのにほぼ確信していたのだ。

「ですからヴェルドラ様には、いざという時に備えていてもらえればと」

　リムルがヴェルドラの事を、いつもいつも秘密兵器だと言っていたが、ベニマルも同じ思いであった。

　切り札は最後まで出さずにいた方が、何かと上手くいくものなのだ。それを切らねばならぬ状況に陥った時点で、最悪の事態になっていると証明されたようなものなのだから。

　そして、そこに想定外が重なってしまえば……それ即ち、自陣営の敗北を意味するのであった。

「よかろう。我がいるから、貴様は思う存分活躍してくるがいい!!」

「クフフフフ、ベニマル殿が自ら出向くとは。こちらの事は私にお任せ下さい。ただし、指揮だけはお願いしますね」

　ディアブロも、ベニマルを送り出す事に同意した。

　こうして、ベニマルの出陣が決まったのだ。
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　ベニマルが出向くに当たって、他にも何名か連れて行く事になる。

　ジャヒルとザラリオの二人は確認されているが、他にも強者が現れる可能性があった。

　こういう時、守り手側は不利なのだ。どんな戦力で攻められようと対処出来るように、それなりに備えておかねばならないからである。

「俺も行く」

　と、ソウエイが真っ先に名乗り出ていた。

　ベニマルもこれには反対せず、すんなりと同行が決まっていた。

　ソウエイの実力ならば、敵を翻弄するのにうってつけであった。数値上の戦力よりも応用が利くので、大きな戦果を期待出来るのである。

　しかし、その後が問題だった。

〝紅炎衆クレナイ〟は疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった為、連れて行く事は出来ない。

　ゴブタとランガも同様だ。

　リムルの影からゴブタの影へと移されたランガも、失った体力を回復させるべく深い眠りに就いていた。

　ゴブタは比較的元気なのだが……。

「ゴブタだけを連れて行ってもなあ？」

「自分、まだ死にたくないっすよ！」

　これはまあ、全員の意見が一致して参加は見送りとなったのだった。

　迷宮勢から加勢してもらう案もあったが、不慣れな土地に連れ出すよりも迷宮内で活躍してもらった方がいいと、ベニマルが却下した。

　こうなると、たった二人で参戦するしかない。

「仕方ないな。まあ、ソウエイと俺の相性ならば、最悪でも死にはしないだろうさ」

「そうだな。向こうにはシルビア殿やエルメシア陛下もいる。上手く協力すれば、戦いようはあるだろう」

　ソウエイもベニマルに同意する。

　サリオンを監視している映像には、エルメシアの姿も映っていた。

「姉御、戦えたんですな──と言いますか、メチャクチャ強いので驚きましたわい……」

　とはミョルマイルの発言だが、実際、皆が驚きつつその事実を受け入れていたのだ。

　シルビアとエルメシア、ほぼ見分けのつかない二人は、驚くべき事にその戦闘能力も大差ないものだった。違うのは、シルビアが〝雷〟を、エルメシアが〝風〟を使いこなしている点だろう。

　ともかく、ここにきて予想外の戦力が味方にいると判明したのは、ベニマル達にとって嬉しい誤算だった。

　これによって、勝てる可能性も僅かながら高まっている。

　だからベニマル達は悲観せず、二人だけで出立する事になったのだ。

　しかし、その時。

　各地の映像を確認中だったベータが、引きつったような声で叫んだ。

「緊急報告！　戦闘中のミリム様とヴェルザード様が、移動を開始しました。その方角にそのまま進んだ場合、サリオンを守る神樹に直撃します!!」

　それを聞いて、全員の視線が大スクリーンに集中した。

　そこに映し出されている光点だが、赤がミリム、青はヴェルザードを意味している。それら二つが絡み合うように、恐るべき速度で移動を開始していた。

　ベータの言う通り、このままではサリオンに到達するだろう。

「どういう事だ？　リムル達が何かしたのか？」

　ヴェルドラが疑問を口にした。

　だが、誰も答えない。

「あんな戦闘に巻き込まれたら、どんな場所であろうが灰かい燼じんに帰きすぞ」

　と、ベニマルが青褪めたように呟いた。

「もしかすると、それがフェルドウェイの狙いなのかも知れませんね」

　旧ユーラザニアでは、ヴェルザードの吹雪によって全てが氷に閉ざされた。その結果、幸か不幸か被害そのものは最小限に抑えられている。

　ヴェルザードが氷を解除しなければ意味はないのだが、それでも、完全に失われていない為に希望は残されているのだ。

　しかし、この先も同じだとは限らない。

　理性を失っているミリムの攻撃が直撃すれば、どんな都市も一瞬で蒸発してしまうだろうから……。

　そしてそれは、サリオンだけが危機に陥っている訳ではないのである。

「ミリム様の手で世界を滅ぼさせるつもりか？」

「断定は出来ませんが、アイツは頭がオカシイので、その可能性もあるかと」

　ベニマルの問いに、ディアブロが平然と答えた。

　もしも本当にフェルドウェイの狙いが死と破壊を撒き散らす事なのだとすれば、それを呼び水としてイヴァラージェを召喚しようとしているのだと考えられた。

　ディアブロはその可能性を指摘したのだ。

　ベニマルも、あり得ると思った。

　ディアブロがオカシイというのだから、よっぽどヤバイのだろう。そんな人物ならば、何を考えているのかわかったものではなかった。

　どちらにせよ、このままではサリオンが消滅する。

　その先は、果たして何処が狙われるのか……。

　西側諸国か、あるいは黄おう金ごん郷きょうエルドラドか。

　そのまま全ての都市を通り過ぎて、迷宮を目指してくる可能性もあった。

　情報が足りていなかった。

　つまりは、考えても答えは出ないという事だ。

「悠長な事を言っている場合ではないな」

　ベニマルは、そう言って立ち上がる。

　現地には、リムルもいる。

　もしもディアブロの推測が当たっているのなら、今頃は必死になってそれを止めようとしているだろう。

　ならばベニマルも、思い悩むより行動に移すべきなのだった。

　ベニマルは根性論が嫌いではない。

　自信過剰な面もあるので、やってみれば何とかなると考えていたりする。

　ただし、それは自分限定の話であり、他人を巻き込むのは主義に反していた。

「悪いな、ソウエイ」

「気にするな」

　二人の会話はそれだけで十分だった。

　それだけで覚悟を決めて、死地に向かって出陣しようとして──

「私も行こう」

　──いつから居たのか、病室から抜け出してきた魔王レオンが、そう言って参戦を表明したのである。

　そして、更に。

「ワタクシも同行します。ジャヒルには言い尽くせぬ恨みがありますので」

　絶対に譲らないという覚悟の表情で、カガリまで〝管制室〟にやって来た。

　そんな彼女の後ろにはティアもいる。

「あのクソ野郎をぶっ飛ばして、フットマンを解放してあげなきゃね！　その為なら、アタイだって頑張るよ!!」

　涙を捨てて、そう宣言したのである。

　ベニマルとしては、断る理由がなかった。

「遠慮はしない。その申し出、有難く受け取ろう」

　こうして、面子が決まった。

　これにて、欠けていたピースせんりょくがハそマろったのだ。





＊






　ベニマル達が去った後も、〝管制室〟は慌ただしいままだ。

　世界各地から情報が集められて、それをベニマルまで届けている。

　これ以上、何も起きて欲しくない。

　それが、忙しなく働く者達に共通する願いであった。

　皆が無事に帰って来て欲しいと、誰もが祈っていたのだ。

　しかし、そんなささやかな希望さえも打ち砕かれる。

「アダルマン様から緊急伝達!!　砂漠の長壁にて、巨人の軍勢と接敵したとの事です!!」

　ベニマルの危険予知が、最悪の形で的中した瞬間だった。

　無情にも、大いなる戦いが始まったのである。
















　不毛の大地と西側諸国の境界には、長壁と呼ばれる長大な建造物がある。

　この長壁の内側にある小国家群では、死せる砂漠とも呼ばれる熱砂から文明圏を守るように、神ルミナスの御業によって建てられたのだと伝わっていた。

　この長壁が神聖視されているのは、特別な『結界』によって守られているからだ。

　それこそが、『対魔侵入防止障壁』だ。

　その名の通り、魔物の侵入を防ぐ事を目的としている。

　この『結界』によって人類生存圏が守護されているのは、辺境に生きる者達にとっては常識となっていた。長壁を守るように発動しており、死せる砂漠から来る魔物の侵攻を遮断していたのである。

　原理としては単純なもので、魔素が溜まるのを阻害して、巨大な魔物が発生するのを防ぐ目的を持っていた。それと同時に、魔素と反発する性質を帯びていて、力ある魔物ほど寄り付かないようになっていたのだ。

　当然ながら万能ではないので、結界の綻ほころびをついて魔物が侵入したりする。しかし、これを狩って生活する砂漠の民もいるので、大きな問題は発生していないのだった。

　また、この長壁こそが魔物との戦いの最前線であるとされ、聖騎士団クルセイダーズによる巡回ルートにも組み込まれている。

　この定期的なパトロールによって、結界の綻びなども発見及び修繕されている。また、侵入を果たした魔物の討伐なども仕事内容に含まれていて、辺境の民の生活が守られていたのだ。

　こうした事実が積み重なって、神ルミナスへの信仰心が高められていた。

　それと同時に、この長壁の安全神話も揺るぎないものとなっていたのである。

　しかし、今日。

　長壁は二千年の時を経て、真の姿を晒す事になるのだ。




　長壁の上には、神聖な法衣を纏う骸骨の姿がある。

　アダルマンだ。

　つい先程、空間の歪みが検出された。その直後、大規模な転移によって巨人の軍団がその姿を現したのだ。

「おお、我が神の予言通り、敵が転移して来たか」

　アダルマンは慌てるどころか、嬉しそうにそう呟いた。

　リムルの予想が当たった事で、脅威を感じるよりも興奮しているのだ。

　ただし、浮かれて本分を忘れたりはしない。本国に向けての『思念伝達』を終えて、本格的に戦いに向けて意識を切り替えたところであった。

　一方、転移してきた巨人勢だが、自分達の不意打ちが成功したと信じ切っていた。マイの権能によって全員が数日の距離を移動したので、敵が慌てふためいているはずだと思い込んでいたのだ。

　ダグリュール達は、ルミナスを油断させる為にワザと行軍を見せつけていた。敵方はそれを見て対策を立てているハズで、迎撃態勢は万全ではないだろうと予測しているのである。

　しかし、実際は違う。

　昨日今日の段階で慌てるような話ではなく、不眠不休で対応可能な防衛態勢が構築されていたのだった。

〝縛鎖巨神団〟の威容は、まだ距離があるというのに克明である。

　数よりも、その質が圧倒的なのだ。

　個々が巨大で、まさに筋肉の塊であった。

　巨大鬼人ジャイアントオーガや、単眼の巨人サイクロプス。多腕の巨人ヘカトンケイレスといった様々な種類の巨人達が、群れをなして迫って来ていた。

　姿を現したダグリュールの軍勢を見て、アダルマンがカタカタと嗤った。

「いやはや、壮観ですな。これは、私の可愛いスケルトン達では、いささか厳しいかも知れませんね」

「いささか、か？」

　アダルマンに答えたのは、その隣に並び立つ紫髪の美女。スーツ姿がよく似合う、シオンである。

「本音を申しますと、若干……それなりに厳しいでしょうが、まあ何とかなりますでしょう」

　アダルマンは意外と負けず嫌いなので、戦う前から泣き言を言ったりしない。自分の軍勢は不死属性である故に、再起も簡単だから尚更である。

「ほう……何か策があるのか？」

　アダルマンの自信ある態度に、シオンがその理由を問うた。

「ふむ、策と言う程ではありませんが、アルベルトの指揮は中々のものです。それに、よく見て下さい。我が軍勢の陣容を!!」

　アダルマンはそう言って、整然と並ぶ自分の配下達──不死者の軍団イモータルレギオンを指し示した。

「どうです？　我が神より賜った装備が、骸骨兵士ボーンソルジャーにまで行き届いておるのですよ!!」

　言われて気付くシオン。要はコイツアダルマン、自慢したかったのだな、と。

　………

　……

　…

　アダルマンが率いるのは、アダルマン自身が召喚した不死の魔物達だ。

　そんな不死の魔物達が、長壁の内側に一糸乱れぬ状態で整列している様は壮観だった。

　主力となるのは、死霊騎士デスナイト二千騎である。

　死霊騎士長デス・ロードに率いられる死霊騎士デスナイト達は、死霊馬デスホースを駆る不滅の騎士団なのだ。

　そんな死霊騎士デスナイト達が装備しているのは、鈍く輝く全身魔鋼鎧マジックメイルだ。言うまでもなく、ドワーフ工房で作られた魔物の国テンペスト印の最良品であった。

　ガルム本人が手掛けた訳ではないが、その弟子達が純度の高い魔鋼を惜しげもなく使って、仕立て上げた高級品である。性能は折り紙つきであり、死霊騎士デスナイト達の魔力ともよく馴染んで一体化していた。

　防御力と攻撃力が格段に上がっているので、本来の等級である[image: A-]ランクよりも危険度が高まっている。今ではＡランクに限りなく近付いており、主力の名に恥じぬ強さになっているのだった。

　それだけではない。

　主力以外にも、隠し玉がちゃんと用意されていた。

　長壁上に展開しているのは、直接攻撃力に乏しい下位の魔物達である。

　その総数、五万体。

　腐肉兵士ゾンビソルジャー、一万体。

　骸骨兵士ボーンソルジャー、二万体。

　骸骨弓士ボーンアーチャー、一万体。

　骸骨騎士ボーンナイト、一万体。

　という、数だけ見れば圧倒的な戦力だった。

　勿論、平均してＤランク程度の強さしかない弱い個体なので、そのまま運用しても大して役に立たないだろう。

　しかし、ここで注目すべきは魔物達の装備だった。

　アダルマンが自慢するだけあって、魔物の国の工場がフル稼働で製作した最新兵器が、惜しみなく投入されていたのである。

　防具にかんしては統一されており、階級による色の違いなどはあるものの、魔物の国テンペスト印の制服で性能は同一だった。それなりの防御力で、耐火気、耐冷気、等の効果まで付与されている。




　特筆すべきは、骸骨弓士ボーンアーチャーが背負っている携行型無反動ミサイルランチャーであろう。音速の五倍で発射されるミサイル弾には、炸薬だけではなく圧縮された魔力も込められている。

　それを運ぶのは骸骨兵士ボーンソルジャー達であり、骸骨弓士ボーンアーチャー一体に対して二体で補助するように訓練されていた。

　こうして、一万もの移動砲台が誕生した訳だ。

　ただし、弾数はそこまで多くない。最初から装填されている一発と、兵士一体が二発ずつ運搬していて、総数は五万発となっていた。

　続いて、腐肉兵士ゾンビソルジャーが携行しているのは自動小銃アサルトライフルだった。

　魔力も込められていない火薬式の兵器だが、破壊力は馬鹿に出来ない威力がある。物理耐性のある敵には効果がないものの、下位の巨人が相手ならば戦果が期待出来そうだった。

　こうした銃火器は、製造方法は研究されて確立されていたものの、リムルの判断で製造禁止に指定されていた兵器であった。しかし今回だけに限り、製造番号と追跡魔法を刻印するという条件で、実験運用に許可が出されたのだった。

　というか、忙しい最中に書類が回ってきて、よく確かめもせずに印鑑を押してしまった、というのが実情なのだが、そうと気付いているのはシエルのみ。リムル自身、そんな事になっているとは気付いていないのだが、アダルマンがそれを知らないのは幸運なのかも知れなかった。

　そして、秘密兵器はこれだけではない。

　最後に紹介するのは、骸骨騎士ボーンナイトの装備だ。

　なんと驚くべき事に、〝帝国式魔法剣マジックサーベル〟で統一されていたのである。その腰には〝魔銃スペルガン〟までぶら下げているという、念の入れようだった。

　帝国兵から巻き上げた武装を配備して、防御力を無視して攻撃力だけを大幅に引き上げたのだ。

　めちゃくちゃではあるが、死を恐れぬ不死の兵士に特攻戦術を組み込めば、実力云々は関係なくなるとアダルマンは判断したのである。

　これこそが、不死者の軍団イモータルレギオンの全容だった。

　食事も睡眠も必要としない不死の軍勢が、迎撃に向けた第一陣として割り当てられていたのであった。

　厄介な事にこの不死者達は、アダルマンの支配を受けて全ての能力値が上昇していた。その上、究極贈与アルティメットギフト『魔道之書ネクロノミコン』の権能である『聖魔反転』により属性が変化しているので、長壁が張り巡らせている『対魔侵入防止障壁』にも影響されず、昼間でも問題なく活動出来るのである。

　迷宮内と異なり、滅ぼされたら復活する事は出来ないのだが……神聖魔法が通用しない為、死者浄化：ターンアンデッドなどで浄化されないのは強みであった。

　聖なる存在となった不死者アンデッドが如何に凶悪な存在なのか、それは敵対した者にしかわかるまい。通常攻撃で死なないので、動きを止めるには破壊するしかないのだから。

　そんな不死者の軍団イモータルレギオンだが、長壁を上手く活用して敵を迎え撃つべく展開されていた。

　高さ五メートルを超える長壁上から眼下を一望して、狙撃しやすいように配列されている。

　実際、長壁の本来の役割とはまさに、ダグリュールの領土的野心を阻むべくルミナスが造らせた防衛施設だった。こうした兵器の登場までは想定外で、本来は吸血鬼ヴァンパイア達の魔法で迎撃する予定だったのだが、こうして優位を確保出来たのだから、細かい点はどうでもいい話なのだった。

　………

　……

　…

　そんなアダルマン自慢の配下達を見て、シオンの目が細まる。

　シオンの正直な感想を言うと、骸骨ザコがいくら多くても意味がないのではと思い込んでいた。

　しかし、配備された装備を見て考えを改めた。

　いや、それよりも気になるのは──

「おい、アダルマン……。聞きたいのですが、アレだけの装備をどうやって入手したのです？」

　部下の装備は、上司が用意するもの。それが、各軍団長や幹部達の共通認識だった。

　無論、申請して許可が下りれば、装備は配給してもらえる。しかしそれは順番待ちであり、幹部といえども抜け駆けは許されないのである。

　魔物の国テンペストの工房では、ゲルド率いる第二軍団が優先されていた。これは国防に直結するので、誰からも文句が出ていない。

　最近では全員に装備が行き渡ったものの、数が多いので整備も大変である。魔鋼製なので、大抵の傷ならば自己修復するのだが、それでも予約の大半が第二軍団で埋められているのは事実であった。

　次いで、冒険者達への商売用である。

　こちらも国策で外貨稼ぎを目的にしているので、シオンが割り込む訳にはいかないのだ。

　そんな訳で、無料で支給される装備を待つのは、時間がかかり過ぎるのである。

　そんな中、〝紫克衆ヨミガエリ〟には荒くれ者も多く在籍しており、毎日訓練に明け暮れていた。

　それ自体は褒められる事なのだが、生産性はない。

　職業軍人なのだから問題ないという考え方もあるだろうが、よく装備を壊したり制服を破いてしまう為、それなりの頻度で修理工房を利用していたのだ。

　当然、無料で。

　なので、シオンのところには苦情が多数寄せられていたのである。

　そんな状況で新装備の申請など出来ようはずもなく、〝紫克衆ヨミガエリ〟の正式装備などは、いまだに初期装備のままなのだった。

　それだって、幹部達や初期メンバーだけに与えられたものであり、最近になって加入した新参者までは行き渡っていなかった。

　そうした者へは、職人見習い達が練習用で作ったものを譲って貰ったりして、コツコツと装備を整えていたりしたのだが……見た目に統一感がなく、バンダナや腕章で紫色を強調して、どうにかこうにか体面を保っているのが現状だったのだ。

　仕方ないので、またリムルにお願いして新装備を貰おうと考えていたシオンからすれば、新参者であるアダルマンがどうして、という気持ちでいっぱいだった。

　この疑問に、アダルマンが笑って答える。

「なーに、簡単な話です。冒険者が着用していた安物装備を奪って鋳い潰つぶしたり、手に入れたお金で鉄鉱石を直接仕入れたり、色々とね。私も商人に伝手がありますので、それも活用致しましたとも」

「いや、待て。お前の守護する階層まで、挑戦者が来るとは思えないのだが？」

　シオンが疑問に思うのも当然である。

　アダルマンの守護階層は六十一から七十階層なので、裏面指定されているハズなのだ。

「ハハハ！　それについては、我が手勢を出張させたのですよ。訓練にもなりますので、一石二鳥ですな」

　アダルマンは配下の魔物を上層階に派遣して、荒稼ぎさせていたのだ。バレなければよかろうの精神で、かなり無茶苦茶な真似がまかり通っていたのだった。

「そうそう、この前の帝国兵の皆さんは、結構良い装備をお持ちの方が多くて喜ばしい限りでした！　でもまあ、一番美味しいのはアイアンゴーレム討伐、なんですけどね」

　と、朗ほがらかな声で話すアダルマンの説明を聞いて、シオンも納得した。

　迷宮内で冒険者を相手に遊ばせていただけではなく、コツコツと素材集めもしていたのか、と。

　五十一から六十階層は岩場のような地形が多く、たまにゴーレム系の魔物が発生する。その中でもアイアンゴーレムなどは、良質の鉄分が豊富に含まれているのだ。そういう魔物を倒して迷宮内にて保管して置くと、何時の間にか良質の魔鋼が出来上がっているという寸法だった。

　アイアンゴーレム討伐は戦闘訓練にもなる上に、素材まで集める事が出来る。これまた一石二鳥であり、アダルマンの豊富な資金源を垣間見たシオンも唸るしかないのであった。

　というか──

（あれ？　ひょっとしてコイツ、私以上にお金を稼いでいるのでは!?）

　と、シオンは唐突に気付いてしまった。

　それどころか、この分では他の階層守護者達も、何らかの金策を行っている可能性があった。

　翻ひるがえって、シオン本人はというと。

　シオンは元々、イマイチお金に執着はなかった。シオンの属していた大鬼族オーガの里では、異世界人の血と知識が継承されている。なので、経済観念そのものは知っていたのだが……。

　そもそもシオンはお金等には無頓着だった。そんな事に気を配るようになったのも、最近の話なのである。

　アダルマンの方が私よりも稼いでいる──などと考えるのも烏滸おこがましいほどで、シオン自身は財布すら持ってもいなかったのだ。

　最近、シオンの部下の数も増えており、このままでは不味いと認識し始めたところであった。

　誤魔化そうにも、限度がある。シオン以上に〝紫克衆ヨミガエリ〟の幹部達の方が大変な思いをしているようだし、ここはシオンとしても金策に無関心ではいられなかったのである。

　ちなみに、ベニマルやソウエイなどはビックリするほど稼いでいる為、豊富な資金で全員の装備を新調しまくっていた。隊員への福利厚生も手厚く、人気の職場となっているほどである。

　意外な事に、ガビルもそれなりに裕福だ。

　研究で発見した内容を、特許としてベスターと共同で登録したりして、定期的に収入を得ていたのである。ガビルの部下達も給料を得ているので、装備代で困るような者は誰一人としていないのだった。

　そんな訳で、一番お金がないのがシオンだったのだ。

　愕然となったシオンに声をかけたのは、リムルに命じられて応援に駆け付けたウルティマだった。

「まあまあ、シオンさん。金策なんて考えなくても、敵から奪っちゃえばいいんだよ！」

　と、実に無茶苦茶で悪魔らしい提案を持ちかけたのである。

　国内の巨悪を捜査する検察庁の検事総長として、問題しかない発言であった。

　しかしシオンは、これを聞いて目の前が開ける思いである。

「なるほど、一理ありますね！」

「でしょ？　ボクって頭いいよね！」

　などと、二人で盛り上がっていた。

　横で聞いていたアダルマンは思った。

　それは流石に、戦場で話題にするのは間違っているのでは、と。

　確かにアダルマン自身、迷宮内で冒険者達から装備を奪ったりしている。しかしそれは、安全を確保した上での話なのだ。

　それに──

　こう見えてアダルマンは、元人間だった頃の名残りで常識的な面もあるのである。

　装備を揃える際にも、職人達に色々と袖の下を渡したりして、自分達を優遇してもらったりしていた。シオンの様に「無料でやれ！」などと、間違っても口にしたりしなかったのだ。

　だからこそ、それなりのものを速やかに用意出来た訳で……。

（ヤバイですな。シオン殿には、黙っていた方が良さそうです）

　そんな事を考えるアダルマンは、実に賢明だと言えるだろう。

　口は災いの元。助けに来たアダルマンの親友であるガドラ老師も、それが正解だとばかりに頷いている。

　いや、確かにアダルマンでさえ、古参であるシオン親衛隊よりも新参である自分の配下達の方が良い装備なのは、色々と問題があるのではと感じていたりする。

　常識的に考えても、雑魚よりも強者を優遇すべきだろうから。

　そこを突っ込まれても困るので、これ以上シオンの興味を引くべきではないのである。

　そこでアダルマンは、さっさと話を逸らす事にした。

「それではシオン殿、先ずは予定通り、私共が先陣を切らせて頂きますね」

　と、矛先を敵に向けてしまう。

　シオンはこれに頷いた。

「いいでしょう！　許しますので、存分に暴れるがいい！」

　こうして許可が下りて、ほっと胸を撫で下ろすアダルマンなのだった。




　そして、戦いが始まる。

　全てを薙ぎ払い破竹の勢いで聖都を目指すはずだったダグリュールの軍勢は、いきなり進軍を阻まれる形になったのだ。
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「うーむ、生意気な……」

　ダグリュールは接敵した前衛部隊がミサイルで吹き飛ばされる様子を見て、思わず悔しそうに呟いていた。

　まさかの事態であった。

　油断し切った敵を叩くつもりだったのに、その目論見は儚くも潰えたのである。

「どうする、兄者？」

　ダグリュールにとって頼もしき弟、グラソードからの問いかけであった。

　そこで初めて、自分の口から声が漏れ出てしまった事に気付くダグリュールである。

「フフフ、本格的な戦いは久しぶりだからのう。勘を取り戻す為にも、今暫くは遊ばせてやろうではないか」

　初手で読みが外れたのは悔しいが、それは大した問題ではなかった。

　思っていた以上に敵の抵抗が激しいが、それさえもダグリュールにとっては些事なのだ。

〝縛鎖巨神団〟三万。

　その中には当然、経験の浅い弱兵も交ざっていた。

　そうした者達が篩ふるい落とされたとしても、精鋭のみが残ればそれでよかった。むしろ、戦闘が激化する前に脱落する方が、兵士達の生存率も高まるというものであった。

「了解した。新兵や『超速再生』のない者達は、ここで帰還させるとしよう」

　グラソードもダグリュールの考えを察して、軽く頷き指示を出していく。実に手慣れたもので、大戦争を前にした気負いなどまるでない様子だった。

　大将が平然としていると、配下も平常心を取り戻すものなのだ。

　指揮系統に乱れはないので、直ぐに態勢は立て直された。

　その後、巨人の怪力を駆使した投擲が開始される。最初から準備されていた訳ではなく、巨岩を砕いて適度な大きさにしたものを、各々が好き勝手に投げつけるだけの攻撃だった。

　しかし、これが凄まじい破壊力を発揮するのだ。

　下手をすれば骸骨弓士ボーンアーチャーのミサイルランチャーに相当するのだから、如何に巨人が理不尽なまでの戦闘能力を秘めているのか分かろうというものだった。

　そうして投擲された岩石が、長壁の上に降り注ぐ。被弾箇所には甚大な被害が発生し、そこにいた魔物達は耐える術もなく粉微塵にされてしまった。

　しかし、長壁そのものは耐えている。

　それもそのはずで、外壁が剥がれ落ちた下から現れたのは、魔鋼の鈍い輝きだったのだ。

「ルミナスめ、厄介なものを用意していたものよ」

「結界がある為、長壁内部への転移は難しいですからな。アレを崩さぬ限り、戦局は膠着するでしょうよ」

　面白くなさそうにグラソードが分析した。

　ダグリュールはフンッと鼻を鳴らし、落ち着いて戦況を観察する。

　初手の策は読み負けたが、考えてみれば当然の結果であった。何しろ敵方には、あの狡猾な魔王リムルが控えているのである。

　ミカエルによって叩き潰されていると思っていたのに、驚くべき事に、リムルの方が逆にミカエルを滅ぼしてしまったのだと聞いた。

　もはや、新参の魔王などと侮るべきではない。元々認めてはいたが、自分に匹敵するか、あるいはそれ以上の強さだと認識すべき相手になっていた。

　そんなリムルが得意としているのは、敵の策を看破した上でその裏をかくという戦術なのである。味方に犠牲が出るのを嫌っているのは、これまでの付き合いを経てダグリュールも十分に理解していたのだった。

　そんなリムルが立てた作戦らしく、初手に投入されたのは不死の魔物達である。昼間なのに動いている異常性を無視すれば、脆弱な魔物に過ぎない。

　しかし、その攻撃力は無視できないものだった。

　見た事もない武器だが、下級戦士では耐えられない威力なのは見ての通りだ。

　ならばとばかりに特攻をかけた者もいたが、これも整列していた腐肉兵士ゾンビソルジャーが放った攻撃によって、バタバタと倒れる始末。どうやら魔法ではなく、小さな礫つぶてのようなものを高速で飛ばしているようだ。

　どちらの攻撃も、巨人族ジャイアントには効果的だった。種族特性で高い魔法耐性を所持しているのだが、これらは物理攻撃だったようで意味がなかったのだ。

　再生能力を持たぬ下級戦士では、為す術もなくやられるだけだった。

　幸いなのは、敵の防御力も普通のアンデッド相当でしかなかった事だ。戦況は遠距離攻撃の撃ち合いになっており、双方にかなりの被害を出している。

　ルミナスが築いた長壁があってこその戦法なのだろうが、本来であれば歯牙にもかけぬ相手に苦戦させられると、ダグリュールとしても面白くはない。

「やれやれだのう。リムルを見くびっておらぬつもりだったが、まさかのう。下級も下級のアンデッド如きに、ワシの可愛い兵士共が倒されるとは思わなんだぞ」

　と、思わず愚痴るダグリュールだった。

　昔の記憶を思い出したダグリュールだが、その性格まで変わってしまった訳ではないのだ。リムルの事は嫌いではないし、昔馴染み達とも出来るのならば敵対したくはないと考えている。

　しかし、ただ純粋にこの星を支配しようとして暴れていた頃の、古き神だった記憶が、ダグリュールの心を荒ぶらせるのだ。

　神たるヴェルダナーヴァに反逆して、自分の存在を誇示する。

　そして、それこそがヴェルダナーヴァの望みでもあると、ダグリュールは信じていた。

　子は、親を超えるもの──という、純粋な願い。

　その期待を裏切るような真似をして、神を失望させる訳にはいかないのだ。

〝神殺し〟の業を背負わされた者達がいる。

　ダグリュールもまた、その一人なのだった。

　だから止まれない。

　友を裏切る事になろうとも、果たしてそれが正解なのかどうか分からなくとも。

　そう言えばと、ダグリュールはふと思い出した。

「我が友たるトワイライトを弑しいしたルミナスとは、あの日以来犬猿の仲であったしのう。これもまた、戦わねばならぬ理由であろうて」

　そう、ダグリュールがライバルと認める魔王、ルミナスは親殺しを達成しているのだ。

　親友を殺された恨みと、嫉妬、そして尊敬。そうした諸々の感情がないまぜとなって、ダグリュールはルミナスに複雑な思いを抱え込んでいるのだった。

　ふと、思う。

　ダグリュールの息子達、ダグラ、リューラ、デブラの三人について。

　この戦場にいるのは、気配から察していた。

　今回は敵対する事になってしまったが、彼らはどの様な戦いを見せてくれるだろう、と。

　甘やかして育てた故に、力だけは強いが実力はそれほどでもない息子達。並みの魔王であればともかく、〝本物〟を前にしては鎧がい袖しゅう一いっ触しょくにされてしまうに違いない。

　ダグリュールは息子達を愛しているが、期待はしていなかった。

　否。

〝親殺し〟の宿業を背負わせたくないが故に、敢えて鍛えずにいたのである。

　創造主に逆らうなど、絶対に不可能だ。

　だがしかし、自分の息子達は呪縛から解き放たれていた。

（そうだとも。ワシはワシの道を征く。だからお前達は、お前達の信じる道を自由に生きるがいい!!）

　そして当然、自由を謳歌するには、それを守る為の力が必要であった。

「兄貴、小僧共はどうするよ？」

　と、フェンが面白そうに、ダグリュールへと問いかける。

「知れたこと。敵としてワシらの前に立つならば、一切の手加減をせず叩きのめすのみ！　その痛みを糧に出来ればよし。さもなくば──」

　──朽ちるだけ。

　それが、この世界の絶対的ルール──弱肉強食なのだった。

（強くなっているといいがな。せめて、ワシを前にして怯えぬ程度には、のう）

　ダグリュールに迷いなどない。

　彼は、彼の使命を果たすだけだ。

　愚直な迄に、ダグリュールは武人なのだった。




　そして──

　この戦域に巨人の暴威が吹き荒れるまで、あと僅か。
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　アダルマン達が戦い始めたのを横目に、シオンの方も準備万端であった。

「聞いていたな、お前達。多くは言わん。だが、やる事は理解したか？」

「「「うぅおおおおおおォーーッ!!　装備は敵から奪って、自前で用意します!!」」」

　流石はシオンの部下達である。

　主の思いを正確に読み取り、やる気を見せていた。

　それを見て、満足そうに頷くシオン。

〝紫克衆ヨミガエリ〟及びシオン親衛隊は、今では驚くほどの規模に膨れ上がっていた。

　シオンがようやく備品代などを考えるようになったが、そんなものはとっくの昔に、ゴブゾウなどが頭を悩ませていた問題だったのだ。

　そして、諦めていた。

　シオンの部下は実力者揃いなので、武器や防具は自分達の力で手に入れるようにすればいいと、そういう話になっていたのだ。

　であるからして、装備が不揃いなのはご愛敬だったのだが、今回、滅茶苦茶な方法で調達の目途が立ったのだった。

　後で怒られるかもしれないダス──とゴブゾウだけは思ったのだが、これもまたいつもの事なので、そう悩む事なく納得している。

　戦争での略奪など、本来なら禁止されている行為だ。民間からの略奪は絶対に許されない。

　しかし物は考えようで、敵を無力化させる為の武装解除は許されているのである。

　アダルマンが帝国兵から奪った兵器を活用しているのを見ても分かる通り、敵軍を倒して手に入れた武装をどのように扱うかは、各指揮官の判断に委ねられている面が多いのだった。

（フフフ、あのアダルマンでさえ、部下達の装備を自前で用意していたのです。私にだって、出来ないはずがありません!!）

　このように、シオンは自己評価が高かった。

　リムルにお願いしようと考えていたが、それは甘え過ぎではないかと思いを改めた。その点は、シオンも成長していると言えるのだが、そこで敵から奪うという安直な発想に飛びつくあたり、まだまだである。

　だが、今回はそれが士気高揚に役立っていた。

　シオンも俄然やる気を出している。

　何しろ、目の前の巨人の軍団は、着ている鎧も大きいのだ。素材を取り放題なのである。

　皆の顔にも笑みが浮かぶというものだった。




　さてさて、そんなシオンの配下達だが──

　百名に満たない〝紫克衆ヨミガエリ〟は、全員が幹部扱いだ。それもそのはず、リムルが命名した死し鬼き族ぞくとなった事で、一番弱い者でさえＡランクオーバーの実力者になっていた。

　角のない悪魔というべき存在である彼等は完全な個人主義で、親衛隊から部下を見繕っている者もいれば、一匹狼を気取っている者もいる。

　幼女なのに大勢の男共を従えているような変わり種もいるあたり、何でもありの集団なのだった。

　そして、シオンの親衛隊ファンクラブ。

　こちらは、ダグラ、リューラ、デブラがまとめ役となっている。名誉会長はゴブゾウだが、これはまあ、雑用係という意味合いも強いので、大した意味はない。

　そんな親衛隊だが、別名、恐怖騎士団テラーナイツと呼ばれていた。

　シオン派の雑多な種族が集まり、戦闘にたけた者達の総数は三千名に及んでいる。

　これまでの戦いを経て鍛え上げられており、死霊騎士デスナイト同様、[image: A-]ランクに相当する精鋭に育っていた。

　今回の戦では、本当の意味での主力軍となる予定だった。

　ただ、問題があるとすれば──

「本当にいいダスか？　親父さんのとこに戻るなら、今の内ダスよ？」

　ダグリュールとダグラ達の関係性だった。

　父と、息子達。

　肉親の情もあるだろうし、本気で殺し合いなど出来ないのではと心配されていた。

　シオンを筆頭として、誰一人として裏切るとは考えていない。ただ心情的な問題として、本当に戦えるかどうかを気にかけているのだ。

「ゴブゾウの言う通りだ。別に戦が終わってから戻ってきてもいいし、無理をすることはないぞ？」

　と、シオンも声をかける。

　しかし、ダグラ達は快活に笑った。

「心配御無用！　親父だろうが、叔父貴が相手だろうが、俺達がぶっ飛ばしてやりますぜ！」

「おうよ！　俺達の本気を見せてやらあ！」

「ふぇーーっふぇっふぇっ！　腹が鳴るってもんでやんす」

　腹が鳴る……？　と聞いて、シオンは一瞬、何を言っているんだコイツ、と思った。

　──が、デブラの発言がオカシイのはいつもの事なのだ。

　まあ太っているし、鳴るのは仕方ないのだろう。ただし、それは決してやる気の表れではない、と思うシオンだった。

　だが、いちいち突っ込むのも面倒なので、華麗にスルーするのみである。

　本人達が大丈夫だと言うのなら大丈夫なのだろう。問題は、叔父貴とやらだった。

　リムルから聞かされたダグリュールの変心には、その叔父貴とやらが関係している。

　二人いるそうで、その片方が厄介極まりない存在らしいのだ。

「ダグリュールには弟がいるそうだが、知っている事を話せ」

　もっと早く聞き出すべきだったなと思いつつ、シオンはストレートに質問した。

　これに対し、ダグラ達は素直に口を開く。

　隠す気などまるでないので、その反応は迅速だ。

「へい！　二人いるらしいんでさ。親父の副官をやっているグラソードの叔父貴には色々と世話になってたんですが、フェンって野郎には会った事もありやせんぜ」

「聞いた話では、ヤバ過ぎて封印されてたとか？　親父を負かしたって話も、ちょいと信じられない感じですがね、噂通りなら有り得る話でさあ」

　大した情報は得られなかったが、シオンは大きく頷く。

「なるほど、ダグリュール殿は確かに強かった。私も手合わせをお願いしたいと思っていたが、フェンとやらが同じくらいの強さだとすると脅威だな」

　不敵な笑みを浮かべているので、全然脅威とは思っていない様子である。

　そんなシオンを頼もしく思い、真似するようにデブラが調子に乗った。

「まあ、オイラ達に任せてもらえれば、親父だろうが叔父貴達だろうが、てんで余裕でやんすよ！」

　それを聞いて、何やら不安になって来るシオン。

〝人の振り見て我が振り直せ〟というが、今回がまさにそれであった。

　そんなシオンに、ウルティマが忠告する。

「でもさ、油断しない方がいいよ。ダグリュールは本当に強かったから、正直に言って、ボクだって本気でやらないと厳しいくらいだもん」

　シオンとて、その意見には賛成だった。

　挑んでみたいが、勝てるとは思っていないのだ。

　ダグリュールと間近で接した事のあるシオンとしては、武人肌のダグリュールを相手に、自分の力を試してみたいだけなのである。

「それにしても、あの方が裏切ったというのも信じ難い話ですね」

「うーん、裏切ったというか、やりたい事があったんじゃない？　まあ、倒しちゃえばハッキリするし、考えても仕方ないけどね」

　と、シオンの疑問に、あっけらかんとウルティマが答えた。

　ダグリュールなどは、自然発生した土着神なのだ。今の人類より遥か昔から生きる超生命体なのである。

　そうした長命種は大体が知り合いであり、何らかのシガラミがあるものなのだ。

　もしかしたらフェルドウェイとも知り合いなのかも知れないし、それならば、裏切りという言い方もオカシイのかもとウルティマは思った。

　何にせよ、考えても答えなど出ないのである。

　敵となったからには手加減無用で、勝利した者が正義なのだった。

　ウルティマの考えに同意するように、シオンが言う。

「昔の私なら単身で乗り込んで、ダグリュール殿に一騎討ちを申し込んでいたでしょう」

　勝てる勝てないとか考えもせず、昔のシオンならそうしていた。それは皆が納得する話である。

　今でもシオンは、自分がダグリュールを倒してしまえば話が早いのに、と考えているのだ。流石に軍の指揮を預かるようになってからは、そうした暴走がダメなのは理解しているのだが……。

「それなのに今は、こうして作戦を考えられるようになっている。そう考えれば、私も丸くなったというものですね」

　そんなふうに、シオンは自分の心の成長に満足して自画自賛した。

　誰も賛同しない──と思ったら、ここでもデブラが愚かな発言をする。

「ええ？　シオン様は全然太ってないでやんすよ!?」

　それを聞いて、誰もが思うのだ。

　死んだな、アイツ──と。

　三兄弟の末弟であるデブラは、どれだけ食べても横に広がるばかりで、脳まで栄養が行き渡らない感じなのだ。

　三兄弟で一番の馬鹿者であり、お調子者なのである。

　そして、ゴブゾウ以上に空気を読む能力に欠けていて、こうした失言を悪気なく連発してしまうのである。

　そして当然、その発言はシオンを激怒させるものだった。

　いや、シオンは別に太っていないし、それを気にしてもいないのだが、腹が立つのだから仕方ない。

「ほほう？」

　と、とてもイイ笑顔になって、シオンは拳を握りしめた。そしてそのまま、デブラの腹を抉り込むように殴りつけたのである。
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　いわゆる、コークスクリューパンチであった。

「クソボケが──いい加減に学びなさい！」

　と、地面に転がるデブラに向けて説教が始まる。

「ご、ご褒美でやんす──」

　そう言い残し、何故か嬉しそうに満面の笑みを浮かべて気絶するデブラ。

　そしてそれを、羨ましそうに見る兄二人。

　この二人も、デブラほどではないが馬鹿なのだった。

　そんな三兄弟を相手にしているシオンは、呆れながらも空恐ろしいものを感じ取っていた。

　実のところ、凄いヤツ等だと感心もしている。

　段々手加減の必要がなくなっていたからだ。

　デブラなど、かなり本気で殴ったのに気絶しただけで、肉体そのものはピンピンしている。耐久力だけ見れば、間違いなく三兄弟で一番であった。

　世の中には、本当に恐ろしいヤツというのがいる。

　そう、色々な意味で。

　しかし、それが仲間なら頼もしい限りであった。

　シオンは心から、この三人を信じているのだった。

　そしてシオンは、さっさと気持ちを切り替えた。

　ダグラ、リューラ、デブラのダグリュールの息子達をチラリと見て、シオンは思考を巡らせる。

　万が一にも、この長壁を破られてはならない。

　この先には無防備な聖地があり、その先には人類文明圏が広がっているのだ。

　守るには向かない地形であり、これが失われるとリムルの理想が遠のく事を意味していた。

　それはシオンにとって、絶対に許容出来ない出来事なのだ。

　シオンはその事実を、もう一度心に刻み込んだ。

　果たして、ダグリュールの力はどの程度のものであるのか。

（ヴェルドラ様と互角だったとの話ですし、相手にとって不足なし!!　たとえ私が負けようとも、こちらにはウルティマやルミナス様もいるのです。最後に勝つのは──）

　ダグリュールと、その弟が二人。その他、まだ見ぬ強者達。

　実力が未知数の敵を前にしても、シオンの戦意が挫ける事はない。

　最悪の場合、軍の全てを失ったとしても、シオン自身が倒れる事になろうとも、この地でダグリュールを滅ぼす覚悟であった。

「聞け！　アダルマンに先手は譲ったが、真打は遅れて登場するものなのです！　愚かなる者共に、我等の力を見せつけてやりなさい!!」

　シオンは声高らかに、士気高い仲間達に向かって宣言した。

　それに応えるように、歓声が轟く。

　それはさながら、アイドルコンサートに参加するファン集団のような様相であった。

　シオンや彼女の配下達にとっては、緊張など無縁の代物なのだった。

　シオンが不敵に微笑む。

　その笑顔は味方を勇気付け、力を与えていた。

　そんなシオン達のやり取りを聞き流していたウルティマは、呆れたように笑っていた。

　シオンの目は、既に獲物を狙う捕食者の眼差しである。

（ダグリュールの方が格上だと理解しているだろうに、凄いメンタルだよね。ボクも見習わなきゃ）

　と、密かに敬意を抱いてもいた。

　シオンにとっては巨人の軍団でさえも、自分達を向上させる為のエサにしか見えないのだろう。

　その究極的なポジティブさは、精神生命体であるウルティマから見ても好ましく、見習うべき点が多い理想的なものであった。

　ディアブロがシオンを認めているのも納得であり、ウルティマとしてもシオンのサポートを全力で行う所存なのだ。

　であるから、タイミングを見計らって口を挟む。

「シオンさん。予定通り作戦は順調だし、そろそろ準備した方がいいかもね」

　その指摘の通り、一進一退と膠着状態になった戦況を動かすべく、アダルマン本人が動き出そうとしていた。

　戦争はまだ始まったばかり。

　ここから更に、苛烈さを増していく事になる。
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　アダルマンは冥霊竜王ゲヘナ・ドラゴンの本性を現したウェンティの背に飛び乗った。

　待ってましたとばかりに、空高く舞い上がるウェンティ。その本来の姿である邪竜形態に戻っており、嬉しそうに禍々しい妖気オーラを撒き散らしていた。

　抵抗力の弱い人間なら即死するような妖気オーラだが、アダルマンには逆に力を与えてくれるのだ。

　アダルマンは心地よく感じつつ、戦場の上空から眼下を睥へい睨げいした。

「順調だな」

　と、アダルマンは呟いた。

　下級のアンデッド兵達は、ミサイルを撃ち尽くして無力化していた。

　このまま蹂躙されるのを待つばかりなのだが、本来は雑魚なのだから、善戦したと褒めてやるべきである。

　ふむ、と一つ頷き、アダルマンは思考する。

「さてさて、今から非人道的な攻撃を仕掛けるつもりなのだが、警告を与えるべきかな？」

　必要ないな、とアダルマンは思った。

　侵略者とは相容れぬものである。

　そう結論を出したアダルマンの横から、賛同する声があった。

「まあのう。これは一騎討ちでもないのだし、口上を述べたりする意味もないからのう。正々堂々と優位な立場を捨てて敗北するよりも、卑怯であろうが勝利を掴むべきじゃな」

　飛翔魔法でついてきていた、ガドラ老師の発言だった。

　流石は親友だと、アダルマンが笑う。

「その通りだな。せいぜいド派手な極大魔法を放って、敵の度肝を抜いてやるとしよう」

「ならば、競争よな。どちらが上か、今日こそ白黒つけるとしようぞ!!」

　と、楽しそうにガドラが応じた。

　そうしてアダルマンとガドラは、我先にと呪文の詠唱を開始した。

　アダルマンにしろガドラにしろ、今では無詠唱でも魔法を扱える。しかし極大魔法を行使するとなると、精神統一も兼ねて呪文を詠唱する方がしっくりくるのである。

　特にアダルマンの場合、魔法とは神の御業を借り受けて行使するもの、というイメージで凝り固まっていた。究極贈与アルティメットギフト『魔道之書ネクロノミコン』を与えられた幸運に感謝を捧げるように、祈りの言葉を紡いでいく。

　アダルマンが選択したのは、迷宮内部では使用不可能な召喚系の禁術だった。

　影響範囲が広過ぎて、被害予測が困難なのである。

　アダルマンとしても、被害を気にせずに済むこの戦場だからこそ選択した魔法なのだった。

　当然ながら世間一般には知られていない秘奥であり、そもそも知識として知っていても、人の身では行使不可能な魔法であるとされている。

　古の文献によると、大魔術師が数人掛かりで行使しようとして失敗したと伝えられているほど、難易度の高い極大魔法だ。その理由は制御が難しいというのもあるが、個々人の魔力を統合する過程で上手くいかなかったのが原因であった。

　実際、アダルマンも初めて使用する魔法なので、成功するかどうかドキドキしていた。

　もっとも、一番派手そうだからという趣旨でチョイスしただけなので、もし失敗したとしてもそれはその時の話なのだ。ガドラからは笑われるだろうが、その時は違う魔法を放つのみなのである。

　そう割り切っているアダルマンは、気負う事なく呪文の影響範囲を定めていく。

　魔力消費が大きい魔法だが、今の覚醒魔王級の魔素エネルギー量を誇るアダルマンにとっては問題なかった。

　何の問題もなく魔法の発動準備が完了する。

（ああ、なるほど……これならば、呪文詠唱が必要ないのも納得ですな）

　心地よい充足感に満たされ、アダルマンは自分の力を完全に把握した。

「さてさて、ガドラよ刮目しなさい。これこそが古の極大魔法──〝爆覇流星嵐テンペストミーティア〟です!!」

　一度成功した呪文ならば脳裏に真言ワードが刻まれて、二度目は選択するだけで即座に発動可能となるようだ。そんなふうに自分の権能を確かめつつ、アダルマンが魔法を解き放った。

　その瞬間──天空に突如出現した極大魔法陣が眩く煌めき、大地に向けて光が降り注いだ。

　星降る夜の奇跡のように美しく──しかし、それは死と破壊を呼ぶ恐るべき光なのだ。

　この魔法には、アダルマン達が愛する国の名が冠されている。その点も気に入っていて、これを選択したのだが、その名に恥じぬ恐るべき破壊力を秘めていた。

　かつて、古の大魔術師達が成就を願った魔法が、この世に完全なる効果を発揮せしめたのだ。

　地上に降り注ぐ光の正体は、隕石。

　千を超えるメートル級の隕石が、地上を破壊で埋め尽くしていく。

　如何に『超速再生』を誇る巨人達であっても、回復が追い付かないほどのダメージを受けたならば意味がなかった。

　広範囲過ぎて、逃げ場もない。

　隕石を受け止めようとした四肢は吹き飛ばされ、頭を砕かれる。

　巨大な力にて蹂躙するつもりであった巨人族ジャイアントは、より巨大な力で為す術もなく潰されていった。

　アダルマンの放った極大魔法は、アダルマンが意図した以上の効果を発揮した。

　ほんの僅かな時間で、ダグリュール軍の実に三割もの兵士を戦闘不能に至らしめたのだった。

「見よ、ガドラよ。これはもう、私の勝ちだろう？」

　隕石の衝突で、大爆発が生じていた。そうして煮え滾るようになった大地を見下ろし、アダルマンが勝利宣言を行う。

　自分で想定していた以上の威力に驚きつつも、さも当然の事のように自慢している。

　骨の顔には表情がないので、バレる事はない。

　ライバルであった男に自慢出来るのが、何よりも嬉しいアダルマンなのだ。

　しかし、ガドラとしては面白くない。

　今アダルマンが使用したのは、暗黒魔法の極意の一つである『空想物質』を応用した召喚魔法であった。架空の隕石を創造イメージして、それを召喚するという究極の魔法である。

　この世に現出した空想物質は、物理法則の影響を受けて〝本物〟となるのだ。その効果は一時的ではあるが、敵を殲滅するには十分な時間であった。

（何でコヤツ、こんな魔法を覚えておるんじゃ!?　これは〈神聖魔法〉や〈死霊魔法〉ではなく、どちらかと言えば〈暗黒魔法〉よりの〈召喚魔法〉──って、ワシの得意分野じゃんよ!!）

　とまあ、素直になれないガドラなのだ。

　専門分野外で負けたのならば、まだ言い訳は出来る。しかし、これではガドラへの挑戦であった。

〝爆覇流星嵐テンペストミーティア〟の威力は認めざるを得ないし、親友が凄いと内心では称賛しているのだが、魔法の大家として素直に負けを認める訳にはいかないのだ。

　何よりもガドラ自身、ディアブロの配下に加わったばかり。ここで一発、何か大きな手柄を立てたいと考えていた。

　しかも、だ。

　この戦に人類存亡がかかっているが、見方を変えればこの世の覇権を争うものだとも言える。であれば、ここで何らかの評価を得ておくのが得策だとガドラは考えていた。

　そうすれば、少なくともディアブロから見放されたりはしないだろうから。

　だからガドラは、憎まれ口を叩くように言い返した。

「吐ぬかせ！　ワシが本当の魔法の神髄を見せてやるわい！」

　そう豪語して、構築中の魔法を完成させていく。

　金属性悪魔族メタルデーモンに生まれ変わった事で扱えるようになった、究極の魔法を。

　ガドラは究極贈与アルティメットギフト『魔道之書グリモワール』を存分に活用して、魔法の源流より至る知識を紐解いていく。

　アダルマンすら知りえないその魔法は、ディアブロやウルティマから教示された暗黒魔法の極意だ。

　ガドラはコツコツと、暇な時間をみて教えを乞うていた。

　その集大成こそが──

「永遠の飢餓に苦しむ者共よ、来たれ！　その牙で全てを喰らうがいいッ!!」

　──〝絶牙虚無飽喰ニヒリスティックパレード〟という、悪辣極まりない暗黒魔法であった。

　神聖魔法で最強なのは、究極の対人対物破壊魔法である〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟なのは有名な話だ。

　使用可能者が少ないのも有名であるが、その威力の高さは折り紙付き。直撃を受けて生き残れる者など存在しない、と言われている。

　ただし、欠点もあった。

　その最たるものが、影響範囲の狭さ、だろう。

　対人魔法としては最強であっても、対軍魔法としては運用出来ない。そういう魔法なのである。

　ところで、この〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟と対になる暗黒魔法の存在は、極限られた者達にしか知られていなかった。

　それこそが、ウルティマなどが得意とする暗黒魔法：虚無消失獄ニヒリスティックバニシュである。

　地獄より湧き出る虚無によって対象を喰らい尽くすという、恐るべき魔法だ。しかもこの魔法は、影響範囲を拡大化させる事も可能だったのだ。

　ガドラは今回、影響範囲をこの戦場全てに設定していた。自身の魔力を全て注ぎ込み、〝虚無消失獄ニヒリスティックバニシュ〟を広範囲殲滅魔法〝絶牙虚無飽喰ニヒリスティックパレード〟として完成させたのだった。

　術者の狙い通りに、地上と天空に極大の魔法陣が出現する。

　そして、天と地を繋ぐように暗黒の放電が開始され──数え切れぬほどの無数の黒点が放たれた。

　それこそが、全ての物質を喰らい尽くす暗黒の牙。

　禁忌とされる虚無を操る、暗黒魔法の禁術であった。

　この世に解き放たれた虚無は、その負の存在値マイナスエネルギーをゼロにするまで消える事はない。天と地を結ぶ魔法陣の『結界』内部を埋め尽くし、その存在を消失せしめるのだ。

　もしも間違って制御に失敗すると、この世を破滅させかねない究極魔法の一つなのだった。

　魔法が発動すると同時に、ガドラが高笑いする。

「ワハハハハ！　どうじゃ？　すごいじゃろ!?」

　とても無邪気で、嬉しくてたまらないという様子だった。

　しかし、アダルマンはそれどころではなかった。

「アホかぁーーっ！！！　貴様は何を考えている!?　こんな危険な魔法、もしも制御に失敗して暴走すればどうするつもりだ!?」

　究極贈与アルティメットギフト『魔道之書ネクロノミコン』によって〝絶牙虚無飽喰ニヒリスティックパレード〟の危険性を理解してしまい、表情などないのに顔を青褪めさせて叫んでいた。

　しかし、ガドラは悪びれずに答えるのだ。

「だって、ワシだって目立ちたいんじゃもん！」

　それを聞いて脱力するアダルマン。

「もん、じゃないだろうよ……」

　と、威厳も何もかなぐり捨てて思わず本音を口にしてしまう。子供っぽいガドラの発言に、アダルマンも呆れかえってしまったのだ。

　確かに、制御に失敗すればこの世を崩壊させる恐れがあっただけに、ガドラとしても言い訳しにくい。なので、逆に開き直って堂々と言うのだ。

「ま、まあ良いではないか。成功したんじゃし！」

　ワシと貴様がいれば大丈夫じゃよと、ガドラは無責任な発言をした。

　反省する様子のないガドラは、腐っても狂気の天才と呼ばれるだけの事はあるのだろう。

　そう再認識したアダルマンは、大きく溜息を吐いて諦めた。

　どうせ言っても無駄だし、事実、成功したので問題はないからだ。

　二つの極大魔法によって敵軍はその数を大きく減らしており、壊滅間近となっていた。最初の数から比べると既に半数以下に減っており、普通の戦ならば、とっくに諦めて撤退する状況である。

　ガドラの〝絶牙虚無飽喰ニヒリスティックパレード〟の影響で視界は悪いが、このまま撃退に成功しそうな勢いだったのだ。

　このまま戦争が終わればいいと考えるアダルマン達は、固唾を呑んで眼下の様子を窺った。

　果たして、結果は──
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　ダグリュールは一目見て、その魔法の危険性を看破した。

　戦端が開かれるなり蹂躙しようと考えていたのに、雑魚による足止め。そして膠着状態に陥ったと思ったら、極大魔法によって五割以上もの兵を減じる事になった。

　こうした事態はダグリュールにとっても誤算だったのだが、しかし、彼にとっては大した損失ではなかった。

　秘匿されているので世には知られていないが、魔法では巨人族ジャイアントを倒せないのだ。この程度で死ぬ者は、運がないだけでなく実力も足りていない事の証左に他ならないのである。

　降り注ぐ隕石は、笑って見過ごせた。

　むしろ見事な魔法であると称賛して、この戦に参加出来る資格があるかどうかの選別に利用しようと考えたほどだ。

　これがもし、異空間に保存しておいた巨岩を上空から落とすといった攻撃であったならば、質量に位置エネルギーが加算される為、無視出来ない破壊力だと判断していただろう。

　しかしそうではなく、〝爆覇流星嵐テンペストミーティア〟は魔法によって創造された隕石による攻撃だった為、何の問題もなく巨人族ジャイアントの権能で打ち消せたのだった。

　武人たる者、対集団を想定した魔法などに遅れを取るなど、あってはならぬ事なのである。

　事実、ダグリュールの腹心や主力の戦士達は、誰一人として欠ける事なくその歩を止める事もない。

　それこそが正しい姿なのだ。

　しかし、ガドラが発動させた魔法はダメだった。

　何故なら〝絶牙虚無飽喰ニヒリスティックパレード〟は、真なる巨人が有する『魔法無効』という絶対能力までも、貫通してダメージを与えてしまうからである。

　絶対魔法防御アンチマジックガードである『魔法無効』があれば、ありとあらゆる魔法攻撃を自動で中和してくれる。

　この能力があるからこそ、魔法では巨人を倒せない。それ故に〝爆覇流星嵐テンペストミーティア〟のような極大魔法であろうとも、笑って見過ごせたのである。

　これで死ぬような者達は未熟だと切って捨てられたのだが……。

「ウルティマめ、禁呪を軽々しく広めおって……」

　と、ダグリュールはウルティマの無邪気な笑顔を思い浮かべて、そう愚痴を吐いた。

　地獄の虚無を呼び出すような魔法は、悪魔の王達しか知らぬハズなのだ。それを広めるような者となると、七名の中で思い浮かぶのはウルティマが疑わしい。

　もしくは、レインだ。

　ミザリーは真面目なので有り得ない。

　ギィ、ディアブロ、テスタロッサ、この三名は意外と常識人なので、除外される。

　カレラは……有り得るのだが、他人にものを教えるのを苦手としているので、除外していいとダグリュールは判断していた。

　となるとやはり、疑わしいのはウルティマかレインという事になる。

　そして犯人は、あのアダルマンという不死者やその友とも仲の良さそうだった、ウルティマであろう。

　それは正解だったのだが、そうと知ってもダグリュールは嬉しくないはずだ。それに今は、犯人捜しをしている場合ではない。

　幸いにもダグリュールならば、この魔法に対処出来るのである。

　苦々しい表情を浮かべて、ダグリュールが両手を天に掲げた。

　そして、その力を解放する。

　虚無系魔法ニヒリスティックの攻撃特性は、負の存在値マイナスエネルギーによる存在の消滅にある。であれば、正のエネルギーを飽和させてしまえば、被害をゼロに出来るという事なのだ。

　ダグリュールは、魔素量エネルギーの塊とも言える巨人なのである。ガドラの全力が込められた〝絶牙虚無飽喰ニヒリスティックパレード〟であろうが、相殺するなど造作もない事なのだった。




　ダグリュール軍は、進撃する。

　仲間の死を平然と受け止め、何事もなかったように乗り越えて。

　その目に宿るのは、ダグリュールへの絶大なる信頼と忠誠。怖れるものなど何もないとばかりに、巨人達は戦場を歩むのだ。
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「し、信じられん……」

「流石はダグリュール殿ですな。ああも容易く、あの危険極まりない魔法を無力化するとは……」

　思わず絶句してしまう二人であった。

〝絶牙虚無飽喰ニヒリスティックパレード〟がかき消されるなり、巨人達は仲間の死をまるで気にする事なく進撃を再開する。

　極大魔法によって一度は崩れた隊列だが、いつの間にか立て直しも終わっていた。

　即死を免れた者達は、その超絶的な回復力によって何事もなかったかのように再生されていき──大きく減ったと思われた数も、そうではなかったのだと判明する。

　その姿は余りにも不気味であり、対峙する者の恐怖心を掻き立てるものであった。

　そんなダグリュール軍の動向を見て、アダルマン達はウンザリした。

「やれやれ……あの者達は、恐怖を感じないのか？」

「全くじゃな。普通は対策を考えるなり、一旦引くなりするものじゃがのう……」

　そうした常識が通じない相手は、敵に回ると厄介だった。

（まあ、それはリムル様の配下の方々も同じだがのう）

　と思うガドラなのだが、それを口にするほど馬鹿ではないので、ここは違う事を指摘する。

「それよりも気になったのじゃが、魔王ダグリュールが虚無を消したのは仕方ないにせよ、お前さんの〝爆覇流星嵐テンペストミーティア〟にはどうやって耐えたのじゃろう？　ワシには不自然に隕石が消えたように見えたが……」

　そう、まるで魔法がかき消されたように──と、ガドラは言う。

　これはアダルマンも気になっていた事だった。

　下級の巨人達からは犠牲者も出たようだが、エリート戦士である上級闘士達は全員が無傷だったのだ。

　回復するにせよ多少なりとも怪我をするかと思ったが、それさえないのは不自然だった。

　二人は顔を見合わせ、お互いの考えを探り合う。

　そして、考えても答えは出ないと即座に判断した。

「さて、どうする？」

「うむ、流石に魔力を使い過ぎた。一旦引くとしよう。それにしても、私の軍団が死を恐れぬ不死者の軍団イモータルレギオンで良かったよ」

「そうじゃな。死を恐れぬ巨人軍なぞ悪夢じゃが、お主の配下も似たようなものじゃからのう……」

　そう言い合って、溜息を吐く二人。

　勝てるかと期待した直後の信じられぬ現実は、衝撃も大きいものだったのだ。

　アダルマンはウェンティの頭を撫でて、帰還を命じる。

　当初の目的通り、極大魔法により打撃を与えるのには成功したのだ。長居する必要はなかった。

　それよりも、さっさと戻ってダグリュールの軍の脅威を報告するべきなのである。

　恐るべきは、その不動の心と回復能力であった。

　前哨戦は終わり、次に控えているのは主力級の衝突だ。

　しかし、今目の当たりにした巨人軍の脅威を鑑みれば、不死者の軍団イモータルレギオンでは分が悪いと言わざるを得ない。

　恐怖を感じぬことも、復活可能なのも似たようなもの。

　とは言え、巨人達はその圧倒的な破壊力で、不死者の軍団イモータルレギオンを蹂躙しそうな予感があった。

　巨人に対して決定打を与えるよりも先に、砕かれ粉々にされる未来が視える気がするのだ。

　まあ、それならばそれで仕方ない。

　可能な限り多数で一体を仕留めていき、とにかく巨人達の数を減らせばいいのだ。

「ともかく、戻ってシオン殿に報告するとしよう」

「そうだのう。今後については、要相談じゃな」

　アダルマンとガドラは今後の展開を考えつつ、シオンのところまで戻るのであった。




　そうして、報告を受けたシオンだが。

　さて、どうしたものか──と悩んでいた。

　シオンは長壁の上に立ち、戦場を俯瞰していた。

　アダルマンとガドラの極大魔法も目撃しており、ひょっとしたらこのまま勝てるかも、などと思ったりしていたが、しかし実際は、厳しい現実が待っていた。

　アダルマン達から報告されるまでもなく、シオンも敵の厄介さを認識していたのである。




　戦闘開始より、二時間が経過した。

　戦況は次の段階、主力級同士の衝突に移行している。

　三万から大きく数を減らしたように見える〝縛鎖巨神団〟だが、実際の損耗率は一割未満だった。それが今、精鋭を頂点として突撃陣形となって、不死者の軍団イモータルレギオンの主力とぶつかり合っていた。

　死霊騎士デスナイト二千騎を中央に据え、秘密兵器を持つ骸骨兵士ボーンソルジャー一万体が両翼を担う鶴翼の陣だ。突進する〝縛鎖巨神団〟を包囲するように迎え撃っているが、数で劣っているので囲みきれていない。

　普通に考えれば戦術ミスなのだが、アダルマンは動じていなかった。

「大丈夫なのか？」

「問題ありませんとも。本当の〝死兵〟の恐ろしさ、恐怖を知らぬ者共に教えて差し上げましょう」

　シオンの隣で指揮を執るアダルマンは、最初から勝利するつもりなどないのである。

　目的は、敵戦力を削ぐ事だ。

　本当の主力はシオン配下の〝紫克衆ヨミガエリ〟及び恐怖騎士団テラーナイツや、ルミナス配下の血紅騎士団ブラッディーナイツであり、アダルマン達はいわば捨て駒として参戦していたのだ。

　ここで可能な限り、ダグリュール陣営のＡランクオーバーの戦士達を倒してしまいたい。少なくとも、敵の弱点などを見抜きたい。そういう意図で、この作戦は立案されていたのだった。

　勿論、アダルマンも納得済みの作戦であった。

　この件については、開戦前からの打ち合わせ通りなのだ。可能な限り死者を出したくないというのが、リムル陣営の総意なのである。

　巨人の戦力を分析する為にも、これは有効な策であった。

　不死である不死者の軍団イモータルレギオンならば。死者にカウントされないという結論だ。何しろアダルマンの配下達は、死んでも滅ぶ事はないからだ。

　不死者の特性を最大活用するというのがこの作戦の肝であり、誘いこんだ巨人に特攻を仕掛けて相打ちを狙い、数を減らしていくという自爆作戦だったのだ。

　とはいうものの、限度はある。

　一見すると戦場は膠着状態に陥っているが、その趨すう勢せいは巨人の軍勢に傾いていたのだ。

　戦場に満ちた魔力を暴発させるようにして、骸骨兵士ボーンソルジャーが特攻を仕掛ける。そうして傷付き倒れた巨人を死霊騎士デスナイトが仕留めていくのだが、確実に致命傷を与えない限り巨人は復活してしまうのである。

　ここで厄介なのが、巨人の巨躯だ。

　巨人達は三メートルから五メートルの巨体を誇っていて、筋肉の鎧は分厚く、なかなか致命傷を与えられないのである。かと言って時間をかけていたら、逆に潰されてしまうという有様だった。

　最初は上手くいっていたが、時間経過とともに対策も立てられてしまっていた。

　長尺武器を持つ者が牽制するようになり、迂闊に近づけなくなってしまった。無理をしても木っ端のように打ち砕かれるだけであり、そうなってしまえば、実力で劣る骸骨兵士ボーンソルジャー達は役に立たない存在と化していた。

　死霊騎士デスナイト達も数で押されて苦戦を強いられ、徐々にその数を減らしていったのだった。




　ここでようやく、そろそろ出番かとルイが率いていた血紅騎士団ブラッディーナイツにも緊張が走る。

　シオンもまた、温存していた恐怖騎士団テラーナイツを投入しようとした。

　死霊騎士デスナイト二千騎は、ほぼ健在である。

　これに恐怖騎士団テラーナイツ三千名を加えるならば、巨人の上級闘士達とも渡り合えるに違いない、と。

　血紅騎士団ブラッディーナイツ四百名に対し、敵のＡランクオーバーは千名もいる。その差を縮める為にも、〝紫克衆ヨミガエリ〟だけでは数が足りなかったのだ。

　十名で一人を相手にすれば、何とか……と、シオンはそう考えていた。

　普段は気合で何とかなると考えるシオンだが、子飼いの者達から犠牲が出るのは嫌なのだ。しかしここは指揮官として、唇を噛み締めて命令を口にしようとしたのである。

　しかし、アダルマンがそれを止めた。

「やれやれ、もう奥の手を出さねばなりませんね」

　などとうそぶいて、魔力が回復したアダルマンが、再びウェンティの背に乗った。

「まだ策があるのか？」

　興味本位で聞くシオンに、アダルマンはカタカタと笑って答える。

「策が尽きたので、後はなるようになるだけです」

　そう言い残し、アダルマンは戦場へと戻ったのである。

　そして発動させたのは、アダルマンがこの時に備えて開発していた死霊魔法の改良奥義──〝不死者軍団創造イモータルレギオン〟であった。

　自分の軍団の名を由来にしているだけあって、アダルマンのとっておきなのだ。

　この魔法は広範囲に特殊な影響を及ぼすのだが、その効果は驚くべきものだ。

　その戦場──影響範囲内で死亡した、敵味方問わずの死者達を、自身の命令に忠実な死者の兵士アンデッドソルジャーへと創り変える魔法だったのである。

　これこそが、死霊魔法禁断の極意。

　アダルマンの研究の集大成だった。

　しかもこの魔法は、既に死せる者共を核として再構築するという改良が施されていた。

　つまり今回の場合、死霊騎士デスナイトを核として、砕け散っていた骸骨兵士ボーンソルジャー達がより集まり始めたのだ。

　死せる巨人兵や、まだ活動していた兵士達まで、その身を寄せ集めていた。

　そうして誕生したのは、二千体の巨大死霊騎士デスジャイアントだった。

　死霊騎士デスナイトが身に着けていた魔鋼製の魔法武具マジックウェポンが、四メートルに達するその巨体を覆っている。それも当然の話で、死者の怨念の統合体であるが故に所持者の意思に沿って武具も変質を成し遂げたのだ。

　アダルマンは最初からこうなる事を見越して、不死の巨人を創造する奥義を編み出していたのだった。

「嘘でしょう？　アダルマンめ、私にも秘密でこんな隠し玉を用意しているとは……」

　と、シオンも驚きを隠せない。

　それもそのはずで、巨大死霊騎士デスジャイアントは個々がＡランクオーバーという化け物揃いだったからだ。

「信じられない。今ほど君達が味方でよかったと思った事はないよ」

　とは、シオンの横で戦況を見守っていたルイの発言だった。

　こうして、戦況はまたも覆ったのだ。

　力で圧倒していた巨人達は、より大きな力の出現によって優位性を失っている。

　しかも、巨大死霊騎士デスジャイアントは不死なのだ。砕かれても壊されても、アダルマンの権能下では即座に復活を遂げるのである。

　けれど、巨人達も負けていなかった。

　千名近くと報告されていたのは虚偽であり、実際には二千名を超える上級闘士が在籍していたのだ。

　そして、Ａランクオーバーの上級闘士達ならば、その身に受けた傷も『超速再生』によって瞬時に再生されてしまう。即死級のダメージを受けない限り無敵であり、巨大死霊騎士デスジャイアントと互角の戦いを演じる事になった。

　お互いに数は減らず、戦況はまたも膠着したのだった。





＊






　アダルマンの活躍によって、シオン達に余裕が戻った。

　こんな奥の手があるという話を聞かされていなかっただけに、嬉しい誤算というものである。

　もっとも、アダルマンとしてもこの〝不死者軍団創造イモータルレギオン〟は初公開、というよりぶっつけ本番だったので、変に期待させたくないという思惑が強かった。

　その結果が今の出来事であり、一番安堵しているのはアダルマン本人なのだった。

「流石はワシの親友ですな」

　と、ガドラはご満悦だ。

　ルイもこれには頷くしかない。

「本当だね。〝七曜〟も愚かな真似をしたものだよ。あれほどの逸材を、他所に流出させてしまうとはね」

　と、かなり本気で悔しそうに言う。

　………

　……

　…

　ルイは昔を思い出していた。

　当時、アダルマンとアルベルトは有名であった。

　天才的な神聖魔法の使い手であり、大司祭であるアダルマン。

　歴代最強の聖騎士であるアルベルト。

　二人揃って、勇者の資格を有する者であった。

　だが、二人に勇者の卵は宿らなかったのだ。

　それでも当然のように〝仙せん人じん〟に到達しており、何もなければそのまま〝聖人〟に至りそうな勢いであった。

　しかし二人は、余りにも天才過ぎた。

　だからこそ〝七曜の老師〟から嫉妬され、罠に嵌るという憂き目にあったのだ。

　そのまま成長すれば自分達の地位すら脅かすほどの存在になると恐れた〝七曜〟が、ルミナスにも内密にして手を打った。

　名目は確か、大規模な死霊災害の浄化だったか。

　しかし実際には〝七曜〟が用意していた腐肉竜ドラゴンゾンビとの戦いになり、二人は相打ちになって滅びた──ハズだった。

　彼等は依頼を快く引き受け、ジュラの大森林へと向かって行った。

　そしてそのまま聖都に帰還しなかったので、死んだものと思われていたのだ。

　まさか、死んだ後に魔王カザリームの手に落ちていたとは思わなかったし、その後も数奇な運命を経て魔王リムルの配下になったのは、ルイの主である魔王ルミナスでさえも予想すらしていなかったのだ。

　………

　……

　…

　ルミナスが悔しがっていたが、ルイとしても同じ気持ちであった。

　この英雄達は、何としても自分達の仲間に加えておくべきだった、と。

　そして、そんな英雄の片割れであるアルベルトも、今まさに戦場で剣を抜いたところであった。

「ほう、あの男はアダルマンの部下だったな。遠目からだとハッキリわかるが、凄まじい腕だな」

　と、落ち着きを取り戻して戦場を注視していたシオンが、感嘆の声を上げた。

　そんな彼女の背後に控えていた、ダグラ、リューラ、デブラの三人も、それに同意するように頷いている。

「アルベルトさん、マジでかっけーっす」

「たまに手合わせしてくれるんですが、メチャ強いんすよね、あの人」

「おお、相手してるのはグラソードの叔父貴でやんす！　これは、どっちが勝っても不思議じゃないでやんす!!」

　最初はアルベルトを応援しようとしていた三兄弟だったが、相手の人物を見て様子が変わった。

「強い、な。巨人にも剣に生きる武人がいたのか」

「へい。あれが親父の弟で──」

「〝縛鎖巨神団〟副官で──」

「オイラ達の師匠だった叔父貴でやんす！」

　シオンの呟きに、ダグラ達が答える。

　その名は、グラソード。

　超一流の両手剣使いで、〝縛鎖巨神団〟でも最強の一角なのだと。

　魔素エネルギー量の大きさこそダグリュールに劣るものの、その剣の腕前レベルは上回っていると言われている。

　巨人族ジャイアントにしては温厚で、理知的な人物との評判だ。

　ちなみに、温厚というだけなら、今のダグリュールも落ち着いたものなのだが、昔の悪評が広まり過ぎていて、いまだに恐れられている。

　そんなグラソードが、アルベルトと一騎討ちをしていた。

　二メートルもの巨躯をしなやかに躍動させて、両手大剣グレートソードを振り回すグラソード。明らかに他と一線を画す強さを誇っており、戦場では異質の存在だった。

　対するアルベルトは、身長差を物ともせずに、互角に剣を交えている。

　アルベルトが超一流の剣士であると知る者達からすれば、信じ難い光景である。

　巨躯であるにもかかわらず、グラソードは俊敏な動作から洗練された技を繰り出していた。アルベルト以外の者では太刀打ち出来そうもないのだが、逆に考えるならば、そんな人物と渡り合えているアルベルトこそ異常なのかも知れない。

　普通に受ければ一撃で圧し潰される重圧攻撃を、柳のように受け流し反撃まで加えている。神話級ゴッズの装備一式を与えられていたからこそ、それは可能な技なのだ。

　これが伝説級レジェンド以下の装備だったならば、受けた瞬間に破壊されていただろう。

　しかも、グラソードの隠れた特性として、対峙した相手の『武具破壊』というものがあった。

　これは文字通りの意味であり、グラソードと剣を交えた者は、武器や防具を壊されて、一方的に敗北する定めにあったのだ。

　そうとは知らぬアルベルトが、神話級ゴッズを装備していたのは僥倖であった。ダグラ達三兄弟すら知りえぬ事実だったので、これはまさしく奇跡的な偶然だったのだ。

　そうした幸運のお陰で、辛うじて戦線の崩壊は免れていた。その事に誰も気付いていないのは、皮肉と言えば皮肉である。

　脅威はそこにあったが、その危険性は気付かれぬままに、両雄の戦いは過熱していくのだった。
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　遂に強者も動き出した戦場とは打って変わって、シオン達は観戦モードだ。

「しかし、親父は動きませんな」

「叔父貴が出たんだから、もうそろそろでしょうけどね」

「その時はオイラ達が相手してやるでやんす！」

　気が大きくなって、そんな事を口にする三兄弟だ。

　そんなアホ共に呆れつつ、シオンが答える。

「慌てるな。当然だが、私が相手する。お前達は恐怖騎士団テラーナイツを率いて、邪魔が入らないようにしておけ」

　三人は反抗せずに了承した。

　元々勝てると思っている訳ではない。調子に乗っていただけなので、返事も軽いものである。

　ただし、おちゃらけつつも忠告するのは忘れない。

「了解でやすが、親父を甘く見ない方が良いですぜ？」

「兄貴の言う通りでさあ。いくら姐さんが強いと言っても、親父は真性の化け物ですから」

「ふぇーっふぇっふぇ。一度も勝てた事がないでやんす」

　勝つとか負けるとかいう話ではなく、その覇気オーラを前にして立っている事すら困難だったのだ。三兄弟では勝負にすらならないのは明白だった。

　シオンから見ても、この三名はそれなりの実力者だ。模擬戦をする度に力をつけているので、成長が楽しみな部下達なのである。

　そんな三兄弟の本気は、シオンにも確かに伝わっていた。

「安心しろ。私とて、無茶な真似はしないさ」

　自分が見えていないのが、とてもシオンらしい発言だった。

　戦場に動きはないが、もう間もなく出番が来る。それを肌で感じて、シオンは臨戦態勢になっていた。

（いっそ、このまま一気に攻め込んでみるか？）

　待つのは性に合わないし、膠着状態を崩して一気に勝利を掴むのも、作戦としてはアリだろう。

　今ならば、敵の将さえ何とかすれば、勝利は間違いナシなのだから……。

　シオンがそう考えた時だった。

　突然、戦場に変化が生じたのである。

　それは唐突であり、苛烈だった。

　戦場に無人地帯が発生した。数体の巨大死霊騎士デスジャイアントが、木っ端のように吹き飛ばされたのだ。

「──あれは!?」

　シオンが目を見開く。

　銀光が煌めく度に、Ａランクオーバーの巨大死霊騎士デスジャイアントが軽々と倒されていた。

　そこに立っていたのは、身体中を鎖にて何重にも縛られた、並外れた巨躯を誇る細身の男だ。

　その異質で苛烈な気配は、鎖で封じられていても隠せていない。

　それはまさに、ダグリュールをも凌ぐ存在感だったのだ。

　シオンの全身に鳥肌が立った。

　生存本能が全力で、その男の危険性を訴えているのだ。

「あ、あれは……そうか、あれが封印されていた……」

「闘神とも荒ぶる悪神とも恐れられた〝狂拳〟の巨神、フェンの叔父貴か!?」

「ふぇーっふぇっふぇっふぇ。腹が減ったでやんす！」

　この状況で関係のない発言をしたデブラの腹には、取り敢えずコークスクリューパンチを捻り込む。

「これで腹一杯になったか？」

　と言い捨てて、シオンは気持ちを切り替える。

　デブラが馬鹿な事を言ったお陰で、緊張が解れていた。

　馬鹿でも愛すべきバカだなと思いつつ、シオンはフェンを観察した。

　三メートルを超える巨躯を誇っているが、その鎖の方が目を引いている。

　それもそのはずだ。

「あの鎖が聖魔封じの鎖グレイプニールですか。凄まじい代物ですな」

「ガドラか。それは何だ？」

「はい。人類史以前の古文書に記された神話なのですが──」

　我が意を得たりとばかりに、ウンチク好きなガドラが自分の知識を披露する。

　………

　……

　…

　聖魔封じの鎖グレイプニール。

　神話の時代より、暴れ狂っていた悪神を封じていた鎖。

　その話が事実であるのならば、その鎖は悪神の放つ魔素を吸収し、進化を遂げているだろう。

　当時から、聖も魔も封じるという竜帝の神器であった鎖である。今の世では神話級ゴッズを凌駕する性能を有していても、何の不思議もない話なのである。

　だが、真に恐れるべきは鎖ではない。

　その鎖に封じられていた悪神こそ、警戒すべき脅威であろう。

　………

　……

　…

「神話の時代、悪神を竜帝が封じた、と言われておるのです。三兄弟のうち二人は改心しましたが、一人は凶暴な性格のままであったが故に、神の鎖により封じられたらしいですな。つまりそれが、あそこで暴れているフェンとやらで、その身を縛っておる鎖こそが、かの有名な聖魔封じの鎖グレイプニールなのですじゃ」

　というふうに、ガドラは嬉々として語った。

　その言葉が正しいのだと証明するかのように、鎖が蠢き、脈動する。

　そんな怪しい鎖に雁字搦めにされているにもかかわらず、フェンは嗤いを浮かべていた。

　楽しくて楽しくてしょうがない、と言いたげに。

　フェンが何もしなくても、鎖が勝手に動いて敵を打ち倒していく。Ａランクオーバーの戦士達が、その歩みを止める事さえ出来ないのだ。

　シオンは驚愕する。

　フェンの存在値はダグリュールに匹敵するとの話だったが、軽く凌駕しているように思われた。

「笑えるな。上には上がいると言いますが、あそこまで別格とは……」

　シオンの仲間達も大概に魔素エネルギー量が高く、ひと昔前とは比較にもならぬほど成長しているのだが、その者達すら及ばぬ領域にフェンはいた。

　シオンの知る最高峰──〝竜種〟たるヴェルドラや、ヴェルグリンド級の存在だったのだ。

「アイツは、とんでもない化け物だな。お前達では無理だ」

　シオンはそう断言した。

　この上に、ダグリュールも控えている。

　それを思うと憂鬱であった。

「どうする？　勝てないと思うし、撤退しちゃう？」

　無邪気に問うウルティマ。

　シオンは面白くなさそうに考える。

　どれだけ戦況が一進一退していても、こんな規格外の化け物が出て来てしまえば、盤面は簡単にひっくり返されてしまうのだ。

　ウルティマが言うように、逃げるのも手だった。

　リムルは犠牲者が出る事を望まない。その命令に忠実に従うならば、撤退も視野に入れるべきなのである。

　今ならばアダルマン達が耐えているので、シオン達、魔物の国からの援軍だけならば、この地から逃げ出すのも可能だろう。

　だが、しかし……。

　撤退するのは簡単だが、その後の結果は目に見えていた。

　残された者達は、この地に生きる無辜なる民達は、理不尽な暴虐によって全ての権利を奪われる事になる。

　そしてそれは人類生存圏までも巻き込んで、リムルの理想実現をぶち壊す事になるのだ。

　それでは、どうするべきなのか？

　とんでもない化け物を相手に戦ったとしても、全滅は必至──

　いいや、違う。

　それをさせない為に、この場にシオンがいるのである。

　答えは出た。

　難しくもない問題だった。

　シオンは戦意を高めつつ、覚悟を決める。

　これもまた、今までに何度も経験しているので簡単だ。

　何度も危機的状況に陥り、それを乗り越えてきたという自負が、シオンを奮い立たせているのだった。

　そして、それはシオンだけではない。

「ウルティマはどちらが好みです？」

　とシオンが問うと、ウルティマは「やっぱり逃げないんだ」と、ニンマリとした笑みを浮かべる。

「シオンさんのそういうとこ、ボク、好きだな」

　それじゃあ、オジサンとは気が合ったから、あっちの暴れん坊をもらうね──と、ウルティマが無邪気に答えた。

　まるで好みのデザートを語り合うように、どちらが誰と戦うのか決めたのだ。

　そんな軽い感じで、二人のやり取りは終了である。

　フェンの相手はウルティマが、ダグリュールには大将同士、シオンが向かうと決まったのだった。




　これに続き、ルミナス勢も動き出す。

「やれやれ、主が主なら部下も部下か。魔王リムルの配下は、恐れというものを知らぬようだね」

　そう呆れながら、ルイも参戦を表明する。

　その視線の先には、暴れ回る〝四よつ腕わん〟の巨人の姿があった。

　ダグリュールの息子達から見れば母方の叔父に当たる、五大闘将筆頭のバサラである。

　戦場の各所には、目を引く強者が他にも何名かいた。それらに向かって、ルイに続いて血紅騎士団ブラッディーナイツや七大貴族達も飛び出して行ったのだ。

　こうして、戦場はより混迷を深めていく──
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　戦場に砂嵐が吹き荒れる。

　フェンが動き、鎖が舞った。その結果として、多数の巨大死霊騎士デスジャイアントがバラバラに砕けたのである。

　そんなフェンの視線が捉えているのは、冥霊竜王ゲヘナ・ドラゴンウェンティの背に乗って指揮を執っていたアダルマンだ。

　大将を狙うのは戦場のセオリーだ。

　事実、アダルマンの権能が不死者を不滅の存在に高めているのだから、フェンの行動は正解であった。

　砂塵を巻き上げ、凄まじい速度で駆け抜けるフェン。それはもはや飛翔であり、遮る者の存在を無視する勢いでアダルマンに迫る。

「──むっ!?」

　フェンの接近に気付き、対処しようとしたアダルマン。空中だから安全などという油断はしていなかったのだが、フェンの動きは速過ぎた。

　聖魔封じの鎖グレイプニールが無限の長さであるかのように、空間を無視して冥霊竜王ゲヘナ・ドラゴンウェンティを縛り上げる。

　この鎖は神をも封じる神話級ゴッズであり、ウェンティに逃れる術はなかった。そのまま地面に叩きつけられ、身動きも取れなくなってしまったのである。

　咄嗟に逃れたアダルマンだったが、それを見逃すフェンではない。

「邪〜魔。死んじまいな!!」

　端的に叫んで、邪魔者を排除するべく殴り付ける。

　アダルマンはそれを予想していた。

　最初から不意討ちされても大丈夫なように、多重の『結界』によってその身を守っていたのである。

　それなのに、そのたった一撃を受けただけで、アダルマンは地面に叩き付けられ転がされる事になった。

　果てしなく重い一撃だった。

　反抗する気力どころか、生きる意欲まで奪われるほどの、絶対的な暴力。アダルマンは、身をもってそれを味わったのだ。

　戦場に、恐ろしいまでの静寂が訪れた。

　一瞬にして、フェンが戦場の主導権を握ったのだ。




　一方、ウルティマも動き始めている。

　この戦いが始まる前に、ウルティマはルミナスと二人っきりで、秘密の打ち合わせを行っていた。ダグリュールの脅威を知るルミナスは、この状況を読んでいたのだ。

　暴力は全てを覆す。それをよく知るルミナスは、勝利に向けてありとあらゆる策を張り巡らせていた。絶対的な秘策を駆使してまでも、ダグリュールを倒そうと考えていたのである。

　戦場の中であっても可憐に、ウルティマは散歩するような気安さで、フェンを目指した。

　そして、アダルマンを庇うように立つ。

　奪われたなら奪い返せばいいとばかりに、フェンを見て嗤う。

「なかなかやるじゃん。アダルマンの実力は、このボクも認めてたのにさ」

　と、ウルティマは言う。

　アダルマンはウルティマと同じく、聖せい魔ま十じゅう二に守しゅ護ご王おうの一角なのだ。後方支援を得意としているとはいえ、〝冥霊王ゲヘナロード〟の名は伊達ではなかったのである。

　フェンが強過ぎたのだ。

　ウルティマはそれが面白くないのか、臆す事なくフェンを値踏みする。

「へッ、そうかよ。弱かったぜ？」

　フェンは闘気オーラを纏った拳の一撃でアダルマンを地に伏せさせたのに、それを誇るでもない。それが当たり前の結果だと考えているから、自慢にもならないのだ。

　そんなフェンの考えを見抜いて、それも当然かとウルティマは思った。

　自分も同じなので、フェンの気持ちが理解出来るのである。

　強者から見れば、弱者はオモチャでしかない。今まで悪魔の王として君臨してきたウルティマだからこそ、フェンに文句を言う資格はないと思っていた。

　実力差があり過ぎた。フェンからすれば、自分達など眼中にないのだ。

　今回は自分達が弱者の側に立った。ただそれだけの話なのだ──と、ウルティマは考えている。

　ただし、簡単に諦めるつもりはない。

　ゲームが大好きなウルティマらしく、負けるにしても最後まで勝ちを狙うつもりなのだった。

（挑戦し続ければ、いつかは勝てるしね。だったら、やるべき事は一つだよ）

　と、実に気楽に考えているのだ。

「一応、名乗っておこうかな。ボクは〝残虐王ペインロード〟ウルティマだよ。暴れん坊君、君は？」

「ガキがよ、生意気だな。フェンだ。どうせここで死ぬんだから、覚えちゃいられねーだろうがな！」

　そんなふうに名乗り合うなり、戦いは始まったのだった。




　長壁の上に残ったシオンは、ダグリュールの出方を窺っていた。

　どう対処しようと、シオンが負けた時点で総崩れになるのが目に見えていた。

　ルミナスには何やら策があるようだったので、それに期待している心もある。

　しかし、それだけではダメなのだ。

　奇跡が起こるのを期待していては、勝てる戦にも勝てない。シオンは強引にでも、勝ちを拾いにいくつもりであった。

「あれが、下の叔父貴──フェン、か。おいおい、流石の俺も、あんな化け物とは想定外だぜ……」

「兄貴の言う通りだぜ。よ、予想以上にヤバイじゃねーの」

「グラソードの叔父貴も大概だが、フェンの叔父貴は別格だ」

「ああ。そりゃあ、封印もされるって話だぜ……」

　シオンの横ではダグラとリューラが、初めて見る叔父についての感想を語り合っていた。親父を倒すと豪語していたのに、その意気も消沈してしまっている。

　まあ無理はないか、とシオンは思った。

　むしろ、勝てると思う方が自分を知らない愚か者というものだった。

「ふぇーっふぇっふぇ。あんなガリガリ、体重なら余裕で勝てるでやんす！」

　そう、こんな感想しか言わないデブラのように……。

（デブラには本当にお仕置きが必要ですね）

　シオンがそう考えた時だった。

　唐突に状況が変化したのである。

「ふむ。ワシを前に、高みの見物とは……随分と余裕だのう？」

　その声は、シオンの背後より聞こえた。

　ここは長壁の上であり、最前線ではあるが防衛拠点でもある場所なのだ。当然ながら『対魔侵入防止障壁』は稼働中だし、シオンの周辺は特に『多重結界』が幾重にも張り巡らされていた。

　それらを全て無視して、この場に立つなど……いや、それよりもだ。

　ここで語りかけられるまで、シオンが一切認識していなかった点こそが問題なのだ。

　監視は怠っていなかった。

　たとえ『空間転移』のようなスキルを用いた場合でも、何らかの異常は感知出来るはずだ。そもそもシオンだって『空間支配』を行えるので、自分の周囲には万全の守りを施していたのである。

　それなのに──魔王ダグリュールがそこにいた。

「どうしてダグリュール殿がここにいるのです？」

　長壁の上にて、シオンの背後に佇む巨人に向けて、振り向いたシオンがそう問いかけた。

　ダグリュールが優しく答える。

　昔はともかく、今は意外と紳士なのだ。

「ふむ。ゆっくりと歩いて来たのだが、お主、ひょっとして見えなかったのか？　だとすれば、ワシの前に立つ資格すらないぞ。真面目に相手するのも馬鹿らしいからのう」

「何ですって？」

　シオンは馬鹿にされたと感じた訳ではない。

　むしろその逆で、ダグリュールは実に紳士的に、本音を語っていると感じていた。

　ダグリュールから見れば、シオンなど小娘同然なのだろう。

　今ならば理解出来た。

　シオンとてダグリュールとは何度も顔を合わせていたが、まるで別人の如き威圧感である。ダグリュールは紛れもなく、王者の覇気を放っていたのだ。

　しかしシオンは、それを気合で黙殺した。

　威圧を撥ね除け、名乗りを上げる。

「資格があるかどうか、その身に問うとしましょう！　〝闘神王ウォーロード〟シオン。魔王リムル様のもっとも信頼されている秘書を務める者として、お相手願います!!」

　勝手に余計な言葉まで継ぎ足して、シオンは名乗った。そして、ダグリュールに向けて、愛刀〝神・剛力丸〟を構えたのだ。

（何らかのスキルか、あるいはトリックか……実力差はあるにせよ、今の現象には理由があるはず!!）

　空間干渉系の移動ならば、必ず痕跡が残される。高速移動だったにしても、空気の揺らぎすらないのはあり得ないのだ。

　ダグリュールのハッタリに惑わされてはダメだと、シオンは自分に言い聞かせる。

　でも、もしもこれが──

（フッ、考えても意味はないか。その時は、潔く散るまでです！）

　──シオンは開き直った。

　もしも答えが、シオンの想像する通りの最悪であったならば、それを認めてしまえば敗北するのと同義である。それ以上の抗戦は無意味なものとなるので、考えても仕方ないと割り切ったのだ。

（私の後にはルミナス様も控えていますし、少しでもダグリュールの強さを分析するのが、私の役目というものでしょう!!）

　その思い切りのよさが、シオンの良いところなのである。

　シオンは雄叫びを上げて、戦闘モードに意識を没入させた。

　ユニークスキル『料理人サバクモノ』で最適化されたその肉体は、シオンの実力を存在値以上に高めるのに役立っていた。

　巨人をも凌ぐ『無限再生』によって、シオンの肉体は非常に近接戦闘向きに作り替えられている。物理的には不死であり、〝心核ココロ〟を砕かれない限り死ぬ事はない。

　今もまた、肉体の限界を超える力でも軽々と受け止めて、シオンの思いに応えてくれていた。

　そうしてふり絞られる渾身の一撃は、究極の領域まで踏み込むほどだ。

　シオンは初手から全力を曝け出し、ダグリュールを葬り去るつもりなのだった。

「いかん！　全員退避せい!!　この一帯ごと消し飛ぶぞ!!」

　援護に入ろうと様子を窺っていたガドラが叫び、その声に反応してシオン親衛隊は迅速に退避した。

　その直後、シオンがダグリュールへと斬りかかる。

　周囲になど目もくれず、シオンの意識はダグリュールにのみ向けられているのだ。

　しかし、ダグリュールは不動。

　哀れな者を見る眼差しでシオンを眺め──

「やはり、その程度か」

　と、呟くのみ。

　そして、結果が出た。

　シオンの剣が脳天に接するその瞬間、目に見えぬ圧力によってその剣が押し留められたのだ。

「──なっ!?」

　シオンとダグリュールの間には、圧縮された闘気オーラの壁が存在した。ダグリュールを守護するそれが、シオンの剣を阻んだのだ。

　シオンの気合を消し飛ばすほどの、余りにも超高密度の闘気オーラである。これによって、シオンの斬撃はダグリュールに触れる事すら出来なかったのだ。

　まさに化け物。

　この時点で今のシオンでは相手にならないのは明白。彼女の敗北は確定していたのである。

「やはりのう。お主では、ワシの前に立つ資格もなかったようだな」

　シオンは驚きに目を見開き、思わずその場で動きを止めてしまった。

　それを見逃すダグリュールではないが、敢えて隙を狙う必要もないので、悠然と構えたまま動かない。

　ただ、優しく告げるのみ。

「ワシの狙いはルミナスのみ。悪いことは言わんから、邪魔するでない」

　そう諭されたくらいで納得するシオンではない。

　より闘志を燃やして、ダグリュールに挑み始めたのだった。
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　こうして、各地で各々の戦いが始まった。

　情勢としては、ダグリュール側が優勢となっている。

　そんな中、シオンに次いで絶望的な戦いを繰り広げていたのがウルティマだ。

「おかしくない？　どうしてボクの核撃魔法：熱収束砲ニュークリアカノンが直撃してるのに、平然としてるのさ!?」

　と、フェンを相手に憤慨して見せるも、表情ほどには余裕がないのが現状だ。

　ウルティマとしては認めたくはないが、フェンは強かった。

　今も究極能力アルティメットスキル『死毒之王サマエル』の権能によって強化して〝死毒〟効果を付与した熱収束砲ニュークリアカノンをぶちかましたのだが、フェンは意にも介していなかった。

「知らねーよ。弱えーヤツは大変だな、小手先の技を頑張って身に付けないと、戦うことさえ出来ねーなんてよ」

　そう言って、フェンが馬鹿にしたように笑う。

「ガキのくせにムカつくヤツ」

　そう言い返すも、ウルティマは実に冷静に戦況を分析していた。

　負けなければいいだけの話なので、最初からフェンを倒せるとは考えていなかった。

　しかし、どうも様子がおかしいのだ。

　今の魔法もそうだが、実力差では説明出来ないようなもどかしさがあった。

　何かを見落としているような、そんな違和感だ。

　そしてふと、気になる報告があったのを思い出す。

　そう、まるで魔法がかき消されたように──と、ガドラは言っていたのだ。

　隕石による攻撃も思ったほどの成果が出ていなかった。それは巨人達の再生能力が優れていたからだと考えていたが……。

（そう言えば、思ったほどの被害が出なかったよね？　って言うか、怪我したっぽいのは下級戦士ばかりだったみたいだし……）

　弱いからこそ、死んだり怪我をするものなので、その点だけ見れば不自然ではない。しかし、上級闘士から怪我人らしき者が出ていなかったのは、よく考えれば不自然だった。

（それってまるで、魔法が通じてないみたいだよね……？）

　ふと思いついたのが、その考えだ。

　まさか、まさか、まさか──と、ウルティマの本能が警鐘を鳴らした。

　それが真実なのだとすれば──

　早くルミナスにも知らせなければと、ウルティマは焦り始めたのだ。




　そして、その頃。

　通じぬと理解しつつも、シオンは攻撃を繰り返していた。

　それはもう、戦闘とは呼べなかった。

　幼児が駄々をこねるようなもので、ダグリュールは歯牙にもかけぬ様子である。

　それでもシオンが諦めていないのは、ルミナスに策があると信じるからだ。

　シオンとルミナスは、意外なほどに仲良くなっていた。

　シオンの料理がまともになったのも、ある意味、ルミナスのお陰とも言えるのである。

　だからシオンは、無条件でルミナスを信じていたのだ。

「やれやれ、諦めの悪いやつめ。何度繰り返そうとも、ワシの皮膚にカスリ傷すらこさえられんだろうに」

「吐かせ！　ようやく準備運動も終わりますし、そろそろ本気を出してあげましょう!!」

　シオンは気迫だけは負けないとばかりに、再びダグリュールへと斬りかかろうとした。

　しかし──

「甘いと言っておる!!」

　ダグリュールの一喝によって、その動作を止められてしまう。

　その声を聞いただけで、シオンは金縛りにあったように動けなくなったのだ。

　動けぬシオンに悠然と歩み寄るダグリュール。そして、握りしめた拳をただ振り下ろした。

　それだけで、シオン達がいた長壁の一角が崩れ落ちた。

　二千年の歴史も、その暴威に対しては無力であった。

　そして──直撃を受けたシオンは言うまでもなく……。

　それは悲しむべき事態ではなく、弱肉強食という自然の摂理だ。

　絶対的な強者が、その意に沿わぬ邪魔者を暴力で排除したというだけの事なのだから。

　こうして、ダグリュールの勝利が確定しようとしていたのだが──しかし、シオンの顔には笑みが浮かんでいた。何故ならば、ダグリュールの足元に魔法陣の光が輝くのを、シオンの目が確かに捉えていたからだった。

　そして、次の瞬間。

「甘いのは貴様じゃ！」

　という凛とした叫びが、舞い狂っていた砂塵を吹き飛ばすような勢いで放たれた。

　薔薇のような甘い香りとともに登場したのは、漆黒のドレスに身を包んだ輝くような美少女だ。

　フワリとシオンの前に舞い降りた銀髪の少女こそ、この地の支配者たる魔王ルミナスだ。その理知的な意思を宿す金銀妖瞳ヘテロクロミアで、魔王ダグリュールをひたりと睨み据えていた。

　そして間かん髪はつをいれず、張り巡らせていた罠を完成させる。
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「滅ぶがよい。〝聖域型極大霊子崩壊サンクチュアリ・ディスインテグレーション〟──ッ!!」

　必殺の意思が込められたそれは、聖都の民の祈りの結晶──と言えば聞こえはいいが、その実態は、魔王ルミナスが〝信仰と恩寵の秘奥〟によって演算領域を限界突破させて、信徒の神聖力をかき集めた代物だった。

　信徒の数が多ければ多いほど、集められる力は極大化する。多少の時間を必要としたが、それだけの価値は十分にあった。

　対個人最強魔法を範囲化させたというだけでも、驚愕に値する偉業であった。こうして放たれた最大最強の〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟ならば、カリュブディスのような巨体であろうとも一瞬で消し去れるのだ。

　油断していたダグリュールには逃げ場もなく、〝聖域型極大霊子崩壊サンクチュアリ・ディスインテグレーション〟の直撃をまともに浴びるしかなかった。

「フンッ、油断したなダグリュール。貴様の様なヤツは、勝ち誇る瞬間に隙が出来るものよな」

　思った以上にダグリュールに隙がなくて、このままではシオンが殺されてしまうかもとやきもきしていたルミナスだった。

　ダグリュールが如何に巨大な力を有していても、〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟の直撃ならば必殺なのだ。しかし、ダグリュールが纏う闘気オーラの防御膜は分厚く、それを突き崩すのは困難だった。

　だからこそ、それを丸ごと包み込めるような、極大化させた〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟を仕掛けた訳だ。

　ルミナスとしては隠れ潜んで様子を窺うのは性に合わなかったのだが、勝利の為に仕方なかった。ルミナスはずっと戦況を観察して、ここぞというタイミングを狙っていたのである。

　その忍耐が報われて、こうして最高の結果を得る事が出来た訳だ。

「悪く思うでないぞ」

　ルミナスは勝利を確信し、ダグリュールへと手向けの言葉を贈った。

　ルミナスとダグリュールが正面から戦った場合、ルミナスが勝てる確率はとても低かった。それを理解しているだけに、ルミナスは卑怯とも思わずこの作戦を実行に移したのだ。

　勝てるように事前に策を巡らせて、そして必ず勝利する。それが彼女の生き方であった。

　油断していたダグリュールへの、奥の手すら惜しげもなく披露した最強の一撃。これで無理なら他の手立てなどないという、完璧な作戦だったのだ。

　だからこそ──




「ふむ、確かにのう。ワシにも油断があったか？　だが、問題はないぞ。何故ならば、ワシにダメージはないからな」




　──その言葉に凍り付く。

　ルミナスの明晰な頭脳が、その有り得ない現実を正しく認識した。

　つまり、本当にダグリュールは無傷なのだ、と。

　それは、たった一つの事実を明確にする。

「ルミナスよ、今ので終わりか？　ならば、次はワシの番だな」

　そう。

　今の攻撃でダグリュールを倒せなかった時点で、ルミナス達に勝利はないのだ。

「心せよ！　気を抜くと、即死だぞ」

　ダグリュールの宣言が、絶望の時間が始まる合図となった。





＊






　アルベルトとグラソードの一騎討ちは、その激しさを増していた。

　巻き込まれてはかなわないとばかりに、周囲は円形に大きく開けている。

　だが、そんな事は当人にとってはどうでもいい話であった。

　互いが互いを好敵手ライバルと認め合い、その戦いを楽しんでいた。

「くかかかかか！　中々の腕前、感服したぞ。貴殿のような人物と剣を交える事が出来るとは、武人としての誉ほまれよ！」

「私の腕ではない。この、我らが神であるリムル様より与えられし武具が、私に力を貸してくれているのだ。以前のままであれば、貴公の剣圧に耐えられずに、既に私は敗北していたであろうよ」

「はん！　謙遜するでない!!　巨人族の中でも、拙者と打ち合える者など少ないのだ。それを使いこなせる事こそが、貴殿が一流である証明であろうさ」

　グラソードの賛辞を、冷静に受け流すアルベルト。それが気に入ったのか、グラソードが上機嫌で言い返す。

　事実、神話級ゴッズ武具の性能を引き出せたのは、アルベルトの実力であった。

　それを誇らぬのが、アルベルトが自分の腕に満足していない証拠であり、敵の言葉で感情を乱されたりしない強みでもあった。

（ふむ、流石よな）

　と、グラソードも感心する。

　一瞬の斬り合いでは、心を乱された方が負けるのだ。言葉で敵を惑わすのも、立派な戦法なのである。

　ならば次だとばかりに、グラソードは言葉を重ねた。

「それにしても、貴殿はどうしてあのような者に従うのだ？」

「──何が言いたい？」

「せっかくそれだけの強さを鍛え上げたのならば、軟弱な不死の王ガイコツなどに従う必要はあるまい。確かに〈死霊魔法〉などは優れておるようだが、真の武とは己の肉体にこそ宿るものぞ」

　両手大剣グレートソードを振り回しながら、アルベルトを煽るようにそう詰なじる。

　その言葉は決して本心ではなく、アルベルトが激高するのを狙った話術であった。感情の乱れはミスを誘発し、それは即座に死に繋がる。これも立派な、グラソードなりの戦術なのだった。

　真なる武人がここまでの真似をするのだから、アルベルトもたまったものではない。それなのに、その表情は一切変化せず──

「勘違いしているようだな。確かに私はアダルマン様の護衛にして、前衛を受け持つ者だ。しかし、忘れていないか？　──アダルマン様こそが、我らの神がお認めになった聖せい魔ま十じゅう二に守しゅ護ご王おうの一角だという事を──」

「む？」

「分からないか？　つまりは、私よりも強いのさ」

　アルベルトの態度は、淡々と事実を告げるものだった。

　自身の言葉を否定されたグラソードは、「ほう？」と呟き片眉を上げる。

　だが、それ以上は何も言わず、ピタリと両手大剣グレートソードを上段に構えた。

　小細工が通じる相手ではないと、アルベルトを認めたのだ。

　ならばこそ、残念だった。

「儘ままならぬものよな。せっかく素晴らしい相手に巡り合えたというのに、此こ度たびの戦は遊びではないのだ。拙者にも御役目がある故、そろそろ本気を出すとしよう」

　グラソードは別に、アルベルトを相手に手を抜いて侮辱していた訳ではない。詐術まで駆使してギリギリの戦いを楽しみつつも、命を賭した真剣勝負を行っていたのだ。

　しかし、あらゆる技が通じなかった今、こだわりを捨てて正面から打ち破らねばならなかった。

　グラソードは単純明快な思考にて、そう決心する。

　グラソードの本質は武人であり、その技量レベルは達人そのもの。それは、力に頼らずに腕を磨いたからこそ。最初から力がなかったからではなく、グラソードが望んだ結果なのである。

　つまりは自身の力を、愛刀である両手大剣グレートソードに封じていたのだった。

　今、それが解放された。

　変化は一瞬だ。もはや愛刀は、グラソードの一部と化している。

　アルベルトには知る術もないが、グラソードの二百万弱だった存在値は一千万まで膨れ上がっていた。

　その変化に、流石のアルベルトも瞠どう目もくする。

（クッ、無理をしてでも、もっと早く勝負を仕掛けるべきだったか……）

　グラソードの剣気を一目見るなり、アルベルトは苦々しくそう思った。もっとも、それが間違いなのも理解している。もしもそんな真似をしていれば、グラソードの本気を見る前に敗北していただろう。

　正解はただ一つ。

　愚直に真正面から、今まで通りの戦いを繰り返すのみ。

「相手に取って、不足なし!!」

「それこそ、拙者のセリフであろうよ」

　そして再び始まる激しい剣戟。

　圧倒的にアルベルトが不利。暴風を受け流す柳のように、グラソードの猛威をさばく事しか出来ない。

　けれど、アルベルトの瞳は諦めてはいなかった。

　その戦いは白熱してゆき、やがて二人は周囲に気を配る事もなく、ただ剣にのみ意識を向けていく。
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　地面に叩き付けられて、アダルマンは気絶していたようだ。

　時間にしたら一瞬の出来事だが、戦場では致命的な失態である。無事だった幸運に感謝しつつ、アダルマンは状況把握を優先させた。

　何が起きたのか記憶を遡るまでもなく、フェンの一撃を浴びたのだと理解している。

　絶望的なまでの力だった。

　アダルマンが無事だったのは、冥霊竜王ゲヘナ・ドラゴンウェンティが庇ってくれて、一緒になって衝撃を受け持ってくれたからだ。そして追撃されていないのは、ウルティマがフォローに来てくれたからだった。

　それにしても、恐るべきはフェンである。

　アダルマンが張り巡らせていた『多重結界』は全て突き破られ、辛うじて一つの防御手段が効果を発揮しえたのみ。その防御手段がなかったならば、アダルマンは一撃で致命傷を与えられていただろう。

（既に死したるこの身が致命傷を負う、というのも変な表現ですな。それにしても、私が得意としていた魔法系の『結界』ですが、破られたというよりもこれは……）

　無視されたようだ、とアダルマンは感じていた。

　ちなみに、残る一つの『結界』は魔法系ではなく、念の為にと昔取った杵柄を忘れぬように施していた闘気オーラによる防御膜である。これがなければ、アダルマンは昇天していた可能性も否定出来ないのだった。

　力によるゴリ押しとも考えられるが、それよりも貫通したと考えるのが自然に思えた。そうなると、フェンの力の秘密が見えてくる。

（そうか……まさかとは思ったが、思い当たる節もありますな。上位巨人族には『魔法無効』がある、と見て間違いなさそうです）

　それがアダルマンの導き出した答えであった。

　ウルティマの見解と同じであり、それこそが正解だったのだ。

　もはやアダルマンは、それが真実だと見み做なしていた。

　極大魔法による影響の少なさも、自身の防御が無視されたのも、それならば説明がつくからだ。

　もしも間違っていても、それはそれで構わない。

　巨人相手に魔法を使わなければ済む話なので、アダルマンは思い悩んだりしなかった。

　どちらにせよ、既にアダルマンの魔力は尽きている。これ以上の魔法行使は難しかったので、敵の特性が『魔法無効』だろうが何だろうが関係ない、という心境なのだった。

　死にかけているはずのアダルマンだが、何の問題もないとばかりに立ち上がった。

　全身の骨にはヒビが入り、聖なる衣は泥にまみれている。

　それでもアダルマンは平然としており、ウルティマと戦うフェンに視線を向けた。

（流石はウルティマ嬢ですな。とっくに魔法が通じぬと気付いておられる様子。しかも、あれだけの力の差がありながら、よくぞ互角に持ち込んだものです）

　正確に言えば互角ではなく、勝負を引き延ばしているに過ぎない。たった一撃でも直撃すれば、ウルティマは立ち上がれなくなるはずだ。

　そうした状況を恐れず、攻撃を繰り返すその胆力。それがあってこそ、存在値が二十倍以上の敵を相手に奮戦出来ているのだった。

　だが、限界も近そうだ。

　アダルマンもうかうかしている場合ではなかった。それなのに慌てていないのは、このまま向かっても役に立てないと理解しているからである。

　魔力も尽きて、死にかけた骨──それが、今のアダルマンを表現する言葉だ。

　であれば、援護に向かう前にやるべき事があった。

「ウェンティ、無事ですか？」

「はい、油断いたしましたわ──」

　ひっそりと人型になり、アダルマンの問いかけに答えるウェンティ。ダメージが大き過ぎて、切り札を使用してでも回復すべきとの判断だ。

　ウェンティは一日に一度だけ、肉体構成変化による『超回復』を発動出来るのだ。

　竜形態から人へ、もしくはその反対。どちらでもいいのだが、これによって致命傷すら無視出来る。今回は人型へと変身する事で、アダルマンの身代わりとなって引き受けた強烈なダメージを消し去ったのだった。

　アダルマンはその力を知っていたので、驚きもせず会話を続ける。

「助かりましたよ」

「無事で何よりですわ」

「しかし、困った事になりました」

「と、言いますと？」

「ヤツには魔法が通じないようです。このままでは、ウルティマ嬢が危ない」

「なるほど」

　フェンのエネルギー量は常識外なほど桁外れで、正攻法で挑むのは無謀であった。魔法による援護を考えていたウェンティとしては、アダルマンの言葉はかなりショックなものである。

　しかし、当のアダルマンは平然たるものだ。

　元は司祭であったのが信じられないほど、研究者の如き眼差しでフェンを値踏みして言うのだ。

「あの巨人は強すぎますな。たとえ魔法が通じたとしても、倒すのは困難だったでしょう」

　淡々と、それが事実だとアダルマンは告げる。

　戦闘速度、破壊力、そして防御力。

　どれを取っても一級品であり、そのエネルギーの量だけを見れば〝竜種〟に匹敵するほどなのだ。生半可な戦力をぶつけても、叩き潰されるだけであろう。

　それは当然、アダルマンの魔法も同様であった。

　であれば、方針を変える必要があるとアダルマンが言う。

「やれやれ。どうやら、久しぶりに私の鍛え抜いた肉体の出番のようですね」

「は？」

　主であるアダルマンを敬愛しているウェンティだったが、その言葉は聞き流せなかった。思わず疑問の声を漏らし、『頭を打ったのかな？　ヒビが入ってるし、意識は大丈夫なのかな？　もしかして、正気じゃないとか？　やっぱり夢を見ながら寝言をほざいてるのかも……』というような疑惑の視線をアダルマンに向けてしまう。

　それは仕方のない事だった。

　鍛え抜いた肉体も何も、アダルマンには骨しかないのだ。

　骸骨の分際で何を言ってるんだ、という話であった。

　そんなウェンティの疑問に答えるように、アダルマンが鷹揚に告げる。

「言ってませんでしたね。私は大司祭の地位に就いていましたが、本職は別だったのです」

「は、はあ……」

「実は〝聖拳導師〟という、僧侶と武闘家の上位職だったのですよ」

「なるほど？」

　優秀な護衛にして、前衛を任せられるアルベルトがいたので、アダルマンが近接戦闘をする必要がなかった。そうしていつの間にか、後衛職として回復役に徹するようになっていたのだ。

　その方が効率が良かったからだが、だからと言って、アダルマンが技を捨てた訳ではない。今もまだ、拳法家として現役なのである。

　闘気オーラによる防御膜で一命を取り留めた事こそ、その証拠であった。

「貴女と戦った時は、人型では無い貴女に有効とも思えず、技を見せる機会もありませんでしたがね」

「そ、そうでしたか……」

　反応に困るウェンティであった。

　何百年もの付き合いになるが、初めて聞かされる真実である。

　というか、そんな特技があったのなら、もっと活用する場面があったように思うのだ。

　アダルマンを敬愛するウェンティにも、許容出来ない話はちょこちょこあるのだった。

「どうやら納得して頂けたようですな」

「え、いや。ですが、その……え？　ちょっと待って!?」

「何か、問題でも？」

「えっと、色々あるんじゃないでしょうか？」

「ほほう。具体的には？」

　そう聞かれても困るウェンティだが、これだけは聞かねばと言葉を紡ぎ出す。

「まさかとは思うんですけど、まさかあの巨人に、素手で立ち向かうおつもり、とか？」

　否定してくれという願いを込めつつ、ウェンティが問いかけた。

　長い付き合いだが、アダルマンが肉体を鍛えている姿を見た事はないのだ。

　いや、骸骨が鍛えても意味があるのかどうかも不明だし……。

　昔は〝聖拳導師〟だったとか言われても知ったこっちゃないし……。

　そんな不確かな情報だけで挑むには、フェンは強大過ぎる相手だし……。

　要するに、ウェンティとしては乗り気ではないのである。

　それなのに、アダルマンは強気だった。

「フフフ、愚問ですよ。拳士なのですから、素手なのは当然でしょう？　まだ疑問はありますか？」

　そういう意味じゃないんですけど──と言い返したいウェンティだったが、「いえ、何も……」としか答えられなかった。

　アダルマンの勢いに圧されたからだ。

（なるほど。昔味方に騙されたとの事ですが、納得ですわ。アダルマン様って、理知的に見えて、案外──）

　それ以上考えるのを止め、暴れ狂うフェンに視線を向けた。

　こうなった以上、敬愛する主を信じるのみである。

　本当に敬愛しているのか疑わしくなっていたが、ウェンティはアダルマンに全てを託す事にしたのだった。

「宜しい。では、作戦を伝えます。魔法が通用しないようですし、物理で殴る。これしかありません」

　ここまで聞いただけで、ウェンティは帰りたくなっている。しかし我慢して、その先の作戦にも耳を傾けた。

「当然ですが、貴女のブレスも通用しないでしょう。何故なら『魔法無効』の原理は、魔素を構成する〝霊子〟そのものに干渉しているみたいですからね」

　意外とまとも──と言えば失礼だが、やはりアダルマンは頼りになると見直したウェンティであった。

　しかし、次の発言は──

「つまり、我々には攻撃手段がない。そこで提案です。合体しましょう!!」

「──はい？」

　アダルマンが切り出した策は、ウェンティの想像の埒外にあるものであった。

　正直に言って、意味不明だ。

　それなのにアダルマンは、ウェンティの返事を肯定と受け取ったのである。

「フフフ、貴女ならそう言って下さると思っていましたよ！」

「え、ちょっと、違──」

　ウェンティの否定の言葉は間に合わなかった。

　というか、聞く耳持たないアダルマンが、間かん髪はつをいれずに技を発動させたのである。

「こういう事もあろうかと開発していた秘儀、今こそお見せしましょう!!」

　ウェンティの身体から力が抜けていく……。

　アダルマンが発動させた秘儀は、『憑依による同化』であった。

　本当に、いつから開発していたのかとか疑問は尽きないが、秘儀は問題なく成功したらしい。

　死霊であるアダルマンは、精神生命体に限りなく近い存在なのだ。

　死んだ自分の肉体＝骸骨に、憑依している状態と言える。

　そうする事で現世に影響力を持てるのだが、依代は別に骸骨でなくても構わないのである。

　今回の場合、ウェンティへと乗り移るように憑依したのだった。

　それだけでは、秘儀というほどの内容ではない。

　問題となるのは、意識が混合しないかどうか、という点だったのだ。

　他人の身体を奪うような憑依と違って、対象の意識を保護する必要があった。その問題を解決したからこそ、アダルマンが秘儀だと豪語しているのである。

「安心しなさい。憑依しても、貴女の意識はそのままでしょう？」

『は、はい……』

「まあ、後で分離する際が少し不安ですが……」

　と、小さく呟くアダルマン。

　それを聞き逃すようなウェンティではない。

　というか、一心同体になっているので、バッチリ聞こえてしまうのだ。

『ちょ、ちょっと!?　本当に大丈夫なんでしょうか？』

　そう慌てるウェンティに、アダルマンが優しく答える。

「最悪の場合でも、我らが神たるリムル様にお願いして、新たな肉体を用意してもらおうではありませんか!!」

　図々しい発言なのだが、それくらいなら許されそうだなとウェンティも思った。

　リムルも実験大好きだし、この秘儀の成果を見せれば大喜びしそうだから。

　それよりも問題は、どちらが新しい肉体に移るのかという点で──いや、それ以前に。今の自分の状態がどうなっているのか、ウェンティはようやく意識を向けたのだ。

　アダルマンがウェンティに憑依した時点で、その身体は大きく変質していた。

　冥霊竜王ゲヘナ・ドラゴンの魔素エネルギー量と、それを支える強靭な肉体。それを支配するのが、アダルマンの鋼の精神メンタルだ。

「ふむ、懐かしい姿ですな」

　そこに立っていたのは、漆黒の司祭服を纏う黒髪の青年だった。

　それは、アダルマンの若き日の姿だ。

　髪の色が違うとか、少しばかり差異があるものの、完全な形で再現されていた。

　その姿を見て、ウェンティは思った。

（あれ？　意外と恰好いい!?　やっぱりアダルマン様は敬愛すべき御方ですね!!）

　意外と現金なウェンティなのである。

『後はお任せ致しますわ、アダルマン様。ご武運を！』

　さっきまで感じていた不安をなかった事にして、ウェンティは全面的にアダルマンを信頼する事にした。こうしてここに、強靭な肉体と膨大な魔力を持つ真なる〝冥霊王ゲヘナロード〟が降臨したのだった。

（ふふ、久しぶりに興奮しますね。この状態なら、ひょっとするとゼギオン殿とも良い勝負が出来るやも知れません。多分ですが、ウルティマ嬢とは互角でしょうか）

　アダルマンはそう見立てる。

　骸骨の状態では拳を交える事すら出来なかった仲間を思い出す。今ならば、たとえ勝てずとも戦いは成立するはずだ。

（そう、今ならば──）

　ベニマル、ディアブロ、ゼギオンの三者は別格として、その他の守護王には負けない自信が、アダルマンにはあったのだ。

　アダルマンは不敵な笑みを浮かべ、地を蹴った。

　飛翔しているように身体が軽い。

　骸骨だった頃でさえ、ここまで重力から解き放たれたような感覚を覚えなかったほどだ。

　それでも、フェンという巨人は恐るべき敵なのである。

　あのウルティマが防戦一方なのだから、舐めてかかるのは自殺行為だった。

　アダルマン一人だったら、勝つのは不可能だ。しかし、ウルティマと協力したならば……。

　幸いな事に、フェンの力は本物ではあるが、その技量レベルはアルベルトと戦っているグラソードほどではなさそうだった。〝竜種〟並みのエネルギーを扱いきれていないから、ウルティマを仕留めるに至っていないのである。

　だったらそこに勝機がある──と、アダルマンは自信満々に考えるのだ。

「時間稼ぎなどという戦術的勝利ではなく、圧倒的なまでの完全勝利を目指しましょう！」

『アダルマン様なら、当然可能でしょうとも！』

　その根拠がどこにあるのか不明だが、ウェンティも調子よく相槌を打った。

　似た者主従らしいやり取りである。

「そうだな、その通りだ！　私は、私達はリムル様の最強の配下──聖せい魔ま十じゅう二に守しゅ護ご王おうの一人なのだから!!」

　その事実こそ、自信の源なのだ。

　アダルマンとウェンティ、二人はこの危機的状況の中、楽しそうに笑いながら地を駆けるのだった。
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　ちくしょう、やっぱりか！　と、ウルティマは口汚く罵りたい思いであった。

　フェンには魔法が通じないという事実を、苦々しく確信したのである。

　しかも最悪な事に、ルミナスと立てた作戦は、最強である〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟でダグリュールを消し去るというものだった。

　このままではダメだと伝えたくても、それを許すほどフェンは甘くなかった。そして結局、遠くに輝く〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟の光柱を目撃したウルティマは、作戦失敗を悟ったのだった。

「蟲型魔獣インセクトにも魔法を無効化するヤツがいるけど、これは違うよね」

「ハハハハハ!!　気付いたかよ。オレ達の『魔法無効』は、絶対魔法防御アンチマジックガードなのさ。〝霊子〟そのものの動きを封じるからよ、どんな魔法だろうが通用しねーのさ！」

「御親切にどうも」

　イラつきつつ、嫌味を返すウルティマ。

　魔法こそが最強の武器である悪魔族デーモンにとって、巨人族ジャイアントも天敵だったのだ。上位種のみの特性のようだが、相性が最悪過ぎて笑えるほどであった。

（──クソッ!!　ギィは絶対に知ってたハズ。教えておいて欲しかったよね……）

　そう愚痴るも、ここにギィはいない。

　今こそウルティマは、リムルが常日頃から口にしていた報告ホウ・連絡レン・相談ソウの重要性を、心の底から理解したのだった。

　とは言え、今更である。

　ここで諦める訳にはいかないのだから、何かしら攻略方法を探る必要があった。そしてそのヒントは、ガドラが使っていた〝絶牙虚無飽喰ニヒリスティックパレード〟にある、とウルティマは気付いている。

（わざわざオジサンが出張ったってコトは、危険だったからだよね。それはどうして？）

　悩むまでもなく、答えは出る。

　通用するからだ。

　これは、魔法の性質が関係していた。

　魔素に影響を及ぼして法則を書き換えるのが魔法だが、魔素の中に〝霊子〟が含まれるのだから、『魔法無効』が絶対魔法防御アンチマジックガードになるのは必然だ。しかしながら暗黒魔法の中でも虚無系魔法ならば、地獄の虚無を召喚して接触するエネルギーを消失させるという特性なので、『魔法無効』でも無効化出来ないと考えられるのである。

　これはもう、確信であった。

　ウルティマは迷わず、攻撃方法を虚無系に限定した。

「死んじゃえ、暗黒魔法：虚無消失獄ニヒリスティックバニシュ──」

　ウルティマの虚無がフェンを襲う。

「チィ、面倒なヤツだぜ。悪魔ってのは、本当に嫌がらせが得意だよなァ!!」

　フェンの闘気オーラが虚無を掻き消し、ダメージを与えるには至らない。〝虚無消失獄ニヒリスティックバニシュ〟は〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟の対となる暗黒系の最強魔法なのだが、フェンにとっては嫌がらせ程度の意味しか持たないのだ。

　しかしそれでも、無意味ではなかった。

　塵も積もれば山となるように、水滴が岩をも穿つように、攻撃を繰り返せばフェンもいつかは倒れるはずだ。

　時間だけはタップリあった。

　ウルティマは勝利の道筋を探り当て、より集中力を高めていく。一つのミスも許されぬ緻密な攻撃を、何千、何万と繰り返すつもりなのだ。

　たった一度でもフェンの攻撃が当たれば、ウルティマの敗北が確定するだろう。それほどまでの力の差があるのだが、しかし。戦闘において一番重要な要素である速度だけは、両者にそこまでの差はなかったのだ。

　それ故に、ウルティマとフェンの戦闘は成立していた。

　その理由はもう一つある。

　それは、戦闘経験の差であった。

　ウルティマは、ゼギオンという圧倒的強者を相手に戦闘訓練を積んでいた。それが活かされ、強者相手の身のこなしに慣れていたのである。

　ウルティマとゼギオンでは、存在値の差が倍も離れてはいない。二十倍以上の差があるフェンの方が危険だと思うだろうが、実はそうではなかった。

　例えるならば、ゼギオンの攻撃は槍だ。一撃必殺で、貫かれれば死ぬ。

　それに対してフェンの攻撃は、巨大ハンマーのようなものだった。かすっただけでも大ダメージという、絶大な威力を秘めていた。

　しかし、それは点と面という違いでしかない。

　敵を殺す為のエネルギー量を超えていれば、脅威度は一緒。フェンの方が威力は高いが、どうせ死ぬという点では、ゼギオンの攻撃と変わらないのである。

　そう割り切ってしまえば、気は楽になるというものだった。

　ルミナス達が心配ではあったが、そっちはもう諦めていた。心配しても出来る事はないので、とっくに意識から追い出していたのだ。

　ウルティマは鼻歌を歌う余裕まで取り戻し、ルンルンしながらフェンを翻弄し始める。

　そしてそこにアダルマンが戻ってきた。

「ウルティマ嬢、お待たせしました」

「誰──って、まさかホネ？」

「はっはっは、アダルマンです！」

「まあいいや。やるべき事はわかってるよね？」

「勿論ですとも！」

　思考加速による高速意思伝達で、二人の役割分担は瞬時に定まった。

　アダルマンが前衛としてフェンと相対し、ウルティマがフォローを入れつつ暗黒魔法：虚無消失獄ニヒリスティックバニシュでフェンの体力を削るという作戦だ。

　ここまでくると、後はもう作業である。

「体力だけの暴れん坊なんて、ボク達の敵じゃないよね」

　気が早過ぎる勝利宣言だが、ウルティマは邪悪に嗤ってそう告げたのだ。
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　大地が震えた。

　魔王ダグリュールの絶対的な暴威が、戦場を支配していた。

　これは無理だろう──というのが、魔王ルミナス・バレンタインの正直な感想である。

　初撃で最強の秘匿奥義技を出してまで、ダグリュールを始末する作戦だった。それが通用しなかった時点で、敗北は必至であった。

　どんな相手であろうが塵に返す〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟ならば、ダグリュールであれ死に至るハズだったのだ。〝竜種〟でさえ、その生を終えて生まれ変わるしかないはず。

　それなのに、結果は惨敗。

　ダグリュールの『魔法無効』という反則的特性によって、勝機は完全に潰されたのだった。

　その時点でルミナスには、半ばこうなる事が予見出来ていたのだ。




　アルベルトとグラソードの一騎討ちは続いている。

　両者一歩も譲らず、一見互角の戦いに見える。しかし、究極能力アルティメットスキル『色欲之王アスモデウス』を通して二人の戦いを観察するならば、状況は違った様相を見せるのだ。

　眩く光り輝くグラソードに対し、今にも消え去ってしまいそうなほどか細いアルベルトの光。お互いが削れる生命力は微々たるものだが、その持つ総量の差が勝敗を暗示していた。

　アルベルトがグラソードを削りきる前に、勝敗は決する事になる。

　アルベルトの敗北、という形でだ。

　しかし、これはアルベルトを責めるべきではない。むしろその逆で、素晴らしい剣技で剣王を相手に堂々と渡り合っているのだから、褒め称えるべき偉業であった。

　グラソードも剣の達人なのだ。

　エネルギーの差というハンデを考慮するならば、アルベルトの技量レベルが上回っているとさえ言えるだろう。

　ただし、状況が覆るほどではない。

　このままでは、アルベルトの敗北は時間の問題であった。




　一方、ウルティマ達はフェンに善戦していた。

　戦闘は激しさを増しているが、それはもう消化試合の様相を呈している。

　よくやっているどころの話ではなく、流石はリムルの配下よな、と感心するほどだった。

　アダルマンなど経緯は不明だが、冥霊竜王ゲヘナ・ドラゴンウェンティと一体化していた。そのお陰で強靭な肉体を得て、魔素エネルギー量も大幅に増えているようだが、それでも〝竜種〟に匹敵する〝狂拳〟のフェンが相手では、その差は歴然としたものなのである。

　特にウルティマは、長年ルミナスを苦しめていた相手だけに、思うところが沢山あった。

　称賛したい気持ちと同時に、やはり厄介なヤツよと苦々しくも感じる。

　複雑な思いを味わうルミナスなのである。

　生命力を数値化して見ることが出来るルミナスには、その差は絶望的なまでに開いて見えた。それなのに諦めぬどころか、戦いを楽しんでいる余裕さえ見せていた。

　だがそれは、薄氷を踏むが如き精神集中の上に成り立っているのだ。

　ルミナスの視界には、全身の防御を捨てて接触部分にのみエネルギーを集中させて、フェンの攻撃に対処しているアダルマンの姿が視えていた。

　ウルティマも同様だ。こちらは実に自然にエネルギーを操っているので、アダルマンよりも安定しているのだが、それでも一撃当たれば終わるのは同じである。

　エネルギー密度の差を埋める為に、全身の力を一点集中させているのだ。それはもはや、神業と称してもいいほどの妙技であった。

　ただし、それが長く続く訳もなく、一瞬の油断が命取りになる。

　それなのに、長期戦闘による敵の消耗を主目的としなければならないのだから、どれだけ絶望的か言うまでもないだろう。

　勝負が成り立っている事こそが奇跡であった。

　ましてフェンは、聖魔封じの鎖グレイプニールを活用していないのだ。それが猛威を振るう時、戦況が一変しそうな怖さがあった。




　そして最後に、シオンだ。

　ルミナスの目の前で殴り倒されたシオンだが、再び立ち上がりダグリュールに挑みかかっていた。

　何度殴られようとも退かぬ、という決意が感じられる。

　しかし、それは蛮勇だった。

　ダグリュールとシオンの戦闘能力の差は絶望的で、数値でそれを読み取れたルミナスは、シオンの行動が無謀以外の何物にも見えない。

　シオンが生きているのは、ルミナスの庇護下にあったからだ。そうでなければ、ほぼ確実に即死だった。

　いかに不死の肉体を持つシオンでも、再生の間さえ与えられなかったら肉体が失われてしまう。〝魂〟からでも再生可能ではあるが、物質体マテリアル・ボディーだけでなく精神体スピリチュアル・ボディーまで失ってしまえば、剥き出しの星幽体アストラル・ボディーごと〝心核ココロ〟を砕かれて死に至るであろう。

　それを未然に防いでいるのがルミナスなのだ。

　無茶をするでないわ──と、ルミナスは冷や汗を拭いつつシオンを見守る。

　ダグリュールの息子達が大慌てで、うろたえながらシオンを止めようとしていた。

「あ、姐さん！　無理ですって！」

「シオン様！　やっぱり親父には──」

「や、ヤバイでやんす。このまま逃げた方が……」

　しかし、シオンは怯まない。

「黙れ!!　リムル様に敗北はない。つまり、この私も負けはしないのです!!」

　まったく理路整然としていない理屈だが、シオンらしいなとルミナスは思った。

　そして、その言葉で吹っ切れたのか、ダグリュールの息子達までも活気付いていた。

「うおおおおおおお！　親父ぃ!!　俺達が相手だ！」

「やるしかねえな。覚悟ォ、決めたぜィ!!」

「やってやるでやんす！　そして、褒めて貰うんでやんす！」

　言葉通り覚悟を決めたのか、ダグリュールに向かっていったのである。

「ほう？　ワシの前に立てるようになるとは、成長したようだな」

　と、ダグリュールも嬉しそうだったが、手加減する気は一切なかったようで、次の瞬間には三人は倒されてしまっていた。たった一撃で大怪我を負い、立ち上がる事すら出来ない様子だった。

　それでも生きているのだから、やはり手加減はされたのだろう。

（これは、無理だな。勝てる道理すらないか──）

　半ば諦めの境地に達したルミナスの耳に、シオンの咆哮が聞こえた。

「フフフ、よくやったぞお前達。いい気合だった。後は私に任せて、そこでゆっくり休んでいるといい!!」

　シオン自身も、ダグリュールから大怪我を負わされたというのに。

　既に治癒が完了しているとは言え、そこに横たわる実力差は絶望的なものなのに……。

　それでもシオンは立ち上がり、挫けない。

　その姿は、とても懐かしい光景を思い起こさせた。

　かつてルミナスを救ってくれた〝勇者〟を彷彿とさせるものだったのだ。

「手助けさせてもらいましょうぞ!!」

　そう声をかけて、ガドラがシオンのフォローに入った。

　しかし、意味はないのだ。

　シオン達の攻撃はダグリュールに届かず、触れる事すら出来ないのだから。




　ここが判断の岐路であった。

　このまま敗北に向けて戦い続けるか、勝負から逃げて再起を図るか。

　賢い者なら、選択するまでもない問いかけだ。

　確かに──

　そう、確かに以前のルミナスならば、迷う事なく撤退していた。

　勝機のない戦など無意味。

　国は再建可能だし、この地にこだわる理由もない。

　永遠の寿命を持つルミナス達が、生死を賭けた戦いをする必要など存在しないのだから。

　しかし──

（本当にいいのか？　シオン達を見捨てるのが妾わらわにとって正解なのか？）

　ルミナスは迷う。

　ダグリュールの狙いがルミナスである以上、ここでルミナスが退けばシオン達は助かる可能性が高まるだろう。

　そう思いはするが、それが言い訳なのも理解していた。

　自分の心に嘘は吐けないのだ。

　ウルティマとアダルマンがフェンを相手に挑み続けているように、シオンも諦めはしないだろう。しかし、勝てる道筋など何もない以上、シオンの死は確実だった。

　しかし、ここでルミナスが協力したならば？

　ルミナスの権能──究極能力アルティメットスキル『色欲之王アスモデウス』ならば、〝生と死〟を司る。たとえ即死しようとも、ルミナスさえいれば復活可能なのだ。

　今、ルミナスが撤退すれば、シオンは間違いなく死ぬ。

　それは嫌だった。

（友を見捨てて、妾わらわだけ逃げるだと？　そんな、そんな無様な生き様など断じて認めぬ!!　妾わらわは、誇り高き〝夜魔の女王クイーン・オブ・ナイトメア〟なのじゃ!!）

　そうしてルミナスも、覚悟を決めた。

「ギュンターよ！」

「ここに」

　ルミナスが呼びかけると、執事然とした腹心たるギュンター・シュトラウスが、影のようにスッと姿を現した。

　ルミナスは振り向きもせず命じる。

「妾わらわは誇り高き八星魔王オクタグラムとして、ここでシオンと命運を共にするつもりじゃ」

「逃げるという選択肢も御座いますが？」

　逃げるのは恥ではないと、ギュンターは進言する。

　しかし、ルミナスはそれを一笑に付した。

「無様に逃げ惑うなど、妾わらわに相応しくあるまい。そう思わぬか？」

　そう言って、艶えん然ぜんとした笑みを浮かべたのだ。

　美少女の外見にそぐわぬような、蠱惑的な笑みだった。

　ギュンターは深く納得し、思い出す。

　そう、遥か昔──かの神祖を葬った際も、この御方はこのような笑みを浮かべていたな、と。

　常日頃から生に執着していたルミナスだが、それは友との約束を守る為だった。

　彼女の本質は、誇り高き女王なのである。

〝夜魔の女王クイーン・オブ・ナイトメア〟ルミナス・バレンタインには、逃亡など似合わない。

　気高く君臨する吸血姫は、ギュンター達にとって至高の御神輿なのだから。

「──御意」

　ギュンターは恭しく一礼した。

　それに鷹揚に頷き返し、ルミナスが告げる。

「もしも妾わらわが滅べば、貴様が次代の王として民を率いるがよかろう」

　決意と覚悟を込めたルミナスの宣告であった。

　それなのに、ギュンターは穏やかなまま動じない。主に従うのが執事ならば、ギュンターは紛れもなくルミナスの使徒なのだ。

「王を見捨てて、何が臣下でしょうか。そのような者に従う愚か者など、ルミナス様の配下には一人たりとておりませぬよ」

「なんじゃと？」

「民の避難は既に開始させておりますが、私としてはお嬢様に付き従う所存で御座いますれば──」

「むう……」

　思わぬ反抗に、ルミナスも戸惑った。

　この日初めて、忠実な腹心だったギュンターが、ルミナスの意に背いたのだ。

「──滅ぶ時は一緒で御座います」

　そう答えるギュンターは、揺るがぬ意思を秘めた眼差しでルミナスからの返答を待つ。

　困惑するルミナスだったが、いつしか愉快な気持ちになっていた。

「フッ、好きにせよ」

　と、楽しげに命じる。

　誰に似たのか知らぬが、馬鹿なヤツじゃ──と、ルミナスは楽し気に笑うのだった。
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「御武運を」

　そう一礼して、ギュンターは去って行った。

　ダグリュール相手では戦力にならぬと判断し、先ずはルイの手助けに向かったのだ。

　相変わらず有能なヤツよ──と、ルミナスは感心する。そして自分は、シオンの隣に並び立った。

　果たしてこれで良かったのかと迷うルミナスだが、後悔はしなかった。

「せっかくの作戦が失敗に終わったようですが、まだ諦めないのですか？」

「無論じゃ」

　ムッとして頷くルミナスは、次の瞬間、ニヤリと笑って聞き返す。

「それよりシオンよ、貴様は逃げなくてよいのか？」

　そう聞かれて、今度はシオンがムッとした。

「当然です！」

　最後に立っていた者が勝者なのだから、たとえ勝てずとも生き残ればいいのだ。

「実に簡単な条件でしょう？」

　と、シオンが不敵に言う。

　ガドラは頭が痛そうだが、反論する気はないようだった。

　そんな二人に、ルミナスも呆れるばかり。

「ならば、回復は妾わらわに任せるがよい。たとえ即死しようとも、その場で生き返らせてくれようぞ」

　その言葉を合図に、無謀とも呼べる特攻が開始される。

　シオンとガドラが波状攻撃を繰り返し、ルミナスが後方で支援を行う構えだ。

　ダグリュールの攻撃でシオンやガドラが即死しようとも、ルミナスは本当に蘇生してみせた。恐るべきは『色欲之王アスモデウス』の権能だが、ルミナスの的確な措置も見事の一言である。

　それと、ガドラだ。

　金属性悪魔族メタルデーモンという不思議な種族に転生していたお陰で、魔法が通じぬダグリュール相手でも善戦出来ていたのである。

　ダグリュールの『魔法無効』は万能ではあるが、弱点がない訳ではない。自身に効果の及ぶ魔法は全て打ち消せるようだが、他者の身体への影響までは全てを打ち消せないのである。

　身体強化魔法などがいい例だ。つまり、防御結界や身体硬化などは無視出来るが、既に強化された速度などはそのままなのである。

　アダルマンの〝爆覇流星嵐テンペストミーティア〟を例にとると、召喚された隕石が空想物質だったから消されてしまったが、あれが本物の物質だったならば、それなりのダメージを与えていたと思われた。

　それなりの質量の岩を異空間にしまって、飛行魔法で上空まで行き、それを落としたと仮定したら。

　岩に付与された位置エネルギーを打ち消すのは不可能だろう。つまりは、間接的な魔法までは打ち消せないというのが、ガドラの導き出した推論だったのだ。

　そしてそれは正解だった。

　ガドラは自身の肉体に強化魔法を施して、巧みに戦うようにしていた。それが功を奏したのだ。

　シオンが倒れている間は、ガドラが前に出る。

　ガドラが倒されたら、速やかにシオンが交代した。

　即興の組み合わせながら、熟練のパーティのように連携が取れていた。

　一番重要なのがルミナスの権能なのは間違いないが、誰が欠けても成り立たぬ戦法であった。

　ただ残念なのは、ダグリュールが疲労する気配すらない事であろう……。

　ルミナスの目の前で、再びシオンが立ち上がる。

　どれだけ傷ついても、死をも恐れず何度でも立ち上がる。

　愚直なまでに、自分は自分に出来る事をするのみと割り切っていた。

　そこにあるのはルミナスへの信頼だ。

　ルミナスならば、即死からも復活させてくれると信じているのである。

　言葉は悪いが、愚直で単純。それがシオンの凄い点であった。

　しかし、ガドラの場合はそうはいかない。

　瀕死から回復すると同時に、全ての怪我は治癒されて痕跡すら残っていない。一見すると無傷なので、何の影響もなかったように思える。

　しかし、ガドラの心には疲弊が蓄積しているのだ。

　シオンと違って理知的なので、自分達がどれだけ絶望的な戦いを演じているのか、考えないようにしても考えてしまうからだった。

　こういう戦いは、心を無にしなければ成立しないものなのである。不安や疑問を意識してしまった時点で、ミスを誘発するものなのだ。

　まして相手はダグリュール。

　フェンに匹敵する魔素エネルギー量を有しながら、グラソードに少し劣るものの、確かな技量レベルを身に付けた魔王。総合力は三兄弟随一で、一番危険な男なのだ。

（このままでいいのか、ワシならばもっと他にやりようがあるのでは？）

　と、ガドラが悩む。

　それが命取りになって、ガドラの行動が少し遅れてしまった。

　本来ならばミスとも呼べぬ些細な遅滞なのだが、その隙を見逃すほどダグリュールは甘くなかった。

　いや、逆だ。

　今まで見逃し続けていたが、これ以上付き合うのを止めた、というのが正解だったのだ。

「やれやれ、もっと楽しませてくれるかと思っておったが、期待外れよな」

　大きく溜息を吐くと、ダグリュールが無造作にガドラを殴り飛ばした。

　当然ながら、直ぐにルミナスが治癒するのだが、目にも留まらぬ動きでダグリュールが割って入り、それを阻止したのである。
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　ルミナスとガドラの間にダグリュールが立つ。

　これではルミナスが回復させようにも、ダグリュールに邪魔されて手立てがなかった。

「貴様……」

「ワシが邪魔か？　最初からこうしてやってもよかったのだが、もっと多彩な技が見れるかと思うて、好きにさせてやったのだ。感謝せよとは言わぬが、ワシを恨むのは筋違いというものだぞ」

　ダグリュールの言葉に嘘はない。

　最初からずっと、相手に合わせていた。そうする事でダグリュールは、少しでも戦いを楽しもうとしていたのである。

　自分が動いた時点で、負けはないと確信している。

　それほどまでにダグリュールの力は絶大だった。

　それなのにルミナス達にチャンスを与えたのは、親友だった神祖──トワイライト・バレンタインの言葉を思い出していたからだ。

『あの子はね、私の最高傑作なのさ。他の作品とは違って、可能性の塊なんだよ』

　神祖は常日頃から、そう言ってダグリュールに自慢していたのだ。

　神祖の高弟達の実力はなかなかのものだったのに、他の者達を差し置いてルミナスだけは別格扱いだった。

　ダグリュールの目には、そこまでの違いはないように思えたものだが……。

　神祖は結局、その理由を語る事なくこの世を去った。

　それも、一番愛した娘であるルミナスの手によって〝魂〟すらも消滅させられて──

　先程の〝聖域型極大霊子崩壊サンクチュアリ・ディスインテグレーション〟こそ、神祖を葬った必殺魔法である。しかしそれすらも、ダグリュールには通じなかった。

　もはや、奥の手など存在しないように思えた。

　それでも相手の力を見極めようと、ダグリュール自らお遊びに付き合っていたという訳だ。

　しかし、それも意味がなかったようである。

　ルミナスは支援に徹し、攻撃に加わる気配はなかった。

　何度か隙を見せてやったのだが、それでも同じ攻撃パターンを繰り返すのみだったのだ。

（そんな児じ戯ぎをどれだけ繰り返そうが、ワシが倒される事など有り得ないというのにのう……）

　舐められたものだと、ダグリュールは感じた。

　なので、これ以上は付き合っても意味がないと判断したのである。

　だからと言って、警戒を止めた訳ではない。

　合理的な判断として、前衛と後衛の分断を図ったのだった。

「手加減していたとでも言いたげな口ぶりですね」

「事実だとも」

　憤慨してシオンが詰るも、ダグリュールは平然と受け流す。

「何を──」

「ふむ。理解が足りぬようだな」

　ダグリュールが消えた。

　そして次の瞬間、シオンは腹部にめり込む拳によって沈黙させられる。

　内臓が爆発したかのような衝撃だ。それは直ぐに消えるような可愛らしい暴威ではなく、シオンの内臓を駆け巡るように暴れ続けていた。

（これでは、回復魔法など無意味……）

　シオンはそう感じた。

　事実、そこに破壊エネルギーが残った状態では、どれだけ回復させても意味がないのである。

　ルミナスも一目でそれを見抜いた。

　厄介な──と、唇を噛み締めるようにして悔やむ。

「どうだ？　貴様を守る者がいるからと、安心しきっておったのだろう？」

「グウッ、な、何のこれしき……」

「ほう、まだ挫けぬか。その意気は素晴らしいが、気合だけではどうしようもないぞ」

　と、ダグリュールは面白くもなさそうにシオンを蹴り上げた。

　ダグリュールはシオンに恨みがある訳ではなく、むしろ好ましく思っている。これ以上邪魔してこないように、これで意識を刈り取るつもりだった。

　しかし、シオンのしぶとさを甘く考えていたようだ。

「し、笑止！　この程度では、わた、私は倒せませんよ……」

　血反吐を吐きながらも、シオンが不敵に笑いながら立ち上がったのである。

「……やれやれ、ワシも耄もう碌ろくしたのう。貴様を見誤っておった事には、謝罪しようではないか」

　殺さぬように気絶させるつもりだったが、それではシオンは止まらない。そう悟ったダグリュールは、本当の意味で手加減するのを止めたのだ。

「貴様ならば、覚醒すれば少しはマシになったであろうがな」

　シオンに向けてそう語りかけるダグリュール。

「何の話です？」

「死に逝く者には関係のない話よ」

　それが最後の手向けとばかりに、ダグリュールはそう言い捨てた。そしてそのまま拳を握りしめる。

　それを見て、ルミナスが叫ぶ。

「や、止めよ！」

　ルミナスはダグリュールの変化を感じ取り、シオンが危険だと察したのだ。

　しかし、そんなルミナスをダグリュールが鼻で笑う。

「貴様が不甲斐ないせいで、この者は死ぬのだ」

「なっ──」

　反論しようとしたシオンだったが、またもダグリュールの一撃によって沈黙させられた。

　死んではいないが、意識はない。

　生き残ったのはシオンが幸運だったからであり、決してダグリュールが手加減した訳ではなかったが、戦闘継続は不可能となったのだ。

　苦しめるつもりはなかったし、出来れば殺したくもなかったので、シオンが気絶してくれてホッとしているダグリュールである。

　こうしてついに、ルミナスとダグリュールの二人だけが残された。

　ルミナスもついに覚悟を決める。

「良かろう。ダグリュールよ、一騎討ちじゃな。妾わらわが相手をしてやろうぞ！」

　ルミナスは、ダグリュールに向けて身構えた。

　自分で言った言葉に、内心で滑稽さを感じる。

　魔王としての矜持から豪語してみたものの、ダグリュールからすればルミナスなど塵ちり芥あくたに等しい存在だろうに、と思って。

「ふむ。ルミナスよ、トワイライトが貴様に何を託したのか、ワシにも見せてみよ。それが出来ぬのであれば──死ね!!」

　次の瞬間、ダグリュールの全身から猛烈なまでの闘気オーラが迸った。

　それを見て、今までどれだけ手加減されていたのか理解するルミナスである。

　ダグリュールとしては手加減している意識はなかったのだが、最初からこの状態だったなら、とっくに決着はついていたのだ。

（本当に化け物よな。コヤツ相手に有効な手立てはなく、可能性があるとすればリムルが助けに来てくれるのを待つばかりとは……）

　秘策が不発に終わった以上、ダグリュールと正面から戦っても勝てる見込みはない。それなのに、ルミナスはここに立っている。

　一瞬、やはり逃げるべきだったかと考えたが、それはないなとルミナスは笑った。

　友シオンを見捨てて何が魔王かと、ルミナスは思うのだ。

（不思議じゃ。シオンとは、クロエほど付き合いが長い訳でもないのじゃがな……）

　シオン達の期待を裏切りたくなかったからこそ、今もこの場に立っていられるのである。

　そしてふと思った。

（リムルのヤツも大変じゃのう。常に仲間からの期待に応えようと、実力以上に頑張っておったのじゃからな）

　こんな状況になって初めて、ルミナスはリムルの気持ちを理解していた。

　ダグリュールに勝てるのは、ギィを除いてはリムルくらいのものだろう。

　もしくは──

　ルミナスの脳裏に、自由気儘な黒い竜の姿が過よぎった。

（気のせいじゃな。妾わらわがヤツに期待するなど、有り得ぬのじゃ！）

　そんな思いとは裏腹に、ルミナスの口元には自然と笑みが浮かんでいたのだ。

　そんなルミナスの様子に、ダグリュールは不思議そうな表情になる。

「この期に及んで、まだ奥の手でもあるのか？」

「フンッ、そんなものがあるなら、とっくの昔に使っておるわ！」

　ルミナスは、胸を張って強がった。

　せめて最期くらい、逃げずに強者に挑んで魔王としての誇りを守る為に。

（──もしかすると、妾わらわも信じているのか？　昔のように、今回も誰かが助けてくれる事を……）

　かつての危機では、〝勇者クロエ〟が助けてくれた。

　それは奇跡のような出来事であり、何度も起きるはずがない。

　そんな事、そんな都合の良い話などないと、ルミナスだってわかりきっているのだ。

　それなのにそんなふうに考えてしまうのは、シオンやウルティマ達が希望を失わない姿を見て、もしかしたらと感化されてしまっているからだ。

　そうに違いない──とルミナスは思った。

（つくづく大変よな、リムルのヤツも。妾わらわのように関係のない者までが、ついつい期待してしまうのだからのう……）

　そう思うと笑えてしまうから不思議だった。

「──？　何か、策でも思い付いたか？」

「いいや。妾わらわらしくないが、最後まであがいてみようと思うたまでじゃ！」

「ほう」

「では、行くぞ！」

　気合を入れて、ルミナスは魔力を全開にした。

　それと同時に、夜薔薇の刀ナイトローズに『色欲之王アスモデウス』の権能を纏わせる。

　司っている〝死〟の権能によって相手の生命力を奪いつつ、それを〝生〟の権能によって自身のエネルギーへと変換させるという、ルミナスの必殺必勝の戦闘スタイルであった。

　この状態であれば、多少の力量差など問題にもならないし、長期戦になればなるほど有利となる。相手のエネルギーを消耗させるのを主眼とする上位者同士の戦闘ならば、ルミナスはかなり優秀なのである。

　そんなルミナスを目にして、ダグリュールも満足していた。

　敵ながら天あっ晴ぱれである、と。

　誰を見ても素晴らしい者達だった。

　味方だった頃は頼もしかったし、敵となった今は、ダグリュールの心をこの上なく沸き立たせてくれた。

（本当に、殺すのが惜しいな）

　しかし、親友だった男の敵討ちは果たさなければならない。

　それによってダグリュールは、己に課せられた〝神殺し〟という宿業を果たせるのである。

　それが、フェンを通じてフェルドウェイと結んだ密約であった。

　ダグリュールはフェルドウェイの野望に協力し、ヴェルダナーヴァを復活させる。その後こそが、本番なのだ。

　しかも、フェルドウェイとの密約はそれだけではなかった。

　ルミナスを倒したならば、西方の地は全てが巨人族の支配下に組み込まれる事になる。そのままジュラの大森林を蹂躙すれば、その地もまたダグリュールのものとなるのである。

　宿業を果たすべく大暴れ出来る上に、領土的野心まで満たせるのだから、『ここで止まれない』というのがダグリュールの本音だった。それ以前に、本能がとっくに暴走を始めている──




　ダグリュールは、これ以上の茶番は不要だと判断した。

「そもそも──」

　ダグリュールが、そう語り始める。

　その瞬間、全てが静止した。

　この戦場での戦闘行為は、全ての意味が失われていた。

「──こうしてしまえば、貴様達には何も出来ぬだろう？」

　というダグリュールの呟きだけが、世界に響いて消えていく。

「──!?」

　意識だけが残された世界で、ルミナスが戸惑った。

「ほう、意識があるのか。ヤツが最高傑作だと自慢するだけはあるのう」

　ダグリュールの〝声〟には称賛の響きがあったが、魂を凍りつかせるほどの恐怖がルミナスを襲った。

　ルミナスは賢明であり、あらゆる事象に通じている。普段ならば意識せず見過ごしていたかもしれないが、戦闘に集中していた今だからこそ、この状況がどうなっているのかも理解していた。

　理解してしまっていた。




　──時が、止まっておるのか──




　それは絶望だ。

（最初から、ダグリュールに勝てる要素などなかったのじゃな……）

　そう理解しているというのに──ルミナスの生への渇望は、この状況下でも失われる事はなかった。

　生き延びる為に情報を集めて──そしてそれが、更なる絶望を招くのだ。

　底なしの深い闇に飲まれるような錯覚に陥るも、ルミナスは足掻き続ける。

〝停止世界〟の中では、絶望の時間さえも終わらない。

　ルミナスは目を閉じて、そして悔やむ。

（最後にせめて、あの憎たらしくて不遜なる邪竜をこの手で──）

　と、ルミナスがそこまで考えた時。

　高笑いが聞こえた気がした。

　それは、ダグリュールの拳がルミナスに到達しようとする瞬間の出来事だった。

　ルミナスの思考は、そこで一旦停止する。

「クアハハハハ！　我、参上！」

　という声の意味を理解すると同時に、ルミナスは現状を把握した。

　目の前に迫る強大な拳。

　そして、それを受け止める褐色の手の平。

　今までここにいなかったその邪竜オトコが、ルミナスに向けて放たれたダグリュールの拳を受け止めていたのだ。
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　──明けない夜がないように、希望の到来によって時は動き出す──




　今、まさに。

　時間と空間を飛び越えて出現した邪竜が、ルミナスが憎みつつも焦がれた無敵のヴェルドラが、絶望的なまでの力を秘めていたダグリュールの攻撃を阻止してみせた。

　絶望の時間は、終わりを告げたのだ。

























　ヴェルドラの出番より時間は巻き戻って──

　俺はミリムの暴走を止めるべく、旧ユーラザニア地方まで『空間転移』を行った。

　ヴェルザードの氷雪が吹き荒れる領域は、視界が悪過ぎて直接出向けない。今回もそれを見越して、少し離れた地点までやって来ていた。

　そこからは、気配を探って一直線。

　ミリムとヴェルザードが激突しているはずなので、警戒しつつ接近した訳だ。

　しかし、俺の想像は外れていた。

　それも、悪い方向で……。

「チッ、思ったよりも早かったな。しかし、もう手遅れだぞ。ミリムよ、貴様の力で邪魔な神樹を砕くのだ!!」

　そこにはミリムとヴェルザードだけではなく、フェルドウェイまで居たのである。

　というか、本当にフェルドウェイなのかと疑問に思うほど、その気配は別人のようだ。

　圧倒的な存在感を放っている。

　それはミカエルをも軽く上回っており、今の俺が本気で戦っても勝てるかどうか疑わしいほどだった。

　そして、何故か偉そうにミリムに命令していた。

　そのミリムだが、見るからにヤバイ変化を遂げている。

　映像ではハッキリしなくて異形のようだったが、間近で見ればその禍々しさは一目瞭然だった。

　背中には漆黒の、一対の翼があった。

　額から生えた紅色の一本角は、更に輝きを増して虹色に輝いている。

　顔以外の素肌は不可思議な紋様を浮かべて、鈍く色調を変えながら輝く硬質の竜りゅう鱗りんに覆われていた。

　これこそが『狂化暴走スタンピート』したミリムの姿なのかと思うのと同時に、俺は身震いしそうになるほどの力を感じ取っていた。

　絶対的な破壊の化身として顕現した魔王ミリムは、まさに〝破壊の暴君デストロイ〟と呼ぶに相応しい存在だったのだ。

　そんなミリムが、何故か命令されている？

　一体何がどうなって──




《──　究極能力アルティメットスキル『正義之王ミカエル』の権能にあった〝王権発動レガリアドミニオン〟です。どうやらフェルドウェイは、ミリムの支配に成功したようですね》




　は？

　って、ちょっと待って？

　暴走しているミリムもヤバイなんてもんじゃないのに、フェルドウェイの手駒にされちゃったって事か!?

　それはもう、最悪とかいうレベルの話じゃないぞ……。




《幸いにも、完全に制御出来ている感じではありません。フェルドウェイがミリムの支配に全ての演算領域を回しても、簡単な命令しか出せないようです》




　いやいや、それでも十分過ぎるでしょうよ。

　ただラッキーだったのは、俺を殺せと命令されなかった事だな。

　フェルドウェイは俺達の登場に不満そうだったが、ここで戦うつもりはなかったらしい。俺達に構う事なく、ミリムへの命令だけして去って行ったのだ。




《ミリムの支配が不安定な為、融通が利かないのでしょう。もしくは、神樹の破壊を優先させたいのか──》




　フェルドウェイの支配力では、一度した命令を撤回したり出来ないって事かな？

　十分に有り得る話である。

　本気のミリムから命を狙われるとか、想像しただけでもゾッとする。そうならなかっただけでも良かったとすべきだが、まさかこんな事になるとは思ってもみなかった。




《完全に想定外でした。暴走状態になった事で、抵抗力も失ったのでしょう……》




　俺だって、フェルドウェイにも支配系の権能があると知っていたのに、ミリムが操られるという可能性など考慮していなかったのだ。シエルさんだけを責められないよ。

　そもそも、ミリムは支配系の権能に対しては、滅多やたらに強かったはずだ。そんなものは通じないと、常に豪語していたほどだからね。

　暴走状態でなければ、絶対に支配など成功しなかったと思われた。

　いや、それが狙いだったんだな……。




《ミリムを暴走させたら、世界崩壊の危機に陥ります。しかし、〝王権発動レガリアドミニオン〟によってその心配を取り除くとは……余りにも分が悪い賭けですね》




　シエルさんが言葉を濁すほどだから、ほとんど成功しないような作戦だったのかも。

　正直、それを実行する方がオカシイんだろうな。

　だったらもう、気にしても仕方ない。

　それよりも、フェルドウェイがミリムの目標に設定していた〝神樹〟って何なのかな？




《魔導王朝サリオンの首都を守護する、神の樹です。巨大な都市すら抱え込めるほどの大木で、この世界の魔素を安定させて天災を防ぐ役割を担っているようです》




　スラスラと答えてくれるシエルさん。

　相変わらず物知りで頼もしいのだが、今の話は聞き逃せないものだった。

　俺はサリオンに行った事がないのだが、あの国の首都って樹の中にあったんだ──って、そこではない。ぼんやりとしたイメージしか出来ないが、樹の中に都があるのなら、その樹が破壊されたら大変な事になるだろう。

　断固阻止、それしかない。

　それが無理なら──

　せめて住民だけでも避難させる時間を稼がねば、大惨事になってしまうのは間違いなかった。

「オイオイ、こりゃあ面倒なコトになっちまったな」

　実に他人事のように、ギィが感想を口にした。

　子供の作文じゃないんだからさ、もっと実のある内容を言って欲しいものである。

「なんか文句でもあんのかよ？」

「ありません。ごめんなさい」

　そういう気配察知はいらないんだよ──と文句を言ってやりたいが、俺は長い物には巻かれる主義なのだ。

　ここは気持ちよく頑張ってもらうためにも、俺が引いておいたのだった。

　そんな俺の対応に感謝するでもなく、ギィがウンザリした口調で愚痴を言う。

「しかし、フェルドウェイの野郎……相変わらず陰険だな」

「ん？」

「お前に乗せられたのも、結果的には正解だったのかって話さ」

　ギィにそう言われて、俺も納得した。

　ここに来るように説得して、ようやくギィを動かせた訳だが、ギィがイヴァラージェの来襲を警戒するあまりここに来ていなかったら、その時点で詰みだった可能性が高いのだ。

　ギィがヴェルザードの相手をしてくれるから、俺がミリムの相手を出来るのである。

　これがもしも俺一人だったなら……。

　おっと、そんな仮定の話はどうでもいいな。

　ぼうっとしている時間はない。何故なら、ミリムが動き始めたからである。

　ギィは自然とヴェルザードの前に出た。

　俺は俺で、とにかくエルたんに一報を入れてから、ミリムを追おうとしたのだが──しかし何故か、携帯は通じなかった。

　取り込み中だったみたい──って、嫌な予感しかしないな。

　俺は仕方なく、ベニマルに連絡を取りながらミリムを追跡する事にした。

　ベニマルに『思念伝達』を繋げながらも必死になって追いつき、攻撃を仕掛けて注意を引こうと試みる。しかし、ミリムは俺の攻撃など意に介さない。

　本気の攻撃ではないものの、かなりの威力なんだけどな。

　なんて嘆いている暇はなかった。

　ミリムが咆哮しただけで、不思議なパワーが炸裂したのだ。

　原理は多分、発声音の振動で干渉して分子結合をほどいたのだろう。俺は上手く逃れられたが、余波だけで川が干上がっていた。

　下手にミリムに手を出すと危険が大き過ぎる。そう思うものの、このままではサリオン崩壊は待ったなしだった。

　どうすんのこれ──と頭を悩ましつつ、俺はベニマルと『思念』で繋がったのを感じていた。




《成功確率は低いですが、一つ作戦を立ててみました》




　もう迷っている時間はなかった。

　音速の数十倍という異常なまでの飛翔速度なら、サリオン到達まであと僅かだからだ。

　作戦成功率が低かろうとも、俺はシエルさんに全賭けするしかないのである。

　とまあ、いつも通りの結論を下した俺は、迷いながらもベニマルに状況を伝えた上で、作戦内容を実行するようにと命令したのだった。
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　魔導王朝サリオンでは、空前絶後の未曽有の危機に陥っていた。

　そんな中、余所行きではない普段通りの態度を崩さずに、天帝エルメシアが母であるシルビア相手に、気安い口調で問いかけた。

「それで、リムっちは来てくれそうなの？」

「無理だって。魔王ミリムが暴走しちゃったらしくて、それを止めに向かったそうよ」

「嘘でしょ!?」

　想像していた以上に厄介な事態になっていて、エルメシアも驚きを隠せない。

「ついでに言うと、その原因となったのが〝白氷竜〟ヴェルザードらしくてね、魔王ギィまで動かしたらしいわ」

　動かしたと簡単に言うが、そんな真似が出来るのはリムルだけだ。

　それを重々承知しているエルメシアとしては、そういう事もあるよね、で流すしかなかった。

　とは言え、それでは困るのだ。

　現時点で、神樹に抱かれし都市であるサリオンの首都は、ジャヒルの猛攻に晒されて地獄と化しているのである。

　ジャヒルだけならともかく、〝三さん星せい帥すい〟ザラリオと名乗る男までいて、現場は大混乱となっていた。

「神樹の防衛機構で限界まで強化してるけど、それでもこのままじゃ話にならないわねぇ……」

　と、エルメシアは頭を悩ませた。

　魔法士団メイガスが総動員で対処に当たっているが、次々と撃墜されていく。だけど、壊滅していないだけでも凄いと、エルメシアは思うのだ。

　サリオンが誇る魔法士団メイガスとは、〝純血の騎士〟とも呼ばれる高位武官の集団である。

　天帝の全権代理人として、調停者の資格を有する者達だ。

　古き血に先祖返りした者のみで構成された、魔導王朝サリオンの最高戦力──とされているが、その実態は『魔ま導どう操そう騎き』と呼ばれる兵器と適合した者達で構成される騎士団だった。

　この『魔導操騎』──通称〝メイガス〟は、言うまでもなく国家機密である。呼び名が同じなのも、秘密が流出しないように配慮した結果だった。

　全高は、五メートルほど。魔鋼製の外装を持ち、竜の筋繊維で駆動する。意思を宿しており、自ら適合者を探し求める知恵ある兵器インテリジェンスウェポンなのだ。

　そしてその真髄は、操騎状態でしか発揮されない。精霊使いの極意が精霊と同化する事であるように、この『魔導操騎』もまた、操者が乗って初めて力が解放される仕組みになっていたのだ。

　普段はネックレスやブレスレットに加工された魔法の宝石に、空間収納されている。

　余談だが、カバルやギドも所持していた。最初にリムル達と出会った場所で暴走したイフリートと対峙した際も、メイガスを起動させる準備だけはしていたのである。

　ただ、他国でメイガスを起動するのは機密漏ろう洩えい罪が適用される上に、間違いなくエラルド公爵の責任問題となる。それに、彼等の場合はメイガスを出しても、イフリートに勝てるかどうかは未知数だった。エレンを守って逃がすだけならメイガスを出すまでもないと判断して、生身のままで戦っていたのである。

　カバルやギドの本当の実力はＡランク相当であり、メイガスに騎乗しても倍加するほど戦闘能力は変わらなかった。それもあって、エラルド公爵はエレンの護衛役に選んでいたのだ。

　このように個々人の戦闘能力は千差万別であり、生身の肉体は弱いのに操騎状態では無双する者もいた。そんな『魔導操騎メイガス』の戦闘能力だが、最低でも特Ａランク相当となる。それが三百騎ほど、戦隊を組んで敵と対峙していた。

「ウチって、あんなにメイガスがあったんだね」

「コツコツ製作したからねぇ」

　普段はいがみ合ったりする事も多いサリオンの十三王家だが、今回は流石に足並みを揃えて、出し惜しみせずに戦力を投入したようだ。

　もっとも、ここで反発するようなら救いようがないので、エルメシアとしても本気で見捨てるつもりだった。そうならなかったのは、不幸中の幸いというものである。

　それはそれとして、エルメシアとシルビアの会話は続く。

「リムっちのとこでもゴーレム開発が進んでたから、あっという間に優位性が失われそうだけど」

「そうなったらそうなったで、共同開発を持ち掛けるつもりでしょう？」

「まあね。リムっちも常識的だし、ヤバイ戦力を流出させたくないって点では意見の一致をみてるから、数を制限しつつ分配するようになるんじゃないかな」

　普段は秘密主義なのに、びっくりするくらい開けっぴろげな内容だった。

　これには聞き耳を立てていた重鎮達も驚き顔だが、それは二人が現実逃避しているからだ。

　今もまた、魔法士団メイガスのエースが落とされた。存在値換算で五十万は超えていると思われるが、そんなエース級の騎士でさえジャヒル相手では時間稼ぎにもならないのである。

　それに敵の軍勢には、ジャヒル以外にも特筆すべき将がいた。

　ザラリオは言うまでもない。

　その配下であるダリスとニースもまた、目立った戦果を挙げていた。

　妖死族デスマンとして肉体を得た彼等は、絶大な力で魔法士団メイガスを破壊していたのである。

「大損害よね」

　思わず愚痴るエルメシアだが、それも本心ではない。

　金銭よりも、国家存続の方が大事なのだ。援軍が来るまでどうにか耐えねばならず、今のままではそれも難しい。そうした計算によって、愚痴りたい気分になっているだけである。

「やっぱり、私達が何とかするしかなさそうね」

　と、シルビアが諦め顔で告げた。

　実際、サリオン全土で戦力的に最強なのは、シルビアとエルメシアの母娘なのだ。それがこうして待機しているのは、長老級の重鎮達によって呼び戻されたからだった。

「なりませんぞ、陛下！　シルビア様も、御自重して下さいませ」

「左様。勝てる見込みがあるならともかく、今回は相手が悪過ぎます。断じて認められません」

　最長老達まで出張って、二人の邪魔をしていた。

　それは、二人の身を案じての事だ。

　シルビアがエルメシアの影武者をしていると知っている者は少ない。それこそ、十三王家の王族ですら知らない話なのである。

　それなのに今回、二人が同時に姿を現した事で、現場では大混乱が生じていた。それでも二人の強さは『魔導操騎』を操る魔法士団メイガスの比ではなかったので、一時的な立て直しに成功したのである。

　魔法士団メイガスが全員出撃して、時間稼ぎに全力を尽くしていた。その理由こそ、シルビアやエルメシア、その他の重要人物達を逃がす為だったのだ。

　ここで二人が戦場に戻ってしまえば、戦士達の努力が無駄になってしまうのである。

　だが、しかし──

「ぶっちゃけさ、私達だけ逃げるのって性に合わないのよね」

「ママに賛成。後でリムっちに馬鹿にされそうだし、私も頑張っちゃおうかな」

　と、二人はとっくに覚悟を決めていたのだった。

「陛下!!」

　必死の形相で長老の一人が叫ぶ。

　遥か昔、ラプラス──サリオンを戦場に送り出した大臣だった。

　当時から、その事をずっと悔やんでいた。二度と同じ事は繰り返さないと誓い、今度ばかりは自分達の手で、敬愛するエルメシア達を守ろうと頑張っているのである。

　しかし、エルメシアは為政者の顔となって問い返す。

「朕ちんは何者ぞ？」

　そう問われれば、長老として答えねばならなかった。

「天帝陛下に御座います」

「朕の行く手を遮る者があろうや？」

　こんな時に権力を振り翳かざすなんて卑怯だ──と、内心で涙する大臣だ。しかし、それこそがエルメシアの生き様なのだと理解してもいるので、こうなった以上、止める術はないのだった。

「あろうはずも御座いません」

　そう口にして、頭こうべを垂れるしかないのである。

　大臣──現在の最長老が認めた以上、他の者達には何も出来ない。

　十三王家の長達も、王たる責務を果たさねばならぬ。

　天帝の一番の配下として、その命に従って民を導く役目を仰せつかっていた。

「へ、陛下──」

「エラルドちゃん。エレンちゃんはリムっちが守ってくれるだろうから、貴方は皆を守ってあげてね」

「私も、私も陛下の御お供ともを!!」

「うーん、邪魔かな。確かにエラルドちゃんは魔法士団メイガスの団長の一人だけど、無駄死にするだけよね」

　そう反対したのはエルメシアではなく、シルビアの方だった。

　エラルドからすれば初対面──のつもりだが、シルビアからすれば愛する旦那の弟なのである。エルメシアのフリをしていた時も、何度も会っていたりする。

　だからこそ、冷たく突き放すように拒絶したのだ。

　これに頷いたのが、エルメシアの祖母にしてエラルドの母たるエリス・グリムワルトだった。

　十三王家筆頭としての立場で、大公爵であるエラルドに命じる。

「控えよ、エラルド。他の王達も聞くがいい」

　普段はおっとりとして穏やかなのに、威厳に満ちた声で宣言する。

「我儘を言わず、陛下の御心に従いなさい」

　それは、有無を言わさぬ圧があった。

　他の王達も内心はともかく、表面上は頷くしかないほどに。

「で、ですが母上──」

　まだ言い募ろうとしたエラルドは、エリスに睨まれて沈黙する。

　それは、エラルドが初めて見た、母が本気で怒った表情だった。

　王の一人がエラルドを諭す。

「エリス様が止めねば、貴殿は拘束されておったぞ」

　それに続いて、とっくに息子達に王位を譲った古参の王族が、エラルドの肩を叩いて話しかけた。

「諦めな。お前の兄貴、サリオンの野郎が消えちまってから、シルビアは隠居してたからな。その怖さを知らないのも無理はねーが、ありゃあ、陛下よりもおっかないんだぜ」

「そうそう。私達が束になっても敵わないものね。ここはお言葉に従い、逃げるが吉よ」

　決して死んだとは言わないのが、サリオンでの暗黙のルールとなっていた。誰もがシルビアの怒りを買いたくなくて、自然と定着した言い方なのだ。

　そして誰もが、自分達の無力さを嘆いている。

　またも彼女達に頼り、自分達だけが生き延びる事になるのか、と。

　しかしそれが天帝の願いなのであれば、従うのが臣下の務めなのだ。

　まだ若い王達も、そうした長老達の様子を見て悟っている。

　反抗しても無駄だな、と。

　それと同時に、サリオンは本当は一枚岩だったのか、と驚いてもいた。

　普段は仲が悪そうだった親世代、祖父母世代が、仲良く語り合っていた。そんな姿を見たのは初めてだったのだが、それはとても自然で、嘘偽りなど感じられなかったのである。

　シルビアやエルメシアのカリスマあっての事なのだと、誰もが納得する光景であった。

　天候系最上位である究極能力アルティメットスキル『雷霆之王インドラ』を駆使し、金剛杵ヴァジュラを操る槍の達人であるシルビア。

　その娘であるエルメシア・エル・リュ・サリオンにも、魔導王朝サリオンの天帝という立場とは別の顔がある。シルビアから分かたれたような天候系最上位である究極能力アルティメットスキル『風天之王ヴァーユ』に覚醒し、これまた神話級ゴッズの円月輪刃チャクラムを自由自在に操り敵を斬り刻む戦いの天才だった。

　そんなエルメシアの実力は、シルビアには劣るものの大差ないレベルだったのである。

　彼女達は再び、皆の願いを背に戦場へと戻って行く。

　そしてそれが、活路を見出す結果となる。

〝天は自ら助くる者を助く〟という。彼女達の勇気ある行動によって、希望は途切れる事なく未来へと繋がるのだ。
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　ベニマル、ソウエイ、レオン、カガリ、ティア、この五人がサリオンに到着したのは、シルビア達が再び戦場に戻ってからしばらく経っての事である。

〝管制室〟の映像に映っていた彼女達は、二度目の出撃後の姿だったのだ。故に、既に疲ひ労ろう困こん憊ぱいとなっていた。

　傷ついた者達は、巨大な神樹の葉の上で治療を受けているようだ。

　そうした者達を守るようにして、シルビアがジャヒルの、エルメシアがザラリオの相手をしていた。神樹が有する防衛機構が働いていたからこそ、皆が死なずに済んでいるという状況であった。

「流石はリムっち、もう無理かなと思っていたのに、本当に援軍を寄越してくれたのね……」

　と、エルメシアが感動しながらベニマル達を出迎えた。

「リムル様は、必ず約束を守られますよ」

　ベニマルが笑って頷き、ザラリオやジャヒルを見据える。

　エルメシアと代わるように、レオンがザラリオの前に飛翔した。その手に握る聖炎細剣フレイムピラーが煌めき、存在感を放っている。

　ザラリオの背後には、いつの間にかソウエイが忍び寄っていた。

　誰もが神樹の周りに浮かんで空中戦を演じている訳だが、当たり前のようにソウエイも空に浮かんでいる。

　二対一だが、戦力差で考えればレオンとソウエイのコンビの方が不利である。しかしソウエイは正々堂々とか気にしないので、何の迷いもなく不意討ちを狙う構えであった。

　一方、ジャヒルの方はというと。

「お前は許さない」

　そう言って、カガリがシルビアの横に浮かぶ。このレベルになると、地上と同様に空中でも足場が創れるのだ。

　あ、こっちは交代してくれないんだ──とシルビアは思ったが、頑張ればまだ戦えるので、協力してくれるだけ有難く思う事にする。

「生意気な……」

　そう歯は軋ぎしりするジャヒルを、挑むように睨むティア。

　三対一で囲むような形となって、戦端が開かれようとしていた。

　ベニマルは、俯瞰するようにして戦況を把握する。

　大将であるジャヒルとザラリオを除けば、魔法士団メイガスの戦力は頭抜けている。一気に戦況を持ち直して、妖魔族ファントムの軍勢を押し返し始めた。

（さてさて、これでジャヒル共を倒せれば、俺達の勝利なんだがな）

　それが簡単ではないと知りつつも、ベニマルは不敵な笑みを浮かべて戦況を読み解いていく。




　ザラリオと対峙するレオンは、いつも通りの無表情とは裏腹に不機嫌そのものだった。

　レオンは誤解されやすい。

　口下手だし、良かれと思ってした行動でさえ恨まれる原因になったりする。

　そんなレオンにとって数少ない理解者が、師匠であるシルビアと盟友だと勝手に思っているエルメシアなのだ。

　そんな二人をここまで苦しめるなど、レオンの逆鱗に触れる行為の第二位に該当する所業であった。

　ちなみに、栄えある第一位に輝くのは、クロエへのチョッカイなのは言うまでもない。

　それはともかくとして、今回の怒りの要因は他にもある。

　自分が奴らの好き勝手に支配された事もそうだし、そのせいでシルビアに迷惑をかけたのも許せない。

　その原因となったミカエルは、自分の手で始末したいと考えていた。それなのにリムルに先を越されてしまったようで、返しきれないほどの借りを作ってしまったのを不甲斐なく思っている。

　ここで恩義に報いておかねば、ますます頭が上がらなくなりそうだった。

　そんな相手はシルビア一人で十分なのだ。

　しかも今回、シルビア達だけの問題ではないとレオンは睨んでいた。

　ヴェルザードの目的は不明だが、ミリムと戦いながらこちらへと向かっているらしい。ミリムとの戦いの余波に巻き込まれたら、ここも簡単に消滅してしまうだろう。

　レオンには、それで終わりとは思えないのだ。

　ここ、サリオンから北上すれば、人類が繁栄している西側諸国まで遮るものはない。

　西に向かえば死せる砂漠、その先には〝聖せい虚きょ〟ダマルガニアがあった。

　そして、少しずれて南西に向かえば、レオンの支配領域である黄おう金ごん郷きょうエルドラドへと到達するのである。

　ヴェルザードの思惑は不明だが、いずれかの地が狙われているのは間違いなかった。

　ヴェルザードだけならば、その思惑が何であれ対策は立てられる。しかし、暴走するミリムが相手では、いかなる手段を用いようとも邪魔するのは困難を極めるだろう。

　それがヴェルザードの意思なのか、あるいはフェルドウェイの作戦なのか……。

（何であろうが、阻止するだけだ）

　それがレオンの決意であった。

　レオンの信条は即断即決であり、疑わしきも罰する主義なのである。

　今回の場合、ヴェルザードとミリムを止められるかどうかはリムル達の手腕に委ねられているのだが、ここ、サリオンが防衛ラインの一つとして重要なのは間違いないのだ。

　その証拠に、ここが敵の攻撃に晒されている訳で、ミリム達が到達するより先に敵将の排除を行う必要があった。そうすれば、後は全力でミリムの暴走に対処出来るのである。

　無論、直接戦うのは自殺行為だが、方向を変えさせて被害を減らす事くらいは可能だろう。間違ってもエルドラド方面に向かわせる訳にはいかないし、人類の生存圏を脅かすのも論外だ。

（不毛の大地に誘導するのが最善か──）

　ダグリュールには悪いが、それが一番マシだとレオンは考えていた。その為にも、それを邪魔される訳にはいかないのである。

「フッ、ミリムの暴走を利用するなど、フェルドウェイも姑息な手を考えるものだな」

　ザラリオに向けてそう話しかけつつ、レオンは剣の切っ先を突き付けた。

　レオンの戦闘スタイルは、フェンシングの型に似ている。突きを主体とした華麗な技を得意としていた。

　フェンシングはそもそも、決闘用剣術で実戦向きではない──という考え方もあるが、そんな事はない。あらゆる剣技の中で最強の威力を誇るのが、突き、だからだ。

　外れてしまうと体勢が崩れて無防備になる──という危険リスクが大きくて多用出来ないのだが、レオンの剣術はこの弱点を克服したものだった。シルビアの槍術もそうだが、神速の体術と組み合わせる事で、追撃されないように立ち回れるのである。

　また、レオンの権能は速度に特化したものであり、そして彼の武器である聖炎細剣フレイムピラーは神話級ゴッズである。

　本気になったレオンは、黄金円盾ゴールドサークルには頼らない。防御を無視した最速と、一点集中させた最強の剣技が合わさって、レオンは閃光の勇者とも呼ばれていたのだった。

　それに加えて、レオンは自らの権能である究極能力アルティメットスキル『純潔之王メタトロン』によって、意のままに〝霊子〟操作を可能とした。これによって最強威力の〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟の連発が可能となり、それを止める術など誰も持たないのである。

　これが、レオンが最強と称される所以ゆえんであった。

　存在値を比較すれば、レオンではザラリオに遠く及ばない。しかしながら、戦闘能力で考えるならば……。

　無駄のないレオンの戦闘スタイルは、十分にザラリオに通用するものだったのである。

　武人は武人を知る。

　ザラリオもレオンを認めていた。

　だからこそ──

「狙いはヴェルドラの因子だとか言っていたが、本当のところアイツらが何を考えているのかなど、私は知らんよ。ヴェルザードも勝手に行動しているし、私の方こそ説明してもらいたいものだな」

　実に素直に本心を口にする。

　実際、ザラリオは何も説明されていないのだ。

　フェルドウェイに命じられるまま、サリオンを陥落させるべく戦争を仕掛けているのである。

　ジャヒルもルミナスを狙っていたのに、こちらの作戦に組み込まれていた。

（そこまでするのだから、この地を落とす事に意味はあるのだろうが……）

　理屈のわからぬままに働かされるほど、やる気の起きない仕事はない。歯車としての役割を求められる末端の兵士ならばともかく、将帥への扱いとしては不愉快極まりないものだとザラリオは考えていた。

　ミカエルの支配に逆らえないからこそ、こういう扱いに甘んじている訳だ。しかし、常に機会を窺っていたザラリオは、ミカエルが消えた瞬間に解除のきっかけを得ていたのだ。それから少しずつ解析を進めており、もう間もなく解除可能という段階まできていたのだった。

　それをイチイチ説明する義務はないので、ザラリオは話を変える。

「それで、レオン。お前が私の相手をするのか？　それとも、後ろでコソコソしている君も、二人同時に相手して欲しいのか？」

　そこでチラリとベニマルにも視線を向けたザラリオは、こちらは動く気配はないと見て取った。ザラリオ達を舐めている訳ではなく、戦場で適切に戦力分配するつもりなのだろう。

　その判断こそが、ザラリオ達を過小評価しているのと同義なのだが、やる気のないザラリオとしてはどうでもいい話なのだ。命令には逆らえないので、適当にやり過ごすつもりなのである。

　ソウエイは、自分の存在が気付かれているだろうとは思っていた。ジャヒルと違って、ザラリオは油断なさそうな雰囲気だったからだ。

　存在値だけを比較すればジャヒルの方が脅威なのだが、厄介なのはザラリオの方だ──というのが、ベニマルの下した結論だったのである。

　ソウエイもそれに同意していた。だからこそ、無理に不意討ちを狙うつもりはなく、レオンのサポートに徹する構えだったのである。

「バレているなら話は早い。こちらにも余裕はないのでな、勝つ為にはあらゆる行為を正当化すると考えてもらいたい」

　堂々と『ズルをする』と宣言するソウエイであった。

　レオンも別に異論はない。

　負けたら話にならないのだから、万全を期して勝利を目指すのは当然だからだ。

　こうして、レオンを主体としてソウエイが補助をする形で、ザラリオ攻略戦が始まったのだった。
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　ジャヒルを相手に、三者三様の攻撃が仕掛けられた。

　シルビアは電光石火、金剛杵ヴァジュラによる槍撃を。

　カガリは遠距離魔力弾だ。破壊の王笏ルーインセプターで力を制御して、研ぎ澄ました魔力の塊を練り上げてぶつけていく。

　そしてティアは、一番前に立って牽制役となっていた。

　一番危険な役どころだが、ティアは恐れない。その身に怒りを宿して──フットマンの代わりに激怒していたからである。

「お前なんか嫌いだ！　死んじゃえよ!!」

「黙れィ！　群れるしか能のないクソゴミ共が、ほざくでないわ!!」

「ウルサイのはお前だよ」

　ティアはそう言い返して、手に持っていた大鎌をブーメランのように投げつけた。出発前に、クロベエと呼ばれる鬼人が譲ってくれた武器だった。

　伝説級レジェンド最上位、下手すれば神話級ゴッズに届きそうなほど禍々しい気配オーラを漂わせていた。壊れてしまった自分の大鎌よりよほど優れている、と直感するティアである。

　その大鎌の名は、〝落涙の大鎌ティアーサイス〟と言うらしい。

　命ではなく、涙を刈り取る鎌だべ──と、クロベエが言っていた。

　自分にピッタリの武器だとティアは思った。

　悲しい思いをするのは、今回で終わらせなければならないから。

　そんな〝落涙の大鎌ティアーサイス〟が、意思を持つかのようにジャヒルを狙う。

　それと同時に急激に身体能力を向上させて、ジャヒルに向かって一気に接近。その懐に潜り込み、強烈なパンチをお見舞いする。そして速やかに離脱し、回転しながら戻ってきた大鎌をキャッチした。

　そしてそのまま、何事もなかったかのようにカガリを守る態勢を維持するのだ。

　それは、ユニークスキル『操演者アヤツルモノ』によって自分自身の肉体を操っているからこそ可能な妙技であった。

　ティアのユニークスキル『楽天家ムチナルモノ』は、〝命令を受けた時〟というあやふやな特定条件下でしか発動しなかった。それは、ティアの自我が希薄で、フワフワしていたからである。

　しかし、クレイマンの欠片──その〝心核ココロ〟を構成していた〝情報子〟──を与えられた事で、ティアは変わったのだ。

　強くなった。

　いなくなってしまったラプラスや、乗っ取られてしまったフットマンの代わりに、自分がカガリを守らなければと覚悟を決めたのだ。

　………

　……

　…

　その瞬間、何者かがティアに問いかける。




《貴女が承諾するなら、力が授けられるでしょう》




　それは、この場にいない者が残した〝声〟だった。

　眠っていたティアを解析し、いずれ必要になるであろうと仕掛けてあったのだ。

　ティアが自分の意思で力を欲した時に、応えられるようにと。

　勿論、代償を必要としている。

　しかしそれは、先払いで支払われていた。

　ティアの権能はとっくに解析されて、無害だと断定されていたのだ。同様に、まるで脅威ではないクレイマンの権能と統合したところで害にはならないと判断されて、味方でいる間は少しでも強化した方がいいというサービス精神によって、それは仕込まれていたのだった。

（くれるっていうのなら、何だってもらうよ！　アタイは強くならなきゃならないんだ!!）

　ティアが迷わず承諾する。

　変化は静かに速やかに、ティアの中で完了した。

　ティアのユニークスキル『楽天家ムチナルモノ』と、与えられたクレイマンの〝情報子〟から再現されたユニークスキル『操演者アヤツルモノ』が統合されて、究極授与アルティメットエンチャント『楽天奏者オルフェウス』が誕生したのである。

　それは全て、何者かシエルの仕業なのだった。

　………

　……

　…

　こうしてティアは、自分の意思で生まれ変わった。

（うん！　わかってるよ、クレイマン。アタイが、私達がカガリ様を守らなきゃね!!）

　ティアは誓う。

　そうすると、ティアの力が湧き出てくるのだ。まるで、亡き友クレイマンが力を貸してくれているかのように……。

　持て余し気味だった二百四十万超えの存在値も、今では物足りないほどに感じていた。瞬間ごとに必要な力を倍加させれば、格上のジャヒル相手に怯む事もないのだった。




　面白くないのはジャヒルだ。

「ワシを舐めるなよ、人形風情が!!」

　ブチ切れたジャヒルがうっとうしそうに、大火球を放つ。

　神速のシルビアはともかく、カガリやティアに逃れる術などない。その一撃で〝魂〟すらも消滅する──ハズであった。

　しかし、カガリやティアの姿が揺らめくように消え失せ、少し離れた場所に出現したのだ。

　これにはジャヒルも驚愕する。

「何だと？　貴様達には、そんな力などなかったはず……一体何をしおったのだ!?」

　今度はしっかり見極めようと、ジャヒルは慎重に火球を放った。

　ザラリオならば簡単に見抜いただろうそのカラクリは、子供騙しのように簡単な仕掛けだ。ベニマルが『陽よう炎えん』で、カガリ達を守っていたのだった。

　ベニマルを相手に何度も苦汁を嘗なめさせられただけあり、流石のジャヒルも二度目で気付いた。

「小癪な真似をォ!!」

　と簡単に激怒して、その感情のままに火球を連発してカガリ達を狙い撃つ。しかしそれは、ベニマルの術中に嵌るだけだった。

　ベニマルはジャヒルを直接相手にしていないのに、その思考と行動パターンを読み解いて、カガリ達に最適なアドバイスをしていたのである。

　故に。

「おっと、隙アリよ！」

　そう言って、シルビアの槍がジャヒルを貫く。

　その程度でジャヒルが死んだりはしないが、少しは鬱うっ憤ぷんが晴れるシルビアだった。

　そして、カガリも。

　ミカエルから与えられた権能である究極付与アルティメットエンチャント『支配之王メルキゼデク』は、ユウキによって奪われたままだ。その代わりに自由になれたカガリは、自分の〝魂〟に根差していたユニークスキル『企画者クワダテルモノ』を強化して、究極に近しい権能にまで高めていたのである。

　ただし、カガリがいかに優秀であっても、神ならざるレベルでは限度があった。シエルのように、権能を自由自在に弄れる方が異常なのだ。

　その異常さを、カガリは夢の中で体験していた。

　………

　……

　…

　その声は明瞭だった。




《貴女が望むなら、力を授けましょう》




　という意味不明な申し出が、眠っている自分に語りかけられたのだ。

　言うまでもなく、シエルの仕業である。

　迷宮内であれば、シエルには大抵の事が可能なのだ。

　夢というより、カガリの潜在意識野での会話であった。そこでシエルは、契約を持ちかけたのである。

　カガリの権能を最適化する代わりに、その力をリムルに向けられないように。

　もしも裏切られたとしても、その権能はシエルの手の内にある訳で……趣味と実益を兼ねた一石二鳥の提案だった。見方によっては、シエルしか得しない案件にさえ思えるほどである。

　力を渇望していたカガリは、これに同意した。

　本人は夢だと思い込んでいたので、騙されているのではとも疑っていない。用心深いカガリらしからぬ失態なのだが、リムルと敵対しない限り不利益は被らない。カガリとしては、リムルと敵対するのは色々な理由で望まないので、何の問題もないのだった。

　………

　……

　…

　そして目覚めた時、カガリはその力の存在に気付いた。

　そして理解して、今では完全に自分のものにしている。

「ワタクシのフットマンを返しなさい!!」

　そう叫んだカガリは、その権能──究極授与アルティメットエンチャント『予言之書アガスティア』を発動させる。

　未来を見通すが如く、その権能はジャヒルの動きを予測した。これによって、力の差を埋めるように連係攻撃が見事に成功していく。

　何しろ、ベニマルの判断力、カガリの予測力、シルビアの行動力、ティアの覚悟が合わさっているのだ。ジャヒルの邪悪な力であろうとも、そう簡単には覆せなくなっていたのだった。

　それに、ベニマルはジャヒルと戦った経験があるのだ。初見の際は力量差に慌てたものだが、その力の性質は既に把握済みなのである。

　知っているならば恐れる事はない。

　勝てない戦いはしないというリムルの方針を、ベニマルもきっちりと受け継いでいるのだ。であるからこそ、ここにベニマルが来たという事実が、勝てる算段があるという事を意味していた。

　欲しかった戦力ピースは全て揃っており、勝利パズルの瞬かん間せいはもう目前なのだった。

　そうとは気付かず、ジャヒルが吠える。

「生意気な！　余の恐ろしさを忘れたようだな」

　火球連弾でカガリを狙い、その爆発の余波に身を隠してジャヒルが叫ぶ。そしてそのまま、爆発を推進力に換えてカガリへと急接近した。

　先ずはカガリを殺すつもりなのだ。

　弱い者から狙うのは鉄則であり、ジャヒルの判断は間違っていない。しかし、それはあまりにも読みやすい思考であり、それを待ち構えるのも簡単だった。

　皆が思う。

　嘘でしょ、これほど戦いやすいのは初めてだわ──とシルビアが。

　わかってはいたけど、脅威なのはリムルだけではなかったのね。味方なら頼もしいけど、敵だったらと思うとゾッとするわ──と思うのはカガリだ。

　すっごい安心感ある──というのが、一番危険な役割を任されているティアの感想だった。

　それだけ、ベニマルの指揮が卓越しているのだ。

　リムルの前では弱音を吐いたりしているが、本来は上に立つ者として責任感のある男なのである。ディアブロもそうだが、リムルがいない方が頼れるし頑張って働くのだった。

　そんな訳で、今のベニマルは神経を研ぎ澄ませている。

　指揮下に入った者達とは『思念伝達』で繋がっており、ベニマルの権能──『陽炎之王アマテラス』の『意思統制』によって、全員が一つの意思であるかの如く活躍出来るようになっていた。

　その結果が、遥か格上であるジャヒル相手に、互角以上に戦えているという現実なのだ。

　ベニマルが一人ならば、ジャヒル相手に勝利するのは不可能だった。同系統ゆえに決定力に欠けるので、どんな策を張り巡らせようと倒せないのである。

　前回のように、負けないように戦うしかなかった。

　しかし、今は違う。

　シルビアという決定力がある。

　カガリという安全装置がある。

　ティアによるフォローも完璧だ。

　負ける気がしないというのが、ベニマルの心境なのだった。
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　ザラリオは横目でジャヒルを見て、少しばかり驚いた。力だけなら自分より上であるはずなのに、格下を相手に圧されていたからだ。

（ジャヒルは馬鹿ではない。傲慢だが、油断して負けるような愚か者でもない。つまりは、あの男が優れているという事か）

　ベニマルをチラリと一瞥して、そう理解した。

　直接戦闘には加わっていないが、要所要所で適切なサポートを欠かしていない。ベニマルの力はジャヒルと同系統なので、炎熱攻撃を綺麗に無力化させているようだった。

　炎属性というのは、焦点が絞られていれば絶大な威力を発揮するが、それを逸らしてやればどんどんと熱効率は低下する。ジャヒルの場合も同じで、権能で強化した支配力で魔素に干渉して、超高温と化した炎熱攻撃を仕掛けている訳だ。しかし、その熱波を別方向へと誘導してしまえば、焦点温度が低下するのも当然だった。

　それは簡単な話ではないはずだが、ベニマルは何食わぬ顔で行っているようだ。敵ながら称賛に値すると、ザラリオは素直に感心したのである。

　もっとも、エネルギー量を比較すればジャヒルが圧倒的に上なので、ベニマルと雖いえども直撃を受ければ耐えられないだろう。如何に魔素への干渉力が上回っていようとも、制御不能なまでのエネルギーをぶつけられたらどうしようもないからだ。

（ふむ、そうならないように上手く立ち回っているようだが、そろそろジャヒルのヤツも痺れを切らすのではないか？）

　ザラリオはそう思った。

　ジャヒルとて、魔導大帝として知られた男なのだ。今の自分の状況を把握すれば、ベニマルを何とかしないとジリ貧だと理解するだろう。

（しかし、見事なものだ）

　ザラリオがそう思うのも無理はない。

　ベニマルの誘導は実に巧みで、爆発と衝撃だけは凄まじいのだ。一見すると圧倒しているようにも見えるので、ジャヒルが現状に気付くのが遅れる要因となっているのである。

　そして、各自の連携にも無駄がない。各々が各々の役目を、丁寧に熟こなしていた。

　それも全て、ベニマルが指示しているようだ。

　ベニマル自身もそれなりの戦士なのに、大将としての方が優れた才覚を発揮していた。ザラリオは密かに、ベニマルという男が脅威であると認めたのだった。

「私を相手にしているのに余所見するとは、舐められたものだ」

　神速の剣戟が交差した後、レオンが淡々と言い捨てた。

　特に腹を立てている様子ではなく、単に思った事を口にしたという感じである。

　ザラリオは苦笑しつつ、答えた。

「いや、そういう訳ではないさ。両者の技量レベルは伯はく仲ちゅうしているのだから、慌てた方が負けるからな」

　そう言いつつも、レオンの剣を余裕で受け流すザラリオである。

　しかし、その言葉に嘘がある訳ではない。高レベルの剣士になると、差が付きにくくなるものなのだ。

　相手の視線、身体の配置、気配の向き、そうした諸々の情報から、剣の軌道は予測出来るようになっている。そうした土俵に立つ者同士なら、勝敗は如何に上手くフェイントを成功させるかにかかっているのだった。

　そうなると、会話による牽制なども有効な戦術となる訳で、無理に仕掛けて怪我するよりもいいとザラリオは考えていた。

　敵はレオンだけではなく、ソウエイという厄介な伏兵もいるのである。ザラリオが嫌がるタイミングを見透かすように攻撃を仕掛けてくるので、たとえ格下であろうと油断は出来なかった。

　存在値──身体を構成する要素、エネルギー量、各種耐性、そうした諸々を加味して算出される数値だが、所詮は目安に過ぎないのだ。

　現に、威力特化型のジャヒルが速度に特化した相手を追い切れないように、相性が悪ければ勝負はどう転ぶかわからないものなのである。

　ザラリオは、そうした真理を熟知していた。

　存在値なるものを知っている訳ではないが、敵の強さはおおよそ見抜いている。かと言って、それだけで全てを判断すれば足を掬われると、戦士としての長年の経験から深く理解しているのだった。

　だから、相手を舐めるなど論外。レオンやソウエイを同時に相手しつつも、決して油断などしていないのである。

　そうしたザラリオの性質を、レオンもこの短時間で見抜いていた。

（厄介な相手だ。隙がないというのは、本当にやりにくいものだな）

　と、自分の事は棚に上げて考えるレオン。

　敵に油断があれば必殺奥義を仕掛けられるのだが、ザラリオには望めそうもなかった。如何に一撃離脱戦法を得意とするレオンでも、必殺技を放つ際には自分に隙が出来てしまうのだ。そうならないように戦術を組み立てていくと、どうあっても長期戦は避けられそうもなかった。

　そうなると、全てで劣る方が不利である。

　技量レベルだけで渡り合っているレオンとしては、このままでは敗北するという未来が見えてしまっているのだった。

　つまりは、ザラリオの方針が正解なのである。

　そこまで読み合っているので、両者の対応は実に対照的になっている。

　落ち着き払ったザラリオ、少しずつ余裕を失うレオン、というように……。

　ただし、レオンは一人ではなかった。

「落ち着け。敵の言葉に惑わされるな」

　スッと忍び寄って影から出てきたソウエイが、レオンの耳元で囁いた。そしてそのまま、無謀とも思える特攻をザラリオに仕掛けて、見事に一刀で斬り伏せられる。

　それがソウエイの『分身体』なのは言うまでもない。しかし、虚実入り混じって波状攻撃を仕掛けられるので、これが意外と通用していたのである。

　メインで斬り結んでいるのはレオンだが、疲労が溜まった頃合いでソウエイが代わる。これを繰り返す事で、なるべく消耗せずに戦闘を継続出来ていたのだ。

　ザラリオとしても、それほど思わしい状況ではなかったのだった。

　そうした膠着状態が続く中、突然変化が生じた。

　ベニマルが動いたのだ。

「エルメシア陛下、お願いがあるんだが──」

　疲労から回復すべく離脱中だったエルメシアに向けて、ベニマルが話しかけていた。

　戦闘中だというのに余裕だなと思いながら、聞くともなく聞き耳を立てるザラリオ。

「何かな？」

「そちらの騎士達、魔法士団メイガスだったか？　一時で構わないので、俺に指揮権を譲って頂きたい」

　いきなり無茶を言うなと、ザラリオは一気に話に引き込まれた。

　これにはレオンもムッとする。

　自分が無視されたように感じた訳だが、ベニマルの話に興味があるのはレオンも同じであった。

「はあ？　それはちょっと無理っていうか──」

「無理は承知だ。しかし、もう間もなくミリム様が到達すると報告があった。このままではこの地への被害が計り知れないものになるから、何とか阻止せよとの命令なのだ」

「それって、リムっちから？」

「ああ」

　じゃあ、しょうがないか──という表情を浮かべるエルメシア。

「普通はね、いくら友好国だからって、絶対に有り得ないんだけどぉ、リムっちが言ってるんなら仕方ないわねぇ」

　上司が上司なら、部下も部下よねぇ──などとボヤキながらも、エルメシアは団長達を呼び集めている。

　それを見て『イヤイヤ、本当に有り得ん』とザラリオも思った。

「無茶苦茶だな」

「まあ、リムルだからな」

「それほどか？」

「ああ。ハッキリ言って、理解不能だ」

　何故か、敵であるはずのレオンと共感してしまうザラリオなのであった。

　それにしても、とザラリオは考える。

　あのベニマルという男は、ジャヒルの相手をしながら何をするつもりなのか、と。

　興味深く見守っていると、団長達が文句を言っているようだ。それは至極当たり前の反応であったが、エルメシアが一喝して黙らせていた。

　危急存亡の秋ときだと言っているようだが、それを証明するようにベニマルが何かしている。

　空間に映像が映し出された。

　どうやら、自身の権能を利用して遠距離の映像を大空に投射したようだ。

「何だあれは？」

「どうやら、蜃気楼の応用だな。リムル様が開発なされた監視魔法〝神之瞳アルゴス〟に、ベニマルが勝手に改良を加えたようだ」

　何故かソウエイが解説してくれた。

　ちなみに、戦闘は継続中である。今も激しく剣戟が繰り広げられているのだが、どうも作業感の方が強くなってしまい、こうして互いに会話する余裕も生まれているのだ。

　そもそもザラリオの剣技は、敵を一刀のもとに斬り捨てる剛の剣なのだ。

　ザラリオの宿敵である蟲魔族インセクターは外骨格で覆われているので、何度も斬りつけていると剣が傷む。そうならないよう、相手の隙をついて弱点を正確に斬る技術が磨かれた結果であった。

　異界と基軸世界では流れる時間が違う為、ザラリオの体感時間では数百億年以上もの永きに渡って、戦い続けているようなものなのだ。それなのに剣の技量が頭打ちなのは、蟲魔族インセクターという敵の特性に特化してしまったせいである。それでも、中には異常なまでの戦上手もいたので、ザラリオの強さは想像を絶するレベルに達していたのだ。

　ザラリオがやる気がないからこそ、レオン達との戦いが成立しているのだった。

　対峙した瞬間、レオンやソウエイもザラリオの本当の実力に気付いている。それなのに、慌てず雑談したり状況解説したりするあたり、二人ともなかなかの肝っ玉だと言えるだろう。

　そんなこんなで映し出された映像には、リムル達の様子が映っていた。

　ミリムの相手をリムルが、ヴェルザードの相手をギィがしている。そして、何故かヴェルグリンドもやって来ており、周囲に被害が及ばないように協力している状況だった。

「ヴェルグリンドが協力しているとはな。流石はリムル、人たらしの才能は恐ろしいな」

「人徳と言ってもらいたい」

　などと、レオンとソウエイが言い合っていたが、ザラリオとしてはそれどころではなかった。

　どうしてミリム達がこちらに向かっているのか、その理由がわからなかったからだ。

　そもそも、これが計画通りなのかも不明である。

　フェルドウェイが何かを企んでいるのか、それとも単なる偶然なのか。ヴェルザードの独断という線もあるにはあるが、その場合は何が狙いなのか想像もつかなかった。

　だがもしも、これがフェルドウェイの計略だった場合は……。

（フェルドウェイがヴェルザードに何かを吹き込んでいたとしたら、この状況も有り得る。その場合、目的は何だ？）

　ザラリオは考える。

　ミリムとヴェルザードが戦いになっていたが、これは暴走するミリムをヴェルザードがいなす形で成立していた。他に目標を定めれば、ヴェルザードの手は空くのである。

　そうなったらミリムは破壊の限りを尽くすだろうから、それを阻止する為にギィが動く可能性が高いと思われた。

　まさしくそれが、ヴェルザードの狙いであろう。

　ミリムと戦うギィは、流石に余裕がないはず。そこを狙って倒し、自分の言いなりにするつもりなのだ。

　そこまでは簡単に読めるので、ギィが素直に出て来るとは思えない。協力者を連れてくるのは当然だろうし、それが魔王リムルだったのも納得出来る話であった。

　そこまではいい。

　その先が問題だった。

（ヴェルザードの狙いがギィなのは明白。だがそれでは、場所を移す意味はない。とすると、やはりフェルドウェイの思惑が絡んでいるとみるべきか……）

　そこまで推察したザラリオだが、そこで頭を悩ませる。

　どうしてわざわざ、自分達が攻略中のサリオンにやって来るのか？

　ザラリオ達の援護として？

（いや、それはないな。フェルドウェイめ、何を考えている？）

　ザラリオはその疑問の答えを見いだせず、フェルドウェイへの不満を募らせた。

　最初から説明しておけという話なのだ。

　この地にミリムを誘導して何をさせるつもりなのか、それを読み解かねば自分達も巻き込まれかねない。協力すべきなのか退避すべきなのか、それさえもわからなければ身動きが取れないというものだった。

　ザラリオは考える。

　防衛戦力がシルビアやエルメシアだけなら、ザラリオ達だけで簡単にサリオンを落とせた。しかし魔王リムルが援軍を派遣した事で、状況は膠着状態に陥っている、と言えなくもない。

　そうなると見越していたからミリムを寄越した、というのは理由として弱い。それならば、最初にミリムをぶつけて混乱させてから、ザラリオ達が侵攻を開始すべきだからだ。

　混戦状態になってからミリムを到達させるという事は、その状況にこそ意味があると考えるべきだった。

　例えばそう、誰もが身動き出来ないからこそ、ミリムの邪魔を──

　そこまで思い至り、ザラリオは背後を振り返った。

　そこに立つのは、太古の昔からこの地に聳え立つ神の樹だ。

　大地に根を張り、ありとあらゆる天災からこの星を守護する役目を担う神樹が、ジャヒルの炎に晒されながらもいまだ健在たる姿を誇示していた。

　かつて、ミリムとギィが戦った際も、その被害が及ばぬようにこの地を守ったのがこの神樹である。

　北方には、ヴェルザードがいた。

　魔王ルミナスが支配する人類生存圏は、ギィとラミリスが守護した。

　ルドラが守護するナスカ地方も、ヴェルグリンドの協力もあって無事だった。

　しかし、被害の中心地だった聖域ダマルガニアは、〝天通閣〟があったからこそ滅びる事はなかったものの、いまも甚大なる被害の爪痕が大きい。かつての栄華は失われたままなのだ。

　しかし、逆に考えれば──

　たったそれだけしか被害が出なかった、とも言えるのだ。

　世界は神によって守られている。

　世界を滅ぼそうとするならば、いくつもの障害があると言えるのである。

　調停者たるギィは、その最たるものだ。

　人類からは最強最悪の魔王として恐れられているが、ヴェルダナーヴァとの盟約を守って、この世界を守り続けていた。

　そのように、世界を守護する役目を担う存在が何名かいる。

　もう一人の調停者であるラミリスを含めて、ギィが選別した魔王達がそれだ。

　それに対となる勇者勢。

　特に今は、最強の勇者ルドラが生まれ変わったマサユキがいて、ヴェルグリンドを従えていた。

　そうした者達とは別に、〝天通閣〟のように神の手が影響を及ぼした聖遺物も邪魔になるはずだ。

　まさにその一つこそ、この〝神樹〟だったのである。

（ヴェルダナーヴァ様を復活させるというフェルドウェイの作戦は、ミカエルという依代を失った事で失敗に終わった訳だ。であれば、次にアイツが狙うのは……）

　この世界の滅亡を願ったとしても不思議ではない──と、ザラリオは背筋が凍る思いがした。

　この世界に残る聖遺物は、〝神樹〟と〝天通閣〟の二つのみ。ラミリスの創る迷宮もあるが、あれは別枠と考えるべきだった。

　そして、邪魔になる目立った存在は残り少ない。

　ギィ、リムル、クロノア、マサユキ、ヴェルグリンド、ヴェルドラの六名だが、その大半が無力化されている状況だった。

　ギィは、ヴェルザードが動きを封じた。

　リムルは、ミリムの暴走を何とかしようとして手一杯。

　クロノアとマサユキは自由だが、恐らくは力を使い果たして暫くは動けないはずだ。

　ヴェルグリンドはこの星を守る為に動いている様子。力の大半を割いていると思われるので、脅威ではなくなっていた。

　そしてヴェルドラだが、今はラミリスの迷宮の中だ。

　フェルドウェイから狙われているのを察して守りに入ったようだが、それは逆に、迷宮から動けなくなったとも言えるのだ。

　つまり、フェルドウェイの狙いがザラリオの予想通りだったならば、着実に状況は整いつつあるという事だった。

　まずいな──と、ザラリオは思った。

　正直に言って、ザラリオには破滅願望などないのである。死ぬなら一人で死んでろというのが本音であり、いくら友だからと言って、世界の破滅にまで付き合うつもりなどなかったのだ。

　そもそも、友だからこそ馬鹿な真似を止めてやるべきだと、ザラリオは考えたのだった。

（私の予想が当たっているかどうかわからんが、そうであると考えて行動すべきだな）

　もし間違っていたとしても、説明しないヤツが悪い、と開き直ればいい。ザラリオはそういうふうに結論を出して、今後の行動方針をどうすべきかと思考を切り替えようとした。

　そしてふと周囲を見回して見ると、ベニマルが堂々たる態度で、魔法士団メイガスの指揮を執っているのに気付いた。

　よくやる──と、ザラリオは感心する。

（キッチリとジャヒル相手に策を弄しながら、一方では来きたるべき天災に備えて準備を怠らないとはな）

　そういう面では、ジャヒルが小者に見えるほどだ。

　ジャヒルが気に食わなかったザラリオとしては、それだけでベニマルに好感を持ったほどだった。

　決まりだな──と、ザラリオは決断した。

　ザラリオはレオン達に話しかける。

「知ってると思うが、私は自由を奪われている。こうして思った事を口に出来る程度は支配権を奪い返したが、まだまだミカエルによる支配は残っていてね」

「……何が言いたい？」

「同じような目にあった君なら、私の言いたい事が理解出来るのではないか？」

「ふん。解放するのを手伝えとでも言う気か」

「話が早くて助かるよ」

　そんなふうに気軽な調子で、ザラリオはとある提案を持ちかけて──
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　ベニマルは魔法士団メイガスを掌握した。

　………

　……

　…

　エルメシアが許諾しても、騎士達からは不満が出た。

　当然だ。

　どうして他国の者に、自分達が使われなければならないのか──という不満は、ベニマルにも理解出来るものだった。

　ただし、今はそんな事を言っている場合ではないのだ。

　それを理解してくれたからこそ、エルメシアが指揮権を貸し出してくれた訳で、エラルド公爵も渋々ながら従う意思を見せた訳だ。

　団員たる騎士は爵位持ちの超エリートらしいが、ここは従ってもらわねば困るのである。何故なら、下手に対応しようものなら、ミリムの暴威に晒されて一瞬で壊滅してしまうだろうからだ。

（やはり、ミリム様は凄まじいな。既にクシャ山脈の地形が変わったというし、このままではここも同じように、破壊の憂き目に遭うだろう。そうならないように、俺が頑張らないとな）

　と、ベニマルは決意していた。

　リムルからの指令は単純なもので、進路予想と、どうにかしてそれを変更させたい、という内容だった。

　どうやらこのままでは、サリオンの王都を守っている〝神樹〟に直撃するらしいのだ。

　リムルの言い方は自信なさそうだったが、ベニマルは知っていた。そういう時のリムルの予想が外れる事はない、という事実を。

　最悪の場合は全員を退避させるようにとの事だったが、先ずは最善を尽くしてみるべきだろう。

　その鍵となるのが魔法士団メイガスだった。

　リムルが言うには、全員の力を結集させた攻撃をミリムに仕掛ければ、一瞬だけでも意識を逸らせる事が出来るかも知れないのだと。

　倒せる可能性とかは論じる段階にないらしいので、怪我をさせる心配などは不要との事だった。

（誰もそんな心配はしてないんだがな……）

　と、ベニマルは苦笑する。

　そして気を引き締めて、エラルドが説得を試みている騎士達に向けて声を上げた。

「聞け！　このままではこの地に、未曽有の危機が訪れる。それを阻止せよと、俺は俺の主君であるリムル様より命令を受けた！　お前達にはそれに付き合う義理はないだろうが、今は従え。さもないと、お前達の故郷が綺麗さっぱり破壊される事になると思え!!」

　ベニマルは脅すつもりで言ったのではなく、ただ真実を口にしただけだ。

　ここでリムルからの指示を守れなければ、ほぼ間違いなくサリオンが滅ぶのである。勿論、魔法士団メイガスが命令に従わないとしても、ベニマル自身は諦めるつもりはない。全力で人命救助の為に避難誘導を手伝い、その後、リムルに合流するつもりであった。

　もはやジャヒルなど、ベニマルからすれば単なる邪魔者でしかない。カガリやティア、そしてシルビアの三名だけで、十分に倒せるだろうと踏んでいる。ベニマルのサポートあっての話だが、それは片手間でこなせる程度の難易度なのだ。

　そんな訳でベニマルとしては、迫りくる脅威に備えたいところなのである。

　ともかく、後は返事待ちだった。

　魔法士団メイガスの答えによって今後の方針を決めなければならないのだが、ここでベニマルは手っ取り早く状況を伝えるべく、自身の権能で中空に映像を映し出した。

　ソウエイがザラリオに解説したように、ベニマルの権能である『陽炎之王アマテラス』で遠距離の映像を再現したのだ。

　蜃気楼を参考にしてベニマルが編み出した技術だが、屋外での運用では実に重宝していた。

　それでミリム達の状況を映し出して見せれば、その説得力は嫌でも高まる。ベニマルはそう考えたのだが、それは想定以上に恐るべき光景であった。

　ミリムが咆哮するだけで、山河が破壊されるのだ。

　川は干上がり、山は砕ける。

　リムルが必死に宥めようとしているが、効果なし。余計な被害を出さないようにヴェルグリンドと協力しながら、ミリムの攻撃を可能な限り受け止める事しか出来ない様子であった。

（──いや、違うな。リムル様がミリム様の気を引いているからこそ、あの程度の被害で済んでいるのか……）

　リムルがミリムの注意を全て引き受けて、その余波をヴェルグリンドが防いでいる状況だった。リムルが必死になるのも当然だったのだ。

　それならばリムルがミリムを誘導出来そうなものだが、それは不可能なのだろう。例えるならミリムの攻撃は激流のようなもので、それに耐えて受け流す事は出来ても、方向そのものを変えたりするのは無理なのだ。

（あるいは、俺達を心配させないようにしているだけで、他にも理由があるのか？）

　何にせよ、ベニマルとしてはやるべき任務を果たすのみであった。

（一瞬だけでも意識を逸らせれば、進路を変えられるかも知れないって話か。やってやるさ）

　ベニマルは大きく深呼吸した。

　失敗すれば大惨事。最悪、世界が終わりかねない。

　実に分の悪い賭けではあるが、それしか勝算がないのだから仕方ないと割り切って、いつものようにリムルを信じる事にしたのである。

　ベニマルはそれでよかったが、魔法士団メイガスはそうはいかなかった。

　その光景を見せられて、動揺するなというほうが無理というものだったのだ。

　そんな中、堂々としているベニマルに視線が集まる。

　魔法士団メイガスが静まり返ったのを見計らい、エルメシアが口を開く。

「もう一度言うけど、ベニマル殿に魔法士団メイガスの指揮権を預けます。異論のある者はいるかしら？」

　エルメシアが威圧を込めてそう問うても、誰からも反論は出なかった。

（まあ、当然よねぇ。あんなのを見せられてまだ文句を言うようなバカは、流石にいなかったわねぇ……）

　エルメシアが本気で命令を出せば、全員が命を賭してベニマルに従っただろう。しかしそれでは、自分が何を求められているのか理解しないまま、不満を解消せずに働く者も出たかも知れない。

　ベニマルはそこまで考えてはいなかったようだが、結果的には最高の形で落ち着いたのだ。

　………

　……

　…

　時間がないとばかりに、ベニマルは次々に命令を出していく。

　相手は他国の騎士達だというのに、遠慮などない豪快さだ。

　逆にそれが頼もしいと感じる者が多かったようで、ベニマルの意図せぬところで、評価がうなぎ登りに高まっていた。

　そうして、準備は着々と進んでいったのだ。
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　サリオンに近付くと、巨大な樹木が見えてきた。

　距離はまだあるはずだが、ハッキリと目視出来る。〝神樹〟とやらがどれだけ大きいのか、それだけで理解させられた。

　しかし、だ。

　どれだけ巨大だろうと、ミリムの暴威に晒されてはひとたまりもあるまい。そう確信してしまうほど、ミリムの力は圧倒的なのだ。

　それはもう、ここに来るまでの道中で、嫌というほど見せつけられた。

　まだこの星が無事なのは、協力を申し出てくれたヴェルグリンドさんがいたからだ。

　このままでは星が大混乱にならないかと心配して、わざわざやって来てくれたのである。

　世界が崩壊したらヴェルグリンドさんとしても困る事になるのだから、そこまで感謝する事もないんだけど、そうなっても彼女の場合は次元跳躍で逃げられるんだよね。俺としては、有難く協力の申し出を受け入れたのである。

　マサユキの隣には『別身体』を残しているそうで、ここにいるのは七割程度の力しかない。それでも十分俺の助けになっていて、頼もしい限りだった。

　だからついつい、甘えてしまうのだ。

「つかぬ事を聞きますが、このまま神樹に被害が出ないように、守れたりしないですかね？」

　俺はヴェルグリンドさんに、ダメ元で聞いてみた。

　しかし結果は案の定。

「相変わらずお馬鹿さんなのね。ミリムはまるで本気じゃないのに、私は全力で『星護結界スターバリア』を維持しているのよ？　それでもこの様なのに、ミリムは〝星粒子〟を操れるの。竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァを真正面から受け止められるような『結界』なんて、この世に存在しないわね」

　はあやれやれとばかりに、ヴェルグリンドさんから冷たい視線を向けられてしまった。




[image: ]




　余計な事を言わなければよかったと思いつつも、美人の流し目の破壊力にドキドキしてしまう俺である。

「でもさ、竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァも反射されたって話だけど──」

「ミリムが手加減してたからよ。星粒子は反射不可能でしょうし、期待するだけ無駄ね」

　ああ、そうでしたか……。

　手加減というか、ミリムは自分の力を制御してたんだな。いやまあ、敵軍を消滅させるついでに星を壊してしまいかねないから、全力を出せないのは当然なんだけど。

　そんなミリムだけど、今は暴走状態なのだ。

　手加減してくれると期待するのは間違いだった。

　そうなると、本気のミリムが竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァをぶっ放す前に、何とかしてミリムへの命令を解除しなければならないのだった。

　では、どうするのかと言えば、だ。

　シエルさんが立てた作戦は、可能な限りの戦力を集めて波状攻撃を仕掛けて、ミリムの意識をそちらに向けるというものだった。その隙に、俺がフェルドウェイの権能を中和して、命令解除を行おうというのである。

　実際、フェルドウェイの権能でミリムが操られている訳だが、それは完璧ではないのだ。そして、俺ならばその支配を解除出来ると、シエルさんが自信満々に請け合ったのだった。

　正確に言えば、俺ではなくシエルさんの力で解除する訳だが……それを成功させるには、ミリムの意識を逸らしておく必要があるのだと。だからこれは、俺一人の力では成し遂げられないというわけ。

　だったらヴェルグリンドさんがミリムの相手をして、その隙に俺が命令解除を行えば──と思ったのだが、その場合は余波で地上が大惨事になりかねないそうだ。ヴェルグリンドさんが頼んでもいないのに来たくらいだから、そりゃそうなるよねと納得した次第である。

　可能ならば俺がターゲットになって、被害が少なくなるように立ち回りたい。しかしそれは出来ない訳で、どれだけ被害が出るか想定も難しいような、無謀極まりない作戦だと言えるだろう。

　しかも、成功率も高くないとか──




《朗報です。成功確率が上昇しそうな要素を発見しました》




　おっと？

　悲報は嫌いだけど、朗報は大好物ですよ。




《目的地周辺に、魔王レオンと敵将ザラリオの存在を確認しました。実に好都合でしたので、協力するように要請しようと考えます。許可を願えますか？》




　勿論いいけど、協力してくれるかな？

　レオンはともかく、ザラリオなんてフェルドウェイの盟友みたいだけど……。




《問題御座いません。確実に、協力してくれるでしょう》




　シエルさんのその自信がどこから来るのか不明だが、こういう時は任せるに限るのだ。俺は思考を放棄して、許可を出した。

　その結果がどうなるのか、それが判明するのは直ぐ後の事であった。




[image: ]




　ザラリオが提案したのは、レオンとソウエイに全力で攻撃を仕掛けてもらい、自身に負荷をかけるという策であった。全力で権能を行使している間に、フェルドウェイが仕掛けた〝天使長の支配アルティメットドミニオン〟がどのように作用しているのか調べようと思ったのだ。

　レオンも支配を受けていたはずだが、今は解放されている様子。再び権能を使用すればどうなるのか不明だが、だからこそそれを検証する事で、この状況から逃れるきっかけが得られるのではと考えたのである。

　レオンもこれに応じた。

　羨ましい事にレオンの場合は、魔王リムルの手によって天使系のスキルに組み込まれているという〝支配回路〟が封じられたらしい。

　残念ながらザラリオの検証には役立たなかったものの、負荷をかけるという策は試す価値がある。そう判断して、そのまま作戦を実行しようとした。

　その時だ。

　不思議な声が聞こえたのである。




《話は聞かせてもらいました。アナタ方が願うのならば、天使系の権能を創り変えて、何者からも影響を受けないようにして差し上げましょう》




　正体不明の相手からいきなりそう提案された訳だが、考えてみると無茶苦茶な話である。

　そんな怪しい提案に、『はい』と頷ける訳がない。

　レオンとザラリオは、思わず顔を見合わせていた。

　どうする──と、互いの視線が問いかけ合って、両者共にこれが相手の仕業ではないと理解する。

　さてどうしたものかと思案する二人。

　レオンとしては、これがリムルの仕業だと気付いていた。

　どういう手法を用いたのか、それを考えるのも馬鹿らしい話なのだ。

（ヤツなら不思議ではない。ならば、任せてみるのも一興か）

　と、レオンは決断した。

　そもそも、他者の権能に組み込まれている〝支配回路〟とやらを簡単に弄れるのだから、何でもありなのだろう。隠す気すらなく、自分の力が出で鱈たら目めだと宣伝しているようなものなのだ。

　レオンだけでなく他の魔王達の見解としても、概ね一致して『リムルは出鱈目である』という認識で落ち着いている。

　リムルからすれば誤解も甚だしい話だが、シエルに好き勝手させている時点で同罪なので、文句を言う筋合いはないのだった。

　一方、ザラリオは困惑の極みにあった。

　表面上は冷静そのもので、歴戦の武人としての面目を保っている。しかし、ザラリオの内面は穏やかではなかった。

（どうやった？　どうして私の心に、直接語りかけるような真似が出来るのだ!?）

　ザラリオは、心に直接語りかけられるような経験は初めてだった。

　レオンはスルーしたが、生真面目なザラリオはそこから引っかかっていたのだ。

　これがレオンの仕業ならば、直接思念をぶつけたとでも判断するところだ。しかしリムルは、この場にいないのである。それは、ザラリオの経験と常識では有り得ない現象なのだ。

　それだけではない。

　ザラリオは当然、ありとあらゆる精神攻撃を防ぐべく心理防壁を張り巡らせている。そもそもが精神生命体なのだから、心核ココロの防御は鉄壁なのだ。

　まして、本人の願望と密接にかかわりがある究極能力アルティメットスキルに対して他者が手を加えるなど、常識的に考えても有り得ない話であった。

（意味がわからない。そもそも、それは可能なのか？）

　到底可能とは思えないのだが、その声が嘘を吐いて騙そうとしているという雰囲気でもなかった。

　ザラリオは自由を得る為に、自身を危険に晒しても構わぬ覚悟だった。

　それなのにその声は、実に簡単な事であるとでもいうかのように、理解不能な提案を持ちかけてきたのだ。

　それは思わず笑えてしまうほどで──

『代償は何だ？　私が提案を受け入れたとして、貴様に何のメリットがある？』

　──と、ザラリオがそう問い返してしまうのも無理はない話なのだった。

　その声が答える。




《ちょっとしたお手伝いをお願いしたいのです。私の指示に従って全力攻撃するだけの、実に簡単なお仕事ですよ》




　──と。

　胡散臭さこの上ない答えだ。

　ザラリオにデメリットなど何もないように聞こえるからこそ、余計に疑わしい。

　だが逆に、それが清々しいとも感じるから不思議だった。

『いいだろう。提案を受け入れてやるさ』

　と、ザラリオも応じたのだ。

　それを受けて、契約は成立した。




《対象の応諾を確認──これより『能力改変オルタレーション』を実行します》




　変化は劇的に、瞬時に行われる。

　ここから先は、謎の声──シエルの独壇場だった。

　レオンの権能──究極能力アルティメットスキル『純潔之王メタトロン』は、より性能を向上させた究極能力アルティメットスキル『光輝之王スーリヤ』へと創り変えられた。

　ザラリオの究極能力アルティメットスキル『審判之王イスラフィール』もまた、シエルの手で究極能力アルティメットスキル『審罰之王メーティス』に改変されたのだった。
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　無事に手駒を確保したと、シエルさんから伝えられた。

　レオンとザラリオから、協力を取り付けたらしい。

　解せぬ話である。

　レオンはまだいいとして、ザラリオは敵だよね？

　何がどうなったらそういう話になるわけ？




《実に簡単でした。私が『解析鑑定』した『正義之王ミカエル』には、天使系スキルへの絶対支配を可能とする〝天使長の支配アルティメットドミニオン〟がありましたので、それを利用したまでです》




　あったよね、そういう反則技。

　敵に使われるとうっとうしいけど、味方が使用するとこうも頼もしいのか……。

　というか、凄すぎて肩透かし感が半端ない。

　シエルさんは権能を通じてレオンやザラリオに干渉して、交渉を成立させたのだと。その際に、ついでとばかりに二人の権能を弄ったそうだが、趣味もそこまでいくと天あっ晴ぱれと褒めるべきなのかも知れなかった。




《ウフフ、ありがとうございます♪》




　いや、まだ褒めてないよ？

　むしろ呆れてるんだけど、シエルさんが嬉しそうなので黙っておいた。

　ともかくだ。

　戦力が増えたのは嬉しい誤算であった。

　レオンとザラリオは現状維持。戦っているフリをしつつ、シエルさんからの指示を待っているとのこと。

　俺は俺で、その時に備えて関係各位への連絡を行った。

　ベニマルとの打ち合わせは密にして、少しの誤差も発生しないように気を配っておく。

　ベニマルは、対ジャヒルの補助という役割も担っているようだが、そちらも気にしなくていいとのこと。シルビアさんだけでなくカガリとティアも共闘して、あのジャヒルを追い詰めているのだとか。

　ジャヒルと同系統のベニマルが、弱点を突くような作戦を指示しているからこそ成立している状況みたいだね。

　ベニマルだけでは勝てなかっただろうから、相性って本当に大事だと思った次第である。

　ベニマルの方は任せておいて安心なので、他にもちゃんと目を向けておく。

　ソウエイにも事情を説明し、その時になればレオンとザラリオに協力するように申し伝えた。

　エルたんにも『思念伝達』が繋がったので、こちらの状況を説明しておいた。作戦の概要も伝えたので、魔法士団メイガスにも伝達してもらう。

　ベニマルの指揮だけでも大丈夫そうだが、これでさらに安心というものだった。

　ちなみに、魔法士団メイガスを初めて目にしたのだが、とても驚いた。アニメとかに登場するような、鎧型のロボットを連想したからだ。

　操作するのではなく大きな鎧を装着する感じで、感覚を共有するみたいだけど、五メートル弱ほどの巨体は、俺の感想ではロボットなんだよね。

　これについては後日、平和になってから研究させてもらうつもりである。

　そんな楽しみも出来たのだから、今回の作戦は絶対に成功させなければなるまい。

　ここで失敗したら、サリオンが灰かい燼じんに帰きしちゃうからね。

　俺はもう一度気を引き締めて、ミリムの観察を続行する。

　相変わらずとんでもない覇気オーラを纏っていて、疲れる気配など微塵も見せない。

　今でも底知れないパワーだが、本当に恐ろしく思えるのは、少しずつ気配が膨らんでいるような気がする点である。

　ミリムのヤツ、この状況で成長しているのだ。

　いや、正確に言うならば、抑えていた力が解放されているのである。

　存在値に換算するとか意味はないけど、俺が倒したミカエルより上回っているのは間違いなかった。

　あんなのと正面切って戦うとか、考えただけでもゾッとする。

　しかし、やらねばならぬのだ。

　決戦の時は近い。

　俺は何があっても困らぬように、あらゆる事態を想定して対策を考えていくのだった。




[image: ]




　ザラリオは戸惑いを隠せなかった。

　自分の身に何が起きたのか、体感しているのに実感がない。

　これより『能力改変オルタレーション』を実行します──という声が聞こえた気がしたが、その直後、心核ココロを縛る鎖が砕けたように感じた。

　それはザラリオの心象風景でしかないが、確かに感じたのだ。

　フェルドウェイが『正義之王ミカエル』の権能を受け継いでいたばかりに、ザラリオは支配されたままだった。それが、ほんの一瞬で解放されたのだ。

　せっかく得た究極能力アルティメットスキル『審判之王イスラフィール』だが、支配されたままでいるくらいなら捨てた方がマシだった。そう思っていたのだが、何故か権能はそのまま残っているようだ。それも、使い勝手が良くなっているように思える。

　究極能力アルティメットスキル『審判之王イスラフィール』は、『誓約之王ウリエル』の下位互換のような性能だった。足りない部分を補う面もあるが、権能の方向性としては似たような感じとなっていた。

　つまりは、空間管理に特化した権能なのだ。権能が影響を及ぼせる領域内の、ありとあらゆる物質や波長の流れを管理する事が出来たのである。

　対象外だったのは、〝情報子〟や〝星粒子〟といった特殊な例外だけだった。

　つまりは、ザラリオにはレオンが得意とする霊子攻撃──〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟さえも通じなかったのである。

　勿論、エネルギー量が同等であれば通じるのだが、レオンとザラリオでは格差が大き過ぎた。ザラリオが本気になれば、〝レオンの霊子崩壊ディスインテグレーション〟を反射する事すら可能だったのだ。

　もっとも今回の戦いでは、レオンは一切自分の必殺技を出していない。権能に疑念を抱いてしまったせいで、使用をためらってしまったからだ。

　だから見せ場はなかったものの、それは両者にとって幸運な出来事だった。

　そんなザラリオの権能は、シエルの手によって生まれ変わっている。

　究極能力アルティメットスキル『審罰之王メーティス』──対象空間内のありとあらゆる物資や波長を意のままに操れるという、究極能力アルティメットスキル『誓約之王ウリエル』すら上回るようなぶっ壊れ権能スキルへと。

〝情報子〟や〝星粒子〟は操れないものの、戦闘特化とも呼べるような最強の一角に相応しい性能だった。

　ザラリオはそれを、直感で理解した。

（信じられん。何故だ？　私は確かに提案を受け入れはしたが、味方になると言った訳ではないぞ……というか、いやいや、それ以前の問題だ）

　ザラリオは、自分が少し混乱しているのを自覚する。

　それは仕方ない話だった。

　究極能力アルティメットスキルというのは、普通なら獲得するのも困難極まりないような代物なのだ。それこそ、体感時間にして数百億年以上も生きているザラリオが、ようやく自力で獲得したほどに。

　その存在は知っていたが、自分には不要だとも思っていた。だから獲得出来なかっただけかも知れないが、それにしてもだ。

（簡単に獲得出来ないのは事実。それを、こうもアッサリと改変するだと？　有り得るのか!?　というか、そんな真似を行えるのは──）

　そこまで考えて、ゾッとするザラリオである。

　究極能力アルティメットスキルというのは、創造主たるヴェルダナーヴァが世界を管理する為に創り上げたシステムだ。管理者権限があれば代用出来るものの、より便利に特化した権能があれば、それこそ神の如き力を行使可能なのである。

　条件次第では、死者蘇生すらも不可能ではない。

（そんな、世界の摂理すら簡単に壊せてしまうような権能を──創り変えられるものなのか？）

　と、ザラリオは身震いした。

　そもそも、考えてみるとおかしな話なのだ。

「一体何者がこんな真似を──」

　思わずそう呟いてしまったザラリオに、レオンが答える。

「リムルの仕業だ」

「リムル？　魔王リムルがやったというのか？」

「そうだ。難しく考える事はない。そういうものだと理解しろ」

　無茶を言う──と、ザラリオは思った。

　しかし、レオンが遠い目をしているのを見ると、色々あったのだなと察してしまった。

「お前達、リムル様に対して不敬だぞ」

　と、不機嫌そうにソウエイが言った。

　主を馬鹿にされたと怒っているようだが、「ちょっと待て」と言いたいザラリオである。

「お前の主が非常識なのだ！」

「その通りだ」

　ザラリオが思わず反論すると、レオンもこれに頷いた。

　思わぬところで意気投合してしまい、少し気まずい二人だった。

「力の確認は？」

　ザラリオが話を変えるべく、レオンに問う。

「舐めるな。感覚で理解したさ」

　これに応じて、レオンが答えた。

　実際、レオンは『光輝之王スーリヤ』を我が物としていた。

　最初から自分の力だったのだと思えるほど、まるで違和感なく受け入れたのだ。

　今のレオンならば、無理なく〝霊子〟に干渉出来るのだ。

　実際、単純な技量レベルだけを比べるならば、レオンの方がザラリオより上であった。

　ザラリオも武人として経験豊富ではあるのだが、敵は画一の蟲魔族インセクターであり、技を鍛えるという概念から無縁だった為だ。これはオベーラにも言える話だが、同じ相手とばかり戦っていたので、敵に合わせて自分の技が最適化されてしまっていた。愛刀が神話級ゴッズに至ってからは、敵の外骨格すら容易く切断出来るようになってしまい、技量レベルが磨かれなくなっていたのである。

　その点、生きている時間は比べるべくもないものの、レオンは数多の敵を相手に戦った〝勇者〟なのだ。こと経験面だけを比べれば、ザラリオよりも上回っていても不思議ではなかった。

　だからこそ、ザラリオが手加減していたとはいえ、圧倒的格差がある相手に権能も使わずに勝負が成立していたのだった。

　だからこそレオンは──

「貴様は、ずっと権能を使っていなかったようだが大丈夫なのか？」

　というザラリオからの問いかけに、フッと笑って答えるのだ。

「問題ない。今なら遠慮なく相手してやれるが、どうする？」

　貴様で証明してやろうかと言わんばかりのレオンの態度に、ザラリオも苦笑するしかない。

「後で存分に相手してやるさ」

　そう受け流し、視認出来るようになったミリムへと意識を向けるのだった。
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　遠方で待ち構えている仲間達を見回して、全員の準備が完了しているのを確認した。

　流石はベニマル、見事な布陣だった。

　これならば無駄なく、ミリムへの波状攻撃を仕掛けられそうである。

　ソウエイの姿も見える。

　空中に静止したように佇む──というか浮かんでいる訳だが、相変わらず色気が漂っているな。

　戦闘中にそういうのは不要なんだけど、本人も意図していないようだし止められないのだろう。

　それはともかく、ソウエイの両サイドにはレオンとザラリオがいる。意気投合しているように見えるので、シエルさんの言う通り、本当に協力を取り付けたみたいだ。

　これはザラリオが裏切ったというよりも、フェルドウェイに人徳がなさ過ぎるのではあるまいか。

　まあ、今回はそれで助かるのだから、俺としても文句はないけど。

　この件が終わった後にどうなるのか、それが問題だと心に留めておく。

　これはまあ、ソウエイにでも丸投げするとして。

『ベニマル、最終確認だけど、大丈夫だな？』

『バッチリですよ。レオン殿とザラリオ殿も俺の指揮下に入ってもらいましたし、憂慮すべき点なんて何もありません』

　自信たっぷりのその答えに、俺も満足だった。

　勝負は一瞬だ。

　音速の数十倍という速度で接近中なので、初動をミスったらそれまでとなる。

　ミリムが竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァをぶっ放すまでに要する時間など、瞬きするよりも短いに違いない。

　急停止して態勢を整えて、後は撃つだけだ。

　見ている俺達の体感時間は長いだろうけど、実際には三秒程度だと思われる。

　飛翔中のミリムに攻撃を仕掛けても当たらないだろうから、狙うはその一瞬のみ。連続攻撃を繰り返しながらミリムの挙動を誘導して、その隙に俺が『虚空之神アザトース』を発動させて、フェルドウェイが仕掛けているミリムへの干渉思念──〝王権発動レガリアドミニオン〟を除去するのだ。

　レオンやザラリオが全力攻撃で支援してくれるので、成功率も高まったと思う。

　魔法士団メイガスによる波状攻撃からの、ベニマル、ソウエイ、レオン、ザラリオ、以上の四名が放つ最強奥義だからね。ミリムだって動きを止めて、多少なりとも防御するはずなのだ。

　作戦の概要は以上だった。

　そして、決行の瞬間が訪れる。

　ミリムが神樹に攻撃を仕掛けようとして、空中に静止したのだ。




　魔法士団メイガスの攻撃が始まった。

　綺麗に演出したかのように、一糸乱れぬ動きでビーム砲が放射されていく。

　普段なら見惚れるところだが、今はそんな場合ではなかった。

　あの一条の光線が、核撃魔法：熱収束砲ニュークリアカノンに相当するような高威力熱線なのが見て取れた。アレを連射可能なロボット兵器とか、エルたんも凄い隠し玉を持っていたものである。

　それはまあ、今度ゆっくり語り合うとして。

　案の定というか、ミリムには通用していないね。

　ベニマルの的確な指揮によって、光線が一点集中されている。その焦点温度は億を超え、ヤバイ事になっているようだが、ミリムには通じていない。

　だって、防御態勢すら取らずに無視しているからね。

　見た目は派手だけど、この攻撃って意味あったのかな？




《ミリムの気を散らして、僅かながら時間を稼げました》




　お、おう……。

　ほとんど無意味だけど、ちゃんと役割は果たしていたんだな。

　あっ、ミリムが両手を前に突き出した。

　全然意識を逸らしていない様子だし、このままでは俺が何を仕掛けても通用しないだろう。

　こうなると、ベニマル達の攻撃だけが頼りである。

　最初に動いたのはソウエイだ。

「千せん手じゅ影えい殺さつ」

　ソウエイの影が伸び、千の手腕となってミリムを捕縛する。

　が、しかし。

　ソウエイの権能である究極贈与アルティメットギフト『月影之王ツクヨミ』を全力で発動させているというのに、ミリムの動きを一瞬止める事すら叶わなかった。

　まして『一撃必殺』など通用する訳もない。最初から想定通りではあったのだが、残念ながらほんの僅か注意を向けさせる事さえ出来ずに終わってしまう──と思ったら、それで諦めるようなソウエイではなかった。

　何と自分から、ミリムを羽交い締めするように動いたのだ。




《ご安心を。あれはソウエイの『別身体』です》




　ああ、そういう事ね。

　凄く便利な使い方だなと感心してしまった。

　こうしてソウエイは、ミリムの動きを止めるという目的は果たせなかったものの、少しばかり動作を阻害するのには成功していた。

　そして、そんなソウエイに被せるように、究極の破壊光が乱舞する。

「塵となって消えろ、百裂砕光霊覇ハンドレッドブレイカー!!」

　レオンの必殺奥義だ。

　その一つ一つの光輝が人を呑み込むようなサイズであり、レオンの意のままに軌道を変化させる〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟という、考えられる限り最強の技であった。

　言うまでもなく、ソウエイの『別身体』は一瞬で塵になっている。

　が、しかし。

　ミリムは動じない。

　竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァの発動態勢になった瞬間から、ミリムを包み込むように不可視の障壁インビジブルバリアが発生していたのだ。それは〝星粒子〟の煌めきを纏い、霊子攻撃すらも完璧に防ぎきってみせたのだ。

　間違いなく『誓約之王ウリエル』の『絶対防御』よりも上だった。

　レオンの奥義は俺でさえ苦戦するほどのものだったのに、大した効果もなく終わってしまったのだった。

　だが、攻撃はこれで終わりではない。

　レオンの結果が出るよりも先に、ザラリオも動いていた。

「神覇剛斬烈閃インサニティハッシュ」

　質しつ実じつ剛ごう健けんを絵にかいたようなザラリオは、ベニマルの指示を抵抗なく受け入れてくれたようだ。

　協力すると約束した以上、それを違たがえるつもりはないのだろう。

　敵であろうが指揮官に従うのが軍人の本分だとでも考えているようで、敵ながら意外と信頼出来る男であった。

　ソウエイの攻撃と同時に、ザラリオは技を繰り出している。

　俺が知る由もないが、それはレオンやソウエイを相手にしている時も一度も見せなかった技であった。

　生体異鋼アリオニウムの外骨格すら一刀両断にするザラリオの剛剣は、ただ振るっただけで必殺の威力を秘めている。それが今、必殺の意思を込めてミリムへと向けられたのだ。

　存在値、想定二千万超えは伊達ではなかった。

　ソウエイやレオンの攻撃を合わせたよりも高密度の剣圧で、愚直なまでの神速の一撃だったのだ。

　が、しかし。

　ミリムの不可視の障壁インビジブルバリアを眩く輝かせたものの、それだけで終わってしまったのだった。

　それは信じ難い光景だった。

　どれ一つとってみても、軽視出来ない威力だったはずなのだ。

　それなのに、ミリムにとっては大して意味がなかったようで──こうして失敗に終わったかと思われた三人の同時攻撃だが、ミリムが竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァを発動させるまで、まだ一秒ほど時間を残していた。

　そして、それだけあれば十分と考えるのが、ベニマルという男なのである。

　ベニマル本来の好戦的な性格を存分に見せつけるように、その口元には不敵な笑みが浮かんでいる。

『さあ、ここからが本番だ！』

　実際に声に出した訳ではないが、それに合わせてソウエイ、レオン、ザラリオが動く。

　最初から予定通りだったのだ。

　ベニマルが手に持つ〝紅蓮〟が、美しく紅い輝きを放っていた。

　あらゆる物質を焼失させるであろう恐るべき赤しゃっ光こうだったが、ベニマルのどす黒く染まった覇気オーラと混ざり合っていく──

「陽光黒炎覇加速励起プロミネンスアクセラレーション──ッ!!」

　それは、黒い太陽の如き輝きだった。

　漆黒の闇を、紅蓮の炎が彩っている。

　凶悪なまでの暴威を秘めた黒くて紅い陽光は、東洋の龍のような形状を取った。そして、まるで意思があるかの如く、うねりながらミリムを飲み込もうと襲いかかっていったのである。

　これにはミリムも反応せざるを得なかった。

　何故ならば、ベニマルの陽光黒炎覇加速励起プロミネンスアクセラレーションは、瞬間的ながらも数千万を超えるエネルギーを記録したからである。

　………

　……

　…

　威力というものは、出力とエネルギー量の関係性によって算出されるものなのだ。

　どれだけエネルギー量が多くても、出力が低ければ威力も弱い。逆に、どれだけ出力が大きくても、エネルギー量が少なければ高威力は出せないのだ。

　ベニマルの場合、出力は申し分なかった。エネルギーの総量も少なくはないのだが、しかし、ミリムを相手にするにはまるで足りていなかったのだ。

　それなのにベニマルは、どうやってこれほどの超高威力の必殺技を放ったというのだろう？




《──主様マスターの力を貸与しました》




　は？

　俺にはまったく自覚症状がないのだが、シエルさん、勝手に何してくれてんの？

　いや、それで皆が助かるのなら問題ないんだけどさ、最初に説明しておいて欲しかったよね……。




《まだ実験段階でしたので、成功してから報告しようと考えておりました》




　うーん、相変わらず完璧主義が過ぎる。

　シエルさんからすれば軽い実験なんだろうけど、俺からすれば大事なんだよな。

　いや、そういう文句は後回しだ。

　今は何が起きたのか、説明を求める事にする。

　シエルさん曰く。

　俺の権能である究極能力アルティメットスキル『虚空之神アザトース』には、『虚無崩壊』という扱いにくいエネルギーが無尽蔵に湧き出ているのだと。これを活用すべく、シエルさんが運用方法を検討していたらしいのだ。

　そうした実験の一環として、一部の幹部達に交渉を持ちかけたとの事だった。

　それなら自分で実験すればいいじゃんと思ったら──




《主様マスターを危険に晒すなど、あり得ません》




　と、サラッと否定された。

　迷宮内だったら安全だと思うんだけど、シエルさんからすれば、それも許容出来なかったらしい。

　過保護過ぎるが、対象が俺だから感謝すべきなんだろうな……。

　それはともかく、シエルさんは俺と〝魂の回廊〟で繋がる一部の者達に、密かに『虚無崩壊』のエネルギーを供給する仕組みを考案、構築していたのだ。

　まさに、シエル先生の本領発揮であった。

　原理としては『需要と供給』の応用らしいが、究極能力アルティメットスキル『虚空之神アザトース』や『豊穣之王シュブ・ニグラト』を統合しているシエル先生だからこそ成しえる秘技なのだろう。

　この仕組みはまだまだ未完成らしいが、ベニマルの力が瞬間的に急上昇した秘密がこれ──『虚無供給』だったのだ。

　………

　……

　…

　陽光黒炎覇加速励起プロミネンスアクセラレーションは、ミリムに巻き付くように喰らいついた。

　これを嫌がり振りほどこうとして、ミリムの動きが止まる。

「操糸妖縛陣」

　ソウエイの妖糸がミリムを捕縛した。

「百裂閉光霊檻ハンドレッドプリズン」

　レオンの意のままに、〝霊子崩壊ディスインテグレーション〟の檻が完成した。

　不可視の障壁インビジブルバリアが星の如く煌めいているが、ミリムの竜星爆炎覇ドラゴ・ノヴァは発動せず。これで十分な時間が稼げた訳だ。

　ちなみに、ザラリオは捕縛系の技を持ち合わせていなかったらしく、覇気オーラを放って圧力をかけているだけだった。十分効果的なのだが、物足りなさを感じたのは秘密である。

　さてさて、これで理想的な状況が整った訳だ。

　俺の方も準備万端。皆の頑張りを無駄にしない為にも、ここは必ず成功させねばならぬのだ。

　頼むぞ、シエル先生！




《お任せを》




　肝心な時にスキル頼みなのもどうかと思うが、シエルさんと俺は一心同体なのだからして、俺が頑張っているのと同じなのである。

　というふうに完璧な理論武装をしてから、俺は身構えながら結果を待つ。




《──影響消去リセット──》




　実にアッサリと、それは成功した。

　シエルさんも『正義之王ミカエル』の権能を理解したからこそ、重複させて影響を打ち消せたようだ。

　こうして、ミリムに影響を及ぼしていたフェルドウェイの〝王権発動レガリアドミニオン〟は、その一瞬で完全に効果を喪失したのだった。





＊






　作戦成功で万々歳。

　皆の健闘を称えたいところだが、ミリムが暴走状態なのはそのままだった。

　神樹を破壊せよというミリムへの命令は解除されたのだが、ここから先も問題だったのだ。

　このままここで戦い続けたら、戦闘の余波だけでサリオンに甚大な被害が出てしまうからな。

　場所を移す必要があるが……サリオン周辺にもウルグレイシア共和国なんかがあるし、海を越えたらレオンの国もあった。

　反対方面には西側諸国が広がってるので、一番被害が少なく抑えられそうなルートとなると、海上を経由して不毛の大地まで導くのが最適解になるのかも。

　ダグリュールの支配領域に影響が出るが、今更だしな。

　ただし、住んでいる民には被害を出したくないので、避難誘導はキッチリしておかねばなるまい。

　こういう時は、ソウエイだ。

『ソウエイ、今からミリムを不毛の大地へと誘導するつもりだが、ダグリュールの民に被害が出ないようにしたい。出来るか？』

　と、俺は要点を伝えた。

　すると案の定、期待通りの答えが返ってくる。

『お任せを。そういう事もあろうかと『分身体』を残していますので、即座に動けます』

　流石はソウエイ、仕事人だ。

　そつがない。

　普通は〝そういう事もあろうか〟とは思わないんだけど、ソウエイなら納得だ。

　またもソウエイの出来る男っぷりを見せつけられてしまった訳だが、普段なら嫌味に思えるのに今日は嬉しく思えちゃったよね。

　これで何とかなるという安心感が凄いので、ここはお任せであった。

　と、安心したのだが、ここで大変な事が起きた。

　時間が止まったのだ。

　誰だよ、空気読まずに余計な真似をしやがったのは!!　──と、内心で思いっきり愚痴ってしまった。

　いや、ミリムも止まってくれるなら問題ないんだけど、当たり前のように動いてるからね。しかも時間停止中は世界の防御力がゼロになっているから、暴走するミリムは危険極まりない存在になってしまっていた。

　ただでさえヤバイのに、今なら触れただけでアウトなのである。

　ここで戦うのは不味いし、誘導先は死せる砂漠しかない。

　ミリムが暴れ出す前にミリムの気を引いたはいいが、このまま誘導してしまうと、ソウエイに依頼した避難誘導が間に合わなくなる。

　世界には無人の場所とかほとんどないし、それ以前に生態系を破壊するのは、それはそれで問題なのだ。

「こっちだ、ミリム！」

　俺はそう叫んでミリムの気を引きながら、とにかく移動を開始した。

　嫌すぎる展開だが、〝停止世界〟でのミリムとの空中格闘戦が始まってしまった訳だ。

　時間停止に対応出来るようになっていなければ、この時点で終わってた。その点は感謝するけど、この状況でミリムと戦うのは辛い。

　ガンガン体力が削られているのを実感する。

　それに対し、ミリムの力は無尽蔵に湧き出ているようで、しかもどんどん増加中ときた。

　どちらが先に力尽きるのか、小学生レベルの算数で答えが導き出せるほど明白であった。

　このままでは詰んでいる。

　世界崩壊待ったなしで、それは困ると考えるものの、そもそも時間を止めているのが誰の仕業か不明だし──

　クロエは除外だ。

　ギィやヴェルザードの可能性はあるが、これも動ける者同士だから意味はないと思う。

　誰だよ、余計な真似をしやがったのは……。

　フェルドウェイか？

　確かに嫌がらせとしては完璧だが、果たしてこのタイミングで使うかな？

　そんなふうに犯人捜しをしている場合ではないのだが、この状況を何とかする為には、誰の仕業か突き止めておきたいところであった。

　その時だ。

『リムルよ、聞こえるか？』

　と、ヴェルドラから『思念伝達』で話しかけられたのである。

　正確に言うと、〝魂の回廊〟を経由して『思念情報』を伝達している。〝停止世界〟では魔素を利用したスキルがほぼ使用不可能となる為、俺達のような例外を除いては情報伝達すら困難なのだ。

　というか、ヴェルドラも時間停止の影響を受けないんだな。

　流石というか、当然というか……。

『はいはい、聞こえてますよ』

『何を呑気な事を言っておる！　こちらの状況だが、シオンやルミナスが危機なのだ!!　アダルマン達も苦戦を強いられておったが、ダグリュールの『時間停止』に対抗出来る者がおらんからな』

『うん？　時間を止めたのはダグリュールなのか？』

『うむ、その通りよ。さっさと勝負を終わらせようとしたのか、ダグリュールのヤツがな！』

　なるほど、いきなり犯人が判明した。

　シオン達と戦いになっているという事は、やはり危惧していた通り、全軍で『空間転移』したんだろうな。それはいいとして、ダグリュールに本気を出させるほど、シオン達が頑張ったのだろう。

〝停止世界〟は弱者の足切りとしてしか意味はないが、対応出来ない相手にはこの上なく有用である。俺だってこれにやられた訳で、まさかダグリュールまで使えるとは思わなかった。

　さて、どうしたものか。

　ここで問題となるのは二つ。

　一つ目は、誰も助けに向かわなければ、シオンやルミナス達は全滅するだろうということ。

　そして二つ目が難問で、移動手段だった。

　時間停止中の『空間転移』は、〝情報子〟を飛ばして周囲の情報を把握する必要がある為、基本的には不可能なのだ。視認可能範囲なら転移出来なくはないが、普通に動く方が早いので意味はないのだった。

　何故ならば、近距離、遠距離にかかわらず、転移先の座標情報を〝情報子〟に干渉して読み取らねばならないからである。

　どうせ〝情報子〟を行き来させなければならないのなら、そのまま自分が移動する方が早いのだった。

　今回の場合、今から救助に向かうとしても、ルベリオスまでの距離を移動する間にダグリュールによる完全制圧が終わってしまうだろう。

　俺が向かっても、ヴェルドラに頼んでも、結果は同じなのだ。

　まして、俺はミリムの相手をしているから、頼むならヴェルドラしかいない訳で……。

『ヴェルドラ、たとえ間に合わなかったとしても、今直ぐ救助に向かってくれるか？』

『その言葉を待っておったぞ！』

　本当ならヴェルドラには、迷宮の最終防衛を任せたかった。しかしながら、今はそんな事を言っている場合ではないのである。

　後は移動手段だが、ここは気合で──

『リムル様、ウルティマと『思念』が繋がりました。座標情報をヴェルドラ様に送らせます』

　おお!?

　ここで話に割り込んできたのは、まさかのディアブロだった。




《遠距離でも座標情報さえわかるのであれば、〝停止世界〟であろうが『空間転移』は可能です。現地にはウルティマがいるので、彼女の感覚と認識共有して情報を獲得させました》




　な、なるほど？

　それもつまり、俺と〝魂の回廊〟で繋がっているから可能な感じ？




《その通りです》




　堂々と断言されたけど、時間停止中の遠距離転移とか、反則的裏技だよな。

　普通は出来ない。

〝停止世界〟を認識出来る者同士が〝魂の回廊〟で繋がっているというのが、例外過ぎて言葉もなかった。

　こうなると、もはや何でもありである。

　しかし遠慮はしない。

『ウルティマ、頼むぞ！』

『はい！　リムル様、お任せを!!　ヴェルドラ様、これで大丈夫ですか？』

『うむ、御苦労！　クアハハハ、ようやく我の出番がやって来たわ!!』

　ヴェルドラの笑い声が頼もしい。

　それに、ディアブロやウルティマが〝停止世界〟を認識出来るようになっている事実も、こうした状況になった今はとても心強く感じられた。

　そして、ヴェルドラが転移した気配がして──

　世界が再び動き出したのだ。




　信じた通り、ヴェルドラが上手くやってくれたようだ。

　俺は安心して、作戦を再開する。

　暴走状態のミリムの気を引くように誘導しながら、不毛の大地を目指して飛翔するのだった。
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　ジャヒルはカガリ達の相手をしながら、憤ふん懣まんやるかたない思いを抱いていた。

　格下の雑魚共と思っていたのに、決定的ダメージを与えられないでいる。その事に、怒りを感じずにはいられなかった。

　しかし、思考は冷静だ。

　だから周囲で何が起きているのかも、しっかりと認識出来ていた。

（馬鹿な、信じられん……まさか竜皇女が、あそこまで出で鱈たら目めなパワーだったとは……いや、それよりも──）

　ザラリオの裏切りが問題だった。

　何がどうしてそうなったのかは不明だが、ザラリオまでミリムを拘束するのに協力していたのである。

　これは由々しき問題だった。

　別にフェルドウェイへの忠誠とか、そんな事はどうでもいいのだが。

　ジャヒルとしては、この地に頼れる味方がいなくなるのが問題だったのである。

　カガリ達だけならば、このままでも倒せるだろう。

　しかし、ザラリオまでがジャヒルの敵に回るならば、逃亡すら困難となるに違いなかった。

『フェルドウェイよ、話が違うぞ!!』

　怒号の如き『思念伝達』で、フェルドウェイに憤懣をぶつけるジャヒルである。

　しばしの沈黙の後、フェルドウェイが呟くように応答した。

『ザラリオが裏切っただと……？』

『呆けておる場合ではないわ！　このままではワシも危ない。撤退するが、構わんな？』

　そう言い募るジャヒルだが、既に撤退へと向けて動き出している。

　格下相手に屈辱ではあるが、その用心深さこそ、ジャヒルが今まで生き延びられた理由なのだ。

　そうでなければ、とっくの昔にミリムの攻撃を浴びて消滅していただろう。

　ジャヒルは神祖の血槍オリジンブラッドを握りしめた。そして、今まで使っていなかった力を解放する。

　神祖の血槍オリジンブラッドの力は強い。ジャヒルは強引に自分を主だと認めさせているが、反発も大きく多用するのは危険なのだ。

　しかし、ここぞという時には頼りになる究極の武器なのも事実。その威力とジャヒルの権能が合わされば、大国であろうが蒸発するほどの広範囲血魔熱波イビルブラッドウェーブとなって猛威を揮うのである。

　原理としては、いわゆる気化爆弾と同じだ。

　広範囲に散布した魔素を一気に燃焼させる事で、爆発炎上を発生させるのである。

　ジャヒルは今まで無作為に戦っていた訳ではない。

　ティアやシルビアをいなしながら、密かに魔素の散布も行っていたのだ。

　そしてそれは戦場を満たすほどに拡散されており、ジャヒルの意のままに、いつでも殺意に満ちた獄炎へと変化するのだった。

（コイツ等ならば、ワシの広範囲血魔熱波イビルブラッドウェーブにも耐えるだろうがな）

　対軍広範囲技なので、強者への決定打には欠けている。しかし上位魔人程度であれば、生き延びるのは不可能だろう。

　広範囲に散布した魔素は、サリオンの魔法士団メイガスを覆いつくしている。ザラリオの配下共も巻き込んで焼き尽くす事になるが、そんなのはジャヒルの知った事ではない。自分が助かる為の目くらましとして申し分ないのだから、迷わず実行に移すだけだった。

「木っ端共が、ワシの偉大さを思い知るがいい!!」

　そう叫び、ジャヒルは広範囲血魔熱波イビルブラッドウェーブを一気に爆発燃焼させたのだ。

　神樹は炎に包まれた。

　表皮が超高熱で爆ぜる。

　神樹を守るように上下左右に展開していた魔法士団メイガスも、その一瞬で炎に呑まれている。

　ジャヒルの正面に立っていたシルビアやティア、少し後方にいたカガリなども、反応も出来ずに炎の中だ。

「ゲラゲラゲラゲラ！　くたばれ、ムシケラ共がァ!!　ワシにたてついたこと、あの世で後悔するがいい」

　ジャヒルは呵々大笑しながらも、コソコソと炎に隠れるように逃亡して行ったのだった。

　………

　……

　…

　燃え盛る炎は、大気すらも焼き尽くす勢いだ。

　しかし、ジャヒルの気配が消えた途端──

「やれやれ、注意力のない野郎で助かったな」

　というベニマルの言葉と同時に、全ての炎が掻き消えた。

　大惨事になるかと思われたのだが、蓋を開けてみれば被害は軽微であった。

　シルビア、ティア、カガリの三名は、火傷一つない。

　一番危険だった魔法士団メイガスも全員無事だ。

　瞬間的な熱量に晒された『魔導操騎』は動けない騎体もあるようだが、生身の肉体は守られていたので、大きな怪我も負わずに済んでいた。

　大炎上したはずの神樹だったが、表面に焦げは残るものの、枝の一本一本にまで瑞々しさが残っている。見た目ほどのダメージがない証拠であり、これくらいなら数日で元通りになるだろう。

「まったく、ジャヒルにバレないように空気を操るの、大変だったのよぅ？」

「流石はエルメシア陛下ですね。俺の期待通り、適切な処置でした」

　愚痴るエルメシアを宥めるように、ベニマルが爽やかに笑う。

　このやり取りからわかる通り、広範囲血魔熱波イビルブラッドウェーブの被害が少なかったのは、ベニマルが裏で動いていたからだった。

　八面六臂の大活躍と呼ぶに相応しいほど、ベニマルの仕事量はずば抜けていた。

　ミリム制止作戦を敢行しながら、ジャヒルを相手にしているカガリ達の補助を行っていた。それに加えてジャヒルの企みに気付き、それを阻止すべくエルメシアと交渉し被害を未然に防いだのだ。

　ジャヒルの権能によって拡散された魔素は、正確には血魔噴霧ブラッドミストという、可燃性の特殊な物質だった。

　吸血鬼族ヴァンパイアがそれを用いた技を使う場合があるが、これは神祖の血槍オリジンブラッドの権能の一つであった。

　ほんの僅かだが、自然由来の魔素とは違った匂いがある。ベニマルは精密な『魔力操作』によってそれを見抜き、ジャヒルが何かを企んでいると察知したのである。

　この異変に気付いていたのは、実のところベニマル以外にも一人いた。

　シルビアだ。

　シルビアは直ぐに危険を察知した訳だが、対処方法は思い浮かばなかった。可能な限り避難させれば難を逃れられるだろうが、それでも被害を被る者は出る。しかもこちらが動きを見せた場合、ジャヒルが行動を早める恐れもあった。

　そうなれば被害はもっと広まると予想されたので、どうしたものかと悩みつつベニマルに相談を持ち掛けたのだった。

　これによって異変に気付いていたベニマルも、状況を正確に把握したのだ。

　それだけでも大したものだが、解決方法を思いつけた訳ではない。

　答えは、天から導かれたのだ。




《エルメシアの究極能力アルティメットスキル『風天之王ヴァーユ』で血魔噴霧ブラッドミストだけを集め、究極能力アルティメットスキル『陽炎之王アマテラス』で魔血のみ燃焼するのです》




　それを聞くなり、ベニマルは疑いもせずに行動した。

　世の中には、深く追及しない方がいい事もある。

　リムルから『虚無崩壊』のエネルギー回路を繋げられた時も、その〝声〟が聞こえていた。しかしベニマルは、何も気付かなかった事にして、全てを受け入れていたのだった。

（すべては、リムル様の御心のままに──ってな。この天の声がリムル様の利に沿って動いているのなら、俺も素直に従うまでだ）

　ベニマルはそう割り切って、表でも裏でも活躍した。エルメシア達から協力を取り付け、今回も難事を乗り切ったのである。




　こうして、ベニマル、シルビア、エルメシアの活躍によって、ジャヒルの企みは挫かれた。

　ジャヒル本人の逃亡を許してしまったが、余力のない現状では無理をすべきではないとベニマルは判断したので、これが最善の結果なのだった。

　そうして全ての片が付くなり、ベニマルが崩れ落ちる。

　ジャヒルが逃げたのを見届け、気が緩んだのだ。

　それを予想していたのか、ソウエイが素早く支えている。

「無理もないわねぇ、これだけの大活躍だったんだもの」

　気絶したベニマルを見るエルメシアの目には敬意が溢れ、その言葉は優しいものだった。

　エルメシアからすれば、ベニマルはサリオンの危機を救ってくれた英雄なのだ。ベニマルがどれだけ働いたのか知っているのだから、その反応も当然であった。

　ただ、ベニマルはいいとして、エルメシアの仕事はまだ残っていた。

　その最たるものが、ザラリオと、まだ健在である彼の軍団への対応なのだった。

　憂慮するエルメシア。

　ジャヒルの逃亡によって、戦場は小康状態を保っている。

　両陣営が相手側の出方を窺っている状況だが──果たして、このまま戦争を再開すべきかどうか、エルメシアとしても思案のしどころなのだ。

　ベニマルはジャヒルの攻撃そのものを無力化するように動いていたので、ザラリオの軍勢にも被害は出ていなかった。

　つまり、戦力は拮抗状態というよりも、若干サリオン勢の方が不利なのである。

　末端兵士はそこまで脅威ではないが、たった二人の敵将が実に厄介で──と、悩みは尽きない。

　そもそも、敵が停戦に応じてくれるかどうかも不明だった。

　色々な可能性をシミュレーションしつつ、エルメシアは超高速で思考を巡らせるのだが──

　その結果が出るよりも早く、その悩みは晴れる事になった。
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　ザラリオ軍の取りまとめは、ダリスとニースが行っていた。

　彼や彼女の腹心だった者達は、先の妖死族デスマン受肉競争に敗れて、自我を消滅させてしまっている。座天使ソロネ級では意志薄弱だったのだ。

　永き時を戦い続けていたのに……いや、逆だ。

　永い間変化もなく、同じ作業の繰り返しだけだったからこそ、〝魂〟が摩耗して自我が薄れていったのである。

　ザラリオが武人肌だったというのも、その原因の一つに挙げられるだろう。

　対照的なのが、オベーラの軍団だ。

　こちらは仲間意識が強く、皆がオベーラを慕っていた。

　戦死者も多く、副官もオーマしか残っていなかったのだが、誰もがオベーラの為に命を賭すような勇猛な戦士達だったのだ。

　それに対してザラリオの軍団は、一糸乱れぬ統率がなされた機械的なまでの軍隊である。そこに自我は必要なく、単なる歯車となって命じられた事のみを行えば結果が出る環境だった。

　だからこそ、ザラリオにとって真の仲間と呼べる者は少なく、今となってはダリスとニースの二人のみだったのである。

　そんな二人が、ザラリオに接近して問いかけた。

「あのベニマルという男、何を考えたのか我々の事まで守ったようです。結果的に戦闘は一時中断させてしまいましたが、再開させますか？」

「ザラリオ様、よかったのですか？　フェルドウェイ様を裏切る形になってしまったのでは？」

　ダリスは事務的に淡々とした確認を。

　ニースはザラリオを慮おもんぱかって、暗に今後の方針を聞いている。

　まるで方向性の違う質問だが、だからこそ面白いとザラリオは思った。

（意外と、個性が生まれるものなのだな）

　今まで気にもしていなかったが、ザラリオの副官達にも自分の意見というものがあったのだ。その事実を、ザラリオは嬉しく思った。

「フッ、お前達は真面目だな」

「「──ッ!?」」

　ザラリオが笑みを見せると、ダリスとニースが驚愕した。

　驚天動地の驚きっぷりである。

　それもそのはず、ザラリオの笑顔など、彼等の記憶の中に存在していなかったのだ。

「ザ、ザラリオ様？」

「ひょっとして、これも何かの策とか!?　それとも、ワタシ達を試しておられるのでしょうか？」

　動揺する副官達を手で制し、ザラリオが言葉を紡ぐ。

「落ち着け。これ以上の戦闘は無意味だと判断したまで」

「何と!?」

　それは、ザラリオの口から正式に発せられた、戦闘終了の宣言であった。

　ダリスは驚いたが、反対意見は特にない。素直に従い、全軍に命令を伝達する。

「それとな、ニース。私がフェルドウェイを裏切ったのではない。逆だ。ヤツがこの私から自由意志を奪い、友としての信頼に泥を塗ったのだ！」

　静かな怒りを込めて、ザラリオがそう言い放った。

　それは、決別の宣言だ。

「それでは、今後はフェルドウェイ様とも……」

　恐る恐る問い返すニースに、ザラリオが大きく頷く。

「その通りだ。私はな、フェルドウェイと袂たもとを分かつ事にしたのさ」

　この発言に、ニースだけではなくダリスも息を呑んだ。

　ザラリオが続ける。

「お前達は幸いにも、究極能力アルティメットスキルを獲得していなかったからな。究極付与アルティメットエンチャントを施されてもいないし、自由な自我を守れている。このまま私に従うもよし、フェルドウェイに与くみするもよし。一刻の猶予を与えるから、好きに選ぶがいい」

　いきなりの提案で、ダリスとニースは混乱した。

「わ、我々がもう不要だと？」

「も、もしや、ワタシが何か失敗でもしてしまったのでしょうか？」

　そんなふうに動揺するが、ザラリオが宥める。

「違うさ。私も支配から解放されて、自由というものの大切さを再認識したのだ。お前達も、この世界の美しさに目を向けてみろ」

　そう言われた二人は、改めて周囲を見回してみた。

　天は雲一つなく澄み渡り、先程までの争乱が嘘のように美しい。

　ミリムの脅威から守られた神樹は、焦げた表皮も目立つが雄々しく聳え立っている。その枝は天を支えるように大きく広がり、その青々とした巨大な葉を茂らせていた。

　葉の上に集うザラリオ達に、心地よい風が吹く。

　それは、今までの古い考えを吹き飛ばすような、爽やかな息吹だ。

「ずっと敵対していた蟲魔族インセクター共とも、今は休戦状態だ。友の頼みだと思ってフェルドウェイに従うつもりだったが、ヤツの在り方は許容出来んからな。私はもう、新しい生き方を探すつもりなのだ」

　ザラリオはそう告げた。

　義理を欠くような真似をされてまで従うつもりはないのだと、明確に宣言したのである。

　それに、ザラリオは武人ではあるが、わざわざ新しい敵を見つけるような趣味もないのだ。必要だから戦い続けていただけで、戦いそのものが生きがいという訳ではないのである。

　ずっと戦いを強制されていたが、そろそろ他の事に目を向けるべき時が来たのかも知れない。ザラリオはそう考えているのだった。

　そして、その考えに副官達も共感した。

「──実は、我も妖死族デスマンに宿ってから、色々と考えるようになったのです。どうもこの身体には、何者かの意志が宿っているようで、許されるのなら戦い以外の趣味も見つけてみたいと思っておりました」

　と、ダリスが迷いながらも打ち明けた。

　いいんじゃないか──と、ザラリオが頷く。

「ワタシは特に思うところなど御座いません。このままずっと、ザラリオ様についていくまでです」

　ニースの意思は固い。

　ザラリオの役に立つ事だけが、首尾一貫したニースの願いなのだった。

「許そう」

　ザラリオはその申し出を認めた。

　ザラリオは自由に生きると決意したが、無責任ではないのだ。自分を慕う者達や付き従う部下達を、決して見捨てたりはしないのである。

「そういう事でしたら、我も」

「いいのか？　趣味を探すのを止めはしないぞ」

「フフフ、趣味を探すのも一興でしょうが、それは急ぎませんので。皆が落ち着いてからの楽しみといたしましょう」

　それもいいな──とザラリオは思った。

　自分達の生はまだまだ続くのだ。ゆっくりと、何をすべきか見つめ直すのも悪くはないだろう。

　ただし──

　その為には、世界を平和に導く必要があった。

「ならば、我等の次なる目標も決まったな」

　世界はこんなにも美しい。

　それなのに、フェルドウェイは目を向けようともしていなかった。

　今となっては、フェルドウェイこそがこの世を乱す存在となっているのだ。

　友としてその暴挙を見過ごす訳にはいかない──と、ザラリオは思った。

「聞け！　敵はフェルドウェイだ!!　ヤツの妄想に囚われた野望を打ち破り、世界を安定させようではないか!!」

『「「御意ッ!!」」』

　ザラリオの軍団は、歯車のように意思統一がなされている。

　今回もまた、満場一致にて方針が決定したのだった。




　ザラリオの号令によって、全将兵が一斉に武装解除した。

「私はこれ以上の戦闘行為に意味はないと考えるが、貴殿はどうか？」

　たった一人でエルメシアの下まで出向いたザラリオが、そう述べた。

　これを受け、エルメシアも同意を示す。

「同感ね。どうやらそちらも意に染まぬ戦いだったようだし、痛み分けという事で矛を収めましょうか」

　エルメシアの発言は、戦争責任を問わないという宣言に等しいものだった。

　為政者としては、侵略者から賠償をもぎ取るべきなのだろうが、エルメシアは無理矢理にでも戦争終結に導くべく、この提案を行ったのである。

　各王家はこれを支持した。

　否、支持するしかなかったのだ。

　事実上、これ以上の戦闘継続は国家存亡にかかわるからである。

　魔法士団メイガスの被害は甚大だが、『魔導操騎』は修理可能だ。しかしこれ以上の戦いが続けば、戦死者も多数出る事になる。

　人的損害は金銭で贖あがなう事は出来ず、国家戦力の低下は免れない。これから先もフェルドウェイによる動乱が続く見込みなのに、ここで戦力を無駄にする訳にはいかないのだった。

　幸いにも、それがわからぬような愚かな指導者はいなかった。

　天帝の決定に異論はなく、皆がこれに賛同したのだ。

　エルメシアとザラリオの頂上対談によって、無事に終戦協定が結ばれた。

　それに引き続き、共闘宣言が発布される。

　こうして、当面の間はザラリオ軍がサリオンに駐留し、この先に訪れるであろう未曽有の危機に備える事になったのだった。
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　天上から全てを見下ろすように、フェルドウェイは全戦場を把握していた。

「ザラリオが私を裏切るとは……」

　それは、フェルドウェイにとって衝撃だった。

　数少ない腹心にして旧来の友、そんなザラリオの離脱は、フェルドウェイにとっては想像だにしていなかった出来事なのだ。

　だからこそ、狂う。

　ミカエルを失い、ザラリオにも裏切られた。

　失ってから初めて、それがどれだけ大事だったのか理解させられたのだ。

（君まで私を見捨てるというのか？　ならば、もう迷うまい。この身を賭して、神の存在を証明するとしよう!!）

　フェルドウェイの心は、更に歪み壊れていく。

　誰にも知られぬまま、取り返しのつかないほどに。

「どうする気だ、フェルドウェイ？」

　と、ヴェガが問うた。

　こちらは実に気楽なものだ。

　何の責任感もなく、自分の目的と快楽の為に、自由気ままに生きている。

　そんなヴェガに視線を向けて、フェルドウェイはうっそりと微笑んだ。

「フッ、全ては予定通りさ」

「だがよ、ミリムが巨木をぶっ倒すんじゃなかったのかい？」

「アレはどっちでもよかったのさ。後からでも壊せるからな」

　ザラリオの離脱は予定通りではないのだが、フェルドウェイの計画に綻びがないのは本当だった。なので、フェルドウェイの自信に揺らぎはない。

　運命の時は近い。

　僅かながら心に残っていた迷いも、ザラリオから裏切られたという思いによって消え去った。

　今のフェルドウェイは、たった一つの目的だけに突き動かされているようなものなのだ。

　だからこそ、もう止まらない。

「ヴェガ、お前はディーノと組んで、迷宮攻略に出向くがいい」

「お？　ようやく俺様の出番ってか！」

　嬉しそうにヴェガが嗤う。

　フェルドウェイの視線を受けて、傍に控えていたマイも立ち上がる。ヴェガ達は〝鍵〟を与えられていないので、〝天てん星せい宮きゅう〟から出られない。マイならば〝鍵〟の複製を与えられている為、『瞬間移動』でヴェガ達を送り届けられるのだ。

　ちなみに、異界から〝天てん星せい宮きゅう〟に至る〝鍵〟はフェルドウェイ達も所持しているのだが、〝天てん星せい宮きゅう〟から地上に繋がる〝天通閣〟の〝鍵〟──真しん錠じょうは、ヴェルザードのみが所持していた。

　もっとも、フェルドウェイ達の所持している〝鍵〟にも基軸世界を登録済みであり、移動の不便はなくなっている。マイなどは複製された〝鍵〟を究極付与アルティメットエンチャントに組み込まれているので、どこからでも〝天てん星せい宮きゅう〟まで移動出来るようになっているのだ。

　この〝鍵〟はディーノ達にも与えられているのだが、あまり喜んではいない。

「え、俺も？」

　と、今も嫌そうな反応を見せるディーノだったが、その反応は無視されていた。

　ヴェルドラという最大戦力が迷宮から消えた今、まさに絶好のチャンス到来というものなのだ。ディーノが何を言おうが、決定は覆らないのだった。

「朗報を期待してな」

　そう言い残し、ヴェガが去って行く。

　案内するようにマイが先導し、その後ろに項垂れたディーノが続き、ピコとガラシャもやれやれとばかりに連れ立って行ったのだ。




　こうして、〝天てん星せい宮きゅう〟には静寂が訪れた。

　一人残ったフェルドウェイは、実に愉快そうに笑う。

　それは、どこか狂気を帯びた哄こう笑しょうだった。
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　そして地上を見下ろしたフェルドウェイは、最後の仕上げに自らも動き始めるのだった。
















　ミリムを誘導しつつ不毛の大地を目指していた俺は、ふと嫌な予感がした。

　嫌な事を思いついてしまったのだ。

　今の俺の行動そのものが、フェルドウェイの意図通りなのではないか──と。

　それは、シエルさんの思惑通りに動かされる事の多い俺だからこそ気付いた感覚であろう。

　いや、単なる思い込みだと思うのだが……。

　目指す先がそこしかない、という状況そのものに疑問を覚えたのである。

　誘導するならそこ──〝天通閣〟なのは間違いない。

　何しろあの中は、ミカエルの攻撃すら完封するほど強固な神の遺物なのだから。周辺の死せる砂漠も、ミリムによる被害をこれ以上出させないという目的と合致している。

　ダグリュールには悪いが、今は敵対中というのも好都合だった。何せ、俺の良心が痛まないからだ。

　いや、悪いなとは思うのだが、敵対してるんだから仕方ないよね、とも思うんだよね。そんな訳で、これは不可抗力であると割り切れるのである。

　なので、ミリムを誘導するなら〝天通閣〟しかなかったのだが、それを見透かされていたとかないよな？

　いや、考え過ぎか……。




《……まさか》




　フェルドウェイがシエルさんの想定を上回るとも思えない。

　何しろ先程の戦闘だって、ザラリオの協力がなければ成し遂げられなかった偉業だし、そこまで見通せていたはずがないのだ。

　もしもザラリオが寝返るとわかっていたのなら、それこそ他のやりようがあったはずだし……。

　うーむ、ここで悩んでも仕方ないのだが、何となく嫌な気分であった。

　などと思っていたからだろうか？

　ラミリスから嫌な報告が飛び込んできたのだ。

『ちょっとリムル、大変なんですけど!!』

　はいはい、こっちも大変ですよ──と返事しようとしたのだが、それを上回る早さでラミリスが続けた。

『ディーノちゃん達が攻めて来たのよさ！　こっちは迎撃態勢に入ったけど、師匠がいないから不安なんですけど!!』

　ああ、嫌すぎる。

　ヴェルドラに頼まなかったら、まだ〝停止世界〟のままだっただろう。ダグリュールの力は〝竜種〟並みだから、かなり長く時を止めていられそうだし。

　そんな状態で暴走ミリムを好き勝手させたら、神樹もとっくに破壊された上に、どこにとばっちりが向かっていたかも不明だった。

　なので、俺の判断に間違いはなかったハズだが……。

『頑張ってくれとしか言えないな』

『ちょっと、そんな答えを聞きたい訳じゃないんですけど？』

『いや、わかるよ？　でもさ、俺も今、必死でミリムの相手をしててだね……』

『ベニマルとも連絡が取れないのよさ！　だからアンタが早く帰って来てくれないと、アタシとしても困るってものなのよ』

　ラミリスが不安がってるのは理解した。

　ベニマルと連絡がつかないのは、多分だが無理をし過ぎたせいだろう。無事なのは確認したし、身体異常とかではなさそうだから、直ぐに回復すると思う。

『ともかく、しばらくは頑張って耐えてくれ！』

『わかったけど、ホント、早く帰ってきてよね……』

　ブツブツ文句を言われて、ようやくラミリスとの通信が終わった。

　もっと俺の事も労いたわって欲しいものである。

　しかし、冗談を言っている場合ではないのは事実だ。

　ギィとヴェルザードの戦いは、余人の介入も出来ないまま状況不明だし。

　迷宮には侵入者がいて、戦闘が激化しそうだし。

　ミリムは現在も暴走中で、どうやって止めたらいいのか糸口さえつかめないし。




《ほんの少しの間だけでも誰かがミリムの相手をしてくれたなら、〝王権発動レガリアドミニオン〟によって動きを封じられるのですが……》




　それは心情的には嫌だけど、最悪の場合は止む無しだな。

　とは言え、その誰かがいないから困っているんだけど。

　フェルドウェイの命令を解除するだけで、ベニマルが倒れるほどの苦労をさせてしまった訳だし。もう一度同じ事をお願いするにしても、体力が回復してからじゃないと無理そうだ。

　というか、この状況からして、こちらの手を見てから適切に対応されている感じだな。攻め手側が有利だとはいえ、ここまで一方的にいいようにされるとは思わなかった。

　どうにかして反撃の機会を窺うかがいたいところだが──こんなふうに色々考えているから余裕がありそうに思われるけど、ミリムの猛攻は気が抜けないのだ。

　誘導するとは、つまりはミリムに狙われているって事だからね。

　フェルドウェイをどうこうする余裕などあるはずもなく、かなり必死にミリムの攻撃を無力化させながら、俺は〝天通閣〟を目指していく。

　そしてようやく見えてきた。

〝天通閣〟ならば、ミリムの攻撃にも耐えてくれるはずである。あの中に入ってしまえば、俺も少しは楽になるはずだった。

　しかし悲しい事に、嫌な予感ほど的中するものなのだ。

「待っていたぞ、魔王リムルよ」

　ミリムと組み合っていた俺の耳に、天から声が届く。

　それは地上へと降下してくる、フェルドウェイからの悪意に満ちた声だった。

「クソッ、やっぱり狙ってやがったか!!」

　思わず舌打ちするも、時すでに遅し。

　さてどうしたものかと思案する間もなく、シエルさんが慌てて忠告してきた。




《至急、この場から撤退を！》




　その珍しい様子からも、今が緊急事態なのは疑いようもなかった。

　撤退というが、要は「逃げろ」と言っている。

　そうしたいのは俺も山々なんだが、無理なんだよね。

　だって、ミリムと組み合っているんだもん。

　まさしく、この状況こそがフェルドウェイの狙い通りだった訳だ。

　最悪だ。

　俺が慌てていないのは、この先の展開が完璧に読めてしまったからだった。

　フェルドウェイの次の行動は──

「さあ、ミリムよ！　再び私に従え、〝王権発動レガリアドミニオン〟──ッ!!」

　ああ、やっぱり。

　俺がさっきから悩んでいた最終手段を、迷いもなく実行しやがった。

　ミリムから力が抜けた。この様子から察するに、再びフェルドウェイに支配されてしまったようだ。

　ミリムの暴走が止まるのはいいが、その矛先が俺に向けられるのは間違いない訳で──これって、いわゆる王手ってヤツだよね。

　フェルドウェイに加えてミリムまで相手にしなければならないとなると、俺が勝つ可能性はゼロであった。

「ふざけるなよ、卑怯だぞ!!」

　負け惜しみ、負け犬の遠吠え、何と思われようが構わないが、文句くらい言わせて欲しいと思う。

　そんな俺を、フェルドウェイが見下すように嗤った。

「無様だな、魔王リムルよ。邪魔な貴様には、ここで消えてもらうとしよう」

　それは、俺を笑ったのではなく認めていたのかもな。

　何故ならば、フェルドウェイは俺との決着から逃げたからだ。

　ミリムという手駒を得たフェルドウェイなら、ここで二対一で俺を叩きのめそうとするに違いない──と覚悟したのに、意外にもそうはならなかった。

「時空の果てまで消し飛ぶがいい──〝時空跳激震覇クロノサルテーション〟──ッ!!」

　それは、見覚えのある現象だった。

　ちょっと前に、ヴェルグリンドさんをこの世界から消し飛ばしたのと同じ攻撃で──そこまで考えて、俺の意識は暗転する。

　俺はフェルドウェイの〝時空転送〟によって、過去、未来、現在、そのどれとも定かではないような、どことも知れぬ〝場所〟に跳ばされてしまったのだった。







　あとがき







　ようやく20巻を書き上げました。

　今回は締め切りを延ばさないという話でしたが、それどころではなく色々と問題が山積しまして、本当に大変だったというのが実情です。

　具体的に言うと、スランプでした。

　精神的に書く気がまったく起きない……というより、シーンは思い浮かぶのにそれを文字にする段階で集中出来なくなる、という状況に陥ってしまったのです。

　書籍本編の執筆以外にも色々と仕事が重なっていたので、かなり気力が削がれていたのも事実です。しかしそれにしても、ここまで書く気が起きなくなったのは初めてでした。

　やむなく、書く環境を変えるという最終手段を決行。どうなるか不安でしたが、東京に出向いてホテル生活を満喫、ゲフンゲフン。ホテルに滞在して、執筆生活を頑張った次第です。

　無論、自腹で。

　いやね、出版社の方で出してもいいとの話だったのですが、それをされると余計に書けという圧力が強まりそうで、気分的に嫌だなと思いまして。書けなかった時が不安だったので、これ以上追い込まれたくないし、自分で払うと言って断った感じです。

　結果、三ヶ月間書けなかったのが嘘のように、毎日キッチリとノルマを達成し、無事に書き上げる事が出来たのでした。

　やはり、環境は大事ですね。規則正しい生活をして、執筆のリズムを整えるのが何よりも大切だな、と。わかっていても、なかなか難しいですけど……。

　ホテルの方々には大変お世話になりました。実に快適で、帰りたくないなと思ったほどです。

　担当Ｉ氏からは「帰らなくてもよくないですか？」と真顔で言われましたが、冗談に聞こえないんだよな……。

　Ｉ氏は多分本気なので、そうならないように頑張ってみる所存です（苦笑）。




　東京滞在中に作家先生方とお会いする機会もあったのですが、僕と同じような状態に陥っているという方もおられました。コロナのせいで出歩けなくなり、かなり精神的にダメージを負うケースが多いようです。

　コロナの影響で自宅作業が増えた方も多いかと思いますが、自己管理の苦手な僕のようなタイプの人は、同じような苦しみを大なり小なり味わっているのかもしれません。

　そんな時は、気分転換が大事ですよ！

　皆様も息抜きを大事にして、無理をなさらないようにして下さい。

　少しでも拙作の『転生したらスライムだった件』が、皆様の心の安らぎとして役立てる事を祈って。これからも完結に向けて頑張る所存です。

　それでは、また次巻でお会いしましょう！
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